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チ ベ ッ ト に お け る 他 者 排 除 ( a n y a p o h a ) 論 の 形 成 と 展 開 ( 2 )
- 1 2 - 1 3 世 紀 サ ン プ 系 及 び サ キ ヤ 系 論 理 学 者 の 論 争 史 の 一 局 面 一
西 沢 史 仁
序 ：
筆 者 は ， 先 に ， ゲ ル ク 派 の ド ウ タ 文 献 に 見 ら れ る 他 者 排 除 論 を 手 掛 か り と し て ，
チ ベ ッ ト に お け る 論 理 学 の 最 古 の 学 統 で あ る サ ン プ 系 論 理 学 の 他 者 排 除 論 を 論 じ
た 1 ． そ の 際 ， 資 料 と し て 依 用 し た の は ， ゴ ク 翻 訳 師 ロ デ ン シ ェ ー ラ プ ( I N g o g l o t s a
b a b l o l d a n s h e s r a b , 1 0 5 9 - 1 1 0 9 ) の 『 量 決 択 難 語 釈 』（ 乃 加 d m a m a m " g e s A y i d k z z '
9 " s m a m b s / m d )と チ ヤ パ ・ チ ュ ー キ セ ン ゲ ( P h y a p a c h o s k y i s e n g g e , 1 1 0 9 - 1 1 6 9 )
の 『 論 理 学 意 闇 払 拭 』 （ 乃 加 d m a 血 " " z z " z s e ム 以 下 ，『 意 闇 払 拭 』 ） で あ る ．
ゴ ク 翻 訳 師 は , イ ン ド 直 伝 の 新 し い 顕 教 教 学 の 学 統 を サ ン プ 寺 に お い て 最 初 に 打 ち
立 て た 人 物 で あ り ， そ の 意 味 で ， 《 サ ン プ 教 学 》 の 祖 と も 称 せ ら れ る べ き 者 で あ る ．
こ れ に 対 し て ， ゴ ク 翻 訳 師 の 孫 弟 子 に あ た る チ ヤ パ は ， ゴ ク 翻 訳 師 の 教 学 を 批 判 的
に 検 討 す る こ と を 通 じ て ， サ ン プ 寺 に ゴ ク 翻 訳 師 の 学 統 と は 別 個 の 学 統 を 打 ち 立 て
た ． サ ン プ 教 学 は ， 実 に ， こ の ゴ ク 流 と チ ャ パ 流 と も 称 さ れ る べ き 二 つ の 大 き な 学
統 か ら な る と い っ て も 過 言 で は な い 2 ． こ の う ち ， チ ャ パ の 学 統 は ， や が て ゴ ク 翻
訳 師 の 学 統 を も 圧 倒 し て サ ン プ 教 学 の 主 流 と な っ て い く が 3 ， そ の 流 れ を 引 く 学 者
！ 西 沢 2 0 1 4 参 照 本 稿 は そ の 続 編 で あ る ． 本 稿 を 記 す に 際 し て P a s c a l e H u g o n 氏 か ら 『 量 決 択 チ
ヤ パ 註 』 の 入 力 フ ァ イ ル を 頂 き 検 索 に 使 用 し た ． 同 氏 に は 記 し て 感 謝 の 意 を 表 す る 次 第 で あ る ．
2 例 え ば 『 黄 瑠 璃 史 』 に は ， ゴ ク 翻 訳 師 と チ ヤ パ の 二 つ の 学 統 が 後 に サ ン プ 寺 が 上 院 と 下 院 の 二
院 に 分 裂 す る 契 機 と な っ た と い う 説 が 紹 介 さ れ て い る （ 同 書 p ､1 4 9 . 1 9 ). サ ン プ 寺 の 分 裂 に つ い
て は ， そ れ 以 外 に も 色 々 な 要 因 が 考 え ら れ る の で ， そ れ だ け が 理 由 で あ る と は 思 わ れ な い が ，
こ の こ と は ゴ ク 翻 訳 師 と チ ャ パ の 学 統 が サ ン プ 寺 に お い て 取 り 分 け 勢 力 を 持 っ て い た こ と を 示
す 一 証 左 で あ る ． 個 別 的 に は 後 代 に 影 響 力 を 持 っ た サ ン プ 系 の 有 力 な 学 統 の 一 つ と し て ， 般 若
学 の 分 野 で ， 所 謂 「 デ ・ ア ル ( 0 B r e A r )」 の 学 統 と い う も の が 知 ら れ て い る ． こ れ は ， ゴ ク 翻 訳
師 の 四 大 弟 子 の 一 人 で あ る デ ・ シ ェ ー ラ プ バ ル ( ' B r e s h e s r a b ' b a r ) と そ の 弟 子 筋 の ア ル ・ チ ャ ン
チ ュ プ イ ェ シ ェ ( A r b y a n g c h u b y e s h e s ) の 二 人 の 学 統 を 指 す が ，こ れ に し て も ， 基 本 的 に は ゴ
ク 翻 訳 師 が 伝 え た 般 若 学 の 学 統 を 出 る も の で は な い ． こ の デ ・ ア ル の 般 若 学 の 学 統 に つ い て は ，
西 沢 2 0 1 1 b , V o l .1 , p p1 5 3 - 1 5 9 参 照 ． サ ン プ 寺 の 分 裂 事 情 に つ い て は ， 同 書 p p ､ 2 2 8 - 2 3 2 参 照
3 チ ャ パ は ， 特 に 論 理 学 と 中 観 学 の 分 野 で 「 要 綱 ( b s d u s p a )」 と 称 さ れ る 綱 要 書 を 案 出 し ， そ
れ を 契 機 と し て 後 代 非 常 に 大 き な 影 響 力 を 持 つ よ う に な っ た ． 西 沢 2 0 1 0 , p . 6 3 参 照
A c m T Y b “ た α α B 脚 “ ﾉ i i c a 8 :1 - 1 6 8 , 2 0 1 5 .
． F a c u l t y o f B u d d h i s m , M i n o b u s a n U n i v e r s i t y , J A P A N
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と し て ， 本 稿 で は ， ま ず 最 初 に ， ツ ァ ン ナ ク パ ・ ツ ウ ン ド ウ セ ン ケ ( g T s a n g n a g p a
b r t s o n ' g r u s s e n g g e , 十 二 世 紀 ） と ツ ル ト ウ ン ・ シ ョ ン ヌ セ ン ゲ ( m T s h u r s t o n g z h o n
n u s e n g g e , c a . 1 1 5 0 - 1 2 1 0 ) の 論 理 学 書 を 取 り 上 げ ， 彼 ら の 他 者 排 除 論 を 検 討 す る ．
こ の 二 人 の う ち ， ツ ル ト ウ ン は ， サ キ ヤ 派 の サ パ ン の 初 期 の 師 の 一 人 で あ り ， サ
パ ン に サ ン プ 系 の 論 理 学 と 中 観 学 を 伝 受 し た 人 物 と し て 特 記 さ れ る ． サ パ ン は 後 に
カ シ ュ ミ ー ル パ ン デ イ タ ･ シ ヤ ー キ ヤ シ ュ リ ー バ ド ラ ( S ﾖ k y a S I T b h a d r a , 1 1 2 7 ? - 1 2 2 5 )
及 び そ の 随 従 達 と 出 会 い ， カ シ ュ ミ ー ル 系 統 の 論 理 学 の 相 承 を 受 け 継 ぐ こ と を 通 じ
て ， サ ン プ 系 論 理 学 に 対 し て 批 判 的 な 態 度 を 強 め る こ と に な る が ， 彼 の 論 理 学 綱 要
書 『 論 理 学 正 理 宝 蔵 』 （ 乃 〃 α d m a r j g s g r " 以 下 ，『 正 理 宝 蔵 』 ） を 仔 細 に 検 討 す
る と ， サ パ ン の 論 理 学 思 想 に は ， 依 然 と し て サ ン プ 系 論 理 学 の 残 津 が 多 分 に 見 出 さ
れ る の で あ る 4 ． そ し て ， そ の こ と は ， 本 稿 で 扱 う こ の 他 者 排 除 論 か ら も 確 認 さ れ
る と こ ろ で あ る ．
他 方 ， こ の サ ン プ 系 論 理 学 の 学 統 と 並 び ， そ れ と 拮 抗 す る 形 で ， チ ベ ッ ト 仏 教 論
理 学 の 一 大 学 統 と な っ た の が ， サ パ ン ( S a s k y a p a p d i t a k u n d g a ! r g y a l m t s h a n , a b b r .
S a p a Q , 1 1 8 2 - 1 2 5 1 ) に よ り 創 立 さ れ た サ キ ヤ 系 論 理 学 で あ る ． サ パ ン の 論 理 学 の 学
統 は ， 主 に 直 弟 子 の ウ ユ ク パ ・ リ ク ペ ー セ ン ゲ ( ' U y u g p a r i g / r i g s p a ' i s e n g g e , c a .
1 1 7 0 - 1 2 5 3 ? ） を 初 め と す る サ キ ヤ 派 の 学 僧 達 の 間 に 受 け 継 が れ ， サ ン プ 系 の 論 理 学
の 学 統 と 並 び , チ ベ ッ ト に お け る 論 理 学 の 二 大 学 統 と し て 後 代 に 伝 承 さ れ て い く こ
と に な る ． 本 稿 で は ， そ の う ち ， サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 と そ れ に 対 す る ウ ユ ク パ の
註 釈 『 正 理 成 立 』 ( R i g s g r " b ) を 資 料 と し て ， 初 期 サ キ ャ 派 の 他 者 排 除 論 を も 併 せ
て 紹 介 す る ． そ の 際 ， 特 に ， サ ン プ 系 の 他 者 排 除 論 を サ パ ン 及 び ウ ユ ク パ が 如 何
に 受 け 止 め ， そ れ を 批 判 的 に 検 証 す る こ と を 通 じ て ， 自 ら の 解 釈 を 打 ち 立 て て 行 っ
た の か と い う 点 － そ れ は 他 者 排 除 論 を 主 題 と し た サ キ ヤ 系 論 理 学 の 形 成 過 程 に
他 な ら な い が － に 考 察 の 焦 点 を 当 て ， 併 せ て ， 1 2 - 1 3 世 紀 に お け る サ ン プ 系 及 び
サ キ ヤ 系 学 者 に よ る 論 争 史 の 最 初 期 の 一 局 面 を 紹 介 し た い ．
4 そ れ に つ い て は , H u g o n 2 0 0 4 , p p . x i i - x v に 指 摘 さ れ た ほ か ， 認 識 手 段 ( t s h a d m a , * p r a m a p a ) の
定 義 を 巡 る 議 論 に 関 し て は ， 西 沢 2 0 0 7 , p p .3 6 8 - 3 7 6 に お い て 紹 介 し た ． 認 識 手 段 の 定 義 を 含 む
認 識 手 段 論 全 体 に つ い て は ， そ れ が 見 出 さ れ る 『 正 理 宝 蔵 』 第 八 章 後 半 部 の 校 訂 テ キ ス ト の 後 註
及 び 訳 註 に お い て 検 討 し ， サ ン プ 系 の 一 連 の 論 理 学 書 と の テ キ ス ト 的 対 応 関 係 も 包 括 的 に 調 査
し た ． そ れ に つ い て は 西 沢 2 0 1 1 b , V o l , 3 , p p . 2 2 3 - 3 4 2 参 照 ．
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第 一 章 ． サ ン プ 系 論 理 学 に お け る 他 者 排 除 論
第 一 節 ． ゴ ク 翻 訳 師 と チ ャ パ の 他 者 排 除 論 ：
ゴ ク 翻 訳 師 と チ ヤ パ の 他 者 排 除 論 に つ い て は ， 既 に 前 稿 （ 西 沢 2 0 1 4 ） に て 検 討
し た の で ， 詳 細 は そ れ に 譲 り ， こ こ で は そ の 結 論 だ け を 簡 単 に 纏 め て お く ． 特 に チ
ヤ パ の 他 者 排 除 論 は ， ツ ァ ン ナ ク パ と ツ ル ト ウ ン が 前 提 と し て い る の で ， 彼 ら の 他
者 排 除 論 を 分 析 す る に 先 だ っ て ， そ の 内 容 を 予 め 確 認 し て お く こ と が 必 要 で あ る か
ら で あ る ．
イ ン ド に お い て は ， 『 タ ッ ト ヴ ァ サ ン グ ラ ハ 』 及 び そ の 『 パ ン ジ カ ー 』 に 明 記 さ
れ て い る よ う に ， 後 代 に 至 る ま で ， 他 者 排 除 は ， 《 語 の 対 象 ( S a b d a r t h a ) 》 に 相 当
す る 概 念 で あ っ た ． し か し ， チ ヤ パ は ， 彼 の 『 意 闇 払 拭 』 に お い て ， 他 者 対 象 を 語
の 対 象 で は な く ， 分 別 知 の 三 つ の 作 用 の う ち の 一 つ と 見 倣 し て い る こ と が 明 ら か と
な っ た ． つ ま り ， チ ャ パ に と っ て 他 者 排 除 は ， 語 の 対 象 と し て 対 象 の 側 に 結 び 付 け
ら れ る べ き も の で は な く ， そ の 語 の 対 象 を 把 握 す る 知 の 側 に 結 び 付 け ら れ る べ き も
の で あ っ た ． 後 代 の ド ウ タ 文 献 で は ， 他 者 排 除 と 密 接 に 関 係 し た も の と し て 《 排 除
作 用 ( s e l l j u g ) 》 と い う 概 念 が 立 て ら れ た が ， チ ャ パ の 他 者 排 除 の 理 解 は ，ド ウ タ
文 献 で は ， 他 者 排 除 で は な く ， こ の 排 除 作 用 に 相 当 し て い る ． 他 者 排 除 を 対 象 の 側
に 結 び 付 け る の か ， あ る い は ， 知 の 側 に 結 び 付 け る の か と い う こ と は ， チ ベ ッ ト に
お け る 他 者 排 除 論 の 最 も 重 要 な 論 題 の 一 つ で あ る が ， 既 に 示 唆 し た よ う に 5 ， こ の
点 に 関 し て ， サ ン プ 系 の 論 理 学 者 と サ キ ヤ 系 の 論 理 学 者 は ， 全 く 異 な る 解 釈 を 取 る
こ と に な る ．
さ ら に ， 後 代 の ド ウ タ 文 献 で は ， 『 タ ッ ト ヴ ァ サ ン グ ラ ハ 』 ( T S 1 0 0 4 ) に 依 拠
し て ， 他 者 排 除 を 否 定 ( d g a g p a , * p r a t i 9 e d h a ) と 同 一 視 す る 解 釈 が 示 さ れ た が ， そ
の よ う な 解 釈 は ， チ ャ パ に は 全 く 見 ら れ な い こ と も 確 認 さ れ た ． 特 に ， チ ヤ パ は ，
非 否 定 ( m e d d g a g , * p r a s a j y a p r a t i g e d h a ) と 無 否 定 ( m a y i n d g a g , * p a l y u d a s a ) を ，
否 定 対 象 を 否 定 し た 際 に ， 他 の 法 を 引 発 す る か 否 か の 点 か ら 立 て る 解 釈 を 否 定 し ，
従 来 の イ ン ド 原 典 に 基 づ か な い 独 自 の 否 定 理 論 を 構 築 し た ．
以 上 が チ ヤ パ の 他 者 排 除 論 の 特 徴 で あ る が 6 ， そ の 点 を 念 頭 に お い て ， 以 下 に ツ
s 西 沢 2 0 1 4 , p ､ 2 7 5 f 参 照
6 チ ヤ パ の 他 者 排 除 論 に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 4 , p p . 2 5 0 - 2 7 4 参 照
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ア ン ナ ク パ 及 び ツ ル ト ウ ン の 他 者 排 除 論 を 検 討 し よ う ．
第 二 節 ． ツ ァ ン ナ ク パ ・ ツ ウ ン ド ウ セ ン ゲ の 他 者 排 除 論 ：
ツ ァ ン ナ ク パ ・ ツ ウ ン ド ウ セ ン ゲ 7 ( g T s a n g n a g p a b r t s o n ! g r u s s e n g g e , 1 2 世 紀 ）
は ， チ ヤ パ の 「 八 大 獅 子 ( s e n g c h e n b r g y a d )」 と 称 さ れ る 八 人 の 筆 頭 弟 子 の 一 人
で あ り ， 『 量 決 択 』 に 対 す る 大 部 の 註 釈 『 善 説 集 成 』 ( L e g s b s h a d b s d i f s p " ) が 現
存 し て い る ． 後 代 の 資 料 で は ， 中 観 の 解 釈 に 関 し て は ， 師 の チ ャ パ は 自 立 派 の 立 場
を 取 っ た の に 対 し て ， ツ ァ ン ナ ク パ は 帰 謬 派 の 立 場 に 立 ち ， チ ヤ パ に 対 し て 批 判 的
で あ っ た こ と が 伝 え ら れ て い る 8 ． た だ ， そ れ を 原 典 に 基 づ き 検 証 す る 作 業 は 今 後
の 検 討 課 題 で あ り ， 実 際 の と こ ろ ， ツ ァ ン ナ ク パ が チ ヤ パ と 如 何 な る 思 想 的 関 係 に
あ っ た の か と い う こ と は 依 然 と し て 不 明 の 状 態 で あ る ． そ こ で そ の 点 を も 念 頭 に 置
き つ つ , 彼 の 『 善 説 集 成 』 を 資 料 と し て ， ツ ァ ン ナ ク パ の 他 者 排 除 論 を 検 討 し よ う ．
I . 『 善 説 集 成 』 に お け る 他 者 排 除 論 の 位 置 付 け と そ の 科 段 構 成 ：
『 量 決 択 』 で は ， 前 述 し た よ う に ， 第 二 章 （ 為 自 推 論 章 ） に ， 他 者 排 除 論 に 言 及 し
た 一 連 の 中 間 偶 ( P V i n n . 2 9 - 3 1 = P V I . 4 0 - 4 2 9 ) が 見 出 さ れ る が ， ツ ァ ン ナ ク パ の
7 ツ ァ ン ナ ク パ の 生 涯 や 事 績 ， 作 品 等 に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 1 b , V o l ､1 , p p . 2 1 4 - 2 1 6 を 参 照 ．
8 例 え ば ， 『 青 冊 』 p . 4 0 6 . 6 - 1 6 ; 『 ゴ ク 伝 』 p . 4 5 1 . 4 - 6 参 照
， 西 沢 2 0 1 4 , p p . 2 4 6 - 2 5 0 参 照 こ れ は ， サ ン プ 系 論 理 学 に お け る 他 者 排 除 論 を 論 ず る 際 に 所 依 典
籍 と な る 極 め て 重 要 な 偶 で あ る の で ， こ こ に 梵 語 原 文 ・ 蔵 訳 ・ 和 訳 を 提 示 し て お く ．
s a r v e b h a v m s v a b h a v e n a s v a s v a b h a v a v y a v a s t h i t e i /
s v a b h a v a p a r a b h 5 v a b h y a m y a s m a d v y a v r t t i b h a g i n a h " 2 M ( = P V I . 4 0 )
t a s m a d y a t o y a t o ' r t h a n a m v y a v r t t i s , t a n n i b a n d h a n " /
j a t i b h e d a i p r a k a l p y a n t e t a d v i S e " v a g a h i n a M 3 0 " ( = P V I . 4 1 )
t a s m a d y o y e n a d h a n n e q a v i S e g a h s a m p r a t r y a t e /
n a s a S a k y a s t a t o ' n y e n a , t e n a b h i n n a v y a v a s t h i t i M 3 1 " ( = P V I . 4 2 )
g a n g p h y i r d n g o s k u n r a n g b z h i n g y i s " r a n g r a n g n g o b o l a g n a s p h y i I W
m t h u n d n g o s g z h a n g y i d n " s d a g l a s " l d o g p a l a n i b r t e n p a c a n " 2 "
d e p h y i r g a n g d a g g a n g l a s d o n " l d o g p a d e y i I g y u c a n g y i "
r i g s d b y e d e y i k h y a d p a r g y i s " r t o g s ' g y u r b a d a g r a b m b y e d " 3 0 "
d e p h y i r k h y a d p a r g a n g z h i g c h o s " g a n g g i s " b a r ' g y u r b a d e "
d e l a s g z h a n g y i s n u s m a y i n " d e s n a t h a d a d m a m p a r g n a s " 3 1 "
「 全 て の 事 物 （ ＝ 自 相 ） は ， 自 性 に よ っ て ， 自 身 の 自 性 に 存 す る の で ， 自 性 （ ＝ 同 類 ） と
他 性 （ ＝ 異 類 ） か ら 反 転 し た こ と か ら な る も の で あ る ． ( P V i n Ⅱ ､ 2 9 )
そ れ 故 ， 諸 対 象 （ ＝ 自 相 ） に は ， 何 で あ れ ， 或 る も の （ ＝ 同 類 と 異 類 の 他 の も の ） か ら の
反 転 が あ る が ， そ れ （ ＝ そ の 他 か ら の 反 転 ） を 根 拠 と す る ， 類 （ ＝ 普 遍 , i . e . 法 ） の 区 別
( j a t i - b h e d a .i . e d h a m a - b h e d a , P V S V T ) は ， そ れ ( = 自 相 ） の 特 殊 ( = 所 作 や 無 常 等 ） に
内 在 し て い る も の と し て ( t a d v i S e " v a g a h i n a h ' )[ 分 別 知 に よ り ］ 仮 設 さ れ る ． ( P V i n n ､ 3 0 )
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他 者 排 除 の 設 定 は ， そ れ に 対 す る 註 釈 の 直 後 に ， 単 な る 註 釈 と し て で は な く ， 独 立
し た 主 題 と し て 別 立 さ れ て い る ． そ れ は ， 「 一 般 に 知 が 対 象 に 作 用 す る 仕 方 ( s p y i r
s h e s p a y u l l a y u g p a ' i t s h u l )｣ [ 『 善 説 集 成 」 1 1 6 b 8 ] と い う 科 段 に 属 す る が ，こ の
周 辺 は ， 明 確 に 科 段 分 け さ れ て お ら ず ， そ の 派 生 元 の 科 段 は 明 示 さ れ て い な い ． こ
の 定 立 と 他 者 排 除 の 設 定 が 如 何 に 派 生 し た の か と い う こ と に つ い て は ， そ の 科 段 の
冒 頭 部 に こ う 解 説 さ れ て い る ．
「 さ て ， 前 述 し た ［ 通 り ］ 】 0 ， 自 相 と し て の 対 象 に は ， ［ 所 証 や 証 因 等 の ］
区 別 は 存 在 し な い の で ， そ れ （ ＝ 自 相 ） を 把 握 す る ［ 知 ］ （ ＝ 直 接 知 覚 ） ［ に ］
は ， 直 観 （ ＝ 知 覚 ） の 対 象 と し て は ［ 前 後 の ］ 順 序 は な い が ， 他 者 排 除 に よ
っ て 作 用 す る ［ 知 ］ （ ＝ 分 別 知 ） ［ に ］ は ， 確 定 の 対 象 と し て ， 順 序 が あ る の
で ， 「 分 別 知 は 部 分 を 対 象 と す る も の で あ る 」 と 説 か れ た の で あ る ． そ こ で ，
定 立 と 他 者 排 除 の 作 用 の 仕 方 に つ い て 少 し 解 説 し よ う ． 」 （ 『 善 説 集 成 』
そ れ 故 ， 或 る 特 殊 （ 例 ： 無 常 ） は ， 或 る 法 （ 例 ： 無 常 の 類 ＝ 無 常 性 ） に よ っ て ， 理 解 さ れ
る が ， そ の ［ 特 殊 ］ は ， そ れ （ ＝ そ の 法 ， 例 ： 無 常 の 類 ） よ り 他 の ［ 法 （ 例 ： 所 作 の 類 ＝
所 作 性 ) ］ に よ っ て ［ 理 解 さ れ る こ と は ］ 出 来 な い 2 ． そ れ 故 ， ［ 所 証 法 と 証 因 の ］ 設 定 は 相
異 す る 3 . ( P V i n Ⅱ ､ 3 1 ) 」
1 . P V S V T p l 1 2 . 3 - 5 :k i m v i S i " s t a d v i 9 e " v a g a h i n a h / t a s y a s v a l a k 9 a p a s y a y e v i S e g a
a k r t a k a d i - v y a v r t t i r U p a - l a k g a p a s t a d a v a g a h i n a l /
2 . P V S V T p l l 4 ､ 2 4 - 2 7 : y a t a S c a i v a m d h a n n a - b h e d a h k a l p y a n t e , t a s m a d y a h s v a l a k S a n a -
v i S e g o v y a v a r t t a n r y a - n i t y a - v y a p e k S a y a v y a v a s t h a p i t o' n i t y a - l a k ¥ a q a h / y e n a d h a r m e n a
y e n a S a b d e n a / y a t h a n i t y a - S a b d e n a / S a b d o ! p i d h a r m a - v a c a k a t v a d d h a n n a u c y a t e / n a s a
s a k y a s t a t o ' n y e n a / a n i t y a - S a b d a d a n y e n a k r t a k a d i - S a b d e n a / 「 こ の よ う に ， 法 の 区 別 が 仮
設 さ れ る が 故 に ， そ れ 故 ， 自 相 の 特 殊 ， 即 ち ， 排 除 さ れ る べ き 常 住 に 依 拠 す る こ と に
よ り 設 定 さ れ た ， 無 常 を 相 と す る も の ． 或 る 法 に よ っ て ， 即 ち ， 或 る 語 に よ っ て ． 例
え ば ， 「 無 常 」 と い う 語 に よ っ て ． 語 も ま た ， 法 を 言 表 す る も の で あ る の で ， 「 法 」 と
云 わ れ る ． そ の ［ 特 殊 ］ は ， そ れ よ り 他 の ， 即 ち ， 「 無 常 」 と い う 語 よ り 他 の ， 「 所 作 」
等 の 語 に よ っ て ， ［ 理 解 さ れ る こ と は ］ 出 来 な い . 」
3 . P V S W p l l 4 2 8 f : t e n a b h i n n 5 v y a v a s t h i t i ! / t e n a k ﾖ r e p a v i k a l p a n ﾖ m n a i k a v i g a y a - t v a m /
s a b d a n a m c a n a p a r y a y a t v a m /「 ・ ・ ・ そ の 理 由 に よ り ， 諸 分 別 知 ( = 所 作 や 無 常 等 を
把 握 す る 分 別 知 ） は 同 一 の 対 象 を 有 す る も の で は な い ． ・ ・ ・ 」 ; P V V p 2 7 2 . 1 7 f : t e n a
k a r a p e n a s Z d h y a - s a d h a n a y o r b h i n n a v y a v a s t h i t i h / ｢ そ の 理 由 に よ り ， 所 証 と 能 証 の 設 定
は 相 異 す る . 」
註 記 : 西 沢 2 0 1 4 , p 2 4 8 で は , P V i n n . 3 1 中 の 「 或 る 特 殊 」 を 所 作 に 結 び 付 け て 訳 出 し た が ，
こ こ で は P V S V T に 合 わ せ て ， 無 常 に 結 び 付 け て 訳 し て お く ．こ れ は ， 所 作 と 無 常 の 何 れ か
一 方 を 理 解 す る こ と に よ り 他 方 は 理 解 さ れ な い こ と を 示 す 嚥 例 な の で ， 意 味 に は 大 差 な い ．
他 方 , P V S V T で は ,y e n a d h a n n e p a を 「 無 常 」と い う 語 に 結 び 付 け て 註 釈 し て い る が ， こ
れ は ， 無 常 と い う 語 そ れ 自 体 と い う よ り も ， そ の 語 に よ っ て 言 表 さ れ る べ き 分 別 知 に 顕 現
す る 無 常 性 と い う 法 な い し 普 遍 を 意 味 す る の で ， そ の よ う に 訳 出 し た ．
1 0 恐 ら く 以 下 の 文 章 を 念 頭 に 置 い て い る も の と 思 わ れ る ． 『 善 説 集 成 』 1 1 6 a 6 f :I a n g g i m t s h a n
n v i d l a d b v e b a m v e d k v a n g
b l o ' i y u l d u b s g r u b b y a s g r u b b y e d m y e d p a m a y i n t e / b y a s p a d a n g m i
r t a g p a l a s o g s p a l d o g c h o s k y i b y e b r a g r t o g p a l a s h a r b a d o n l a k u n b r t a g s p a ' i s p y i' a ' z h i g g i s
n g e s p a ' i p h y i r r o "
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1 1 6 b 7 - 8 ' ' )
既 に 指 摘 し た よ う に 1 2 , 『 量 評 釈 』 に お い て は ， こ の 一 連 の 偶 の 直 前 に 置 か れ た
P V I . 3 9 が 他 者 排 除 論 の 冒 頭 部 に 相 当 す る が ， そ こ で は ，自 性 因 が 「 主 張 の 意 味 の
一 部 分 （ ＝ 所 証 法 ） を 有 す る ( p r a t 瓶 ﾖ r t h a i k a d e S a ) 証 因 」 一 チ ベ ッ ト 論 理 学 の 用
語 で は ， 「 所 証 法 と 証 因 の 区 別 が な い こ と に 基 づ く 不 成 立 因 ( c h o s r t a g s t h a d a d m e d
n a s m a g r u b p a i i g t a n t s h i g s )」 に 相 当 す る － で は な く ， 正 し い 証 因 で あ る こ と を
示 す こ と を 契 機 と し て ， こ の 一 連 の 偶 が 立 て ら れ た 1 3 .こ の こ と は ， 他 者 排 除 論 が
自 性 因 の 証 因 と 所 証 法 の 関 係 の 論 証 か ら 派 生 し た 主 題 で あ る こ と を 如 実 に 示 し て
い る 1 4 . ツ ァ ン ナ ク パ の 上 述 の 記 述 も ま た そ れ を 念 頭 に 置 い て の も の で あ る ．
こ こ で ツ ァ ン ナ ク パ は , 無 分 別 な 直 接 知 覚 と 分 別 知 の 対 象 の 把 握 の 仕 方 の 違 い に
言 及 し て い る が ， そ れ に よ れ ば ， 直 接 知 覚 が 対 象 を 把 握 す る 時 ， 対 象 は ， 部 分 に 分
か れ て 順 次 に 把 握 さ れ る の で は な く ， 一 体 化 し た 形 で 明 瞭 に 知 に 顕 現 し て く る ． そ
れ に 対 し て , 分 別 知 は , 対 象 の 諸 々 の 部 分 , 例 え ば , 所 作 の 部 分 や 無 常 の 部 分 等 を ，
順 次 に 別 々 の 形 で 把 握 す る 知 で あ る ．
自 相 と し て の 対 象 に は ， 所 証 と 能 証 ， 法 と 有 法 等 の 区 別 は 存 在 せ ず ， そ れ は 分 別
知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の も の で あ る が ， そ の 仮 設 さ れ た だ け の も の を 把 握 す る
分 別 知 が ， 如 何 に 自 相 と し て の 対 象 を 理 解 す る こ と が 出 来 る の か と い う こ と が ，
P V i n l l . 2 9 - 3 1 の 導 入 部 に 問 題 と し て 設 定 さ れ ， そ の 回 答 と し て ，こ の 三 偶 が 説 か
れ た の で あ る ． そ し て ， ツ ァ ン ナ ク パ の 他 者 排 除 の 設 定 は ， こ の 三 偶 に 対 す る 註 釈
か ら 派 生 し た 論 題 と し て ， そ の 三 偶 に 対 す る 註 釈 の 直 後 に 位 置 づ け ら れ て い る ．
以 上 が ， 『 善 説 集 成 』 に お け る 他 者 排 除 の 設 定 の 位 置 付 け と 派 生 の 仕 方 で あ る ．
皿 d a n i g o n g d u b I j o d p a d o n r a n g g i m t s h a n n y i d l a d b y e b a m y e d p a s d e ' d z i n p a m y o n g p a ' i y u l d u
r i m p a m y e d k y a n g g z h a n s e l p a s i u g p a n g e s p a ' i y u l d u r i m p a y o d p a s r t o g p a c h a ' i y u l c a n n o z h e s
b y a b a ' d i r s g r u b p a d a n g g z h a n s e l p a ' i l j u g t s h u l c u n g z a d c i g b l j o d p a r b y a ' o "
' 2 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 4 7 参 照 ．
' 3 他 者 排 除 論 の 導 入 部 ( P V I . 3 9 ) の 議 論 と ， 続 く P V I . 4 0 - 4 2 = P V i n n . 2 9 - 3 1 に つ い て は ， 西 沢
2 0 1 4 , p p . 2 4 7 - 2 5 0 及 び 本 稿 p . 4 , n . 9 に お い て 訳 出 ・ 解 説 し た の で ， 参 照 さ れ た い ．
' 4 例 え ば ， ゲ ル ク 派 の タ ル マ リ ン チ ェ ン は ， 「 自 性 因 の 関 係 を 確 定 す る も の ( r a n g g z h i n r t a g s k y i
' b r e l p a n g e s b y e d )」 と い う 科 段 の 冒 頭 に ， こ の P V I . 3 9 を 立 て て い る ．『 解 脱 道 解 明 』 p . 6 4 参
照 ． 他 方 ， サ キ ャ 派 の コ ラ ン パ も ， 彼 の 『 正 理 宝 蔵 』 の 註 釈 の 他 者 排 除 の 設 定 の 冒 頭 部 に こ う 明
記 し て い る ． 『 正 理 宝 蔵 ． 大 註 』 p . 2 9 . 2 . 4 f : ′ Ⅳ t m z' g " ﾉ ' d i r l e ' u d a n g p o l y r a n g b z h i n g y i r t a g s k y i
r t a g s c h o s k y i' b r e l p a s g r u b b y e d l a s ' p h r o s n a s g z h a n s e l g y i m a m g z h a g r g y a s p a r b s h a d p a d a n g / " .
「 こ の 『 量 評 釈 』 第 一 章 に お い て ， 自 性 因 の 証 因 と 所 証 法 の 関 係 を 論 証 す る こ と か ら 派 生 し て ，
他 者 排 除 の 設 定 を 詳 細 に 解 説 す る こ と と ， ・ ・ ・ 」
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そ こ で ， 次 に ， そ の 科 段 構 成 を 概 観 し て お こ う ．
「 こ こ で ， 一 般 に 知 が 対 象 に 対 し て 作 用 す る 仕 方 に は 三 つ あ る ． 即 ち ， 1 ．
定 立 ( s g m b p a )と , 2 . 他 者 排 除 ( g z h a n s e l p a ) と ,3 . そ の 両 者 が な い
も の ( d e g l y i s k a m e d p a ) で あ る . 」（ 『 善 説 集 成 』 1 1 6 b 8 ' 5 )
こ こ に 明 記 さ れ て い る よ う に ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， 「 知 が 対 象 に 対 し て 作 用 す る 仕
方 」 を 一 つ の 独 立 し た 科 段 と し て 立 て ， そ こ で ， 定 立 と 排 除 を 纏 め て 設 定 し て い る
が ， そ の よ う な 科 段 設 定 は ， チ ヤ パ の 『 意 闇 払 拭 』 に は 確 認 さ れ ず ， ツ ァ ン ナ ク パ
の 独 創 か と 思 わ れ る ． チ ヤ パ の 『 意 闇 払 拭 』 で は ， 前 述 し た よ う に ， 他 者 排 除 は ，
分 別 知 の 科 段 に お い て , 顕 現 と 判 断 に な ら ぶ 三 つ の 作 用 の う ち の 一 つ と し て 立 て ら
れ て 論 じ ら れ た ほ か ， 定 立 と の 対 比 で 纏 め て 論 じ ら れ る こ と は な か っ た ． 「 知 が 対
象 に 対 し て 作 用 す る 仕 方 」 と い う 科 段 を 設 定 し て ， そ こ で ， 定 立 と 排 除 を 纏 め て 論
ず る こ の 設 定 の 仕 方 は ， 現 在 利 用 可 能 な 資 料 に 依 る 限 り ， ツ ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集
成 』 が 最 も 古 い も の で あ る ． こ の ツ ァ ン ナ ク パ の 設 定 の 仕 方 は ， 後 代 に か な り 影 響
力 が あ っ た も の で ， サ ン プ 系 の 学 者 の み な ら ず ， サ パ ン を 初 め と す る サ キ ャ 派 や ，
さ ら に は 後 代 の ゲ ル ク 派 に も 受 け 継 が れ て い く こ と に な る ．
尤 も ， 他 者 排 除 を ， 語 の 対 象 で は な く ， 知 の 作 用 の 一 種 と す る 解 釈 は ， 既 に チ ャ
パ が 提 示 し て い た も の で あ り ， ツ ァ ン ナ ク パ も ま た ， こ の 他 者 排 除 の 基 本 的 理 解 を
チ ヤ パ か ら 受 け 継 い で い る こ と は 疑 い な い ． そ れ は ， 前 述 し た よ う に ， 後 代 の 用 語
で 言 う と こ ろ の ． 「 排 除 作 用 ( s e l l i u g ) 」 に 他 な ら な い が ， 後 代 の ド ウ タ 文 献 に は ，
他 者 排 除 と 排 除 作 用 が 峻 別 さ れ て い た の に 対 し て ， チ ヤ パ や ツ ァ ン ナ ク パ は 両 者 を
区 別 せ ず に ， 一 緒 く た に し て 用 い て い る 点 に 特 徴 が あ る ． ま た ， ド ウ タ 文 献 で は ，
知 の 対 象 に 対 す る 作 用 は ， 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 二 つ に 分 け ら れ た の に 対 し て ， こ
こ に は ， 三 つ に 分 け ら れ て い る 点 に も 相 異 が 見 ら れ る ．
n . 定 立 に 関 す る ツ ァ ン ナ ク パ の 見 解 ：
他 者 排 除 に 関 す る ツ ァ ン ナ ク パ の 見 解 を 検 討 す る 前 に , そ の 対 立 概 念 で あ る 定 立
に 関 す る 彼 の 基 本 的 見 解 を 概 観 し て お き た い ． ツ ァ ン ナ ク パ は ， 「 定 立 に よ る 作 用
( s g r u b p a s i u g p a )」 と い う 表 現 を 使 用 し て い る が ， 以 下 ， ツ ァ ン ナ ク パ の 文 脈 に
' 5 d e l a s p y i r s h e s p a y u l l a l j u g p a ' i t s h u l n i g s u m s t e / s g r u b p a d a n g / g z h a n s e l p a d a n g d e g n y i s k a
m y e d p a ' o "
7
お い て ， 「 定 立 作 用 」 と い う 場 合 に は ， そ の 意 味 で 用 い て い る こ と を 断 っ て お く ' 6 ．
こ れ は 以 下 の 三 つ の 科 段 骨 子 か ら 構 成 さ れ て い る ．
定 立 ( s g r u b p a ) / 定 立 作 用 ( s g r u b p a s ! j u g p a )[ 『 善 説 集 成 』 1 1 6 b 8 - 1 1 8 b 4 ]
1 ． 定 義 ( m t s h a n n y i d )[ 1 1 7 a l ]
2 ． 定 義 基 体 ( m t s h a n g z h i )[ 1 1 7 a l ]
3 ． ［ 定 立 は ］ 実 体 ( r d z a s ) を 対 象 と す る も の で あ る と 論 証 す る こ と [ 1 1 7 a l ]
1 ． 対 象 の 実 相 ' 7( d o n g y i g l a s l u g s )[ 1 1 7 a l ]
2 ． 知 の 把 握 方 法 ( b l o ' i 1 d z m s t a n g s )[ 1 1 7 a 7 ]
3 ． 知 と 対 象 [ が 一 致 す る こ と ］ を 考 察 す る こ と ( b l o d o n [ m t h u n p a ] ' 8 b s a m
p a ) [ 1 1 7 a 8 ]
1 ． 定 立 の 定 義 と 定 義 基 体 ：
ま ず 最 初 に ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， 定 立 ／ 定 立 作 用 の 定 義 と 定 義 基 体 を 以 下 の よ う に
提 示 し て い る ．
「 第 一 ( ＝ 定 義 ) は , ＜ 自 相 を 顕 現 を 通 じ て 把 握 す る も の ( r a n g g i m t s h a n n y i d
s n a n g p a ' i s g o n a s ! d z i n p a ) > で あ る ． 嚥 例 を 述 べ る な ら ば ， 色 や 楽 等 が 顕 現
す る 無 分 別 不 迷 乱 知 で あ る . 」 （ 『 善 説 集 成 』 1 1 7 a l ' 9 )
こ の 定 義 に 明 記 さ れ て い る よ う に ， ツ ァ ン ナ ク パ に よ れ ば ， 定 立 作 用 と は ， 自 相
を 顕 現 を 通 じ て 把 握 す る 無 分 別 不 迷 乱 知 の 作 用 に 相 当 す る ． こ こ で ， 「 定 立 ( s g m b
p a )」 は ， 「 顕 現 ( s n a n g b a )」 と 同 様 の 意 味 で 用 い ら れ て い る 2 0 ． 顕 現 作 用 を 無
1 6 「 定 立 作 用 ( s g r u b i u g )」 と い う 語 は , 1 . 定 立 に よ る 作 用 ( s g r u b p a s i u g p a ) と ,2 . 定 立
に 対 す る 作 用 ( s g r u b p a l a i u g p a ) と い う 二 義 が あ る ． 概 し て ， サ ン プ 系 の 学 者 は 前 者 を ， サ キ
ャ 系 の 学 者 は 後 者 の 解 釈 を 取 る が ， そ の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る ．
' 7 こ こ で 「 実 相 」 と 訳 し た g l a s l u g s と い う チ ベ ッ ト 語 は ， 文 字 通 り に は ，「 在 り 方 」 と い う 意
味 で あ る が ， こ こ で は 特 に ， 対 象 の 多 様 な 現 れ 方 に 対 し て ， 真 の 在 り 方 を 意 味 し て い る ． 『 蔵 漢
大 辞 典 』 に は ， こ の 語 に は , g n a s t s h u l ( 在 り 方 ) と い う 第 一 義 の 他 に ， 第 二 義 と し て ,c h o s t h a m s
c a d k y i n g o b o ' a m d n g o s p o y o n g s r d z o g s k y i r a n g b z h i n ( 一 切 法 の 自 体 ， な い し ， 全 て の 事 物 の 自
性 ） と い う 意 味 が 記 載 さ れ て い る が ， そ の 第 二 義 に 相 当 す る ． 『 蔵 漢 大 辞 典 』 p . 1 5 5 1 参 照
1 8 「 対 象 の 実 相 」 以 下 ， こ の 三 つ の 科 段 は ， 排 除 作 用 の 設 定 に も 全 く 同 じ も の が 立 て ら れ て い る
が ， そ こ で は ， こ の m t h u n p a と い う 語 が 見 出 さ れ る （ 同 書 1 1 8 b 5 )． さ ら に ， 『 智 慧 灯 明 』 の 平
行 句 （ 同 書 p .1 2 . 2 f ) に も ， 同 様 に ，こ の 語 が 入 っ て い る の で ， 補 足 し て お く ．
' 9 d a n g p o n i r a n g g i m t s h a n n y i d s n a n g p a ' i s g o n a ; d z i n p a s t e / d p e r b I j o d p a n i g z u g s d a n g b d e b a
l a s o g s p a s n a n g p a ' i r t o g m y e d m a k h r u l p a m a m s s o "
2 0 実 際 ， 後 続 の 箇 所 で は ， 「 対 象 の 形 相 が 顕 現 す る も の ( d o n d e ' i r n a m p a s n a n g b a )｣ ( 『 善 説
集 成 』 l l 9 a 2 ) と い う よ り 簡 略 な 「 定 立 」 の 定 義 も 挙 げ ら れ て い る ．
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分 別 不 迷 乱 知 の 知 の 作 用 と し て 立 て る こ と は ， 前 述 し た よ う に ， チ ヤ パ が 既 に 行 っ
て い る と こ ろ で あ る が 2 1 9 ツ ァ ン ナ ク パ は ， そ れ を ， 「 定 立 」 と 同 一 視 し て ， 排 除
の 対 概 念 と し て 設 定 し た ． 後 述 す る よ う に ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， チ ヤ パ と 同 様 に ， 定
立 を 否 定 の 対 概 念 と し て も 用 い て い る の で ， 彼 の 体 系 に お い て は ， 定 立 と い う 語 は
両 義 的 で あ り ， 文 脈 に 応 じ て そ の 意 味 を 考 え る 必 要 が あ る ． ち な み に ， こ の ツ ァ ン
ナ ク パ の 定 義 は ， 後 に ナ ル タ ン 寺 の チ ュ ミ ク パ ( C h u m i g p a ) に よ り 批 判 さ れ る こ
と に な る が 2 2 ， そ れ に つ い て は 別 稿 に て 紹 介 す る 予 定 な の で ， こ こ で は 触 れ な い で
お く ． 定 立 の 定 義 基 体 は ， 色 や 楽 等 の 自 相 が 顕 現 す る 直 接 知 覚 が 挙 げ ら れ て い る ．
と こ ろ で , 無 分 別 知 は , 不 迷 乱 知 （ ＝ 直 接 知 覚 ） と 迷 乱 知 の 二 つ に 分 け ら れ る が ，
こ の う ち ， 無 分 別 迷 乱 知 に 定 立 作 用 が あ る か 否 か と い う 点 に つ い て は 議 論 が あ る ．
チ ヤ パ は ， 無 分 別 迷 乱 知 に は 定 立 作 用 を 認 め な い が ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， そ の 点 を 明
記 し て い な い の で ， こ こ で 検 討 し て お こ う ． ツ ァ ン ナ ク パ は ， 定 立 作 用 を く 自 相 を
顕 現 を 通 じ て 把 握 す る も の ＞ と 定 義 し て い る の で ， ツ ァ ン ナ ク パ が 無 分 別 迷 乱 知 に
定 立 作 用 を 認 め て い た か 否 か は , 無 分 別 迷 乱 知 が こ の 定 義 を 充 足 す る か 否 か を 見 れ
ば 判 断 す る こ と が 出 来 る ． そ こ で 注 目 す べ き は ， 以 下 の 記 述 で あ る ．
「 黄 を 把 握 す る ［ 知 ］ の 把 握 対 象 が 法 螺 貝 で あ る な ら ば ， そ れ （ ＝ 黄 を 把 握
す る 知 ） に そ れ （ ＝ 法 螺 貝 ） が 顕 現 す る 必 要 が あ る の で ， 法 螺 貝 の 本 体 で あ
る 白 も ま た 顕 現 す る こ と に な る . 」 （ 『 善 説 集 成 』 1 7 b 8 - 1 8 a l 2 3 )
こ こ で ツ ァ ン ナ ク パ は ， 白 法 螺 貝 が 黄 色 く 顕 現 す る 無 分 別 迷 乱 知 に お い て ， 自 相
で あ る 白 法 螺 貝 が 顕 現 し な い こ と を 明 言 し て い る ． 即 ち ， も し 白 法 螺 貝 が 顕 現 す る
な ら ば ， そ れ と 無 区 別 の 実 体 で あ る 白 色 も ま た 顕 現 す る 必 要 が あ る が ， そ れ は 実 際
に は 顕 現 し な い か ら で あ る ． こ の こ と は ， ツ ァ ン ナ ク パ が ， 無 分 別 迷 乱 知 に 自 相 が
顕 現 す る こ と を 認 め て い な い こ と を 如 実 に 示 し て い る ． そ れ 故 ， ツ ァ ン ナ ク パ は ，
無 分 別 迷 乱 知 を 定 立 作 用 と 認 め て い な か っ た と 結 論 し て よ か ろ う ．
2 ． 定 立 は 実 体 を 対 象 と す る も の で あ る と 論 証 す る こ と ：
第 三 の 「 ［ 定 立 は ］ 実 体 ( r d z a s ) を 対 象 と す る も の で あ る と 論 証 す る こ と 」と
2 ’ 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 6 4 参 照 ．
2 2 『 チ ユ ミ ク 要 綱 』 7 b 7 f 参 照
2 3 s e r ' d z i n g y i g z u n g y u l d u n g y i n n a d e l a d e s n a n g d g o s p a s d u n g g i b d a g n y i d d k a r p o y a n g s n a n g
p a r ' g y u r r o "
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い う 科 段 に は ， 『 量 評 釈 』 第 一 章 に 見 ら れ る 他 者 排 除 論 を 前 提 と し た 議 論 が あ り ，
他 者 排 除 論 と の 関 係 で ， か な り 重 要 な 内 容 を 含 ん で い る ． こ の 科 段 に は ， 「 対 象 の
実 相 」 等 の 三 つ の 科 段 が 付 属 し て い る が ， こ れ ら は ， チ ャ パ の 『 意 闇 払 拭 』 で は ，
排 除 作 用 で あ る 分 別 知 の 確 立 の 科 段 の 下 に 立 て ら れ て い た も の に 相 当 す る 2 4 ． ツ ァ
ン ナ ク パ は ， 後 出 の 排 除 作 用 の 科 段 の 下 に も ， 全 く 同 じ 三 つ の 科 段 を 立 て て い る の
で ， 排 除 作 用 の み な ら ず ， チ ャ パ が 独 立 し た 設 定 と し て 立 て て い な い こ の 定 立 作 用
に お い て も ， 同 様 の 三 科 段 を 立 て て 論 じ て い る こ と に な る . そ こ で 問 題 と な る の は ，
こ の 二 つ の 設 定 の 関 係 で あ る が ， こ の 両 者 を 比 較 検 討 す る な ら ば ， 幾 つ か の 検 討 課
題 が 自 ず と 浮 か び 上 が っ て く る の で ， そ の 点 を 予 め 示 し て お こ う ．
ま ず 第 一 に 留 意 す べ き は ， 排 除 作 用 の 設 定 で は ， こ れ に 対 応 す る 科 段 は ， 「 排 除
が 反 体 ( l d o g p a ) を 対 象 と す る も の で あ る と 論 証 す る こ と 」 と あ る 点 で あ る ． こ こ
か ら ， ツ ァ ン ナ ク パ が ， 定 立 作 用 は 実 体 を 対 象 と し ， 排 除 作 用 は 反 体 を 対 象 と す る
と 解 釈 し て い た こ と が 分 か る ． チ ヤ パ の 『 意 闇 払 拭 』 で は ， 特 に ， 実 体 と 反 体 の 設
定 が 定 立 作 用 と 排 除 作 用 に 結 び 付 け ら れ て 解 説 さ れ る こ と は な か っ た の で ， こ れ は
ツ ァ ン ナ ク パ 独 自 の 解 釈 で あ る が ， そ の 妥 当 性 は 検 討 課 題 の 一 つ で あ る ．
さ ら に 興 味 深 い の は ， 定 立 作 用 の 「 対 象 の 実 相 」 の 科 段 に は ， 『 量 決 択 』 第 二 章
の み な ら ず ， 『 量 評 釈 』 第 一 章 か ら も 数 偶 が 引 用 さ れ ， ダ ル マ キ ー ル テ イ の 他 者 排
除 論 に 基 づ く 解 説 が 見 出 さ れ る こ と で あ る ． そ れ は 量 的 に も ， 排 除 作 用 の 「 対 象 の
実 相 」 の 科 段 よ り か な り 多 く ， ま た そ の 内 容 も 多 岐 に 渡 っ て い る ． 通 常 ， 他 者 排 除
は ， 無 分 別 知 で は な く ， 分 別 知 と の 関 連 で 論 じ ら れ る の で ， こ の 点 が 些 か 奇 妙 で あ
る が ， こ れ を ど う 解 釈 す る か が 検 討 課 題 の 一 つ と な っ て い る ． ま た ， 特 に ， 定 立 作
用 の 対 象 の 実 相 と 排 除 作 用 の 対 象 の 実 相 が 如 何 な る 関 係 に あ る の か と い う 点 も 留
意 す べ き 検 討 課 題 で あ る ． 以 上 の 諸 問 題 を 念 頭 に 置 き つ つ ， 以 下 に そ の 具 体 的 内 容
を 検 討 し よ う ．
( 1 ) 定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 一 実 体 の 三 相 一 ：
ツ ァ ン ナ ク パ は ， 定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 を こ う 規 定 し て い る ．
「 ( 1 ) そ れ （ ＝ 定 立 作 用 ） の 把 握 対 象 で あ る 壺 等 2 5 は ， 非 青 か ら 反 転 し た も
2 4 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 5 5 参 照 ．
2 s こ こ で ， 壺 等 が 有 法 ， 青 や 所 作 ・ 無 常 等 は そ れ に 存 す る 法 で あ る ． 壷 が 青 で あ る と い う の は ，
l O
の で あ る の で ， 青 と し て 存 す る も の に 他 な ら ず ， （ 2 ） 青 と 所 作 と 無 常 等 の 法
の 区 別 ( c h o s k y i d b y e b a , * d h a m l a - b h e d a ) は , 無 別 異 の 実 体 ( r d z a s t h a m i d a d
p a ) と し て 存 す る も の で も あ る ． な ぜ な ら ば ,[ も し ， 青 と 所 作 と 無 常 等 が ］
相 互 に 排 除 し た な ら ば ， 青 は 無 因 や 常 住 等 ［ と な る ］ 過 失 2 6 に な る か ら で あ
る ． （ 3 ） し か し な が ら ， 典 籍 に ， ［ 壷 と ， 青 と 所 作 と 無 常 等 が ］ 別 々 の 葱 と
し て 立 て ら れ て い る こ と 2 7 や , 世 間 の 者 が ［ そ れ ら に ］ 法 と 有 法 の 区 別 ( c h o s
d a n g c h o s c a n g y i d b y e b a , * d h a r m a - d h a m i - b h e d a ) を 為 す こ と は ,[ そ れ ら を ］
別 異 の も の と し て 増 益 し た が 故 で あ る . 」 （ 『 善 説 集 成 』 1 1 7 a l - 3 2 8 )
前 述 し た よ う に ， ツ ァ ン ナ ク パ に と っ て は ， 定 立 作 用 で あ る 無 分 別 不 迷 乱 知 （ ＝
直 接 知 覚 ） の 対 象 は ， 実 体 ( r d z a s ) で あ る の で ，こ こ に 示 さ れ た 三 つ の 相 2 9 は ， 実
体 の 実 相 に 他 な ら な い こ と に な る ． そ の 三 相 と は ， 端 的 に は 以 下 の 三 つ で あ る ．
1 ． 壺 等 が ， 非 青 か ら 反 転 し た 青 と し て 存 す る こ と ．
2 ． 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 の 諸 法 は ， 無 別 異 の 実 体 （ ＝ 同 一 実 体 ） と し て 存 す る こ
と ． ［ ＝ 諸 法 の 無 別 異 性 ］
3 ． 無 別 異 の 実 体 で あ る 壷 と 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 に 対 し て 法 と 有 法 等 の 区 別 を 立
て る こ と は ， 増 益 で あ る こ と ． ［ ＝ 法 と 有 法 の 別 異 性 ］
第 一 の 相 は ， 青 い 壷 が 青 で あ る の は ， 実 在 の レ ベ ル に お い て ， そ れ が 非 青 か ら 反
転 し た も の と し て 存 す る か ら で あ る こ と を 示 し て い る ． つ ま り ， そ れ が 非 青 か ら 反
特 に ， 青 い 壷 を 念 頭 に 置 い て の こ と で あ ろ う ． 他 の テ キ ス ト で は ， 青 は 法 と い う よ り も ， む し
ろ ， 所 作 や 無 常 が 存 す る 有 法 と し て 立 て ら れ る こ と が 多 い が ， こ こ で は 壷 に 存 す る 法 の 一 つ と
し て 立 て ら れ て い る ．
2 6 例 え ば ， 青 が 所 作 で あ る こ と を 排 除 す る な ら ば ， 青 は ， 非 所 作 ， 即 ち ， 無 因 な も の で あ る こ
と に な り ， ま た ， 青 が 無 常 で あ る こ と を 排 除 す る な ら ば ， 青 は 常 住 で あ る こ と に な る 過 失 が あ
る ， と い う 意 味 ．
2 7 こ こ で ， 典 籍 と は ， 恐 ら く 『 倶 舎 論 』 等 の 阿 毘 達 磨 論 書 を 指 し て い よ う ． 青 は 色 謹 に 属 す る が ，
無 常 等 は 不 相 応 行 な の で ， 行 蔑 に 位 置 付 け ら れ る ． こ れ は ツ ァ ン ナ ク パ 自 身 が 後 続 の 文 章 で 言
及 し て い る と こ ろ で あ る ． 『 善 説 集 成 』 1 1 8 a 8 - 1 1 8 b l 参 照 ． 後 述 す る よ う に ， サ パ ン は 『 正 琿 宅
蔵 』 に お い て 同 様 の 科 段 を 立 て て い る が ， コ ラ ン パ は ， そ れ に 対 す る 註 釈 で 毘 婆 娑 師 の 説 と し て ，
『 阿 毘 達 磨 集 論 』 を 典 拠 に 同 様 の 解 説 を 与 え て い る ． 『 正 理 宝 蔵 ． 大 註 』 p . 2 8 . 3 . 4 - 2 8 . 4 . 1 参 照
2 8 [ 1 ] d a n g p o n i d e ' i g z u n g y u l b u m p a l a s o g s p a s n g o m a y i n l a s l o g p a s s n g o n p o r g n a s p a n y i d
d a n g / [ 2 ] s n g o n p o d a n g b y a s p a d a n g m i r t a g p a l a s o g s p a ' i c h o s k y i d b y e [ b a ] r n a m s r d z a s t h a m i
d a d p a r g n a s p a ' a n g y i n t e p h a n t s h u n s p a n g s n a s n g o n p o I g y u m y e d d a n g r t a g p a l a s o g s p a ' i s k y o n
d u ' g y u r b a ' i p h y i r r o " [ 3 ]' o n k y a n g b s t a n b c o s l a s p h u n g p o g z h a n d u b z h a g p a d a n g l j i g r t e n p a s
c h o s d a n g c h o s c a n g y i d b y e b a b y e d p a n i t h a s n y a d ( r e a d : t h a d a d d u * ) s g r o b t a g s n a s y i n n o "
＊ こ の 修 正 は 文 脈 及 び 『 智 慧 灯 明 』 の 平 行 句 に よ る ． 『 智 慧 灯 明 』 p l 2 . 1 5 : … d e d a g n i l l l a d a d
J s g r o b t a g s n a s y i n p a s . . .
2 9 こ こ に 三 つ の 相 が 示 さ れ て い る こ と は ， ツ ァ ン ナ ク パ 自 身 ， 後 続 の 文 章 で ， 「 三 つ の 対 象 の 実
相 ( d o n g y i g n a s l u g s g s u m )」 と 明 言 し て い る と こ ろ か ら も 分 か る ． 『 善 説 集 成 』 1 1 7 a 8 参 照 ．
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転 し た も の で あ る こ と は ， 単 に 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の も の ， 即 ち ， 概 念
レ ベ ル に お い て 成 立 し て い る の で は な く ， 事 物 の 実 相 と し て ， 対 象 の 側 に お い て 成
立 し て い る と い う 解 釈 で あ る ． こ こ で は , 非 青 か ら の 反 転 し か 言 及 さ れ て い な い が ，
同 様 に ， 壷 は 非 所 作 か ら 反 転 し た も の で あ る の で ， 所 作 で あ り ， 常 住 か ら 反 転 し た
も の で あ る の で ， 無 常 で も あ る ． こ の よ う に 他 か ら 反 転 し た も の と し て 存 す る 在 り
方 が ， 第 一 相 で あ る ． ツ ァ ン ナ ク パ は 明 言 し て い な い が ， こ れ は ， 実 質 的 に 《 対 象
の 他 者 排 除 》 に 相 当 し て お り ， ダ ル マ キ ー ル テ イ が , P V i n n ､ 2 9 = P V I . 4 0 に お い
て 論 じ た も の で あ る ．
第 二 の 相 は ， 壷 に 存 す る 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 の 諸 法 の 区 別 ( * d h a n n a - b h e d a ) は 分
別 知 に よ り 増 益 さ れ た だ け の も の で あ り ， 実 際 に は , そ れ ら の 諸 法 は 無 別 異 の 実 体 ，
即 ち ， 同 一 実 体 と し て 存 在 す る こ と で あ る ． こ れ も ま た ， ダ ル マ キ ー ル テ イ が 『 量
評 釈 』 第 一 章 に お い て 論 じ て い る 主 要 主 題 の 一 つ で あ る ． 例 え ば ， 『 量 評 釈 自 註 』
の 冒 頭 部 に お い て こ う 説 か れ て い る ．
「 [ 質 問 ： ］ ［ 自 性 因 が ］ そ れ （ ＝ 所 証 ） を 本 体 と な ら ば ( t a d a m a t v e ) , 所
証 と 能 証 の 区 別 ( s a d h y a - s a d h a n a - b h e d a ) が な く な る ，と 云 う な ら ば ，
［ 回 答 : ］ 法 の 区 別 を 仮 設 す る 故 に ( d h a n n a - b h e d a - p a I i k a l p a n a t , c h o s k y i b y e
b r a g k u n b r t a g s p a ' i p h y i r ) ,[ 能 証 と 所 証 の 区 別 が 付 け ら れ る ］ と ［ 後 で ］ 説
こ う . ｣ ( P V S V a d l . 1 , p . 2 . 2 1 f )
例 え ば ， 「 言 葉 は 無 常 で あ る ． 所 作 で あ る か ら 」 と 論 証 す る と き ， 証 因 で あ る 所
作 は 所 証 法 で あ る 無 常 と 同 一 実 体 で あ り ， 無 区 別 で あ る の で , 前 述 し た よ う に ， 「 主
張 の 意 味 の 一 部 分 （ ＝ 所 証 法 ） を 有 す る ( p r a t 師 ﾖ I t h a i k a d e S a ) 証 因 」 と な る 過 失 が
あ る と い う 論 難 が 想 定 さ れ る ． そ れ に 対 し て ， ダ ル マ キ ー ル テ イ は ， 所 作 と 無 常 の
二 つ の 法 に は 分 別 知 に よ り 区 別 が 仮 設 さ れ る の で , そ の 論 難 は 妥 当 で は な い と い っ
て 論 駁 し た ． こ こ で 「 ［ 後 で ］ 説 こ う 」 と い う の は , P V I . 3 9 以 下 の 他 者 排 除 論 の
箇 所 を 指 し て い る ． 特 に ， こ の 第 二 相 の 解 説 に お い て ツ ァ ン ナ ク パ が 「 法 の 区 別 」
と い う 場 合 に は ， 『 量 決 択 』 に 引 か れ て い る P V i n I I . 3 0 = P V I ､ 4 1 を 念 頭 に 置 い て
い る こ と は 疑 い な い ． 同 偶 に は 「 類 の 区 別 ( j a t i - b h e d a )」 と い う 語 が 見 ら れ る が ，
そ れ は ， こ の 法 の 区 別 に 相 当 す る 概 念 で あ る 3 0 .
3 0 実 際 , P V S V T で は ，「 類 の 区 別 」 と い う 語 が 「 所 作 や 無 常 等 の 法 の 区 別 」 と 換 言 さ れ て お り ，
そ れ は ， 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た も の と 註 記 さ れ て い る ． P V S V T p . 1 1 2 . 3 - 5 : … d h a r m a - b h e d a
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第 三 相 は ， 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 の 諸 法 と 壷 と い う 有 法 は ， 実 際 に は ， 無 別 異 の 実 体
で あ る が ， そ れ ら を ， 阿 毘 達 磨 論 者 が 別 々 の 穂 に 振 り 分 け た り ， あ る い は ， 世 間 の
者 が ， 例 え ば ， 「 壷 は 無 常 で あ る ( g h a t a s y a a n i t y a t v a m a s t i , l i t . 壷 に 無 常 性 が あ る ）」
と い っ て , 第 六 格 ( § a § 血 属 格 ) を 用 い て , 壷 を 有 法 ( d h a n n i n ), 無 常 を 法 ( d h a n n a )
と し て 区 別 し て 言 表 す る の は , 分 別 知 に よ っ て 増 益 さ れ た も の で あ る こ と こ と を 指
す ． 実 際 に は ， そ の よ う な 区 別 は 存 在 し て い な い が ， そ の よ う に 別 異 性 を 増 益 す る
こ と で ， 例 え ば ， 所 作 を 証 因 と し て 語 が 無 常 で あ る こ と を 論 証 す る こ と が 出 来 る よ
う に な る ． こ れ は ， ツ ァ ン ナ ク パ は 特 に 言 及 し て い な い が ， 恐 ら く は , P V i n Ⅱ ､ 3 1 =
P V I . 4 2 を 念 頭 に 置 い た も の で あ る ． そ こ で は ， 例 え ば ， 所 作 等 の 法 に よ っ て ， 無
常 等 の 他 の 法 が 理 解 さ れ な い の で , 証 因 と 所 証 法 の 区 別 を 立 て る 設 定 は 妥 当 で あ る
こ と が 記 さ れ て い る ． こ の 「 法 と 有 法 の 区 別 」 に つ い て は ， デ イ グ ナ ー ガ に よ り 既
に 説 か れ て い る と さ れ る が 3 1 1 『 量 評 釈 』 で も ， 特 に , P V I ､ 6 0 以 下 に お い て 言 語
規 約 ( s a m k e t a , b r d a ) の 諸 問 題 と 結 び 付 け て 議 論 さ れ て い る 主 題 で あ る 3 2 .
a n i t y a - k r t a k a d a y a h k a l p y a n t e v i k a l p a i r a r p O y a n t e /
3 j P V S V p p . 2 . 2 2 - 3 . 1 :t a t h a c a h a / s a r v a e v a y a m a n u m a n a n u m e y a v y a v a h a r o b u d d h y a r n j h e n a
4 h U a d h a m i U e g e n e t i / ; T i b . 2 6 2 a 7 - 2 6 2 b l : d e s k a d d u i j e s s u d p a g p a d a n g / i j e s s u d p a g p a r b y a
b a ' it h a s n y a d ' d i t h a m s c a d n i b l o l a y o d p a ' i p h o s d a n g c h o s c a n g y i b y e b r a g k h o n a s V i n i i o z l i b s
k h o n a s y i n o z e
b s h a d d o 〃 ｢ 同 様 に ,[ 尊 師 デ イ グ ナ ー ガ に よ り ］ 「 こ の 全 て の 推 論 と 推 論 対 象 の 言 説 は ， 知 に よ
っ て 増 益 さ れ た 法 と 有 法 の 区 別 に よ っ て ［ 立 て ら れ た ］ 」 （ 典 拠 不 明 ） と 説 か れ て い る ． 」
P V S V p . 3 , n .1 に よ れ ば ， こ の － 文 は デ イ グ ナ ー ガ の 現 存 す る 作 品 に は 見 出 さ れ ず ， 散 逸 作 品
の 一 つ で あ る 〃 ど 如 加 " k " か ら の 引 用 で あ る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る ．
3 2 ダ ル マ キ ー ル テ イ は ,P V I . 6 0 の 導 入 部 の 自 註 に お い て ，も し 法 と 有 法 の 区 別 が 無 い の で あ れ
ば ， 名 詞 の 格 ( v i b h a k d ) を 適 用 す る こ と が あ り 得 な い こ と に な る ，と い う 対 論 者 一 恐 ら く は
文 法 学 派 や ミ ー マ ー ン サ ー 派 等 一 の 論 難 を 提 示 し て い る ( P V S V p . 3 5 . 1 4 - 1 6 ). 即 ち ， 例 え ば ，
D e v a d a t t a s y a g h a " ( デ ー ヴ ァ ダ ッ タ の 壷 ）と い う よ う に ， 第 六 格 ( s a s t h T ) を 適 用 す る こ と は ，
法 ( ＝ 壷 ) と 有 法 ( ＝ デ ー ヴ ァ ダ ッ タ ) が 別 異 で あ る こ と を 前 提 と し て い る . そ れ と 同 様 に , g h a l a s y a
a n i t y a t v a m ( 壷 の 無 常 性 , 壷 が 無 常 で あ る こ と ） と 言 う 場 合 に も ， 第 六 格 が 適 用 さ れ る た め に は ，
法 で あ る 無 常 性 と 有 法 で あ る 壷 は 別 異 で あ る 必 要 が あ る と 主 張 す る ． こ れ に 対 し て ， ダ ル マ キ ー
ル テ イ は ， 種 々 の 論 駁 を 提 示 し て い る が ， 第 六 格 や 名 詞 の 数 に 関 す る 興 味 深 い 議 論 が 含 ん で い る
の で ， 幾 つ か 紹 介 し て お こ う ． 例 え ば , P V I ､ 6 5 - 6 7 に は こ う 説 か れ て い る ．
「 或 る 者 達 ( i . e ・v a s t u v i d i n , c f P V S V T p l 5 7 . 2 3 ) は ， 言 葉 は ， 事 物 の 力 か ら 生 じ た も の
( v a s t u v a S a , c f P V S V p 3 6 ､ 1 : v a s m p r a t i b a n d h a ; c f P V S V T p l 5 7 . 2 0 : v a s t v a y a t t a ) で あ り ， 言
表 意 欲 ( v i v a k s a ) に 依 拠 す る も の で は な い と 説 く が ， そ の 者 達 に 対 し て ， 第 六 格 ( s a s t h r )
や [ 単 数 形 ･ 複 数 形 等 の ] 数 の 区 別 ( v a c a n a b h e d a ) 等 の 論 難 は 妥 当 性 を 有 す る も の で あ る ．
( I . 6 5 )
何 で あ れ ， 或 る 仕 方 で ， 言 表 者 ( v ﾖ c a k a )と し て ， 話 者 ( v a k t r ) に よ っ て ， 外 部 対 象 に 依
拠 し な い ( a n a p e k g i t a b a h y a r t h a ) 言 葉 ( v a c a s ) は 確 定 さ れ る が ; そ れ ( = そ の よ う な 言 葉 ）
は ， そ の よ う な 仕 方 で ， 言 表 者 ( v a c a k a ) で あ る .( I . 6 6 )
「 貴 婦 人 ( d a r a h ) ｣[ と い う 単 数 の も の を 複 数 形 で 示 す 語 ］ や 「 六 つ の 町 ( , a p p a g a I T ) ｣[ と
い う 複 数 の も の を 単 数 形 で 示 す 語 ］ 等 に お い て ， あ る い は ， 「 虚 空 の 自 性 で あ る の で 虚 奉 件
( k h a s y a s v a b h a v a P k h a t v a m ) 」と い う ［ 第 六 格 で 語 釈 さ れ る 語 ］ に お い て , [ 法 と 有 法 の ］
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以 上 ， 実 体 の 三 相 の 内 容 を 検 討 し た が ， こ の 三 相 は ， 上 述 し た 通 り ， 『 量 決 択 』
に お け る 他 者 排 除 論 の 唯 一 の 所 依 典 籍 と な る 三 つ の 中 間 偶 ( P V i n n . 2 9 - 3 1 ) を 念 頭
に 置 い た も の と 推 定 さ れ る 3 3 .
・ 第 一 相 ＝ 対 象 の 他 者 排 除 : P V i n n . 2 9 [ = P V I ､ 4 0 ]
・ 第 二 相 ＝ 諸 法 の 無 別 異 性 : P V i n n . 3 0 [ = P V I . 4 1 ]
・ 第 三 相 ＝ 法 と 有 法 の 別 異 性 : P v m n . 3 1 [ = P V I . 4 2 ]
こ れ ら の 三 相 は ， 実 体 ( r d z a s ) の 相 と し て 規 定 さ れ て い る が ， そ の 理 由 が 全 く
明 記 さ れ て い な い の で ， そ の 理 由 は 推 測 す る 他 な い ． そ れ に つ い て は ， 排 除 作 用 の
箇 所 で ， 排 除 作 用 の 対 象 の 実 相 と 併 せ て 検 討 し よ う ．
こ の よ う に ， こ の 定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 と は ， 実 の と こ ろ ， ダ ル マ キ ー ル テ イ が
説 く 他 者 排 除 の 在 り 方 を 示 す も の に 他 な ら な い こ と が 確 認 で き た ． 特 に ， 第 三 相 に
示 さ れ た 法 と 有 法 の 区 別 の 増 益 に つ い て は ， 後 続 の 文 章 で ， 『 量 決 択 』 及 び 『 量 評
釈 』 の 典 拠 を 明 示 し た 上 で ， （ 1 ） 増 益 の 根 拠 ( r g y u m t s h a n ) ,( 2 ) 増 益 の 形 相
( m a m p a ) ,( 3 ) 増 益 の 作 用 ( b y e d p a )と い う 三 つ の 観 点 か ら 詳 し く 解 説 し て
い る ． そ こ に 引 か れ た 典 拠 か ら ， 以 下 の 対 応 関 係 が 確 認 さ れ る ．
・ 増 益 の 根 拠 = P V i n n . 3 0 a b [ = P V I . 4 1 a b ]
・ 増 益 の 形 相 = P V i n n . 2 8 c d [ = P V I Y 2 3 6 c d ]
区 別 と 無 区 別 を 設 定 す る こ と に は ， 如 何 な る 根 拠 が あ る の か ． ［ 何 の 根 拠 も な い の で あ る . ］
( I . 6 7 ) 」
こ こ で 「 ［ 普 遍 ］ 実 在 論 者 ( v a s t u v a d i n )」 と は ， 先 に 紹 介 し た 『 タ ッ ト ・ ヴ ァ サ ン グ ラ ハ ・ パ
ン ジ カ ー 』 で は ， 「 定 立 を 語 の 対 象 と 説 く 者 ( v i d m s a b d a r t h a v a d i n )」 に 相 当 す る が ， そ の 見 解
が こ こ で 批 判 さ れ て い る ． こ の 一 連 の 偶 に お い て ， ダ ル マ キ ー ル テ イ は ， 単 数 形 ・ 複 数 形 等 の
数 や 第 六 格 等 の 格 の 適 用 は ， 事 物 ( v a s t u ) に 依 拠 す る の で は な く ， 話 者 の 言 表 意 欲 ( v i v a k " ),
即 ち ， 分 別 知 に 依 拠 す る と い う こ と を 明 言 し て い る ． そ れ 故 , d 面 鋤 の よ う に 単 一 の も の に 対 し
て 複 数 形 が ， § a m a g a 面 の よ う に 複 数 の も の に 対 し て 単 数 形 が 適 用 さ れ る こ と が あ り ， 虚 空 ( k h a )
と 自 性 ( s v a b h a v a )と い う 同 一 自 体 の も の に , k h a s y a s v a b h a v a h ( 虚 空 の 自 性 ,i . e . k h a t v a ) と 第
六 格 が 適 用 さ れ る こ と が あ る ． も し ， 言 葉 が 実 在 す る 事 物 に 依 拠 す る も の で あ れ ば ， こ の よ う
な こ と は あ り 得 な い の で ， こ れ ら は 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の も の と 見 倣 さ れ る ．
3 3 尤 も ， こ の 第 二 相 と 第 三 相 は 密 接 に 関 連 し て い る の で ， こ の よ う に 綺 麗 に 分 け ら れ な い か も し
れ な い ． ち な み に ， タ ル マ リ ン チ ェ ン は ， 『 解 脱 道 解 明 』 に お い て ， 同 様 に 「 事 物 の 実 相 ( d n g o s
p o ' i g n a s l u g s )」 等 の 三 科 段 を 立 て て い る が （ 同 書 p ､ 7 0 ), そ こ で は ， 以 下 の よ う な 解 釈 を 提 示
し て い る ．
1 ． 事 物 の 実 相 : P V I . 4 0 - 4 1 a b
2 ． 知 の 把 握 方 法 : P V I . 4 1 c d
3 ． 知 が 対 象 を 如 何 に 理 解 す る 仕 方 : P V I . 4 2
タ ル マ リ ン チ ェ ン に よ れ ば ， 事 物 の 実 相 の 所 依 典 籍 は , P V I . 4 0 - 4 2 の 三 偶 で は な く ,P V I .
4 0 - 4 1 a b に 限 定 さ れ て い る ．こ こ で ツ ァ ン ナ ク パ は ， 特 に ， こ の 三 偶 と 対 象 の 実 相 の 三 相 の 対 応
関 係 を 明 記 し て お ら ず ， こ れ は あ く ま で 筆 者 自 身 の 解 釈 で あ る こ と に 留 意 さ れ た い ．
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・ 増 益 の 作 用 = P V i n n . 3 0 c d [ = P V I ､ 4 1 c d ]
増 益 の 形 相 の み を 除 き , P V i n Ⅱ ､ 3 0 か ら 派 生 し た 主 題 で あ る こ と が 分 か る 3 4 . そ
こ に は , ダ ル マ キ ー ル テ イ の 他 者 排 除 論 に 対 す る ツ ァ ン ナ ク パ の 解 釈 が 窺 わ れ る の
で ， 少 し 長 い が ， そ の 重 要 性 を 鑑 み ， 全 文 を 紹 介 し て お こ う ．
（ 1 ） 増 益 の 根 拠 ( s g r o ' d o g s p a ' i I g y u m t s h a n ):
壺 と 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 の 無 別 異 の 実 体 に 対 し て ， 法 と 有 法 等 の 区 別 を 増 益 す る 根
拠 に つ い て は ， こ う 述 べ て い る ．
「 そ れ も ま た ， 何 に 基 づ き ［ 法 と 有 法 等 の 区 別 を ］ 増 益 す る の か と い う 根 拠
は ， 「 諸 対 象 （ ＝ 自 相 ） に は ， 何 で あ れ ， 或 る も の （ ＝ 同 類 と 異 類 ） か ら の
反 転 が あ る が ， そ れ （ ＝ そ の 他 か ら 反 転 ） を 根 拠 と す る 」 ( P V i n n . 3 0 a b = P V
I ､ 4 1 a b ) と 云 う こ と に よ り ,[ 法 と 有 法 等 の 区 別 の 増 益 は , ]( 1 ) 別 異 の 反 体
か ら 反 転 し た も の ( l d o g p a t h a d a d l a s l o g p a ) と ,( 2 ) 分 別 知 に お い て ， 別
異 の 普 遍 と し て 表 象 す る こ と ( r t o g p a l a s p y i t h a d a d p a r s h a r b a ) に 基 づ く . 」
（ 『 善 説 集 成 』 1 1 7 a 3 3 5 )
解 説 が あ ま り に 簡 略 な の で ， 文 意 を 取 る の が 難 し い が ， 恐 ら く は ， こ う い う 意 味
で あ ろ う ． 即 ち ， 壷 と 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 は ， 無 別 異 の 実 体 で あ る が ， そ れ ぞ れ ， 別
異 の 反 体 か ら 反 転 し た も の で あ る ． 例 え ば ， 青 は ， 非 青 か ら 反 転 し た も の で あ り ，
所 作 は 非 所 作 か ら 反 転 し た も の で あ る か ら で あ る ． そ れ 故 ， 分 別 知 に お い て ， 「 青 」
や 「 所 作 」 と い う よ う に ， 別 異 の 普 遍 と し て 顕 現 す る ． そ の よ う に 分 別 知 に 別 異 の
普 遍 と 顕 現 す る こ と に 基 づ き , 青 と 所 作 等 の 区 別 が 増 益 さ れ る ， と い う 意 味 で あ る ．
こ こ に は 明 記 さ れ て い な い が ， 青 や 所 作 等 の よ う に ， 同 一 自 体 ／ 実 体 で あ る が ， 別
異 反 体 で あ る も の を ， ＜ 同 一 自 体 ／ 実 体 3 6 に し て 別 異 反 体 な も の ( n g o b o / r d z a s g c i g
3 4 実 は ， 『 善 説 集 成 』 に は , P V i n n . 2 9 - 3 1 に 対 す る 註 釈 の 部 分 に 同 名 の 科 段 が 見 出 さ れ る ． そ
こ で は ， 増 益 の 根 拠 は P V i n n . 2 9 に 対 す る 科 段 [ 1 1 6 b 2 f ], 増 益 の 形 相 は P V m n . 3 0 a b c に 対 す
る 科 段 [ 1 1 6 b 3 f ], 増 益 の 作 用 は P V i n n . 3 0 d に 対 す る 科 段 [ 1 1 6 a 4 ] に 対 応 す る が ,P V i n n . 3 1
に 対 し て は ， 「 小 結 ( s k a b s d o n b s d u b a )」 と い う 科 段 が 立 て ら れ て い る ． 他 方 ， こ こ で は ， 上
述 の 解 釈 が 示 さ れ て お り ， 関 連 す る 偶 の 位 置 が 一 致 し て お ら ず ， 一 貫 性 を 欠 い て い る ． こ こ で
は 増 益 の 形 相 と し て P V i n n . 2 8 c d が 引 か れ て い る が ， 内 容 的 に は こ れ も P v i n n . 3 0 に 示 さ れ て
い る の で ， 基 本 的 に は ， こ の 増 益 の 三 項 目 は P V i n n . 3 0 か ら 派 生 し た も の と 見 て も よ か ろ う ．
3 5 d e y a n g g a n g l a s s g r o ' d o g s p a ' i r g y u m t s h a n n i d o n g a n g l a s l d o g p a d e ' i r g y u c a n [ P V i n Ⅱ ､ 3 0 a b
= P V I . 4 1 a b ] c e s b y a b a s l d o g p a t h a d a d l a s l o g p a d a n g r t o g p a l a s p y i t h a d a d p a r s h a r b a l a s s o "
3 6 自 体 ( n g o b o ) と 実 体 ( r d z a s ) の 関 係 は か な り 微 妙 で あ り ， 学 者 に よ り 解 釈 の 相 異 が 見 ら れ る ．
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l a l d o g p a t h a d a d ) > と 称 す る ．こ の 用 語 は ， 後 代 の ゲ ル ク 派 の 論 理 学 書 に も 頻 出
す る が ， 既 に チ ャ パ や ツ ァ ン ナ ク パ の 論 理 学 書 に 見 出 さ れ る こ と が 確 認 さ れ る 3 7 ．
ツ ァ ン ナ ク パ に よ る 実 体 と 反 体 の 設 定 に つ い て は ， 後 述 す る ．
（ 2 ） 増 益 の 形 相 ( s g r o ' d o g s p a ! i r n a m p a ):
さ ら に ， 法 と 有 法 等 の 区 別 を 増 益 す る 形 相 に つ い て は ， こ う 述 べ て い る ．
「 如 何 に ［ 法 と 有 法 等 の 区 別 を ］ 増 益 す る の か と い う 形 相 は ， 「 そ れ を 有 す
る も の で は な い が ， 知 覚 さ れ た も の と 結 び 付 け ら れ る 」 ( P V m n . 2 8 b c = P V
I V 2 3 6 b c 3 8 ) と 云 う こ と に よ り ， 分 別 知 の 把 握 ［ 対 象 ]( = 普 遍 ） を ,[ 直
接 知 覚 に よ り ］ 知 覚 さ れ た 対 象 （ ＝ 自 相 ） の 法 と 結 び 付 け て ， ［ 両 者 を ］ 混
同 す る こ と で あ る . 」 （ 『 善 説 集 成 』 1 1 7 a 3 f 3 9 )
同 一 実 体 で あ る 壷 と 青 ・ 所 作 等 は ， 分 別 知 に お い て ， 別 異 の 対 象 普 遍 と し て 顕 現
す る が ， そ れ を ， 対 象 の 側 に お い て 成 立 し て い る も の と 判 断 す る こ と を 意 味 す る ．
ツ ル ト ウ ン は ， こ れ を ， 「 分 別 知 に お い て 別 異 の 普 遍 と し て 表 象 し た 仮 設 さ れ た も
の で あ る 知 の 法 ( b l t a g s p a b l o c h o s ) を ， 知 覚 さ れ た も の で あ る 対 象 の 法 ( m t h o n g
b a d o n c h o s ) に 結 び 付 け て 判 断 す る こ と 」と 解 説 し て い る 4 0 . 例 え ば ， 所 作 性 と い
う 普 遍 を 所 作 と い う 自 相 と 同 一 視 す る こ と の 如 き で あ る ．
( 3 ) 増 益 の 作 用 ( s g r o b t a g s p a ' i b y e d p a ):
他 方 ， 増 益 の 作 用 に つ い て は ， こ う 述 べ て い る ．
「 増 益 さ れ た も の の 作 用 は ， 「 そ の 特 殊 ［ に よ り ］ 理 解 さ れ る こ と に な る 4 1 」
( P V i n l l . 3 0 c d = P V I . 4 1 c d )と 云 う こ と に よ り ， 単 一 の 対 象 が 法 と 有 法 と
い う 多 く の 区 別 さ れ た も の と な り ， そ れ に 対 し て ， 多 く の 反 対 項 の 増 益 を 断
ツ ァ ン ナ ク パ に 関 し て 言 え ば ， 後 で 実 体 と 反 体 の 設 定 の 箇 所 で 言 及 す る よ う に ， 両 者 を 同 義 と
し て 立 て て い る ．
3 7 例 え ば ， 『 意 闇 払 拭 』 4 0 b 7 , 4 2 b 7 ; 『 善 説 集 成 』 3 8 a 5 , 1 0 8 b l 等 参 照 ．
3 8 a t a d v a n a p i s a m b a n d h a t k u t a S c i d u p a n r y a t e / d M i m b h e d a S r a y a i s ,t e ' p i t a s m a d a j n a t a v i p l a v 恥 " ；
T i b . b s l a d p a d e d a n g d e d a g g i / ' b r e l p a ' g a ' l a s d e l d a n n y i d " m i n y a n g m t h o n g b a r s b y o r , d e s n a " d e
d a g b s l a d p a ' a n g s h e s m a y i n "
3 9 j i l t a r s g r o ' d o g s p a ' i m a m p a n i d e l d a n m i n y a n g m t h o n g p a r s b y o r [ P V i n n . 2 8 b c = P V Ⅳ 、
2 3 6 b c ] c e s p a s r t o g p a ' i g z u n g p a d e m t h o n g p a d o n g y i c h o s s u s b y o r z h i n g s r e b a ' o "
4 0 『 智 慧 灯 明 』 p .1 3 . 6 f 参 照 ．
4 1 蔵 訳 か ら 訳 出 し て お く が ， 梵 語 原 文 か ら の 翻 訳 （ 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 4 7 ) と は か な り 異 な る ．
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ず る こ と で あ る . 」 （ 『 善 説 集 成 』 1 1 7 a 4 4 2 )
壷 と 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 は ， 単 一 の 実 体 と し て 無 別 異 に 存 在 し て い る が ， 分 別 知 に
よ り ， 法 と 有 法 等 の 区 別 が 仮 設 さ れ ， そ れ に 対 し て ， 反 対 項 の 増 益 ， 例 え ば ， 所 作
に 対 し て は 非 所 作 ， 無 常 に 対 し て は 常 住 と 把 握 す る 増 益 を 断 ず る こ と を 通 じ て ， 所
作 や 無 常 等 が 各 々 別 個 の 法 と し て 区 別 し て 理 解 さ れ る ． そ れ 故 ， 壷 が 所 作 で あ る と
理 解 さ れ る 時 に は ， 壷 を 非 所 作 と 把 握 す る 増 益 が 排 除 さ れ る 以 外 に ， 常 住 と 把 握 す
る 増 益 は 排 除 さ れ な い の で , 壷 が 無 常 で あ る こ と は 理 解 さ れ る こ と は な い . そ れ 故 ，
「 壷 は 無 常 で あ る ． 所 作 で あ る か ら 」 と 証 因 を 立 て た 場 合 ， 壷 所 作 と い う 宗 法 が 理
解 さ れ て も ， 壷 無 常 と い う 所 証 に 対 す る 論 証 意 欲 が 存 在 す る の で ， 所 作 は 壺 が 無 常
で あ る こ と を 論 証 す る 正 し い 証 因 と し て 認 め ら れ る こ と に な る ．
以 上 の よ う に ， 無 別 異 の 自 体 で あ る 壷 や 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 に 法 や 有 法 等 の 区 別 を
立 て る こ と は ， 分 別 知 に よ る 増 益 で あ る こ と を 示 し て か ら ， 個 体 と し て の 諸 壺 に 対
し て ， 「 壷 」 と 単 一 の 言 説 を 与 え る こ と も ま た ， 分 別 知 に よ る 増 益 で あ る こ と が 示
さ れ て い る 4 3 ．
「 ま た ， 場 所 と 時 と 形 相 が 別 異 の 諸 々 の 壷 は ， 「 同 類 と 異 類 の 事 物 か ら 反 転
し た 」 ( P V i n n . 2 9 c d = P V I . 4 0 c d ) と い う 仕 方 で ， 相 互 に 随 伴 し な い も の と
し て 存 し て い る ． な ぜ な ら ば ， あ る 一 つ も の に 知 覚 さ れ る 法 は ， 他 の も の に
は 知 覚 さ れ な い か ら で あ る ． し か し な が ら ， ［ そ れ ら 別 異 の 諸 壺 に 対 し て ］
「 壷 一 般 ( b u m p a t s a m 4 4 ) 」と い っ て 単 一 の 言 説 を 為 す こ と は 増 益 さ れ た も
の で あ る ． な ぜ な ら ば ， そ れ も ま た ， 全 て の ［ 壷 の ］ 根 拠 ［ を 有 す る も の （ ＝
全 て の 壷 ) ] ( I g y u m t s h a n t h a m s c a d 4 5 ) に 対 し て ， 非 壺 か ら 反 転 し た く 太 腹
な も の 4 6 ＞ 等 の ［ 壺 の ］ 一 般 的 定 義 の 対 象 普 遍 が 一 つ 表 象 す る こ と か ら ， 形
相 が 知 覚 さ れ る 別 々 の 諸 対 象 （ ＝ 諸 壺 ） を 覆 障 し ， 「 こ れ こ れ も ま た ， 壺 一
4 2 s g o b t a g s p a ' i b y e d p a n i k h y a d p a r [ g y i s ] r t o g s ' g y u r [ P V i n Ⅱ ､ 3 0 c d = P V L 4 1 c d ] c e s p a s d o n
C i g n y i d c h o s d a n g c h o s c a n d b y e b a d u m a r ' g y u r z h i n g d e l a b z l o g p a ' i s g r o ' d o g s d u m a g C o d p a r
b y e d p a y i n n o "
4 3 ツ ル ト ウ ン は ， こ の 議 論 に 対 し て も ， 先 き と 同 様 に ， 増 益 の 根 拠 等 の 三 つ を 立 て て 詳 し く 解
説 し て い る ． 『 智 慧 灯 明 』 p .1 4 参 照 ．
4 4 こ こ で t 3 2 m と い う 語 は , m a t r a と い う 梵 語 の 訳 語 で あ る か と 思 わ れ る ．こ れ は ， こ こ で は 対
象 普 遍 を 含 意 し て い る ．
4 s こ の 語 の 語 義 が 判 然 と し な い ． 文 脈 的 に は ， 全 て の 壷 を 示 す 語 が 来 る は ず で あ る ．
“ こ れ は 壷 の 定 義 ( m t s h a n n y i d ) に 相 当 す る ． 後 代 で は ，よ り 厳 密 に 「 太 腹 ・ 平 底 ・ 水 を 保 持
す る 目 的 を 達 成 す る も の ( l t o l d i r z h a b s z h u m c h u s k y o r g y i d o n b y e d n u s p a ) 」 と 定 義 さ れ る ．『 ラ
ト ウ ド ウ タ 』 p . 2 2 . 1 4 f 参 照
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般 で あ る 」 と 一 つ に 混 同 す る こ と に よ り ， 作 用 と 定 義 が 同 一 の も の ( b y e d p a
m t s h a n n y i d c i g 4 7 , 全 て の 壺 ） に 対 し て ,[ 非 壺 と い う 反 対 項 の ］ 増 益 が 断 ぜ
ら れ る の で ， 類 を 有 す る 全 て の も の （ ＝ 同 類 の も の ） に 対 し て ， ［ こ れ は 壷
で は な い の で は な い か と い う ] 疑 い を 生 じ さ せ る こ と は な い の で あ る . 」 ( 『 善
説 集 成 』 1 1 7 a 4 - 6 4 8 )
こ れ は ， 相 異 な る 個 々 の 壷 に 対 し て ， 「 壷 」 と い う 共 通 の 語 が 適 用 さ れ る 根 拠 を
述 べ た も の で あ る ● 端 的 に は ， 他 者 排 除 の 原 義 に 他 な ら な い ． 即 ち ， 非 壷 か ら 反 転
し た も の と し て 規 定 さ れ る 壷 の 普 遍 が 分 別 知 に 顕 現 し ， そ れ が ， 諸 々 の 壷 の 個 別 性
を 覆 障 し て ， 「 壷 」 と い う 語 が 共 通 し て 適 用 さ れ る 根 拠 と な る ． そ れ こ そ が 他 者 排
除 で あ る が ， 留 意 す べ き は ， こ こ で ツ ァ ン ナ ク パ は ， そ れ を 他 者 排 除 と し て 規 定 し
て い な い こ と で あ る ． こ こ か ら ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， 語 の 適 用 対 象 が ， 分 別 知 に 顕 現
す る 共 通 の 相 と し て の 対 象 普 遍 で あ る こ と ， 及 び ， そ の 理 由 を も ほ ぼ 正 確 に 理 解 し
て い る が ， そ れ を 「 他 者 排 除 」 と 称 す る こ と だ け が 理 解 さ れ て い な か っ た こ と が 判
明 す る の で あ る ．
こ の よ う に ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， （ 1 ） 壺 と 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 が 法 と 有 法 等 と し て
区 別 さ れ る こ と は 分 別 知 に よ る 増 益 で あ る こ と ， 及 び ， （ 2 ） 「 壷 」 と い う 語 が 共
通 し て 適 用 さ れ る の は , 分 別 知 に お い て 非 壺 か ら 反 転 し た も の と し て 顕 現 す る 対 象
普 遍 に 対 し て で あ り ， そ れ は ， 相 異 な る 諸 々 の 壷 の 個 別 性 を 覆 障 し て ， 同 一 の も の
と 混 同 す る こ と を 通 じ て で あ る と 解 説 し て い る こ と を 明 ら か に し た ． こ の 二 つ は ，
順 に ’ （ 1 ） 壷 と 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 の 同 一 実 体 の も の を ， 法 と 有 法 の よ う に く 別 異
の も の と し て 増 益 す る こ と ( t h a d a d d u s g r o ' d o g s p a ) > と ,( 2 ) そ れ と は 逆 に ，
諸 々 の 壺 等 の 別 異 実 体 の も の を ， 「 壷 」 と い う く 同 一 の も の と し て 増 益 す る こ と
( g c i g t u s g o ' d o g s p a ) > に 対 応 し て い る ． そ し て ， 最 後 に ，『 量 評 釈 』 － 『 量 決
4 7 こ の 語 の 語 義 も ま た 判 然 と し な い が ， 文 脈 か ら 判 断 し て ， 直 前 の r g y u m t s h a n t h a m s c a d と い
う 語 と 同 様 に ， 全 て の 壷 を 指 す 表 現 か と 思 わ れ る ． 個 々 の 壷 は ， 場 所 ・ 時 ・ 形 相 が 各 々 異 な る
個 体 で あ る が ， そ の 壷 と し て の 作 用 （ ＝ 水 を 保 持 す る 能 力 ） や 定 義 （ ＝ 太 腹 な も の ） は 共 通 し て
い る の で ， こ の よ う に 表 現 さ れ る も の と 推 察 さ れ る ．
4 8 y a n g y u l d u s m a m p a t h a d a d l W i b u m p a m a m s m t h u n d n g o s g z h a n g y i d n g o s d a g l a s l d o g [ P V I
4 0 c d = P V i n n . 2 9 c d ] c e s p a ' i t s h u l g y i s p h a n t s h u n I j e s s u m i' g r o b a r g n s p a y i t e g c i g l a m t h o n g
p a ' i c h o s d e g z h a n l a m a m t h o n g p a ' i p h y i r r o " ' o n k y a n g b u m p a t s a m z h e s c i g g i t h a s n y a d b y e d p a
n i s g r o b t a g s p a y i n t e / d e y a n g r g y u m t s h a n t h a m s c a d l a b u m m a y i n l a s l o g p a ' i l t o l d i r b a l a s o g s p a
s p y i ' i m t s h a n n y i d k y i d o n s p y i g c i g s h a r b a l a s / m a m p a m t h o n g p a ' i d o n s o s o b a m a m s l a b k a b t e ' d i
d a n g ' d ia n g b u m p a t s a m m o z h e s c i g d u s r e s p a s / b y e d p a m t s h a n n y i d c i g l a s g o ' d o g s c h o d p a s
r i g s c a n t h a m s c a d l a d o g s p a m s k y e b a r b y e d d o "
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択 』 で は な い 一 か ら 一 偶 を 引 用 し て ， こ う 総 括 し て い る ．
「 そ う で あ れ ば ， 自 相 と し て の 対 象 に は ， 別 異 の 随 伴 は な い が ， 迷 乱 の 根 拠
を 有 す る 分 別 知 に よ り ， 一 と 多 と し て 増 益 さ れ た の で あ る ． 即 ち ， 『 量 評 釈 』
に お い て ， 「 勝 義 に 属 す る 諸 対 象 は ， そ れ 自 身 と し て ， ［ 他 と ］ 混 同 さ れ ず ，
区 別 さ れ な い ． そ れ ら （ ＝ 勝 義 に 属 す る 諸 対 象 ） に 対 し て ， 単 一 の 形 相 と 多
数 の 形 相 ［ を 判 断 す る の ］ は ， 知 の 迷 妄 ( u p a p l a v a ) で あ る 」( P V 1 . 8 7 4 9 )
と 説 か れ て い る よ う な も の で あ る ． 」 （ 『 善 説 集 成 』 1 1 7 a 6 - 7 5 0 )
こ こ で ， 「 勝 義 に 属 す る 事 物 」 と は ， 目 的 達 成 可 能 な 事 物 ， 即 ち ， 自 相 に 他 な ら
な い ． そ れ に 対 し て ， 上 述 の 仕 方 で ， － と 多 の 形 相 を 増 益 す る の は ， 対 象 の 実 相 で
は な く ’ 「 知 の 迷 妄 」 ， 即 ち ， 無 始 以 来 の 習 気 か ら 生 じ た 迷 乱 し た 分 別 知 5 , で あ る
と 表 現 さ れ て い る ．
以 上 ， 定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 に 関 す る ツ ァ ン ナ ク パ の 解 説 を 紹 介 し た ． こ れ は ，
形 式 上 は ， 定 立 作 用 の 科 段 の 下 に 位 置 づ け ら れ て い る が ， そ の 内 容 は ， 端 的 に 言 っ
て ， 『 量 決 択 』 及 び 『 量 評 釈 』 に 見 ら れ る 他 者 排 除 論 の 解 説 に 他 な ら ず ， 定 立 作 用
の 知 と し て の 直 接 知 覚 の 議 論 を 遥 か に 越 え た も の で あ る ． そ れ は ， 端 的 に は ， 直 接
知 覚 で は な く ， む し ろ ， 分 別 知 に 関 連 す る 主 題 で あ り ， 正 直 ， な ぜ こ れ が ， 排 除 作
用 で は な く ， 定 立 作 用 の 下 で 論 じ ら れ て い る の か 判 然 と し な い 程 で あ る ．
ま た ， ツ ァ ン ナ ク パ の 他 者 排 除 理 解 は ， 前 述 し た よ う に ， そ の 解 説 を 見 る 限 り ，
か な り 正 確 な も の で あ り ， 先 き に 紹 介 し た シ ヤ ー キ ヤ チ ョ ク デ ン の 評 価 5 2 を 遥 か に
越 え た 勝 れ た も の で あ る こ と が 判 明 し た ． た だ ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， こ れ が 「 他 者 排
除 」 に 相 当 す る こ と だ け を 理 解 し て い な い こ と は ， 繰 り 返 し 強 調 し て お く ．
( 2 ) 定 立 作 用 の 知 の 把 握 方 法 ：
4 9 P V I .8 7 :s a m s I j y a n t e n a b h i d y a n t e s v a t o ' r t h a i p a r a m a r t h i k a h / m p a m e k a m a n e k a m c a t e S u
b u d d h e r u p a p l a v a り ／
s o d e l t a r n a d o n r a n g g i m t s h a n n y i d r j e s ' g r o t h a d a d m e d k y a n g ' k h r u l p a ! i r g y u m t s h a n c a n g y i r t o g
p a s c i g d a n g d u m a n y i d d u s g r o b t a g s p a y i n t e / j i s k a d d u I M I m g r e l l a s / d a m p a ' i d o n g y i d o n
r n a m s n i / r a n g g i s ' d r e d a n g t h a d a d m y e d ( m i n , P V ) / d e l a s ( l a , P V ) n g o b o g c i g p a d a n g / d u m a
b l o ' i ( b l o y i s , P V ) b s l a d p a y i n / [ P V I ､ 8 7 ] z h e s g s u n g s p a b z h i n n o "
5 ! C f P V V p .2 8 7 . 8 : b u d d h e r a n a d i v a s a n o p a h a t a y a u p a p l a v o m i t h y o p a d a r S a n a m / ; P V S V T p .
1 9 2 . 2 1 f : b u d d h e r v i k a l p a k a y a u p a p l a v o b h r a n t i i /
5 2 西 沢 2 0 1 4 , p ､ 2 5 1 参 照 ．
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次 に ， 定 立 作 用 の 知 の 把 握 方 法 に つ い て で あ る が ， 対 象 の 実 相 の 詳 細 な 解 説 に 比
べ て ， ご く 簡 単 な 解 説 が 見 ら れ る だ け で あ る ． そ の 全 文 は 以 下 の 通 り で あ る ．
「 第 二 知 の 把 握 方 法 は ， 無 分 別 知 が 対 象 を 知 覚 す る だ け で あ り ， 即 ち ， 顕
現 に よ っ て 作 用 す る の で あ る . 」 （ 『 善 説 集 成 』 1 1 7 a 7 - 8 5 3 )
こ こ に は ， 定 立 作 用 は 無 分 別 知 が 対 象 を 知 覚 す る 作 用 と 規 定 さ れ て お り ， 「 顕 現
に よ り 作 用 す る も の ( s n a n g p a s i u g p a )」 と 換 言 さ れ て い る ． こ の 「 顕 現 」 と い う
作 用 は ， 前 述 し た よ う に ， 無 分 別 不 迷 乱 知 の 知 の 作 用 と し て チ ヤ パ が 提 示 し て い た
も の で あ る 5 4 ． こ こ か ら ， 定 立 作 用 と 顕 現 作 用 の 同 義 性 が 確 認 さ れ る ．
（ 3 ） 知 と 対 象 が 一 致 す る こ と を 考 察 す る こ と ：
こ の よ う に ， 先 行 す る 対 象 の 実 相 と 知 の 把 握 方 法 の 二 つ の 科 段 に お い て ， 定 立 作
用 の 対 象 と 知 の 在 り 方 を 解 説 し た 後 で ， こ の 科 段 に お い て は ， 対 象 の 三 つ の 実 相 と
そ れ を 理 解 す る 認 識 手 段 の 対 応 関 係 に つ い て 議 論 さ れ て い る ． 特 に ， 壷 を 把 握 す る
直 接 知 覚 に お い て , 青 と 所 作 と 無 常 等 が 無 区 別 な も の と し て 顕 現 す る こ と を 論 証 す
る 推 論 に つ い て か な り 詳 し い 論 述 が 見 ら れ る が ， ツ ァ ン ナ ク パ の 主 張 の 肝 要 な 点 は
「 対 象 の 実 相 」 の 科 段 に お い て 明 確 な 形 で 既 に 示 さ れ て い る の で ， こ こ で は そ の 紹
介 は 割 愛 す る ．
Ⅲ 1 . 他 者 排 除 に 関 す る ツ ァ ン ナ ク パ の 見 解 ：
以 上 の よ う に ， ツ ァ ン ナ ク パ は 定 立 作 用 に つ い て か な り 詳 し く 解 説 し て お り ， そ
れ は 他 者 排 除 に 関 す る 注 目 す べ き 解 説 を 含 む も の で あ る こ と が 確 認 さ れ た . そ こ で
次 に ， 他 者 排 除 な い し 排 除 作 用 に 関 す る ツ ァ ン ナ ク パ の 解 説 を 紹 介 し よ う ． そ の 当
該 箇 所 の 科 段 骨 子 は 以 下 の 通 り で あ る ．
他 者 排 除 の 作 用 ( g z h a n s e l p a ' i l u g p a )[ 『 善 説 集 成 』 1 1 8 b 4 - 1 1 9 a 2 ]
1 ． 定 義 ( m t s h a n n y i d )[ 1 1 8 b 4 ]
2 ． 定 義 基 体 ( m t s h a n g z h i )[ 1 1 8 b 4 ]
3 ． 排 除 が 反 体 ( l d o g p a ) を 対 象 と す る も の で あ る と 論 証 す る こ と [ 1 1 8 b 5 ]
5 3 g n y i s p a b l o ' i ' d z m s t a n g s n i r t o g m y e d d o n l a l t a b a t s a m s t e s n a n g p a s I j u g g o "
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1 ． 対 象 の 実 相 ( d o n g y i g n a s l u g s )[ 1 1 8 b 5 ]
2 ． 知 の 把 握 方 法 ( b l o ' i ' d z i n s t a n g s )[ 1 1 8 b 6 ]
3 ． 知 と 対 象 が 一 致 す る こ と を 考 察 す る こ と ( b l o d o n m t h u n p a b s a m p a )
[ 1 1 8 b 7 ]
こ の 科 段 構 成 は ， 定 立 作 用 の 箇 所 と 基 本 的 に 一 致 し て い る ． 唯 一 の 違 い は ， 定 立
作 用 が 実 体 を 対 象 と す る も の で あ る の に 対 し て , 排 除 作 用 は 反 体 を 対 象 と す る も の
と な っ て い る 点 の み で あ る ． 前 述 し た よ う に ， 他 者 排 除 論 を 独 立 し た 主 題 と し て 科
段 設 定 し て ， そ の 定 義 や 定 義 基 体 を 立 て る こ と は チ ヤ パ の 『 意 闇 払 拭 』 に は 見 ら れ
ず ， 現 存 す る 資 料 に よ る 限 り ， こ の ツ ァ ン ナ ク パ の 設 定 が 最 も 古 い も の で あ る ． そ
の 意 味 で ， こ れ は チ ベ ッ ト に お け る 他 者 排 除 論 の 形 成 過 程 を 検 討 す る 上 で ， 資 料 的
に 極 め て 重 要 な 箇 所 で あ る ．
1 ． 他 者 排 除 の 定 義 と 定 義 基 体 ：
ツ ァ ン ナ ク パ の 他 者 排 除 ／ 排 除 作 用 の 定 義 と 定 義 基 体 は 以 下 の 通 り で あ る ．
「 [ 他 者 排 除 の ］ 定 義 は ， ＜ そ れ と 判 断 す る 力 に よ り ［ そ れ よ り ］ 他 の も の
と 把 握 す る こ と を 排 除 す る も の ( d e r z h e n p a i i s t o b s k y i s g z h a n d u ' d z i n p a s e l
p a ) > で あ る 5 5 . 定 義 基 体 は ， 例 え ば ， 煙 か ら 火 ［ が あ る ］ と 判 断 す る ［ 推
論 ］ 等 の ， 判 断 対 象 に 対 し て 不 迷 乱 ［ な 分 別 知 ] ( z h e n y u l l a m a ' k h r u l p a )
と 疑 念 ( t h e t s h o m ) の 分 別 知 で あ る . 」（ 『 善 説 集 成 』 1 1 8 b 4 f 5 6 )
チ ヤ パ は ， 他 者 排 除 の 意 味 を 解 説 は し て い た が ， 明 瞭 な 形 で 定 義 は 提 示 し て い な
か っ た ． そ れ 故 ， こ の ツ ァ ン ナ ク パ の 定 義 5 7 は ， チ ベ ッ ト 人 学 者 に よ る 他 者 排 除 の
最 も 古 い 定 義 ， な い し ， 少 な く て も ， そ の 一 つ で あ る と 言 え る ． こ の 定 義 は ， チ ャ
パ が 提 示 し た 分 別 知 の 三 つ の 作 用 ， 即 ち ， 顕 現 ( s n a n g b a )・ 判 断 ( z h e n p a )・ 排
除 ( s e l b a ) の 三 つ を 念 頭 に 置 く 場 合 ， な か な か に 示 唆 的 な も の で あ る ． 即 ち ，こ
の 定 義 は ， 前 半 部 分 と 後 半 部 分 に 分 け ら れ る が ， 前 半 部 分 で は ， 分 別 知 の 三 つ の 作
5 5 後 続 の 箇 所 で は ， 「 そ れ に 対 し て 他 の も の と 把 握 す る こ と を 排 除 す る も の ( d e l a g z h a n d u ' d z i n
p a s e l p a )｣ ( 『 善 説 集 成 』 1 1 9 a 3 )と い う 定 義 も 挙 げ て い る ．
5 6 m t s h a n n y i d n i d e r z h e n p a ' i s t o b s k y i s g z h a n d u ' d z i n p a ' o " m t s h a n g z h i m d p e r n a d u b a l a s m e r
z h e n p a l a s o g s p a ' i z h e n y u l l a m a ! k h r u l p a d a n g t h e t s o m ( = t s h o m ) g y i r t o g p a m a m s s o "
5 7 こ の 定 義 は ， ウ ユ ク パ に よ り 批 判 さ れ る こ と に な る ． 『 正 理 成 立 』 p . 9 8 . 7 - 1 0 参 照 ． そ れ に つ
い て は 後 述 す る ．
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用 の う ち の 判 断 の 作 用 が ， 後 半 部 分 に は ， 排 除 の 作 用 の 二 つ が 示 さ れ て い る の で あ
る ． 例 え ば ， 壷 を 把 握 す る 分 別 知 は ， 壷 と 判 断 す る 力 に よ り ， そ の 対 立 項 で あ る 非
壺 と 把 握 す る こ と を 排 除 す る 知 で あ る の で ， 排 除 作 用 で あ る ． こ の 二 つ の 作 用 は ，
所 謂 ’ 断 定 ( y o n g g c o d , * p a r i c c h e d a ) と 断 除 ( m a m b c a d , * v y a v a c c h e d a ) に 他 な ら
な い ． こ の 断 定 と 断 除 は ， 一 つ の 知 の 表 裏 一 体 の 作 用 な の で ， 別 々 の 知 の 作 用 と し
て 分 け る こ と は 出 来 な い ． そ し て の こ の 二 つ の 作 用 を 備 え た も の こ そ が ， 排 除 作 用
と 定 義 さ れ る の で あ る ．
こ の 排 除 作 用 の 定 義 基 体 と し て ， （ 1 ） 推 論 等 の 判 断 対 象 に 対 し て 不 迷 乱 な 分 別
知 と （ 2 ） 疑 念 の 二 つ が 挙 げ ら れ て い る が ， こ こ で 「 判 断 対 象 に 対 し て 不 迷 乱 な 」
と い う 限 定 に 留 意 す る 必 要 が あ る ． こ れ は ， 判 断 対 象 に 対 し て 迷 乱 し た 知 で あ る 有
分 別 誤 知 ( r t o g p a l o g s h e s ) を 排 除 す る の で ，ツ ァ ン ナ ク パ は ， 有 分 別 誤 知 に 排 除
作 用 を 認 め て い な か っ た 可 能 性 が あ る ． も し そ う で あ れ ば ， 有 分 別 誤 知 に も 排 除 作
用 を 認 め て い た チ ヤ パ 5 8 と は 解 釈 を 異 に す る こ と に な る が ， 他 方 に お い て ， 有 分 別
誤 知 は こ の 排 除 作 用 の 定 義 を 充 足 す る よ う に も 見 え る ． こ の 点 は 微 妙 で あ る の で ，
後 で 再 度 検 討 し よ う ． そ れ 以 外 の 憶 測 や 再 決 知 ， 確 定 知 な ど は ， こ こ に は 明 記 さ れ
て い な い が , 判 断 対 象 に 対 し て 不 迷 乱 な 知 で あ る の で , 排 除 作 用 と し て 立 て ら れ る ．
ま た ， 二 辺 に 定 ま ら な い 知 で あ る 疑 念 も ま た 他 者 排 除 と 見 倣 さ れ て い る こ と は 留
意 す べ き で あ る ． チ ャ パ も ま た ， 疑 念 に 排 除 作 用 を 認 め る の で ， そ の 点 で 両 者 は 解
釈 を 共 に し て い る ．
こ の よ う に ， 排 除 作 用 と は ， 分 別 知 の 作 用 で あ り ， 無 分 別 知 に は 当 然 の こ と な が
ら 認 め ら れ な い が ， こ の こ と は ， 同 時 に ， ツ ァ ン ナ ク パ が ， 無 分 別 知 に ， 判 断 と 排
除 の 作 用 ， 即 ち ， 断 定 と 断 除 の 作 用 を 認 め て い な い こ と を 意 味 し て い る ． 直 接 知 覚
に 対 象 確 定 作 用 を 認 め る か 否 か と い う こ と に つ い て は ， チ ベ ッ ト の み な ら ず ， イ ン
ド に お い て も 長 い 議 論 が あ る が 5 9 ， 少 な く て も こ の 定 立 作 用 と 判 断 作 用 の 設 定 を 見
5 8 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 5 9 参 照
5 9 直 接 知 覚 に 対 象 確 定 作 用 を 認 め る か 否 か と い う 問 題 の 起 源 は ， ダ ル マ キ ー ル テ イ 自 身 が そ の
件 に つ い て 一 貫 性 を 欠 い た 記 述 を 残 し て い る こ と に 由 来 す る ． そ の た め ， 後 代 の イ ン ド 及 び チ
ベ ッ ト の 学 者 達 の 間 に は ， そ の 件 を 巡 っ て 解 釈 の 相 異 が 起 っ た ． そ れ に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 1 b ,
V o l . 2 , p p . 4 5 0 - 4 6 7 ; 2 0 1 3 a ; 2 0 1 5 を 参 照 ． そ こ で ， ダ ル マ キ ー ル テ イ の 註 釈 者 達 の 中 で ， シ ヤ ー
キ ャ ブ ッ デ イ や ア ル チ ャ タ は 直 接 知 覚 に 対 象 確 定 作 用 を 認 め な い 立 場 で あ る が ， ダ ル モ ー ッ タ
ラ は 条 件 付 き で 対 象 確 定 作 用 を 認 め る こ と ， そ し て ， こ の ダ ル モ ー ッ タ ラ の 解 釈 が 後 代 ゴ ク 翻
訳 師 を 通 じ て チ ベ ッ ト に 流 布 し 強 い 影 響 力 を 持 っ た こ と を 明 ら か に し た ．
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る 限 り ， ツ ァ ン ナ ク パ の 立 場 は ， 直 接 知 覚 に ， 対 象 確 定 作 用 を 認 め な い 立 場 と 推 定
さ れ る 6 0 .
2 ． 排 除 が 反 体 を 対 象 と す る も の で あ る と 論 証 す る こ と ：
こ の よ う に ， ツ ァ ン ナ ク パ に と っ て も ， チ ャ パ 同 様 に ， 他 者 排 除 は ， 分 別 知 の 作
用 の 一 つ と し て 捉 え ら れ て い た わ け で あ る が ， そ れ は ， 反 体 ( l d o g p a , * v y a v r t t i )
を 対 象 と す る も の で あ る こ と が 明 記 さ れ て い る ． 前 述 し た よ う に ， 定 立 は 実 体
( r d z a s , * d r a v y a ) を 対 象 と す る も の と さ れ ， そ の 点 で ， 両 者 は 対 照 的 で あ る ． こ の
「 反 体 」 と い う 概 念 は ， イ ン ド 原 典 の 文 脈 で は ， 他 者 排 除 と ほ ぼ 同 義 の 意 味 で 用 い
ら れ て い る も の で あ る が 6 1 , ツ ァ ン ナ ク パ は ， こ こ で ， そ れ を 他 者 排 除 そ れ 自 体 で
は な く ， そ の 対 象 と 見 倣 し て い る ． こ の 第 三 の 科 段 は ， 定 立 作 用 の 箇 所 と 同 様 に ，
「 対 象 の 実 相 ｣ 等 の 三 つ に 科 段 分 け さ れ て い る が , 順 に そ の 内 容 を 検 討 し て お こ う ．
( 1 ) 排 除 作 用 の 知 の 対 象 の 実 相 一 反 体 の 三 相 一 ：
ま ず ， 「 対 象 の 実 相 」 の 科 段 の 内 容 は 以 下 の 通 り で あ る ．
「 第 一 は ， （ 1 ） ［ 煙 か ら 火 を 把 握 す る ］ 推 論 の 判 断 対 象 で あ る 火 性 （ ＝ 火 6 2 ）
と ， （ 2 ） そ れ （ ＝ 火 ） の 所 作 と 無 常 が 別 異 を 欠 く こ と と ， （ 3 ） 場 所 ・ 時 ・ 形
相 が 別 異 の 諸 々 の 火 は 随 伴 な く 存 す る も の で あ る こ と ［ で あ る ］ が ， そ れ に
6 0 但 し ， ツ ァ ン ナ ク パ ， さ ら に は チ ヤ パ は ， 認 識 手 段 を 反 対 項 の 増 益 を 排 除 す る も の と 規 定 し
て い る の で ， 直 接 知 覚 の 認 識 手 段 が 反 対 項 の 増 益 を 排 除 す る も の で あ る の か 否 か に つ い て ， 矛
盾 が 起 る よ う に 見 え る ． そ の 点 に つ い て は 別 稿 に て 検 討 す る こ と に す る ． チ ャ パ の 認 識 手 段 論
に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 0 に 簡 略 に 紹 介 し た 他 ， 西 沢 2 0 1 1 b , V o l . 2 , p p .1 6 3 - 1 8 5 を 参 照 ．ツ ア ン ナ
ク パ の 認 識 手 段 論 に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 1 b , V o l . 2 , p p ・1 7 3 - 1 8 5 を 参 照
6 】 例 え ば ， ジ ネ ー ン ド ラ ブ ッ デ ィ は , v y a v r t t i( T i b ・ l d o g p a ) / a n y a p o h a ( T i b .g z h a n s e l ) /
v y a v a c c h e d a ( T i b . r n a m p a r b c a d p a ) を 同 義 語 ( p a r y a y a )と 明 言 し て い る ． P S T 2 5 3 b 6 :l d o g p a
d a n g g z h a n s e l b a d a n g d o n g z h a n m a m b a r g c o d p a z h e s p a l a s o g s p a m a m s n i m a m g r a n g s y i n
z h i n g / . . .
6 2 原 文 は , m e n y i d ( S k t . a g n i t v a ) と あ る が ，こ れ は 普 遍 ( s p y i ) を 指 す 表 現 で あ る ． 詳 細 は 後 述
す る が ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， 普 遍 を 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け 非 事 物 と は 解 釈 せ ず ， 単 に ，
＜ 異 類 か ら 排 除 さ れ た も の ＞ と 規 定 し て い る ． そ れ 故 ， こ こ で 「 火 性 」 と い っ て も ， 分 別 知 に よ
っ て 仮 設 さ れ た だ け の も の で は な く ， 目 的 達 成 可 能 な 事 物 な い し 自 相 と し て の 火 そ の も の を 意
味 す る こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る ． こ れ が 火 を 指 す こ と は ， 推 論 の 判 断 対 象 ( z h e n y u l ) と 規 定
さ れ て い る と こ ろ か ら 明 ら か で あ る が ， 実 際 ， 『 智 慧 灯 明 』 の 平 行 句 （ 同 書 p . 1 9 . 1 8 ) で は ， m e r
g n a s p a ( 火 と し て 存 す る も の ） と 換 言 さ れ て い る ，こ れ は 火 に 他 な ら な い ． チ ャ パ 自 身 ， 『 量 決
択 チ ヤ パ 註 』 の 平 行 句 で は ， 喰 例 が 些 か 異 な る が ， こ の 語 は m i r t a g p a r g l a s p a ( 無 常 と し て 存 す
る も の ） と 記 さ れ て い る （ 同 書 2 7 a 5 ). こ の よ う に サ ン プ 系 学 者 に と っ て ， 普 遍 と 自 相 は 対 立 概
念 で は な い の で ， そ の 点 に 留 意 す る 必 要 が あ る ．
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対 し て ， 別 異 や 随 伴 が 増 益 さ れ た 仕 方 は ， 前 述 し た 通 り に 認 め ら れ る で あ
る ． 」 （ 『 善 説 集 成 』 1 1 8 b 5 f 6 3 )
こ こ で は ， 分 別 知 の 判 断 対 象 で あ る 自 相 の 在 り 様 に つ い て 解 説 さ れ て い る が ， こ
れ は ， 多 少 の 語 の 出 入 り は 見 ら れ る が ， 『 意 闇 払 拭 』 に 見 ら れ る 「 事 物 の 実 相 」 の
科 段 の 記 述 を 引 き 写 し た も の で あ る ． そ の 内 容 に つ い て は 既 に 解 説 し た の で " ， こ
こ で は 繰 り 返 さ な い ． 定 立 作 用 の 知 の 対 象 の 実 相 の 科 段 で は ， 『 量 決 択 』 や 『 量 評
釈 』 か ら 多 数 の 引 用 が 見 ら れ , 他 者 排 除 論 に 関 す る 主 題 が 比 較 的 詳 し く 論 じ ら れ て
い た が ， こ こ で は 原 典 か ら の 引 用 は 見 ら れ ず ， ま た そ の 内 容 も 定 立 作 用 の 対 象 の 実
相 の 箇 所 に 比 べ る と ， よ り 簡 略 な も の で あ る ． ま た こ こ で ， 無 別 異 の 実 体 で あ る 所
作 と 無 常 に 別 異 性 が 増 益 さ れ た 仕 方 や ， 場 所 ． 時 ． 形 相 が 別 異 の 諸 々 の 火 に 対 し て
随 伴 一 即 ち ， 単 一 の 「 火 」 － が 増 益 さ れ た 仕 方 は ， 先 き に 紹 介 し た 定 立 作 用 の
「 対 象 の 実 相 」 の 科 段 に お い て 既 に 解 説 さ れ た の で ， こ こ で ， 「 前 述 し た 通 り に 」
と 言 う の は ， そ れ を 念 頭 に 置 い て の こ と で あ る ．
と こ ろ で ， こ の よ う に ， 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 設 定 に は ， 共 に ， 「 対 象 の 実 相 」
と い う 同 名 の 科 段 が 見 出 さ れ る の で あ る が ， そ の 両 者 は 一 体 如 何 な る 内 容 的 な 関 係
が あ る の で あ ろ う か ． そ の 点 を 次 に 検 討 し て お こ う ．
（ 2 ） 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 対 象 の 実 相 の 関 係 ：
ま ず 最 初 に ， 留 意 す べ き は ， こ の 二 つ の 「 対 象 の 実 相 」 と い う 科 段 が ， 順 に ， 「 定
立 が 実 体 を 対 象 と す る も の で あ る と 論 証 す る こ と 」 と 「 排 除 が 反 体 を 対 象 と す る も
の で あ る と 論 証 す る こ と 」 と い う 二 つ の 科 段 に 属 し て い る 点 で あ る ． そ の 科 段 名 に
明 示 さ れ て い る よ う に ， 定 立 作 用 は ， 実 体 ( r d z a s , * d r a v y a ) を 対 象 と す る も の で あ
り ， 排 除 作 用 は ， 反 体 ( l d o g p a , * v y a v r t t i ) を 対 象 と す る も の で あ る 以 上 ， そ の 対
象 の 実 相 と は ， 順 に ， 実 体 の 実 相 と 反 体 の 実 相 に 相 当 す る は ず で あ る ． 詳 細 は 後 述
す る が ， ツ ァ ン ナ ク パ に よ れ ば ， 実 体 と は ， 反 体 の 諸 法 が 離 れ る こ と な く 集 合 し た
も の で あ り ， 反 体 と は ， そ の 実 体 に 属 す る 諸 法 を 指 す ． 例 え ば ， 火 は ， 所 作 や 無 常
等 の 諸 法 が 不 可 離 に 集 合 し た も の で あ る の で ， 実 体 で あ り ， そ の 火 に 属 す る 所 作 や
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無 常 等 の 諸 法 は 反 体 と さ れ る . 果 た し て , 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 科 段 に 示 さ れ た ｢ 対
象 の 実 相 」 は ， そ の よ う な 実 体 と 反 体 の 実 相 と な っ て い る の で あ ろ う か ． さ ら に ，
そ の 両 者 は 如 何 な る 関 係 に あ る の で あ ろ う か ． そ の 点 を 比 較 検 討 す る た め に ， 定 立
作 用 と 排 除 作 用 の 対 象 の 実 相 を 以 下 に 列 挙 し て お く ．
一 見 し て 疑 問 に 思 う の は ， こ れ ら は ， 本 当 に 実 体 と 反 体 の 実 相 と な っ て い る の か
と い う 点 で あ る ． 例 え ば ， 反 体 の 三 相 で あ る が ， こ れ は ， 火 で は な く ， 火 に 属 す る
所 作 や 無 常 等 の 反 体 の 在 り 方 を 示 す も の で あ る は ず で あ る が ， 実 際 に は ， 所 作 や 無
常 等 の 在 り 方 に 言 及 し た 規 定 は ， 第 二 相 の み で あ り ， 第 一 相 と 第 三 相 は ， 実 体 で あ
る 火 の 在 り 方 を 示 す も の と な っ て い る ． 他 方 ， 実 体 の 三 相 に お い て は ， 第 一 相 は 確
か に ， 実 体 の 在 り 方 を 示 す も の で あ る が ， 第 二 相 は ， 所 作 や 無 常 等 の 反 体 の 在 り 方
を ， 第 三 相 は ， 実 体 で あ る 壷 と 反 体 で あ る 所 作 等 の 両 者 の 在 り 方 を 示 し て い る ．
実 際 こ れ ら の 三 相 は む し ろ 逆 転 さ せ た ほ う が 妥 当 に 見 え る 程 で あ る ． 例 え ば ，
定 立 作 用 の 対 象 の 第 三 相 で あ る が ， 壷 と 所 作 ・ 無 常 等 に 立 て ら れ た 法 と 有 法 の 区 別
が 増 益 さ れ た も の で あ る こ と は , 定 立 作 用 の 知 で あ る 無 分 別 な 直 接 知 覚 の 対 象 の 在
り 方 を 示 し た も の で は な く ， む し ろ , 分 別 知 の 対 象 の 在 り 方 を 示 し た も の で あ ろ う ．
な ぜ な ら ば ， 直 接 知 覚 に は ， 青 と 所 作 と 無 常 等 は 無 別 異 の 同 一 実 体 と し て 顕 現 す る
の で あ り ， そ れ が 法 と 有 法 と い う 形 で 顕 現 す る の は ， 直 接 知 覚 で は な く ， 分 別 知 に
お い て で あ る か ら ． そ も そ も ， 増 益 は 分 別 知 以 外 に は 存 在 し な い ． 同 様 に ， 排 除 作
用 の 対 象 の 第 三 相 に し て も ， 場 所 と 時 と 自 性 が 別 異 で あ る 火 が 他 の も の と 混 合 せ ず
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定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 （ ＝ 実 体 の 三 相 ）
排 除 作 用 の 対 象 の 実 相 （ ＝ 反 体 の 三 相 ）
1
壷 等 が 非 青 か ら 反 転 し た 青 と し て 存 す る こ と
火 性 （ ＝ 火 ）
2
青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 は ， 無 別 異 の 実 体 （ ＝ 同 一
実 体 ） と し て 存 す る こ と ［ ＝ 諸 法 の 無 別 異 性 ］
火 に 存 す る 所 作 と 無 常 と が 別 異 ［ 実 体 ］ を 欠
く こ と （ ＝ 同 一 実 体 で あ る こ と ） ［ ＝ 諸 法 の
無 別 異 件 ］
3
無 別 異 の 実 体 で あ る 壷 と 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 に
対 し て 法 と 有 法 等 の 区 別 を 立 て る こ と は ， 増
益 で あ る こ と ［ ＝ 法 と 有 法 等 の 別 異 性 ］
場 所 と 時 と 自 性 が 別 異 で あ る 火 は ， ［ 他 と ］
混 合 せ ず に 随 伴 な く 存 す る こ と （ ＝ 同 類 ・ 異
類 の 全 て の 他 か ら 反 転 し た も の で あ る こ と ）
[ ＝ 自 相 の 唯 一 性 ］
に 随 伴 な く 存 す る こ と は ， 直 接 知 覚 に 顕 現 す る も の で あ り ， 分 別 知 に お い て は ， 場
所 と 時 と 自 性 が 別 異 で あ る 諸 々 の 火 は ， 「 火 」 と い う 単 一 の 普 遍 相 の 仕 方 で 顕 現 す
る の で ， そ れ は ， 分 別 知 の 知 の 対 象 の 在 り 方 で は な く ， 無 分 別 知 の 対 象 の 在 り 方 と
考 え る の が 自 然 か と 思 わ れ る ．
さ ら に ， こ の 両 者 の う ち ， 第 二 相 は ， 共 に ， 所 作 と 無 常 等 が 無 別 異 で あ る こ と を
示 し た 同 一 の 規 定 に 他 な ら な い の で , 定 立 作 用 と 排 除 作 用 と い う 相 対 立 す る 知 の 対
象 の 共 通 の 相 と す る の は 疑 問 で あ る ． 実 際 ， 所 作 と 無 常 等 が 無 別 異 に 捉 え ら れ る の
は ， 定 立 作 用 の 知 に よ っ て で あ り ， 排 除 作 用 の 知 に は ， こ の 両 者 は 区 別 さ れ た 形 で
顕 現 す る の で あ る ．
振 り 返 る に ， チ ヤ パ が ， 特 に 分 別 知 の 設 定 に お い て の み ， 「 事 物 の 実 相 」 と い う
科 段 を 設 定 し , 無 分 別 知 に は そ れ を 設 定 し な か っ た こ と に は 相 応 の 理 由 が あ っ た は
ず で あ る ． チ ャ パ が 「 事 物 の 実 相 」 と 言 っ た 場 合 ， 分 別 知 の 顕 現 対 象 は 事 物 で は な
く 対 象 普 遍 で あ る の で ， そ れ は ， 分 別 知 の 顕 現 対 象 で は な く ， そ の 判 断 対 象 な い し
行 動 対 象 の 在 り 方 を 念 頭 に 置 い て い た こ と は 疑 い な い ． つ ま り ， 分 別 知 に は ， （ 1 ）
自 相 と し て の 火 で は な く 火 の 対 象 普 遍 が 顕 現 し ， （ 2 ） 所 作 や 無 常 等 は 別 異 の も の
と し て 顕 現 し ， （ 3 ） 場 所 と 時 と 自 性 が 別 異 で あ る 諸 々 の 火 は ， 「 火 」 と い う 無 別
異 の 相 （ ＝ 火 の 対 象 普 遍 ） と し て 顕 現 す る が ， そ の よ う に 事 物 が 分 別 知 に 顕 現 す る
在 り 方 は ， 増 益 さ れ た 在 り 方 で あ り ， 事 物 の 真 の 在 り 方 で は な い ， と い う こ と を 示
す 為 に ， チ ヤ パ は 「 事 物 の 実 相 」 と い う 科 段 を 立 て た も の と 推 定 さ れ る ． そ れ 故 ，
そ れ は ， 分 別 知 に 顕 現 す る 仕 方 を 離 れ た ， 事 物 の 真 の 在 り 方 で あ り ， ツ ァ ン ナ ク パ
が 言 う よ う に , 排 除 作 用 の 対 象 で あ る 反 体 の 在 り 方 を 示 す も の で は な か っ た . 実 際 ，
こ の 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 対 象 と し て ， 実 体 と 反 体 を 立 て る こ と は ， ツ ァ ン ナ ク パ
独 自 の 設 定 で あ り ， チ ャ パ に は 全 く 見 ら れ な い の で あ る ． そ の 点 で ， 両 者 の 間 に は
そ の 解 釈 に 乖 離 が 見 出 さ れ る ．
他 方 ， チ ャ パ が 定 立 作 用 に ， 「 事 物 の 実 相 」 の 科 段 を 立 て な か っ た 理 由 は 明 白 で
あ る ． な ぜ な ら ば ， 定 立 作 用 の 知 で あ る 直 接 知 覚 に は ， 分 別 知 と は 異 な り ， 事 物 は
あ る が ま ま に 顕 現 す る の で ， そ の 実 相 を 設 定 す る 必 要 は 全 く な い か ら で あ る ． あ え
て 立 て る な ら ば ， そ れ は ， 分 別 知 の 科 段 に 立 て ら れ た 事 物 の 実 相 と 全 く の 同 内 容 と
な る ． な ぜ な ら ば ， 事 物 は ， そ れ が 分 別 知 と 直 接 知 覚 に 顕 現 す る 仕 方 は 異 な る が ，
事 物 そ れ 自 体 の 在 り 方 は ， 分 別 知 に と っ て も ， 直 接 知 覚 に と っ て も 全 く 変 わ ら な い
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か ら で あ る ． そ れ 故 ， 「 事 物 の 実 相 」 を ， 「 対 象 の 実 相 」 と 換 言 し ， 定 立 作 用 と 排
除 作 用 に 別 々 に そ れ を 設 定 し た ツ ァ ン ナ ク パ の 解 釈 は , チ ヤ パ の 本 来 の 意 図 か ら は
逸 脱 し た も の で あ り ， さ ら に は 後 退 し た も の と 言 わ ざ る を 得 な い ．
さ ら に ， 定 立 作 用 の 知 が 実 体 を 対 象 と し ， 排 除 作 用 の 知 が 反 体 を 対 象 と す る と い
う ツ ァ ン ナ ク パ の 解 釈 も ま た ， そ の 妥 当 性 が 疑 わ れ る も の で あ る ． 例 え ば ， 壷 を 把
握 す る 直 接 知 覚 に は ， 壷 の み な ら ず ， 所 作 や 無 常 等 も ま た 顕 現 す る の で ， 実 体 の み
な ら ず 反 体 も ま た そ の 対 象 （ ＝ 把 握 対 象 ） で あ る こ と に な る ． ま た ， 火 が 無 常 で あ
る こ と を 理 解 す る 推 論 は ， 無 常 の み な ら ず ， 火 を も 対 象 と す る の で ， 反 体 の み な ず
実 体 を も 対 象 と す る こ と に な る ． そ の 点 を ツ ァ ン ナ ク パ が 如 何 に 解 釈 し て い た の か
と い う 点 は ， 判 然 と せ ず ， 今 後 の 検 討 課 題 と し て 残 さ れ て い る ． あ え て ， 定 立 作 用
の 対 象 を 実 体 に , 排 除 作 用 の 対 象 を 反 体 に 結 び 付 け る 必 要 性 は 見 出 さ れ な い よ う に
思 わ れ る ．
以 上 の よ う に ， ツ ァ ン ナ ク パ に よ る 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 対 象 の 実 相 の 設 定 に は ，
多 く の 不 明 点 や 問 題 点 が 潜 在 し て い る こ と が 明 ら か と な っ た ． 但 し ， た と え ツ ァ ン
ナ ク パ の 意 図 が 如 何 な る も の で あ っ た と し て も , 彼 が 定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 の 箇 所
に お い て ， 『 量 決 択 』 の み な ら ず ， 『 量 評 釈 』 を も 典 拠 と し て ， 他 者 排 除 論 を 議 論
し て い る こ と は 無 視 で き な い 事 実 で あ る ． こ れ は ， チ ベ ッ ト 人 学 者 が 他 者 排 除 論 を
論 じ た 最 も 初 期 の 例 の 一 つ で あ り ， し か も ， 単 な る 註 釈 と し て で は な く ， 独 立 し た
設 定 と し て 論 じ た も の で あ る 点 で ， 資 料 的 な 価 値 は 極 め て 高 い ．
（ 3 ） 排 除 作 用 の 知 の 把 握 方 法 ：
続 く ， 「 知 の 把 握 方 法 」 の 科 段 で は ， 推 論 を 例 と し て ， 分 別 知 の 三 つ の 作 用 が 列
挙 さ れ て い る ． 即 ち ，
「 第 二 ． 知 の 把 握 方 法 は 三 つ あ る ． 即 ち ， 証 因 か ら 生 じ た 知 （ 例 ： 煙 か ら 峠
に 火 を 理 解 す る 推 論 ） に は ， （ 1 ） 把 握 さ れ た も の （ ＝ 分 別 知 の 把 握 対 象 ） で
あ る 仮 設 さ れ た 火 の 形 相 （ ＝ 火 の 普 遍 相 ） が 顕 現 す る こ と ( s n a n g b a )と ，
（ 2 ） そ れ （ ＝ 火 の 普 遍 相 ） を 外 部 対 象 で あ る 事 物 と し て の 火 （ ＝ 火 の 自 相 ）
と 判 断 す る こ と ( z h e n p a )と , ( 3 ) そ の 力 ( = 火 が 存 在 す る と 把 握 す る 推
論 の 力 ） に よ り 火 は 存 在 し な い と 把 握 す る こ と を 排 除 す る こ と ( s e l p a ) で
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あ る ． 」 （ 『 善 説 集 成 』 1 1 8 b 6 f 6 5 )
こ こ に は ， 推 論 の 作 用 と し て ， （ 1 ） 顕 現 ， （ 2 ） 判 断 ， （ 3 ） 排 除 の 三 つ が 挙 げ
ら れ て い る ． 『 意 闇 払 拭 』 で は ， 先 き に 引 い た 「 事 物 の 実 相 」 の 科 段 の 直 後 に ， 同
名 の 科 段 が 見 出 さ れ る が ， 内 容 的 に は ， こ の 科 段 よ り も ， む し ろ ， 「 分 別 知 の 作 用 」
の 科 段 （ 『 意 闇 払 拭 』 4 a 2 ) を 踏 襲 し た も の で あ る ．こ こ で は 特 に 推 論 が 例 と し て
挙 げ ら れ て い る が ， こ れ は 分 別 知 一 般 が 事 物 を 把 握 す る 仕 方 で あ る ． そ れ は 以 下 の
よ う に 纏 め ら れ よ う ．
（ 1 ） ま ず こ の 分 別 知 に 火 の 普 遍 相 が 顕 現 す る ． そ れ は 分 別 知 に よ り 仮 設 さ れ た
だ け の も の で あ り ， 自 相 の よ う に 実 在 す る も の で は な い ． ［ ＝ 顕 現 の 作 用 ］
（ 2 ） 次 に ， こ の 分 別 知 に 顕 現 し た 火 の 普 遍 相 を ， 外 部 に 実 在 す る 自 相 と し て の
火 と 判 断 す る ， 即 ち ， 同 一 視 す る ． ［ ＝ 判 断 の 作 用 ］
（ 3 ） 火 が あ る と 判 断 す る と 同 時 に ， 火 が な い と 判 断 す る 反 対 項 の 増 益 を 排 除 す
る ． ［ ＝ 排 除 の 作 用 ］
こ れ は 直 接 的 に は チ ヤ パ の 設 定 を 踏 襲 し た も の で あ る が , 特 に チ ベ ッ ト 人 学 者 の
独 創 的 な 解 釈 と い う わ け で は な く ， イ ン ド 原 典 に 遡 る こ と が 出 来 る 解 釈 で あ る ．
（ 4 ） 知 と 対 象 が 一 致 す る こ と を 考 察 す る こ と ：
「 対 象 の 実 相 」 で は 対 象 の 三 相 が 示 さ れ ， 「 知 の 把 握 方 法 」 に お い て も 三 つ の 知
の 把 握 方 法 が 示 さ れ た が ， こ の 第 三 の 科 段 で は そ の 両 者 の 対 応 関 係 が 議 論 さ れ て い
る ． ツ ァ ン ナ ク パ に よ れ ば ， 対 象 の 三 相 の う ち ， 第 一 相 に つ い て は 両 者 は 一 致 す る
が ， 残 り の 二 相 に つ い て は 一 致 し な い こ と を , P V i n n . 8 や P V I . 4 8 c d を 引 用 し つ
つ 解 説 し て い る ． そ の 詳 細 に つ い て は 紙 面 の 余 裕 が な い の で ， こ こ で は 割 愛 す る ．
I V . 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 何 れ で も な い 知 ：
以 上 ， 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 二 つ の 知 の 作 用 を 解 説 し た ． 最 後 に ， こ の 何 れ の 作
用 も 有 し な い 知 に つ い て 検 討 を 加 え て お こ う ． ツ ァ ン ナ ク パ の 解 説 は 以 下 の 通 り で
あ る ．
6 5 g n y i s p a b l o ' i' d z i n s t a n g s n i g s u m s t e / r t a g s l a s ' o n g s p a ' i b l o d e l a g z u n g p a m e ' i m a m p a s g r o
b t a g s s n a n g p a n y i d d a n g / d e n y i d b i ( d e l e t e : k y i ? ) p h y i m l d n g o s p o ' i m e r z h e n p a n y i d d a n g / d e ' i
s t o b s k y i s m e m y e d d u ' d z i n p a s e l p a n y i d d o "
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「 分 別 知 と 無 分 別 知 の う ち ’ 迷 乱 し た ［ 知 ］ に は ， 定 立 と 排 除 の 定 義 は 両 者
と も に 存 在 し な い と い う の も ， 一 つ の 説 ( l u g s c i g ) で あ る . 」（ 『 善 説 集 成 』
1 1 9 a 2 6 6 )
こ こ で ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， 一 つ の 説 と し て ， 迷 乱 し た 分 別 知 と 無 分 別 知 ， 即 ち ，
有 分 別 迷 乱 知 （ ＝ 有 分 別 誤 知 ） と 無 分 別 迷 乱 知 の 二 つ を ， 定 立 と 排 除 の 何 れ の 作 用
も な い 第 三 の 知 と し て 立 て る 一 説 を 紹 介 し て い る ． こ れ を ツ ァ ン ナ ク パ は ， 他 説 と
し て 立 て た の か ， あ る い は ， 自 説 と し て 認 め て い た の か と い う 点 が 問 題 で あ る が ，
上 述 し た よ う に ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， 無 分 別 迷 乱 知 に は 定 立 作 用 を 認 め て い な い こ と
が 確 認 さ れ て い る 。 た だ ’ 同 様 に ， 有 分 別 迷 乱 知 （ ＝ 有 分 別 誤 知 ） に も 排 除 作 用 を
認 め て い な い か 否 か に つ い て は 微 妙 で あ る ． 前 述 し た よ う に ， 排 除 作 用 の 定 義 基 体
と し て は ， 判 断 対 象 に 対 し て 不 迷 乱 な 分 別 知 と 疑 念 の 二 つ し か 提 示 し て お ら ず ， わ
ざ わ ざ ， 「 判 断 対 象 に 対 し て 不 迷 乱 な 」 と い う 限 定 辞 を 付 け て い る と こ ろ を 鑑 み る
と ’ 判 断 対 象 に 対 し て 迷 乱 し た 有 分 別 迷 乱 知 に は ， 排 除 作 用 を 認 め て い な い よ う に
見 え る ． 他 方 ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， 排 除 作 用 を く そ れ と 判 断 す る 力 に よ り ［ そ れ よ り ］
他 の も の と 把 握 す る こ と を 排 除 す る も の ＞ と 定 義 し て い る が ， 有 分 別 迷 乱 知 も ま た ，
こ の 定 義 を 充 足 す る よ う に 見 え る ． 例 え ば ， 語 を 常 住 と 把 握 す る 有 分 別 迷 乱 知 は ，
語 を 常 住 と 判 断 す る 力 に よ り ， そ れ よ り 他 の も の ， 即 ち ， 語 を 無 常 と 把 握 す る こ と
を 排 除 す る か ら で あ る ． そ の 点 を 如 何 に 解 釈 す る か が 問 題 で あ る ．
も し ツ ァ ン ナ ク パ が ， 有 分 別 迷 乱 知 に 判 断 作 用 を 認 め て い た な ら ば ， こ の 点 で 彼
は 師 で あ る チ ヤ パ と 解 釈 を 共 有 す る こ と に な る ． そ の 場 合 に は ， 分 別 知 と 無 分 別 知
の 何 れ で も な い 知 と し て は ， 無 分 別 迷 乱 知 の み を 立 て て い た こ と に な る ． 他 方 ， も
し ， 有 分 別 迷 乱 知 に 判 断 作 用 を 認 め て い な い の で あ れ ば ， そ の 点 で ， 師 と は 解 釈 を
異 に し ， そ の 何 れ で も な い 知 と し て は ， 有 分 別 及 び 無 分 別 の 二 つ の 迷 乱 知 を 立 て て
い た こ と に な る ． そ の 解 釈 は ， ま さ に こ こ に 「 一 つ の 説 」 と し て 提 示 さ れ て い る も
の に 他 な ら な い ． 結 局 ， ツ ァ ン ナ ク パ の こ の 記 述 を 見 る 限 り ， 彼 は こ の 件 に つ い て
確 定 的 な 判 断 を 保 留 に し て い た よ う に 見 え る ． 今 は ， 暫 定 的 に ， 有 分 別 迷 乱 知 は 判
断 作 用 の 定 義 を 充 足 し て い る こ と を 根 拠 と し て ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， チ ヤ パ 同 様 に ，
有 分 別 迷 乱 知 に 判 断 作 用 を 認 め て い た と 解 釈 し て お く が ， こ の 点 は 検 討 課 題 で あ る ．
" r t Q g p a d a n g r t o g m e d p a l a ､ k h m l p a m a m s l a m s g m b p a d a n g s e l p a ' i m t s h a n n y i d g n y i s k a m y e d
d o z h e s b y a b a n i l u g s c i g g o "
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先 き に 紹 介 し た よ う に 6 7 , チ ヤ パ は ， 「 自 身 の 身 体 を 猿 等 ［ の 身 体 ］ と し て 修 習
す る 分 別 知 」 の 如 き ， ＜ 外 部 対 象 と し て 判 断 し な い 分 別 知 ＞ に は ， 定 立 と 排 除 の 二
作 用 を 認 め な い ． こ の 点 で ， ツ ァ ン ナ ク パ と は 解 釈 を 異 に し て い る ． 両 者 の 解 釈 の
違 い を 纏 め る な ら ば ， 以 下 の よ う に な ろ う ．
1 ． チ ャ パ の 解 釈
・ 定 立 作 用 ： 無 分 別 不 迷 乱 知 （ ＝ 直 接 知 覚 ）
・ 排 除 作 用 ： 外 部 ［ 対 象 ］ と し て 判 断 す る 分 別 知 （ 推 論 ／ 憶 測 ／ 再 決 知 ／ 有
分 別 誤 知 ／ 疑 念 ）
・ そ の 何 れ で も な い も の ： 外 部 対 象 と し て 判 断 し な い 分 別 知 ／ 無 分 別 迷 乱 知
2 ． ツ ァ ン ナ ク パ の 解 釈
・ 定 立 作 用 ： 無 分 別 不 迷 乱 知 （ ＝ 直 接 知 覚 ）
・ 排 除 作 用 ： 全 て の 分 別 知 （ 有 分 別 迷 乱 知 も 含 む ？ ）
・ そ の 何 れ で も な い も の ： 無 分 別 迷 乱 知
V ・ 他 者 排 除 論 に 関 連 す る 一 連 の 主 題 の 考 察 ：
以 上 ， ツ ァ ン ナ ク パ の 他 者 排 除 論 を ， 彼 の 『 量 決 択 』 に 対 す る 註 釈 『 善 説 集 成 』
を 資 料 と し て 検 討 し た ． そ こ か ら ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， 他 者 排 除 を 知 の 側 に 結 び 付 け
る チ ャ パ の 解 釈 を 基 本 的 に 踏 襲 し つ つ も ， 定 立 作 用 を 他 者 排 除 （ ＝ 排 除 作 用 ） の 対
概 念 と し て 新 た に 設 定 し て ， そ の 定 義 等 を 明 確 に 規 定 し た こ と ， さ ら に は ， 『 量 決
択 』 の み な ら ず ， 『 量 評 釈 』 を も 援 用 し て ， 比 較 的 忠 実 に ダ ル マ キ ー ル テ イ の 他 者
排 除 論 を 解 説 し て い る こ と な ど が 明 ら か と な っ た ． 特 に ， 他 者 排 除 と 定 立 を 独 立 し
た 主 題 と し て 科 段 設 定 し た こ と は ツ ァ ン ナ ク パ の 貢 献 で あ る ． そ こ で ， 次 に ， こ の
他 者 排 除 論 に 密 接 に 関 係 し た 諸 主 題 6 8 に つ い て も ， 併 せ て 検 討 を 加 え て お こ う ．
‘ 7 西 沢 2 0 1 4 , p p ､ 2 5 9 f , 2 6 4 , n . 8 4 参 照 ． 同 註 8 4 に 挙 げ た 『 意 闇 払 拭 』 の 文 章 ( 8 a 5 f ) に は ， 二
月 等 が 顕 現 す る 無 分 別 不 迷 乱 知 は ， 事 物 に 対 し て 定 立 に よ っ て も 作 用 せ ず ， 他 者 排 除 に よ っ て
も 作 用 し な い と 明 記 さ れ て い る ．
“ 筆 者 は 前 稿 の 冒 頭 部 （ 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 3 1 ) に お い て 他 者 排 除 論 に 関 す る 四 つ の 関 連 主 題 を 提 示
し た ． 即 ち ， 1 ． 否 定 ( d g a g p a , * p r a t i S e d h a ) と 定 立 ( s g m b p a , * v i d h i ) の 設 定 ,2 . 実 体 ( r d z a s ,
* d r a v y a ) と 反 体 ( l d o g p a , * v y a v r t t i ) の 設 定 ,3 . 普 遍 ( s p y i , * s a m a n y a ) と 特 殊 ( b y e b r a g , * v i S e 5 a )
の 設 定 ， 4 ． 言 表 者 ( I j o d b y e d , * a d h i d h a n a ) と 言 表 対 象 ( * b r i o d b y a , * a b h i d h e y a ) の 設 定 で あ る ．
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1 ． 実 体 と 反 体 に 関 す る ツ ァ ン ナ ク パ の 見 解 ：
前 述 し た よ う に ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， 定 立 作 用 を ， 実 体 ( r d z a s , * d r a v y a ) を 対 象 と
す る も の ， 排 除 作 用 を ， 反 体 ( l d o g p a , * v y a v r t t i ) を 対 象 と す る も の と 規 定 し た ．
し か し ， そ こ で は ， 実 体 と 反 体 と は 何 を 意 味 す る の か と い う こ と に つ い て は 解 説 が
見 ら れ な か っ た ． 実 は ， こ の 両 者 は ， 『 善 説 集 成 』 第 一 章 （ 直 接 知 覚 章 ） に 既 に 解
説 さ れ て い た も の で あ る ． そ こ で ， 実 体 と 反 体 に 関 す る ツ ァ ン ナ ク パ の 基 本 的 理 解
を こ こ に 紹 介 し て お こ う ． チ ヤ パ の 『 意 闇 払 拭 』 に は ， 実 体 と 反 体 の 纏 ま っ た 設 定
は 確 認 さ れ ず ， そ の 定 義 等 も 明 確 に 立 て ら れ て い な い の で ， こ の ツ ァ ン ナ ク パ の 設
定 は ， チ ベ ッ ト 人 学 者 に よ る 最 も 古 い 実 体 と 反 体 の 設 定 の 一 つ で あ る ．
ツ ァ ン ナ ク パ の 実 体 と 反 体 の 纏 ま っ た 設 定 は ， ＜ 定 義 ・ 定 義 対 象 ・ 定 義 基 体 の 三
つ の 設 定 ＞ に 属 す る 「 自 体 と 反 体 の 意 味 ( n g o b o d a n g l d o g p a i i d o n )」 と い う 科 段
[ 1 5 a 5 - 8 ] に 見 出 さ れ る ． そ の 内 容 は 以 下 の 通 り で あ る ．
「 こ こ で ， 「 自 体 ( n g o b o , * s v a r n p a k v a b h a v a ) 」 な い し ｢ 実 体 ( r d z a s , * d r a v y a ) 」
と 云 う の は ， （ 1 ） 事 物 ( d n g o s p o , * b h a v a / V a s m ) そ れ 自 体 で は な い ． な ぜ な
ら ば ， 普 遍 と 特 殊 の 二 つ に も ［ 実 体 は ］ 知 ら れ て い る か ら で あ る ． （ 2 ） 自 立
的 に 成 立 し て い る も の ( r a n g d b a n g d u g m b p a , * s v a t a n t r a s i d d h a ) で も な い ．
な ぜ な ら ば ， 仮 有 ( b t a g s y o d , * p r a i n a p t i s a t ) に も 同 一 と 別 異 の 実 体 は 立 て ら
れ る か ら で あ る ． （ 3 ） 外 教 徒 の 如 く ， 有 法 ( c h o s c a n , * d h a n n i n ) と 法 ( c h o s ,
* d h a n n a ) に 対 し て 実 体 と 反 体 と 云 う の で も な い ． な ぜ な ら ば ， 反 体 な く し
て は 実 体 は 存 在 し な い か ら で あ る ． そ れ 故 ， ＜ 反 体 の 諸 法 が 離 れ る こ と な く
集 合 し た 対 象 ＞ が ， そ れ ら の 「 実 体 」 と 云 わ れ ， ＜ ［ そ の よ う に 反 体 の 諸 法
が ］ 集 合 し た も の を 有 す る も の （ ＝ 実 体 ） の 諸 法 ＞ を 「 反 体 」 と 云 う の で あ
る ． ［ 例 え ば , ］ 鎧 ( k h r a b ) と ［ 鎧 の ］ 紋 章 ( b y a n g b u ) の 如 し で あ る . 」（ 『 善
説 集 成 」 1 5 a 5 - 7 6 9 )
こ こ で ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， ま ず 最 初 に ， 「 自 体 ( n g o b o )」 と 「 実 体 ( r d z a s )」
が 同 義 で あ る こ と を 示 し て い る が ， そ の 点 は ， ツ ァ ン ナ ク パ の 用 語 法 に 関 連 し て 重
6 9 ' d i r n g o b o ' a m r d z a s z h e s b y a b a d n g o s p o n y i d n i m a y i n t e s p y i d a n g b y e b r a g g n y i s l a y a n g
g r a g s p a s s o " r a n g d b a n g d u g m b p a ' a n g m a y i n t e b t a g s y o d l a ' a n g I d z a s c i g d a n g t h a d a d j o g p a s
s o " p h y i r o l p a ' i ( r e a d : p a ? ) l t a r c h o s c a n d a n g c h o s l a r d z a s d a n g l d o g p a r b I j o d p a ' a n g m a y i n t e /
l d o g p a l a s m a g t o g s p a ' i r d z a s n y i d m y e d p a ' i p h y i r r o " d e s n a l d o g p a ' i c h o s m a m 3 b r a l m i s h e s p a r
' d u s p a ' i d o n n i d e d a g g i r d z a s s u b l j o d c i n g ' d u s p a c a n g y i c h o s m a m s l d o g p a r b I j o d p a y i n t e k h r a b
d a n g b y a n g b u b z h i n n o "
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要 で あ る ． こ の 両 概 念 の 異 同 に つ い て は ， 後 代 ， ゲ ル ク 派 に お い て し ば し ば 論 じ ら
れ る こ と に な る ． ツ ァ ン ナ ク パ に と っ て は ， 例 え ば ， 同 一 自 体 ( n g o b o g c i g ) と 同
一 実 体 ( r d z a s g c i g ) は 同 義 で あ る ． そ れ か ら ， 実 体 と 反 体 の 定 義 に 関 し て ， 三 つ
の 他 説 を 挙 げ て 批 判 し て い る が ， こ の 「 実 体 」 と い う 概 念 は ， 論 者 に よ り ， か な り
解 釈 の 揺 れ が 見 ら れ る 厄 介 な 概 念 で あ り ， そ の 解 釈 を 巡 っ て は 多 く の 議 論 が あ る が ，
今 は そ れ に 触 れ ず ， ツ ァ ン ナ ク パ の 定 義 7 0 を 挙 げ る に 留 め て お く ．
・ 実 体 の 定 義 ： 反 体 の 諸 法 が 離 れ る こ と な く 集 合 し た 対 象 ( l d o g p a ' i c h o s m a m s
' b r a l m i s h e s p a r ' d u s p a ' i d o n )
・ 反 体 の 定 義 : [ 反 体 の 諸 法 が ] 集 合 し た も の を 有 す る も の ( ＝ 実 体 ) の 諸 法 ( ' d u s
p a c a n g y i c h o s m a m s )
ツ ァ ン ナ ク パ に よ れ ば ， 実 体 と は ， 端 的 に は ， 反 体 の 諸 法 の 集 合 体 で あ る ． 例 え
ば ， 火 は 所 作 や 無 常 等 の 多 く の 反 体 が 集 合 し た も の で あ る の で ， 実 体 と 云 わ れ る ．
こ れ に 対 し て ， 反 体 と は ， 端 的 に は ， 実 体 に 存 す る 諸 法 で あ り ， 火 に 存 す る 所 作 や
無 常 等 を 指 す ． こ の ツ ァ ン ナ ク パ の 規 定 は ， か な り 風 変 わ り な 規 定 で あ り ， 後 代 ，
批 判 の 対 象 と な っ た ． 例 え ば ， サ パ ン は ， 『 正 理 宝 蔵 』 第 三 章 （ 普 遍 と 特 殊 の 考 察 ）
に お い て ， こ れ ら の 定 義 を 批 判 し て い る ． そ れ に つ い て は ， サ パ ン の 実 体 と 反 体 の
設 定 の 箇 所 で 後 述 し よ う ．
さ ら に ツ ァ ン ナ ク パ は ， 上 述 の 実 体 と 反 体 の 定 義 を 挙 げ た 後 で ， 《 実 体 に 依 拠 し
た 法 》 と 《 反 体 に 依 拠 し た 法 》 に つ い て 解 説 し て い る ． 即 ち ，
「 [ 実 体 と 反 体 と は ］ 以 上 の よ う な も の で あ る ． そ し て ， 生 滅 等 の 或 る 反 体
は ， 《 実 体 に 依 拠 し た 法 》 ( r d z a s l a r t e n p a ' i c h o s , i ､ e ・ r d z a s c h o s , 実 体 法 ） で
あ る ． な ぜ な ら ば ， そ れ と そ れ で な い も の （ ＝ 相 対 立 す る も の ） は 同 一 実 体
に お い て あ り 得 な い か ら で あ る ． 所 証 と 証 因 等 の 或 る も の は ， 《 反 体 に 依 拠
し た 法 》 ( l d o g p a l a r t e n p a ' i c h o s , i . e .l d o g c h o s , 反 体 法 ） で あ る ． な ぜ な ら
ば ， 反 体 が 別 異 で あ る な ら ば ， 同 一 実 体 に も あ り 得 る か ら で あ る . 」 （ 『 善 説
集 成 』 1 5 a 7 f 7 1 )
7 0 『 正 理 宝 蔵 シ ャ 大 註 』 に は ， ツ ァ ン ナ ク パ 等 の 実 体 と 反 体 の 定 義 と し て 以 下 の 二 つ が 挙 げ ら れ
て い る . D e f o f r d z a s : l d o g p a d u m a ' b r a l m i s h e s p a ; D e f o f l d o g p a :' d u s p a c a n g y i c h o s k h a y a r b a .
同 書 V o l . 1 0 , p ､1 0 7 . 5 f 参 照 . r d z a s c h o s と l d o g c h o s の 定 義 も 併 記 さ れ て い る が , そ れ は 後 述 す る ．
7 1 d e l t a y i n d a n g s k y e j i g l a s o g s p a ' i l d o g p a ' 9 a ' z h i g m r d z a s l a r t e n p a ' i c h o s y i n t e d e d a n g d e m a
y i n l d z a s c i g l a m i m n g p a ' i p h y i r r o " s g m b ( r e a d : b s g m b ) b y a d a n g g t a n t s h i g s l a s o g s p a ' g a ' z h i g m
3 2
直 弟 子 の ツ ル ト ウ ン は ， こ の 二 つ の 語 を ， 順 に ， 実 体 法 ( r d z a s c h o s )と 反 体 法
( l d o g c h o s )と 換 言 し て 解 説 を 加 え て い る が 7 2 9 こ こ で 実 体 法 の 喰 例 と し て 挙 げ ら
れ て い る 生 滅 の ほ か ， ツ ル ト ウ ン は 青 と 非 青 ， 常 住 と 無 常 等 を 例 示 し て い る ． 例 え
ば ， 常 住 と 無 常 の 二 つ は ， 壷 等 の 同 一 実 体 に お い て 共 在 し 得 な い の で ， 実 体 法 と 云
わ れ る ． な ぜ な ら ば ， 壷 の 上 に は 無 常 が あ る ほ か ， 無 常 と 相 対 立 す る 常 住 は あ り 得
な い か ら で あ る ． こ れ に 対 し て ， 反 体 法 と は ， 相 対 立 す る も の が 同 一 実 体 に お い て
あ り 得 る も の で あ る ． 例 え ば ， こ こ に 挙 げ ら れ た 所 証 と 証 因 の 二 つ は ， 別 異 反 体 で
あ る の で ， 同 一 反 体 の 上 に 共 在 し え な い が ， 煙 等 の 同 一 実 体 に お い て 共 在 し え る の
で , 反 体 法 と 云 わ れ る . な ぜ な ら ば 煙 等 は 証 因 と も 所 証 法 と も な り 得 る か ら で あ る ．
こ の 両 概 念 は ， 筆 者 の 知 る 限 り ， チ ヤ パ の 典 籍 に は 見 出 さ れ ず ， 恐 ら く は ， ツ ァ
ン ナ ク パ に よ り 案 出 さ れ た も の と 推 定 さ れ る ． こ の 設 定 は ， 後 代 の ゲ ル ク 派 の ド ウ
タ 文 献 に お い て も 一 章 を 設 け て 論 じ て い る も の で あ る が 7 3 ,『 ラ ト ウ ド ウ タ 』 に も ，
こ の 実 体 法 と 反 体 法 の 設 定 は イ ン ド 原 典 に 基 づ か ず , チ ベ ッ ト に お い て 成 立 し た も
の と 記 さ れ て い る 7 4 ． シ ヤ ー キ ヤ チ ョ ク デ ン も ， 実 体 と 実 体 法 ， 反 体 と 反 体 法 を 区
別 す る こ と は ダ ル マ キ ー ル テ ィ の 論 理 学 七 部 論 書 に は 見 出 さ れ な い こ と を 明 言 し
て い る の で 7 5 , ツ ァ ン ナ ク パ の 創 案 で あ る 可 能 性 が 高 い ． し か し ， イ ン ド 原 典 に 辿
l d o g p a l a r t e n p a ' i c h o s y i n t e l d o g p a t h a d a d n a l d z a s g c i g l a ' a n g n l n g p a ' i p h y i r r o "
7 2 『 智 慧 灯 明 』 p . 6 2 . 9 - 1 2 参 照
7 3 『 ラ ト ウ ド ウ タ 』 p p . 9 8 - l l l ;『 セ ー ド ウ タ 』 p p .1 4 6 - 1 6 1 ;『 ヨ ン ジ ン ド ウ タ 』 p p . 6 0 - 6 6 ;『 ロ
ー リ ン ド ウ タ 』 p p .1 4 - 1 6 等 参 照 ． 特 に ，『 セ ー ド ウ タ 』 で は ， こ れ を ， 「 チ ヤ パ 説 の 実 体 と 反 体
の 設 定 ( C h a p a ' i l u g s k y i r d z a s l d o g g i m a m g z h a g )」 と 称 し て ， 「 自 説 の 実 体 と 反 体 の 設 定 ( r a n g
l u g s k y i r d z a s l d o g k y i m a m g z h a g )」 か ら 区 別 し て 論 じ て い る ．
7 4 『 ラ ト ウ ド ウ タ 』 p . 9 8 f 参 照 ．『 ラ ト ウ ド ウ タ 』 で は 通 常 ， 各 章 の 冒 頭 部 に ， 所 依 典 籍 で あ る
『 量 評 釈 』 の 偶 文 を 提 示 す る の が 常 で あ る が ， こ の 実 体 法 と 反 体 法 の 設 定 の 章 で は ， 当 該 の 『 量
評 釈 』 の 偶 文 が 提 示 さ れ ず に ， 代 わ り に こ の 設 定 に ま つ わ る 興 味 深 い 挿 話 を 紹 介 し て い る ． そ れ
に よ れ ば , こ の 実 体 と 反 体 [ の 設 定 ] は ， サ ン プ の 近 辺 の 尼 僧 の 講 学 院 ( g S a n g p h u ' i n y e s k o r b t s u n
m a ' i b s h a d g r [ w ] a ) の 頭 脳 明 瞭 な 者 を 惑 わ す 為 に 立 て ら れ た だ け で ， 原 典 の 理 解 等 に も 資 益 し な
い と い う 伝 承 が あ る と い う ．
7 5 『 正 理 宝 蔵 シ ヤ 大 註 』 V o l . 1 0 , p p . 1 0 6 . 7 - 1 0 7 . 6 : s p y i r s D e b d u n m d z a d p a i i g z h u n g n a r d z a d d a n g
r d z a s c h Q s l f y i g o d o n s o S o r b s h a d m a m e d c i n g / l d o g p a d a n g l d o g c h o s l a y a n g m e d m o d / s l o b d p o n
壁 聖 且 ﾕ ｰ 坐 聖 g _ E h X 且 9 _ 9 工 望 皿 g n a g p a l a s o g s p a 皿 旦 皿 旦 k y i [ s ] s g r a d a n g b u m p a l t a b u l a r d z a s d a n g
d C l i s t Q n g d U b s g r u b r g y u d a n g ' g o g r g y u ' i c h o s r t a g p a d a n g m i r t a g p a l t a b u r d z a s c h o s z h e s b y 5
z h i n g / s h e s b y a d a n g g z h a l b y a l t a b u l a l d o g p a z h e s b y a z h i n g / d e i i s t e n g d u d g a g r g y u d a n g s g r m b
r g y u ' i c h o s m e d d g a g y i n p a d a n g / m i n p a l t a b u l a l d o g c h o s z h e s b y a l a / … こ の よ う に 述 べ て か ら
以 下 の 一 連 の 定 義 を ツ ァ ン ナ ク パ 等 の 定 義 に 帰 し て い る ．
D e f o f r d z a s c h o s : d n g o s ' g a l r d z a s g c i g l a m i' d u b a ( 直 接 的 対 立 が 単 一 実 体 に 集 合 し な い も の ）
D e f o f l d o g c h o s : d n g o s ! g a ll d o g p a g c i g l a m i' d u b ( 直 接 的 対 立 が 単 一 反 体 に 集 合 し な い も
の ）
同 じ 定 義 は ， 『 正 理 宝 蔵 シ ヤ 小 註 』 p . 4 9 9 に も B o d s n g a m a d a g ( チ ベ ッ ト 前 代 の 者 達 ） の 見
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る こ と が 可 能 な 概 念 で あ る こ と を 示 唆 す る 者 も 見 ら れ る の で 7 6 ， そ の 点 は 慎 重 な 検
討 が 必 要 で あ る ． そ の 詳 細 に つ い て は ， 実 体 と 反 体 の 設 定 と 併 せ て 別 稿 に て 論 ず る
こ と に し た い ．
2 ． 定 立 と 否 定 に 関 す る ツ ァ ン ナ ク パ の 見 解 ：
ツ ァ ン ナ ク パ の 否 定 ( d g a g p a , * p r a t i S e d h a ) と 定 立 ( s g m b p a , * v i d h i ) に 関 す る 纏
ま っ た 記 述 は , 『 善 説 集 成 』 第 一 章 に 属 す る ｢ 理 解 対 象 で あ る 否 定 と 定 立 の 自 性 ( r t o g s
p a r b y a b a d g a g s g u b k y i r a n g b z h i n )｣ [ 1 8 a 7 - 2 0 a 2 ] に 見 出 さ れ る ． そ こ で ， ツ ァ
ン ナ ク パ は ， 否 定 対 象 を 否 定 し て ， 他 の 法 を 引 発 す る も の と 引 発 し な い も の の 点 か
ら ， 非 否 定 と 無 否 定 を 立 て る 或 る 者 の 説 を 前 主 張 に 立 て て 批 判 し て い る ． 即 ち ，
「 或 る 者 は ， 「 否 定 対 象 を 断 除 し て 断 定 を 引 発 し な い も の が 否 定 （ ＝ 無 否 定 ）
で あ る が ， 他 法 を 引 発 す る も の が 非 否 定 で あ る 」 と 云 う . 」 （ 『 善 説 集 成 』
解 と し て 引 か れ て い る ． こ こ で ツ ァ ン ナ ク パ は , g r a g s p a ' i d b a n g p h y u g ( 著 名 の 主 ）と 称 さ れ て
い る が ， こ れ は 注 目 に 値 す る 表 現 で あ る ． 一 般 に チ ャ パ は , r i g s p a ' i d b a n g p h y u g ( 正 理 の 主 ）と
称 さ れ る が ， こ の 二 つ の 表 現 は ， チ ャ パ は 正 理 に 通 達 し た こ と で 知 ら れ て い る が ， ツ ァ ン ナ ク パ
は 著 名 な 人 物 と し て 知 ら れ て い る こ と を 示 唆 す る も の で あ る . r i g s p a ' i d b a n g p h y u g と い う の は ，
他 書 で も 性 々 に 見 掛 け る が ， こ の g r a g s p a ' i d b a n g p h y u g は 珍 し い 表 現 で ， 余 り 見 掛 け な い ．
シ ャ ー キ ャ チ ョ ク デ ン に 先 立 ち ， ラ マ タ ン パ も ま た ツ ァ ン ナ ク パ の 名 前 を 明 記 し た 上 で ， 以 下
の 定 義 を 『 要 綱 大 論 』 に 引 い て 批 判 し て い る （ 同 書 p . 7 2 7 . 1 f ).
D e f o f r d z a s c h o s : d e d a n g d e m n l d o g p a g c i g l a ' d u y a n g l d z a s g c i g l a ' d u m i s r i d p a .
D e f o f l d o g c h o s : [ d e d a n g d e m i n ] r d z a s g c i g l a ' d u y a n g l d o g p a g c i g l a ' d u m i s I i d p a .
こ の よ う に ， 後 代 の 一 連 の 学 者 達 は ， こ の 実 体 法 と 反 体 法 の 設 定 を チ ャ パ で は な く ツ ァ ン ナ ク
パ に 帰 し て お り ， こ の こ と は ， こ の 設 定 が ツ ァ ン ナ ク パ の 創 案 で あ る と い う 筆 者 の 推 測 を 裏 付 け
る も の で あ る ． 前 述 し た よ う に ， 『 セ ー ド ウ タ 』 で は ， こ の 設 定 は 「 チ ャ パ 説 の 実 体 と 反 体 の 設
定 」 の 章 に 見 出 さ れ ， チ ャ パ の 説 に 帰 さ れ て い る が ， 厳 密 に は 妥 当 性 を 欠 い て い る ． ち な み に ，
こ こ で ラ マ タ ン パ が ツ ァ ン ナ ク パ の も の と し て 提 示 し た 定 義 は ， チ ュ ミ ク パ が 彼 の 論 理 学 綱 要 書
に お い て ， 或 る 者 の 説 と し て 引 い て 批 判 し た も の と 一 致 し て お り ， ツ ァ ン ナ ク パ の 実 体 法 と 反 体
法 の 設 定 が 後 代 サ キ ャ 系 の 学 者 の み な ら ず ， サ ン プ 系 の 学 者 か ら も か な り 強 い 批 判 に 晒 さ れ た こ
と を 示 唆 し て い る ． 『 チ ュ ミ ク 要 綱 』 2 2 a 8 f / 5 3 . 8 f 参 照 ．
7 6 例 え ば ， 『 ク ン ケ ン 伝 』 に は , 恐 ら く は 先 に 紹 介 し た 『 ラ ト ウ ド ウ タ 』 の 記 述 を 念 頭 に お い て ，
デ ス イ ・ サ ン ギ ェ ギ ヤ ン ツ オ ( s D e s l i d s a n g s r g y a s r g y a m t s h o , 1 6 5 3 - 1 7 0 5 ) が ジ ャ ム ヤ ン シ ェ ー
パ ( ' J a m d b y a n g s b z h a d p a , 1 6 4 8 - 1 7 2 1 )と や り 取 り し た 注 目 に 値 す る 会 話 が 記 録 さ れ て い る ．
「 ま た 或 る 日 ， デ ス ィ ( s D e s I i d ) が 「 ド ウ タ の 実 体 法 と 反 体 法 と い う の は ， 典 拠 が 明 瞭 で
な い の で ， 尊 師 チ ャ パ が 提 造 し た も の ( r t o g b z o d ,l i t ・ 分 別 知 に よ り 造 ら れ た も の ） で は な
い の か 」 と 質 問 し た と こ ろ ， ［ ジ ヤ ム ヤ ン シ ェ ー パ は ］ 論 理 学 書 に ， 実 有 ( r d z a s y o d ,
* d r a v y a s a t )・ 仮 有 ( b t a g s y o d , * p r a j i a p t i s a t ) と 云 わ れ る も の が そ の 典 拠 で あ る と 回 答 し た の
で ， 全 て の 識 者 達 は 開 眼 し た の で あ る . 」 （ 『 ク ン ケ ン 伝 』 p 8 1 . 8 - 1 2 )
こ こ で ジ ャ ム ヤ ン シ ェ ー パ は ， 実 体 法 と 反 体 法 の 起 源 と し て 実 有 と 仮 有 を 挙 げ て い る ． こ れ ら
は イ ン ド 起 源 の 概 念 な の で ， も し こ の 解 釈 が 妥 当 で あ れ ば ， ツ ァ ン ナ ク パ の 創 案 と は 言 い 切 れ な
い こ と に な る ． ジ ャ ム ヤ ン シ ェ ー パ の 実 体 法 と 反 体 法 の 設 定 を 含 め こ の 点 は 検 討 課 題 で あ る ．
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1 8 a 7 f 7 7 )
こ の 系 統 の 定 義 は , チ ヤ パ の 著 作 に も 前 主 張 に 引 か れ 批 判 さ れ た こ と は 先 き に 紹
介 し た 通 り で あ る 7 8 . 但 し ， そ こ で は 他 法 を 引 発 す る こ と が 直 接 的 に 理 解 さ れ る も
の が 非 否 定 , 他 法 を 引 発 し な い こ と が 直 接 的 に 理 解 さ れ る も の が 無 否 定 と 立 て ら れ ，
「 直 接 的 に 理 解 さ れ る も の 」 と い う 一 支 に 重 要 な 意 味 付 け が 為 さ れ て い た が ， そ れ
は ， こ の 『 善 説 集 成 』 に 立 て ら れ た 前 主 張 に は 見 出 さ れ な い の で ， 定 義 の 立 て 方 に
多 少 の 相 異 が 確 認 さ れ る ． ま た ， そ れ に 対 す る 論 難 の 仕 方 も チ ャ パ の 著 作 に 見 ら れ
る も の と は 相 異 す る が ， こ こ で は そ の 紹 介 は 割 愛 し ， ツ ァ ン ナ ク パ の 自 説 の 箇 所 だ
け を 紹 介 し て お く ．
「 そ れ 故 ， 即 ち ， （ ' ） ＜ 法 で あ り ， か つ ， 否 定 対 象 の 普 遍 が 表 象 す る こ と に
依 拠 せ ず に ， 自 立 的 に 確 定 可 能 な も の ＞ が ， 定 立 ( s g r u b p a ) で あ る ． 顕 現
( s n a n g b a ) の 如 し ．( 2 ) < 定 立 を 否 定 し た だ け の も の と し て 存 す る も の 7 9 >
が ， 否 定 ( d g a g p a ) で あ る ． 空 性 の 如 し .( 3 ) < そ れ ら ( = 定 立 と 否 定 ）
が 集 合 し た も の の 反 体 ＞ は ， 否 定 の 定 立 ( b k a g p a ' i b s g m b p a ) で あ り ， 非
否 定 ( m a y i n p a r d g a g p a )と 云 わ れ る も の で あ る ． 虚 偽 の も の ( b r d z u n p a )
の 如 し ． そ れ ら の う ち ， 中 間 の も の （ ＝ 否 定 ) は , 定 立 法 が 捨 て ら れ る ( s g m b
c h o s d o r b a ) の で ，「 無 否 定 ( m e d p a r d g a g p a ) ｣[ と 云 わ れ ] ,[ 残 り の ］ 二
つ （ ＝ 定 立 と 非 否 定 ） は ， 定 立 法 が 捨 て ら れ な い の で ， 「 非 否 定 ( m a y i n p a r
d g a g p a ) 」と 云 わ れ る . 」 （ 『 善 説 集 成 』 1 8 b 2 f 8 0 )
こ こ に 見 ら れ る ツ ァ ン ナ ク パ の 定 立 と 否 定 の 設 定 は ， 基 本 的 に ， チ ヤ パ の 設 定 に
随 順 し た も の で あ る ． こ こ で も ， 否 定 は 無 否 定 と 同 一 視 さ れ ， 定 立 は 非 否 定 で あ る
7 7 k h a c i g n a r e d g a g b y a m a m p a r b c a d n a s y o n g s g c o d m i' p h e n p a n i d g a g p a y i n l a / c h o s g z h a n
' p h e n p a n i m a y i n d g a g y i n n o z h e s z e r r o "
7 8 西 沢 2 0 1 4 , p p . 2 6 7 - 2 6 8 参 照
7 9 原 文 は ,s g r u b p a b k a g l d o g t s a m d u g n a s p a で あ る が ,b k a g l d o g t s a m と い う 表 現 が 些 か 問 題 で
あ る ． こ の 表 現 は ， 『 善 説 集 成 』 に 散 見 す る が （ 同 書 9 b 3 ,1 5 b l ,1 8 b 2 , 1 8 b 4 , 1 2 5 a 6 , 2 0 6 b l ), l d o g
と い う 語 に 大 き い 意 味 は な い と 思 わ れ る ． こ こ で は , b k a g p a t s a m ( 否 定 し た だ け ）と 同 様 の 意
味 と 解 し て お く ．
8 o d e s n a ' d i l t a r [ 1 ] c h o s g a n g z h i g d g a g b y a ' i s p y i ' c h a r b a l a m a l t o s p a r r a n g d b a n g d u n g e s s u m n g
p a n i s g m b p a y i n t e s n a n g p a l t a b u ' o " [ 2 ] s g r u b p a b k a g l d o g t s a m d u g n a s p a n i d g a g p a s t e d g a g p a
( d e l e t e : d g a g p a ? ) s t o n g n y i d l t a b u ' o " [ 3 ] d e d a g t s h o g s p a ' i l d o g p a n i b k a g p a ' i b s g r u b p a s t e m a y i n
p a r d g a g p a z h e s b y a b a b r d z u n p a l t a b u ' o " d e d a g l a s b a r p a n i s g r u b c h o s d o r b a s m y e d p a r d g a g p a
d a n g g n y i s p o n i s g r u b c h o s m a d o r b a s m a y i n p a r d g a g p a z h e s b r j o d d o "
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と 明 言 さ れ て い る ． そ の 詳 細 は ， 既 に チ ヤ パ の 箇 所 で 解 説 し た の で 8 1 ， こ こ で は 再
説 し な い が ， 一 点 ， 非 否 定 の 定 義 基 体 と し て 立 て ら れ て い る 「 虚 偽 の も の 」 に つ い
て 解 説 を 補 足 し て お く な ら ば ， こ れ は ， チ ャ パ の 著 作 に 見 ら れ た 「 幻 の 如 き も の
( s g y u m a l t a b u )」 に 相 当 す る ． そ れ は ， 真 実 成 立 ( b d e n g m b ) の 如 く に 顕 現 す
る が ， 実 際 に は 真 実 成 立 と し て は 成 立 し て い な い の で ， 虚 偽 の も の と 言 わ れ る ．
・ 定 立 の 定 義 ： 法 で あ り ， か つ ， 否 定 対 象 の 普 遍 が 表 象 す る こ と に 依 拠 せ ず に ，
自 立 的 に 確 定 可 能 な も の ( c h o s g a n g z h i g d g a g b y a ' i s p y i' c h a r b a l a m a l t o s
p a r r a n g d b a n g d u n g e s s u m n g p a )
・ 否 定 （ ＝ 無 否 定 ） の 定 義 ： 定 立 を 否 定 し た だ け の も の と し て 存 す る も の ( s g m b
p a b k a g l d o g t s a m d u g n a s p a )
・ 否 定 の 定 立 （ ＝ 非 否 定 ） の 定 義 ： そ れ ら （ ＝ 定 立 と 否 定 ） が 集 合 し た も の の
反 体 ( d e d a g t s h o g s p a ' i l d o g p a )
こ こ で は ， こ れ ら の 定 義 と は 別 に ， 無 否 定 は ， 「 定 立 法 が 捨 て ら れ る も の ( s g r u b
c h o s d o r b a )｣ , 非 否 定 は ， 「 定 立 法 が 捨 て ら れ な い も の ( s g r u b c h o s m a d o r b a )」
と 規 定 さ れ て い る ． こ れ は ， チ ヤ パ の 『 意 闇 払 拭 』 に 起 源 し 8 2 , ツ ル ト ウ ン の 『 智
慧 灯 明 』 で は ， 両 者 の 定 義 と し て 採 用 さ れ る こ と に な る が 8 3 , 後 代 ， サ パ ン 等 に よ
り 批 判 の 対 象 と さ れ た も の で あ る ． そ れ に つ い て は 後 で 紹 介 し よ う ．
3 ． 普 遍 と 特 殊 に 関 す る ツ ァ ン ナ ク パ の 見 解 ：
普 遍 ( s p y i , * s a m a n y a )と 特 殊 ( b y e b r a g , * v i S e p a ) に 関 す る ツ ァ ン ナ ク パ の 纏 ま
8 ！ 西 沢 2 0 1 4 , p p . 2 6 5 - 2 6 7 参 照 ．
8 2 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 6 6 f 参 照
8 3 『 智 慧 灯 明 』 p ､ 7 8 . 8 f 参 照 ．こ れ に つ い て は ， 『 智 慧 灯 明 』 p . 7 8 , n ．1 2 2 に 指 摘 さ れ て い る ．
ち な み に ， シ ャ ー キ ャ チ ョ ク デ ン は ， こ の 定 義 を チ ャ パ に 帰 し て ， 以 下 の よ う に 解 説 し て い る
『 正 理 宝 蔵 シ ヤ 大 註 』 V o l ､ 9 , p . 4 8 0 . 1 f : s l o b d p o n d e ' i g z h u n g l a s / s g n l b c h o s d o r b a d e d g a g p a ' i
m t s h a n n y i d / m a d o r b a d e s g r u b p a ' i m t s h a n n y i d y i n z h i n g / d g a g p a l a m e d d g a g g i s k h y a b p a d a n g /
m a y i n d g a g y i n n a d g a g p a m a y i n d g o s p a d a n g / m a y i n p a r d g a g p a d a n g s g r u b p a d o n g c i g l a ' d u b a
y i n n o z h e s b z h e d d o 〃 「 そ の 尊 師 ( = チ ャ パ ） の 典 籍 に お い て ，「 ＜ 定 立 法 を 捨 て た も の ＞ が 否
定 の 定 義 ， ＜ ［ 定 立 法 を ］ 捨 て な い も の ＞ が ， 定 立 の 定 義 で あ り ， 否 定 は 無 否 定 に よ り 遍 充 さ れ
て お り ， 非 否 定 で あ る な ら ば ， 否 定 で な い 必 要 が あ り ， 非 否 定 と 定 立 は 同 義 に 包 摂 さ れ る 」 と お
認 め に な っ た ． 」 こ れ は ， 「 正 理 の 主 ( r i g s p a ' i d b a n g p h y u g )」 の 説 と さ れ る が ， 同 様 の 文 章
は 『 正 理 宝 蔵 シ ヤ 小 註 』 に も 引 か れ て お り （ 同 書 p . 6 1 9 . 5 ), そ こ で は ， 「 チ ヤ パ 等 ( P h y a p a s o g s ) 」
に 帰 せ ら れ て い る ． 他 方 ， ロ オ ケ ン チ ェ ン は ， こ の 定 義 を ツ ァ ン ナ ク パ に 帰 し て い る ． 『 正 理 宝
蔵 ロ 註 』 p .1 7 8 . 2 4 参 照 ．さ ら に ， こ の 定 義 は ， サ ン プ 系 の 学 者 で あ る チ ュ ミ ク パ に よ っ て も 引 か
れ 批 判 さ れ て い る ． 『 チ ュ ミ ク 要 綱 』 p p . 6 5 . 9 - 6 6 . 1 参 照 ．
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っ た 見 解 は , 『 善 説 集 成 』 第 一 章 所 収 ｢ 普 遍 と 特 殊 の 意 味 ( s p y i d a n g b y e b r a g g i d o n ) 」
[ 2 0 a 8 - 2 0 b 2 ] に 見 出 さ れ る ． 前 述 し た よ う に ， チ ヤ パ の 『 意 闇 払 拭 』 に は 普 遍 と
特 殊 の 独 立 し た 設 定 は 確 認 で き な い の で ， ツ ァ ン ナ ク パ の こ の 設 定 は チ ベ ッ ト 人 学
者 に よ る 最 も 古 い も の の 一 つ で あ る ． そ こ で ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， 最 初 に 二 つ の 他 説
を 批 判 し て か ら ， 自 説 を 述 べ て い る が ， 他 説 の 批 判 の 部 分 は 以 下 の 通 り で あ る ．
「 そ の う ち ， こ こ で 否 定 と 定 立 と し て 理 解 さ れ る べ き 「 普 遍 」 と 「 特 殊 」 と
云 わ れ る も の は , ( 1 ) 所 遍 ( k h y a b b y a , * v y a p y a ) と 能 遍 ( k h y a b b y e d , * v y a p a k a )
を 言 う の で は な い ． 特 殊 が 成 立 す る な ら ば 普 遍 が 成 立 し ， そ し て ， 普 遍 が 斥
け ら れ る な ら ば , 特 殊 が 斥 け ら れ る と い う 設 定 は 妥 当 で は な い か ら ． （ 2 ） ［ ま
た , ］ 限 定 者 ( k h y a d p a r d u b y e d p a , * v i S e 5 a n a ) と 限 定 対 象 ( k h y a d p a r d u b y a s
p a , * v i S e g y a ) で も な い ．自 性 が 同 一 で な い も の に も ［ 普 遍 と 特 殊 が あ る こ と
に ］ な る か ら . 」 （ 『 善 説 集 成 』 2 0 a 8 - 2 0 b l 8 4 )
通 常 ， 普 遍 と 特 殊 と 言 っ た 場 合 ， 無 常 と 壷 の よ う に ， よ り 遍 充 の 大 き い も の が 普
遍 で ， よ り 遍 充 が 小 さ い も の が 特 殊 と 考 え る の が 一 般 的 で あ り ， 後 代 の ゲ ル ク 派 の
ド ウ タ 文 献 で は 実 際 そ の よ う に 規 定 さ れ て い る が 8 5 , ツ ァ ン ナ ク パ は そ の 解 釈 を 否
定 し て い る ． そ の 理 由 に つ い て は ， 自 説 の 箇 所 で 纏 め て 解 説 し よ う ． 他 方 ， 後 者 に
つ い て は ， 例 え ば ， 杖 と 杖 を 有 す る 人 は ， 限 定 者 と 限 定 対 象 で あ る が ， 別 異 の 自 性
で あ り ， 普 遍 と 特 殊 の 関 係 に は な い か ら で あ る ． ツ ァ ン ナ ク パ に よ れ ば ， 普 遍 と 特
殊 に は 自 性 が 同 一 で あ る こ と が 必 要 で あ る ．
こ の よ う に 二 つ の 他 説 を 批 判 し て か ら ， そ の 直 後 に 自 説 を こ う 述 べ て い る ．
「 そ う で は な く ， 尊 師 （ ＝ ダ ル マ キ ー ル テ ィ ） が ， 「 [ 全 て の 事 物 は , ］ 同 類
8 4 d e l a ' d i r g a n g z h i g d g a g s g r u b d u r t o g s p a r b y a b a ' i s p y i d a n g b y e b r a g c e s b y a b a k h y a b b y a
k h y a b b y e d l a b l j o d p a n i m a y i n t e b y e b r a g g n l b n a s p y i g r u b p a d a n g s p y i k h e g s n a b y e b r a g k h e g s
p a ' i m a m g z h a g m i' t d p a ' i p h y i r r o " k h y a d p a r d u b y e d p a d a n g b y a s p a ' a n g m a y i n t e / r a n g b z h i n
m i g c i g p a l a ' a n g t h a l b a ' i p h y i r r o "
8 5 例 え ば ， 『 ラ ト ウ ド ウ タ 』 の 普 遍 と 特 殊 の 定 義 は 以 下 の 通 り で あ る （ 同 書 p . 9 7 ).
D e f o f r a n g n y i d s p y i y i n p a : r a n g g i g s a l b a l a l j e s ' g r o c a n g y i c h o s 「 自 身 の 個 体 に 随 伴 す る
法 」
D e f o f r a n g n y i d b y e b r a g y i n p a : k h y a b b y e d d u i u g p a ' i r a n g g i r i g s y o d p a c a n g y i c h o s 「 能 遍
と し て 働 く 自 身 の 類 を 有 す る 法 」
例 え ば ， 無 常 は ， 自 身 の 個 体 で あ る 壷 や 柱 等 に 随 伴 す る 法 で あ る の で ， 壷 等 の 普 遍 で あ り ，
他 方 ， 壷 等 は ， 能 遍 と し て 働 く 自 身 の 類 ， 即 ち ， 無 常 等 を 有 す る 法 で あ る の で ， 無 常 等 の 特 殊
で あ る ． こ こ で は 明 ら か に ， 普 遍 と 特 殊 は ， 能 遍 と 所 遍 の 関 係 と し て 捉 え ら れ て い る ． 但 し ，
既 に 指 摘 し た よ う に ， ダ ル マ キ ー ル テ イ 自 身 ， 普 遍 と 特 殊 に ， こ れ と は 異 な る か な り 特 殊 な 解
釈 を 与 え て い る ． そ れ に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 4 , p ､ 2 4 8 f 参 照
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と 異 類 の 事 物 か ら 反 転 し た こ と に 依 拠 す る こ と を 有 す る 」 ( P V i n Ⅱ ､ 2 9 = P V
I . 4 0 c d ) と お 説 き な っ て い る の は ,< 異 類 か ら 反 転 し た 法 だ け の も の ＞ が ，
普 遍 ( s p y i , * s a m a n y a ) な い し 限 定 法 ( k h y a d p a r b y e d c h o s , * v i S e g a g a - d h a n n a )
で あ る が ， ＜ そ の 同 じ も の が 同 類 の 中 か ら ［ も ］ 反 転 し た 第 二 の 法 に よ り 把
持 さ れ た も の ＞ が ， そ の 特 殊 ( b y e b r a g , * v i S e S a ) で あ り ， 異 ［ 類 ］ に よ っ
て 限 定 さ れ た 法 ( k h y a d p a r d u b y a s c h o s , * v i S e 5 y a - d h a n n a ) で あ る ． 例 え ば ，
壷 と 黄 金 と 黄 金 の 壷 の 如 し ． 「 異 ［ 類 ］ に よ り 把 持 さ れ た も の 」 と は ， 他 の
特 殊 と そ れ に よ っ て 限 定 さ れ た も の で あ る ． 例 え ば , 黄 金 と 壷 と 壷 の 黄 金 の
如 し ． 二 つ の 法 が 接 合 し た だ け の 第 三 の 反 体 が 「 集 合 体 の 普 遍 ( t s h o g s p a ' i
s p y i ) 」 と 云 わ れ る . 」（ 『 善 説 集 成 』 2 0 b l _ 2 8 6 )
こ こ で ， ま ず 注 目 す べ き は ， ツ ァ ン ナ ク パ が 普 遍 と 特 殊 を 定 義 す る に 際 し て ， 特
に , P V i n I I . 2 9 c d ( = P V I . 4 0 c d ) を 典 拠 と し て い る 点 で あ る ．こ の 偶 に つ い て は ，
こ れ ま で 既 に 幾 度 も 言 及 し た が ， ゲ ル ク 派 論 理 学 に お い て は ， 事 物 の 実 相 を 示 す 偶
と し て 有 名 な 偶 で あ る ． こ こ で ツ ァ ン ナ ク パ は ， 端 的 に ， 全 て の 異 類 の も の か ら 反
転 し た も の を ， 「 普 遍 」 ， 全 て の 異 類 の み な ら ず ， 全 て の 同 類 の も の か ら も 反 転 し
た も の を ， 「 特 殊 」 と 規 定 し て い る ． こ こ で ， 全 て の 異 類 の も の か ら 反 転 し た も の
と は ， 例 え ば ， 壷 は ， 無 常 で あ る 点 で 異 類 で あ る 無 為 の 虚 空 等 の 常 住 な も の や ， 壷
で あ る 点 で 異 類 の も の で あ る 柱 等 の 無 常 な も の か ら 反 転 し た も の で あ る の で , 全 て
の 異 類 の も の か ら 反 転 し た も の で あ り ， そ の 意 味 で ， 「 普 遍 」 と 云 わ れ る ． 他 方 ，
あ る 特 定 の 場 所 ・ 時 間 ・ 形 相 に よ り 限 定 さ れ た 壷 は ， 異 類 の も の の み な ら ず ， 同 類
の も の , 例 え ば , 壺 で あ る 点 で 同 類 の 他 の 全 て の 壷 か ら も 反 転 し た も の で あ る の で ，
「 特 殊 」 と 云 わ れ る ． こ の 特 殊 の 規 定 は ， 場 所 ・ 時 ・ 自 性 の 何 れ も 他 の 法 と 混 合 す
る こ と が な い 唯 一 の 個 体 で あ る 「 自 相 ( r a n g m t s h a n , * s v a l a k 9 a 9 a )」 の 規 定 に 他 な
ら な い ． こ こ か ら ， ツ ァ ン ナ ク パ は 特 殊 を 自 相 と 同 一 視 し て い る こ と が 分 か る ．
ツ ァ ン ナ ク パ は ， 単 に 遍 充 の 大 小 の 違 い に 応 じ て ， 普 遍 と 特 殊 を 設 定 し て い る わ
け で は な い ． 例 え ば ， 壷 と 無 常 は ， 所 遍 と 能 遍 で あ る が ， 特 殊 と 普 遍 で は な い ． な
8 6 ' o n k y a n g s l o b d p o n g y i s / m t h u n d n g o s g z h a n g y i s d n g o s d a g l a / / l d o g p a l a m r t e n p a c a n / [ P V
I . 4 0 c d ] z h e s g s u n g s p a r i g s m i m t h u n l a s l o g p a ' i c h o s r k y a n g p a n i s p y i ' a m k h y a d p a r b y e d c h o s y i n
l a / d e n y i d r i g s m t h u n n a n g l a s l o g p a ' i c h o s g n y i s p a s z i n p a n i d e ' i b y e b r a g d a n g g z h a n g y i s k h y a d
p a r d u b y a s c h o s y i n t e b u m p a d a n g g s e r d a n g g s e r g y i b u m p a b z h i n n o " g z h a n d e s z i n p a n i g z h a n
g y i b y e b r a g d a n g d e s k h y a d p a r d u b y a s p a y m t e g s e r d a n g b u m p a d a n g b u m p a ' i g s e r z h e s p a b z h i n
n o " c h o s g n y i s p h r a d t s a m g y i l d o g p a g s u m p a n i t s h o g s p a ' i s p y i z h e s b y a ' o "
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ぜ な ら ば ， 壷 は ， 特 殊 で な い か ら で あ り ， 普 遍 で あ る か ら ． 壷 に は ， さ ら に ， 黄 金
の 壷 や 銅 の 壺 等 の 多 数 の 個 体 が あ り ， さ ら に ， 黄 金 の 壷 に し て も ， 東 方 の 黄 金 の 壷
や 西 方 の 黄 金 の 壺 等 の 多 数 の 個 体 を 想 定 す る こ と が で き る ． 異 類 の み な ら ず ， 全 て
の 同 類 か ら も 反 転 し た も の が 特 殊 で あ る の で ， 普 遍 と 特 殊 の 関 係 は ， 所 遍 と 能 遍 の
よ う に 相 対 的 な も の で は な く ， 極 め て 限 定 さ れ た も の で あ る ．
実 は ， こ の 普 遍 と 特 殊 の 規 定 は ， 所 謂 ’ ＜ 単 独 の 反 体 が 普 遍 二 つ の 反 体 の 集 合
体 が 特 殊 ( l d o g p a c h i g r k y a n g s p y i / l d o g p a g n y i s t s h o g s b y e b r a g ) > と 称 さ れ る も
の で あ り ， 後 代 の ゲ ル ク 派 の 論 理 学 書 に も 見 出 さ れ る 有 名 な 規 定 で あ る 8 7 ． 後 述 す
る よ う に ， サ パ ン も ま た こ れ を 自 説 と し て 受 容 す る こ と に な る が ， こ れ は ツ ァ ン ナ
ク パ の 独 創 で は な く ， チ ヤ パ の 『 意 闇 払 拭 』 に ま で 遡 る ． 即 ち ，
「 特 殊 は ， 二 つ の 反 体 の 集 合 体 で あ る が ， 普 遍 は 単 独 の 反 体 で あ る と き ， 。 ． ． 」
（ 『 意 闇 払 拭 』 2 9 b 7 8 8 )
こ こ で 「 単 独 の 反 体 」 と は ， 全 て の 異 類 か ら 反 転 し た も の を ， 「 二 つ の 反 体 」 と
は ， 全 て の 異 類 の み な ら ず ， 全 て の 同 類 か ら も 反 転 し た も の を 指 す ． そ の 意 味 は ，
直 前 に 解 説 し た 通 り で あ る ．
他 方 ， こ れ と は 別 に ， 二 つ の 法 が 接 合 し た も の を ， 「 集 合 体 の 普 遍 ( t s h o g s p a ' i
s p y i ) 」 と 称 し て い る ． こ れ は ， 端 的 に は ， 諸 部 分 が 集 合 し た も の を い う ． 例 え ば ，
壷 は ， 注 ぎ 口 や 胴 体 ， 平 底 な ど の 諸 部 分 が 集 合 し た も の で あ る の で ， 集 合 体 の 普 遍
と 云 わ れ る ． こ れ は 「 普 遍 」 と い う 名 が 与 え ら れ て い る が ， 真 の 意 味 で の 普 遍 で は
な い ． ツ ァ ン ナ ク パ の 基 本 的 見 解 を 纏 め る な ら ば ， 以 下 の 通 り で あ る ．
・ 普 遍 の 定 義 ： 異 類 か ら 反 転 し た 法 だ け の も の ( r i g s m i m t h u n l a s l o g p a ' i c h o s
r k y a n g p a )[ = 単 独 の 反 体 ( l d o g p a c h i g r k y a n g ) ]
。 特 殊 の 定 義 ： そ の 同 じ も の が 同 類 の 中 か ら ［ も ］ 反 転 し た 第 二 の 法 に よ り 把
持 さ れ た も の ( d e n y i d r i g s m t h u n n a n g l a s l o g p a ' i c h o s g l y i s p a s z i n p a )[ =
［ 同 類 か ら 反 転 さ れ た も の と 異 類 か ら 反 転 さ れ た も の の ］ 二 つ の 反 体 の 集
合 体 ( l d o g p a g n y i s t s h o g s ) ]
、 集 合 体 の 普 遍 の 定 義 ： 二 つ の 法 が 接 合 し た だ け の も の ( c h o s g l y i s p h r a d t s a m )
8 7 例 え ば ， 『 解 脱 道 解 明 』 p . 8 4 . l l f :d o g p a n i / l d o g p a c h i g r k y a n g s p y i d a n g / l o g p a z h e s p a n i l d o g
p a g n y i s t s h o g s b y e b r a g g o 〃 但 し ， 筆 者 の 知 る 限 り ， こ の 概 念 は 現 代 の 研 究 者 に よ っ て こ れ ま で
注 目 さ れ た こ と は な い よ う で あ る ．
8 8 b y e b r a g n i l d o g p a g l y i s t s h o g s p a y i n l a s p y i n i l d o g p a c h i g r k y a n g y i n n a . . .
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［ ＝ * 諸 部 分 の 集 合 体 ( c h a s h a s m a m s ' d u s p a ) ]
後 代 の ゲ ル ク 派 で は ， 普 遍 は 通 常 ， （ 1 ） 類 の 普 遍 ( r i g s s p y i ), ( 2 対 象 普 遍
( d o n s p y i ) ,( 3 集 合 体 の 普 遍 ( t s h o g s s p y i ) の 三 つ に 分 類 さ れ ， そ の う ち の 類
の 普 遍 は 普 遍 と 同 義 で あ る と さ れ る が 8 9 ， こ こ で は ， 集 合 体 の 普 遍 に 対 す る 言 及 は
あ る も の の , 類 の 普 遍 と 対 象 普 遍 に 対 す る 言 及 は 見 ら れ な い . 類 の 普 遍 に つ い て は ，
他 の 箇 所 で ， 集 合 体 の 普 遍 と 共 に 論 じ ら れ て い る 箇 所 が あ り ， 恐 ら く ， ツ ァ ン ナ ク
パ も ま た ， 普 遍 と 類 の 普 遍 を 同 義 と 見 倣 し て い た と 推 定 さ れ る ．
「 集 合 体 の 普 遍 の 自 体 は ， ＜ 集 合 し た も の ( ' d u s p a ) > で あ る の で ， 集 合 し
た も の を 有 す る も の （ ＝ 諸 部 分 ） が 存 在 し な け れ ば ， ［ 集 合 体 の 普 遍 も ま た ］
存 在 し な い 他 方 ， 類 の 普 遍 の 自 体 は ， ＜ 諸 々 の 実 体 に お い て 存 在 す る 一 味
の 反 体 ( r d z a s r n a m s l a y o d p a ' i l d o g p a r o g c i g p a ) > で あ る が ， そ れ は ， 単
一 の 実 体 に も 存 在 す る か ら で あ る . 」 （ 『 善 説 集 成 』 9 4 b 4 f " )
こ こ で ， 類 の 普 遍 は ， 「 一 味 の 反 体 ( l d o g p a r o g c i g p a )」 と 表 現 さ れ て い る が ，
「 一 味 」 と は ， こ の 文 脈 で は ， 「 集 合 体 ( ' d u s p a )」 と 対 比 的 に 使 用 さ れ て い る 表
現 で あ り ， 普 遍 が 「 単 一 体 」 で あ る こ と を 示 す 表 現 で あ る ． た だ ， こ こ で も 対 象 普
遍 に 対 す る 言 及 は 見 出 さ れ な い ． 実 は ， こ の 背 景 に は ， 普 遍 と 普 遍 相 に 関 す る サ ン
プ 系 の 独 自 の 解 釈 が 潜 在 し て い る ． そ こ で ， こ こ で そ の 重 要 性 を 鑑 み て ， そ の 点 に
つ い て 少 し 解 説 を 加 え て お き た い ．
普 遍 ( s p y i , * s a m a n y a ) と 普 遍 相 ( s p y i m t s h a n / s p y i ' i m t s h a n n y i d , * s a m a n y a -
l a k g a r a ) に 関 す る サ ン プ 系 の 解 釈 に つ い て ：
前 述 し た よ う に ， ツ ァ ン ナ ク パ の 体 系 で は ， 反 体 は ， 壷 に 存 す る 所 作 や 無 常 を 指
す が ， そ れ は ， 必 ず し も 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た も の と は 捉 え ら れ て い な い ． 普
遍 も ま た ， ツ ァ ン ナ ク パ の 解 説 を 見 る 限 り ， 同 様 に ， 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ
け の も の と は 規 定 さ れ て お ら ず , イ ン ド 原 典 に 見 ら れ る 一 般 的 な 普 遍 の 理 解 と は 異
な っ て い る ． そ れ は ， 単 に ， ＜ 異 類 か ら 反 転 し た も の ＞ で あ り ， 例 え ば ， 壺 等 が そ
れ に 相 当 す る ． 無 為 の 虚 空 や 柱 等 の 異 類 の も の か ら 反 転 し た も の で あ る か ら で あ る ．
8 9 『 セ ー ド ウ タ 』 p .1 2 7 . 1 ;『 ヨ ン ジ ン ド ウ タ 』 p . 5 7 . 4 f ; 『 ロ ー リ ン ド ウ タ 』 p .1 2 . 1 0 f 等 参 照 ．
9 o t s h o g s s p y i ' i n g o b o m ' d u s p a y i n p a g d u s p a c a n m y e d n a m e d l a r i g s s p y i' i n g o b o r d z a s m a m s l a
y o d p a ' i l d o g p a r o g c i g p a n y i d y i n l a d e n i I d z a s c i g l a ' a n g y o d p a ' i p h y i r r o "
4 0
こ の サ ン プ 系 の 解 釈 は ， 後 代 の ゲ ル ク 派 に も 受 け 継 が れ て い る ． 即 ち ， ゲ ル ク 派 の
論 理 学 に お い て も ， 普 遍 は ， 特 に 分 別 知 に よ り 仮 設 さ れ た だ け の も の と は 解 釈 さ れ
て お ら ず ， 単 に ， 諸 々 の 個 体 に 随 伴 す る 法 を 普 遍 と 捉 え る の が 一 般 的 で あ る 9 1 . 例
え ば ， 壷 は ， 事 物 で あ る が ， 普 遍 で も あ る ． な ぜ な ら ば ， 黄 金 の 壷 や 陶 器 の 壺 等 の
多 数 の 個 体 に 随 伴 す る 法 で あ る か ら で あ る ． 他 方 ， 普 遍 相 ( s p y i m t s h a n ) は 分 別 知
に よ り 仮 設 さ れ た だ け の も の と さ れ る の で 9 2 , 普 遍 と 普 遍 相 の 二 つ は 峻 別 さ れ る の
が 特 徴 的 で あ る ． ダ ル マ キ ー ル テ イ の 論 理 学 書 で は ， こ の 普 遍 と 普 遍 相 の 両 者 は ，
区 別 さ れ る こ と な く 同 義 語 と し て 用 い ら れ る の が 常 で あ る の で ， こ の 点 に ， 用 語 法
の 違 い が 確 認 さ れ る ． こ の よ う に ， 普 遍 と 普 遍 相 を 峻 別 す る ゲ ル ク 派 の 解 釈 の 起 源
は ， ツ ァ ン ナ ク パ 等 の サ ン プ 系 の 解 釈 に 求 め ら れ る の で あ る ． 他 方 ， サ パ ン は ， 後
述 す る よ う に ， 普 遍 と 普 遍 相 を 同 一 視 す る イ ン ド 的 解 釈 を 取 る の で ， そ の 点 で ， サ
ン プ 系 及 び ゲ ル ク 系 の 解 釈 と は 一 線 を 画 し て い る ．
と こ ろ で ， サ ン プ 系 論 理 学 書 に 頻 出 す る 「 対 象 普 遍 ( d o n s p y i , * a r t h a s a m g n y a )」
と い う 語 だ が ， こ れ は ， 分 別 知 に よ り 仮 設 さ れ た だ け の も の で あ り ， 「 普 遍 」 と 名
付 け ら れ て い る が ， サ ン プ 系 論 理 学 の 体 系 で は ， 普 遍 よ り も ， 普 遍 相 に 関 連 す る 概
念 で あ り ， ダ ル マ キ ー ル テ イ の 体 系 で は ， 普 遍 相 そ の も の で あ る 9 3 ． ツ ァ ン ナ ク パ
の テ キ ス ト の み な ら ず ， チ ャ パ の テ キ ス ト で も ， 「 普 遍 相 ( s p y i ' i m t s h a n n y i d )」
と い う 語 は , 皆 無 と い う 訳 で は な い が , 実 は 殆 ど 使 用 さ れ て お ら ず , 大 抵 の 場 合 は ，
「 対 象 普 遍 」 と い う 語 が そ の 代 わ り に 用 い ら れ て い る ． こ れ は ， 「 普 遍 相 」 と い う
語 が 「 普 遍 」 と 字 句 上 混 同 さ れ や す い の で ， 普 遍 と 普 遍 相 を 峻 別 す る サ ン プ 系 論 理
9 1 ゲ ル ク 派 で は ， 一 般 に ， 「 自 身 の 個 体 に 随 伴 す る 法 ( r a n g g i g s a l b a l a l j e s s u ' g r o l b a ' i c h o s )」
を 普 遍 の 定 義 と し て 立 て る ． 『 ラ ト ウ ド ウ タ 』 p . 9 7 . 4 f ; 『 セ ー ド ウ タ 』 p .1 2 6 . 1 5 ; 『 ヨ ン ジ ン ド ウ
タ 』 p . 5 7 . 3 ; 『 ロ ー リ ン ド ウ タ 』 p .1 2 . 7 f 等 参 照
' 2 『 セ ー ド ウ タ 』 p . 2 6 8 . 1 1 f ; 『 ヨ ン ジ ン ド ウ タ 』 p .1 9 . 2 f ; 『 ロ ー リ ン ド ウ タ 』 p ､ 4 . 6 参 照
” ダ ル マ キ ー ル テ イ の 普 遍 と 特 殊 の 解 釈 に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 4 8 f に お い て ,P V I . 4 0 - 4 2 =
P V i n n . 2 9 - 3 1 を 資 料 に し て 簡 単 に 紹 介 し た ． そ こ で ダ ル マ キ ー ル テ イ は ， 特 殊 を ， 壷 等 の 事 物
に お い て ， 他 か ら 反 転 し た も の と し て 成 立 し て い る も の と 規 定 し た ． 例 え ば ， 非 所 作 や 常 住 等
の 他 か ら 反 転 し た ， 所 作 ( k r t a k a ) と 無 常 ( a n i t y a ) が そ れ に 相 当 す る ．こ れ は ， 対 象 の 側 に 成 立
し て お り ， 所 謂 ’ 対 象 の 他 者 排 除 と 称 さ れ る も の に 相 当 し て い る ． 他 方 ， 普 遍 と は ， そ の 特 殊
を 根 拠 と し て ， 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の 所 作 性 ( k r t a k a t v a ) や 無 常 性 ( a n i t y a t v a ) を 指
す ． こ れ は 知 の 側 に 成 立 し て い る も の で ， 実 在 し て い な い ： こ の 普 遍 も ま た ， 他 か ら の 反 転 を
特 徴 と す る も の で あ る が ， 特 殊 と は 異 な り ， 分 別 知 に お い て ， 他 か ら 反 転 し た も の と し て 顕 現
す る 相 を 指 し て い る ． ち な み に ， 普 遍 も ま た 他 か ら の 反 転 を 相 と す る も の で あ る こ と は ， ダ ル
マ キ ー ル テ イ に よ り 明 言 さ れ て い る ． 例 え ば , P V m .3 0 : a r t h a n a m y a c c a s a m a n y a m a n y a -
v y a v r t t i l a k g a p a m / ; T i b . d o n m a m s k y i n i s p y i g a n g y i n " g z h a n l a s l o g p a ' i m t s h a n n y i d c a n 〃 「 諸 々 の
対 象 の 普 遍 は ， 他 か ら の 反 転 を 相 と す る も の で あ る ． 」
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学 に お い て は , そ の 混 同 を 避 け る た め に , 敢 え て 使 用 を 控 え た も の と 推 察 さ れ る “ ・
実 際 ， ツ ァ ン ナ ク パ の 体 系 で は ， 対 象 普 遍 は 「 普 遍 」 と い う 名 こ そ 付 け ら れ て は
い る が ， 普 遍 と は 全 く の 別 概 念 で あ る の で ， こ の 普 遍 と 特 殊 の 設 定 に お い て 言 及 さ
れ な い の で あ る ． こ の よ う に ， チ ベ ッ ト の 論 理 学 書 で は ， 諸 々 の 用 語 の 意 味 が イ ン
ド 原 典 に 見 ら れ る も の と は ズ レ て い た り 一 致 し な い こ と が 多 々 あ る の で , 注 意 す る
必 要 が あ る ．
4 ． 言 表 者 と 言 表 対 象 に 関 す る ツ ァ ン ナ ク パ の 見 解 ：
ツ ァ ン ナ ク パ も ま た ， チ ャ パ 同 様 に ， 言 表 者 ( I j o d b y e d , * a b h i d h a n a / v a c a k a )と
言 表 対 象 ( b 可 o d b y a , * a b h i d h e y a / v a c y a ) に 関 す る 纏 ま っ た 設 定 を 立 て て い な い が ，
チ ヤ パ と 同 じ く ， 言 表 対 象 を ， （ 1 ） 直 接 的 言 表 対 象 ( d n g o s k y i b ' j o d b y a ) と ,( 2 )
判 断 の 言 表 対 象 ( z h e n p a ' i b I j o d b y a ) の 二 つ に 分 け て い る こ と は 確 認 で き る ．こ れ
は ， 常 識 の 推 論 の 箇 所 に 見 出 さ れ る ．
「 言 葉 の 常 識 ［ の 推 論 ] ( b r d a ' i g r a g s p a , i ､ e . g a g s p a ' i r j e s d p a g ) に も ま た ，
語 の 直 接 的 及 び 判 断 の 言 表 対 象 ( s g a ' i d n " s d a n g z h e n p a ' i b r j o d b y a ) を 論
証 す る も の が 二 つ が あ る う ち ， ・ ・ ・ 」 （ 『 善 説 集 成 』 1 8 5 b 2 )
残 念 な が ら ， そ れ ら の 具 体 的 内 容 を 詳 し く 解 説 し た 箇 所 は 確 認 で き な い ． た だ ，
直 後 の 文 章 に 挙 げ ら れ た 論 証 式 か ら ， 直 接 的 言 表 対 象 と 判 断 の 言 表 対 象 の 内 容 を 推
察 す る こ と が 可 能 で あ る ． 即 ち ，
1 ． 有 兎 の 形 相 が 分 別 知 に 表 象 し た も の （ ＝ 有 兎 の 対 象 普 遍 ） が 有 法 ． 「 月 」 と
い う 語 に よ り 直 接 的 に 言 表 さ れ る べ き も の で あ る ． 分 別 知 の 顕 現 の 側 に 存
在 す る も の で あ る か ら ． 例 え ば ， 壷 の 普 遍 の 如 し " 、
2 ． 有 兎 の 事 物 が 有 法 ． 「 月 」 と い う 語 に よ り 判 断 し て 言 表 さ れ る べ き も の で あ
る ． 存 在 す る か ら ． 例 え ば ， 壷 の 如 し 9 6 .
9 4 チ ャ パ や ツ ァ ン ナ ク パ の テ キ ス ト で は ,s p y i m t s h a n と い う 語 は ， 筆 者 が 調 べ た 限 り で は ， 全
く 見 つ か ら ず , s p y i ' i m t s h a n n y i d と い う 語 が 使 用 さ れ て い る ． し か し ， こ れ は , 多 く の 場 合 ,s o s o ' i
m t s h a n n y i d ( 個 別 的 定 義 ）と の 対 で ， 「 一 般 的 定 義 」 の 意 味 で 使 用 さ れ る 場 合 が 殆 ど で あ り ， 自
相 と の 対 概 念 と し て 使 用 さ れ る 例 は む し ろ 稀 少 で あ る ．
9 5 『 善 説 集 成 』 1 8 5 b 2 f : r i b o n g c a n g y i r n a m p a r t o g p a l a s h a r b a c h o s c a n m z l a b a ' i s g r a s d n g o s s u
b I j o d p a r b y a b a y i n s t e m r t o g p a ' i s n a n g n g o r y o d p a ' i p h y i r m b u m p a ' i s p y i b z h i n n o z h e s p a s t e / . . .
％ 『 善 説 集 成 』 1 8 5 b 4 : r i b o n g c a n g y i d n g o s p o c h o s c a n m z l a b a ' i s g r a s z h e n n a s b l j o d p a r b y a b a y i n
t e [ / l y o d p a ' i p h y i r m b u m p a b z h i n n o z h e s p a s t e / . . .
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こ の 論 証 式 か ら ， 直 接 的 言 表 対 象 が ， 分 別 知 に 顕 現 す る 対 象 普 遍 で あ る こ と が 分
か る ． 他 方 ， 「 月 」 と い う 語 の 判 断 の 言 表 対 象 と し て ， 有 兎 の 事 物 ， 即 ち ， 月 が 挙
げ ら れ て い る ． 同 様 に ， こ こ で は 明 記 さ れ て い な い が ， 「 無 為 の 虚 空 」 と い う 語 の
判 断 の 言 表 対 象 は , 非 事 物 で あ る 無 為 の 虚 空 で あ る の で , 判 断 の 言 表 対 象 は , 事 物 ・
非 事 物 を 含 む 存 在 全 般 で あ る こ と が 推 察 さ れ る ． 以 上 の よ う に ， 言 表 者 及 び 言 表 対
象 の 基 本 的 設 定 に つ い て ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， チ ヤ パ と 見 解 を 共 有 し て い る こ と が 判
明 し た ． 言 表 対 象 を こ の よ う に 二 つ に 分 類 す る こ と は ， 後 代 ， ゲ ル ク 派 の ツ ォ ン カ
パ の 論 理 学 綱 要 書 に も 見 出 さ れ る ． そ こ で は ， チ ヤ パ や ツ ァ ン ナ ク パ が 明 示 し て い
な い 定 義 な ど も 立 て ら れ て い る 9 7 ．
他 方 ， サ パ ン は ， こ の 解 釈 を 『 正 理 宝 蔵 』 為 自 推 論 の 考 察 の 章 に お い て 前 主 張 に
引 い て 批 判 し て い る 9 8 . 言 表 対 象 に 関 す る サ パ ン の 見 解 に つ い て は 後 で 検 討 し よ う ．
V I . 小 結 ：
以 上 ， ツ ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集 成 』 を 資 料 と し て ， 彼 の 他 者 排 除 論 及 び そ れ に 関
連 し た 諸 主 題 を 検 討 し た ． そ こ か ら 判 明 し た こ と は 以 下 の 通 り で あ る ．
1 ． ツ ァ ン ナ ク パ は ， 他 者 排 除 を ， 語 の 対 象 と し て で は な く ， 分 別 知 の 知 の 作
用 と し て 捉 え て い る 点 で ， チ ヤ パ の 解 釈 を 踏 襲 し て い る ．
2 ． 但 し ， 他 者 排 除 の 設 定 の 仕 方 に は ， チ ヤ パ と 解 釈 の 相 異 が 見 ら れ る ． 即 ち ，
チ ャ パ は ， 他 者 排 除 を 分 別 知 の 三 つ の 作 用 の 一 つ と し て 立 て ， 分 別 知 の 科
段 に 属 す る 一 主 題 と 位 置 づ け た の に 対 し て ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， よ り 広 く 対
象 に 対 す る 知 の 作 用 の 仕 方 の 一 つ と し て ， 定 立 作 用 と 対 比 的 す る 形 で 設 定
し た ． 定 立 作 用 と 排 除 作 用 と い う 知 の 作 用 の 仕 方 を 独 立 し た 主 題 と し て 立
て る こ と は ， チ ャ パ に は 見 ら れ ず ， ツ ァ ン ナ ク パ に よ っ て 初 め て 為 さ れ た
も の で あ り ， 後 代 流 布 し て ゲ ル ク 派 等 に も 受 け 継 が れ た ．
9 7 『 七 部 論 書 入 門 』 で は ， ツ オ ン カ パ は 以 下 の 定 義 を 提 示 し て い る （ 同 書 p .1 2 1 1 . l - 4 )
D e f o f z h e n p a ' i b l j o d b y a : n g a g k u n s l o n g g i s h e s p a s z h e n p a ' i d b a n g g i s n g a g l a s g o b a r b y a
b a ｢ 言 葉 を 発 し よ う と 意 欲 す る ( k u n s l o n g , * s a m u t t h a n a ) 知 に よ り 判 断 す る 力 に よ っ て ，
言 葉 か ら 理 解 さ れ る べ き も の 」
D e f o f d n g o s k y i b I j o d b y a : n g a g k u n s l o n g g i r t o g p a l a s n a n g b a ' i d b a n g g i s n g a g l a s g o b a r
b y a b a 「 言 葉 を 発 し よ う と 意 欲 す る 分 別 知 に 顕 現 す る 力 に よ っ て ， 言 葉 か ら 理 解 さ れ る
べ き も の 」
9 8 『 正 理 宝 蔵 』 p . 3 4 8 f 参 照 ロ オ ケ ン チ ェ ン は ， そ の 前 主 張 者 を ツ ァ ン ナ ク パ に 同 定 し て い る ．
『 正 理 宝 蔵 ロ 註 』 p . 2 3 9 . 2 1 f 参 照
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3 ． 定 立 と 他 者 排 除 の 定 義 や 定 義 基 体 等 を 明 確 に 規 定 す る こ と は ， チ ヤ パ に は
見 ら れ ず ， 現 存 す る 資 料 に 依 る 限 り ， ツ ァ ン ナ ク パ が 最 初 で あ る ．
4 ． チ ャ パ が 他 者 排 除 の 一 主 題 と し て 立 て た 「 事 物 の 実 相 」 と い う 主 題 を ， ツ
ァ ン ナ ク パ は ， 定 立 と 排 除 の そ れ ぞ れ に 別 個 に 設 定 し ， 特 に ， 定 立 の 対 象
の 実 相 の 科 段 に お い て ， 『 量 決 択 』 及 び 『 量 評 釈 』 に 基 づ き ， ダ ル マ キ ー ル
テ イ の 他 者 排 除 論 を 解 説 し た ． そ こ で ツ ァ ン ナ ク パ は 比 較 的 正 確 に ダ ル マ
キ ー ル テ ィ の 解 釈 を 解 説 し て い る が ， そ れ を 「 他 者 排 除 」 と い う 語 に 結 び
付 け る こ と だ け を し て い な か っ た ．
5 ． 定 立 と 否 定 の 設 定 は ， 基 本 的 に チ ヤ パ の 設 定 に 随 順 し て お り ， 他 者 排 除 を
否 定 と 同 義 と 見 な す 解 釈 は ， チ ャ パ 同 様 に ツ ァ ン ナ ク パ に も 見 出 さ れ な い ．
ツ ァ ン ナ ク パ の 他 者 排 除 論 は ， 『 量 決 択 』 に お い て 唯 一 他 者 排 除 を 論 じ た 箇 所 で
あ る P V i n n . 2 9 - 3 1 か ら 派 生 し た 主 題 で あ る が ， チ ヤ パ の 『 量 決 択 註 』 の 当 該 部 に
対 す る 註 釈 と 比 較 す る 時 , 両 者 の 間 に は 顕 著 な 相 異 を 確 認 す る こ と が 出 来 る . 即 ち ，
『 量 決 択 チ ヤ パ 註 』 で は , P V i n n . 2 9 - 3 1 に 対 す る 註 釈 は ， 特 に 他 者 排 除 に は 結 び
付 け ら れ て お ら ず , そ こ に は ツ ァ ン ナ ク パ が 提 示 し た よ う な 他 者 排 除 の 纏 ま っ た 設
定 は 全 く 見 出 さ れ な い の で あ る ． し か も ， そ の 註 釈 は 半 フ ォ リ オ に も 充 た な い 分 量
（ 『 量 決 択 チ ヤ パ 註 』 1 0 8 b l - 5 ) で あ り ，こ の 箇 所 の 註 釈 を 見 る 限 り ， チ ヤ パ は ，
こ の 一 連 の 中 間 偶 の 重 要 性 を 全 く 理 解 し て い な い こ と が 分 か る ． 既 に 指 摘 し た よ う
に ， こ の 一 連 の 中 間 偶 に 対 す る 無 理 解 は ， ゴ ク 翻 訳 師 の 『 量 決 択 難 語 釈 』 に も 確 認
さ れ る と こ ろ で あ り ， 恐 ら く チ ャ パ も ま た , そ の 影 響 下 に あ っ た も の と 推 定 さ れ る ．
『 量 決 択 チ ヤ パ 註 』 で は ， 他 者 排 除 は ， 『 意 闇 払 拭 』 と 同 様 に ， 分 別 知 一 よ り 厳
密 に は 推 論 一 の 三 つ の 作 用 の 一 つ と し て ご く 簡 単 に 触 れ ら れ て い る だ け で あ り ，
そ こ に も ， 『 善 説 集 成 』 に 見 ら れ る よ う な 詳 し い 解 説 は 見 出 さ れ な い " ・ こ の こ と
は ， サ ン プ 系 論 理 学 の 学 統 に お い て ， 他 者 排 除 論 は 確 か に チ ャ パ に 起 源 す る が ， そ
れ が 独 立 し た 設 定 と し て 確 立 さ れ た の は ， こ の ツ ァ ン ナ ク パ に よ る こ と を 如 実 に 示
し て い る ． ツ ァ ン ナ ク パ も ま た ， 他 者 排 除 を 分 別 知 の 一 作 用 に 結 び 付 け る チ ヤ パ の
解 釈 を 踏 襲 し て お り ， そ の 点 に 問 題 を 含 む が ， 少 な く て も ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， こ の
一 連 の 偶 が 他 者 排 除 を 論 じ た も の で あ る こ と を 理 解 し て お り ， ゴ ク 翻 訳 師 や チ ヤ パ
” 『 量 決 択 チ ヤ パ 註 』 2 6 b 8 - 2 7 a 2 参 照 ．
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と 比 べ ， 他 者 排 除 に 関 す る 理 解 が 格 段 に 進 展 し て い る こ と が 分 か る ． そ の 意 味 で ，
現 在 利 用 可 能 な 資 料 に よ る 限 り ， サ ン プ 系 論 理 学 の 学 統 に お い て ， さ ら に は ， チ ベ
ッ ト 仏 教 論 理 学 史 に お い て , 他 者 排 除 論 を 初 め て 確 立 し た 人 物 は ツ ァ ン ナ ク パ で あ
る と 言 っ て も 決 し て 過 言 で は な い ． 少 な く て も ， ゴ ク 翻 訳 師 と チ ヤ パ の 二 人 と ツ ァ
ン ナ ク パ の 間 に は 他 者 排 除 理 解 に 雲 泥 の 差 が あ る の で あ る ．
こ の ツ ァ ン ナ ク パ の 他 者 排 除 論 は , 彼 の 弟 子 で あ る ツ ル ト ウ ン に よ り 受 け 継 が れ
て い く こ と に な る ． そ こ で ， 次 に ， ツ ル ト ウ ン の 他 者 排 除 論 を 検 討 し よ う ．
第 三 節 ． ツ ル ト ウ ン ・ シ ョ ン ヌ セ ン ゲ の 他 者 排 除 論 ：
ツ ル ト ウ ン ・ シ ョ ン ヌ セ ン ゲ ' " ( m T s h u r s t o n g z h o n n u s e n g g e , c a . 1 1 5 0 - 1 2 1 0 )
は ， ツ ァ ン ナ ク パ の 弟 子 に し て ' 0 1 , サ パ ン の 師 の 一 人 で あ り ， サ ン プ 系 論 理 学 を サ
パ ン に 伝 受 し た 人 物 と し て 注 目 に 値 す る ． キ ヤ ン ド ウ ル 寺 ( r K y a n g / s K y a n g ' d u r )
に お い て 活 躍 し た の で ， キ ヤ ン ド ウ ル ワ ・ ツ ル ト ウ ン ・ シ ョ ン ヌ セ ン ゲ と も 称 さ れ
る ． 彼 の 論 理 学 綱 要 書 『 論 理 学 智 慧 灯 明 』 （ 乃 加 d " z a s / z e s m b s g " " 碗 α , 以 下 ，『 智
慧 灯 明 』 ） は ， チ ャ パ の 『 意 闇 払 拭 』 や 師 ツ ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集 成 』 ， 取 り 分 け ，
後 者 に 多 く を 依 拠 し て お り ， 多 数 の 平 行 句 が 見 出 さ れ る ' 0 2 . 但 し ， チ ヤ パ や ツ ァ ン
ナ ク パ の 解 釈 に 従 っ て い な い 箇 所 も 散 見 し ， ツ ル ト ウ ン 独 自 の 解 釈 と 思 し き も の も
幾 つ か 確 認 で き る ． 他 方 ， 既 に 指 摘 し た よ う に 1 0 3 1 サ パ ン は ， 彼 の 『 正 理 宝 蔵 」 に
お い て ， こ の 『 智 慧 灯 明 ｣ を 前 提 と し て , 師 の 解 釈 を 主 な 批 判 対 象 と し て い る の で ，
サ パ ン の 他 者 排 除 論 を 分 析 す る に 先 立 ち ， そ の 予 備 的 研 究 と し て ， ツ ル ト ウ ン の 解
1 m ツ ル ト ウ ン 及 び 彼 の 『 智 慧 灯 明 』 に つ い て は , H u g o n 2 0 M , I n t r o . p p . v i i - x i x に 概 観 が な さ れ
て お り 有 益 で あ る ． 同 書 は 『 智 慧 灯 明 』 の 校 訂 テ キ ス ト を も 含 む ． 他 に も , J a c k s o n l 9 8 7 , p ､1 0 6
に 既 に ツ ル ト ウ ン に 関 す る 情 報 が 提 示 さ れ て い る ．
1 0 1 実 際 ， ロ オ ケ ン チ ェ ン は ， ツ ル ト ウ ン を ， ツ ァ ン ナ ク パ の 随 順 者 と 称 し て い る ． 『 正 理 宝 蔵
ロ 註 』 p ､ 1 6 1 . 6 f : s l o b d p o n g T s a n g n a g p a d a n g / d e ' i I j e s ' b r a n g m T s h u r s t o n g z h o n n u s e n g g e s o g s / . . .
他 に も ， 『 マ ン ト ウ 仏 教 史 年 表 』 に は ， マ チ ャ と ツ ァ ン ナ ク パ の 弟 子 と 明 記 さ れ て い る ． 同 書
3 0 3 . 1 f : n y i s h u p a l a r K y a n g ' d u l d u / r M a b y a b y a n g b r t s o n d a n g g T s a n g n a g p a ' i s l o b m a m T s h u r
s t o n g z h o n s e n g l a … 「 ［ サ パ ン が ］ 二 十 歳 の と き ， キ ャ ン ド ウ ル 寺 に お い て ， マ チ ャ ・ チ ャ ン ［ チ
ュ プ ］ ツ ウ ン ［ ド ウ ］ と ツ ァ ン ナ ク パ の 弟 子 で あ る ツ ル ト ウ ン ・ シ ョ ン ヌ セ ン ゲ に ， ・ ・ ・ 」
1 0 2 部 分 的 に は ,P a s c a l e H u g o n に よ り 『 智 慧 灯 明 』 の 校 訂 註 記 に 言 及 さ れ て い る が ， 決 し て 網 羅
的 で は な い ． 筆 者 に よ る 『 意 闇 払 拭 』 （ 第 一 章 ， 第 二 章 後 半 部 ， 第 三 章 ） 及 び 『 正 理 宝 蔵 』 （ 第
八 章 後 半 部 ） の テ キ ス ト 校 訂 の 後 註 に は ， 認 識 手 段 論 を 主 題 と し て ， 『 意 闇 払 拭 』 と 『 量 決 択 チ
ャ パ 註 』 ， 『 善 説 集 成 』 ， 『 智 慧 灯 明 』 ， 『 正 理 宝 蔵 』 等 の 間 の 平 行 句 の 収 集 が 包 括 的 に 行 わ れ
て い る ． 西 沢 2 0 1 1 b , V o l . 3 , p p .1 5 - 1 3 5 参 照 ．
l o 3 西 沢 2 0 0 7 参 照
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釈 を 確 認 し て お く こ と が 必 要 と な っ て い る ．
I ． 『 智 慧 灯 明 』 に お け る 他 者 排 除 論 の 位 置 付 け ：
『 智 慧 灯 明 』 に お い て は ， 他 者 排 除 論 は ， 「 そ れ ら の 知 （ ＝ 十 の 知 ） の 設 定 ( b l o
d e d a g g i m a m p a r g z h a g p a )｣ [ 1 1 . 1 0 ] と い う 科 段 の 下 に 見 出 さ れ る ． 即 ち ，ツ
ル ト ウ ン は ， 直 前 に お い て ， 知 を 十 に 分 け た 後 で ， そ れ ら の 知 を ， 1 ． 「 定 立 と 他
者 排 除 ( b s g m b p a d a n g g z h a n s e l )｣ , 2 ． 「 有 分 別 知 と 無 分 別 知 ( r t o g b c a s d a n g
r t o g m e d )｣ , 3 ． 「 認 識 手 段 と 非 認 識 手 段 ( t s h a d m a d a n g t s h a d m a m a y i n p a )」
の 下 位 科 段 の 下 で 解 説 し て い る ． こ の う ち ， 最 初 の 科 段 に お い て ， 他 者 排 除 の 纏 ま
っ た 設 定 が 立 て ら れ て い る ． チ ヤ パ は ， 『 意 闇 払 拭 』 に お い て ， 他 者 排 除 の 設 定 を
分 別 知 の 科 段 の 下 に 配 置 し た が , そ の 点 で ツ ル ト ウ ン は 立 場 を 異 に し て い る ． ま た ，
他 者 排 除 を 定 立 と 共 に 併 せ て 論 じ た 点 で は , ツ ァ ン ナ ク パ の 設 定 を 踏 襲 し て い る と
言 え よ う ．
ツ ル ト ウ ン は ， 「 定 立 と 他 者 排 除 」 の 科 段 冒 頭 部 に お い て ， ま ず 最 初 に 諸 々 の 知
が 定 立 及 び 排 除 の 点 か ら 如 何 に 分 け ら れ る の か と い う 点 を 簡 単 に こ う 纏 め て い る ．
「 知 の 種 類 は ， 三 つ な い し 十 で も よ く 1 0 4 , 一 切 の 知 も ま た ， 顕 現 対 象 に 対 し
て 定 立 を 通 じ て 作 用 し ， 判 断 対 象 と 行 動 対 象 に 対 し て 排 除 を 通 じ て 作 用 す
る . 」 （ 『 智 慧 灯 明 』 p ､ 1 1 ･ 1 3 f l o s )
こ の ツ ル ト ウ ン の 解 釈 は ， チ ヤ パ や ツ ァ ン ナ ク パ の 解 釈 と は 全 く 異 な り ， ま た ，
後 代 の ゲ ル ク 派 の 解 釈 と も 相 異 す る 独 自 の も の で あ る ． 通 常 は ， ご く 大 雑 把 に 言 う
な ら ば ， 定 立 作 用 は 無 分 別 知 の 作 用 ， 排 除 作 用 は 分 別 知 の 作 用 と 表 現 で き る が ， こ
こ で ツ ル ト ウ ン は ， 定 立 作 用 を ， 顕 現 対 象 に 対 し て 作 用 す る 仕 方 ， 排 除 作 用 を ， 判
断 対 象 と 行 動 対 象 に 対 し て 作 用 す る 仕 方 と 規 定 し て い る 点 で 異 色 で あ る ．
・ 定 立 作 用 ＝ 顕 現 対 象 に 対 す る 知 の 作 用 の 仕 方
' 0 4 ツ ル ト ウ ン は ， 知 の 三 分 類 説 と 十 分 類 説 の 二 つ を 提 示 し て い る ． 『 智 慧 灯 明 』 p . 1 0 . 5 参 照 ．
前 者 は ， 先 き に 紹 介 し た チ ヤ パ の 設 定 で , ( 1 ) 無 分 別 不 迷 乱 知 ( = 直 接 知 覚 ), ( 2 ) 分 別 知 ，
( 3 ) 無 分 別 迷 乱 知 の 三 つ に 分 け る も の で あ る ． 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 5 2 参 照 ． 後 者 は ， 二 つ の 認 識 手 段
と 八 つ の 非 認 識 手 段 の 知 を 立 て る も の で ， 同 じ く チ ャ パ の 七 分 類 説 （ 二 つ の 認 識 手 段 と 五 つ の 非
認 識 手 段 の 知 ） を 基 に し て ， 多 少 の 改 変 を 加 え た も の で あ る ． ツ ル ト ウ ン は ， こ の 十 分 類 説 を 立
て た 後 で ， 八 つ の 非 認 識 手 段 の 知 は 結 局 五 つ に 包 摂 さ れ る こ と を 認 め て い る の で ， チ ヤ パ 流 の
七 分 類 説 を も 受 け 入 れ て い る こ と が 分 か る ． 『 智 慧 灯 明 』 p . 2 1 . 1 1 - 1 3 参 照
' 0 5 b l o r i g s g s u m ' a m b c u ' a n g m n g s t e b l o t h a m s c a d k y a n g s n a n g y u l l a b s g m b p a ' i s g o n a s i u g l a /
z h e n y u l d a n g j u g y u l l a s e l b a i i s g o n a s y u g p a y i n n o "
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・ 排 除 作 用 ＝ 判 断 対 象 と 行 動 対 象 に 対 す る 知 の 作 用 の 仕 方
こ れ は ， 知 の 二 つ の 作 用 を ， 知 の 側 か ら で は な く ， 対 象 の 側 か ら 設 定 す る も の で
あ り ， チ ヤ パ や ツ ァ ン ナ ク パ の 設 定 と は 設 定 の 仕 方 自 体 が 全 く 異 な っ て い る . 即 ち ，
ツ ル ト ウ ン に よ れ ば ， 分 別 知 で あ れ ， 無 分 別 知 で あ れ ， 対 象 が 顕 現 す る 作 用 は 共 に
あ る ． 無 分 別 知 に は 自 相 が 顕 現 し ， 分 別 知 に は 対 象 普 遍 が 顕 現 す る か ら で あ る ． そ
れ 故 ， 分 別 知 と 無 分 別 知 に は ， 共 に 顕 現 対 象 に 対 し て 定 立 作 用 が あ る と 考 え る の で
あ る ． チ ヤ パ や ツ ァ ン ナ ク パ は ， 分 別 知 に も 対 象 普 遍 が 顕 現 す る こ と は 認 め る が ，
そ れ だ け で は 分 別 知 に 定 立 作 用 を 認 め る こ と は せ ず に ， 自 相 が 顕 現 す る 知 の 作 用 を
定 立 作 用 と 規 定 す る こ と で ， 無 分 別 知 と 分 別 知 の 作 用 の 仕 方 を 峻 別 し て い る ． こ の
点 で 両 者 は 解 釈 が 全 く 相 異 し て い る ．
同 様 に ， ツ ル ト ウ ン は ， 分 別 知 の み な ら ず ， 無 有 分 別 知 に も ， 判 断 対 象 と 行 動 対
象 に 対 し て 排 除 作 用 が あ る と 認 め る ． こ れ は ， 無 分 別 知 に も ， 判 断 作 用 な い し 対 象
確 定 作 用 を 認 め る こ と に 他 な ら な い ． 例 え ば ， 壷 を 把 握 す る 直 接 知 覚 は ， 自 身 に 壷
が 顕 現 す る の で ， 顕 現 対 象 に 対 し て 定 立 作 用 で あ る が ， そ れ の み な ら ず ， 反 対 項 で
あ る 非 壺 を 排 除 す る 形 で 壷 に 対 し て 働 く の で ， 壷 に 対 し て 排 除 作 用 で あ る ． こ の 場
合 ， 壷 は ， そ の 直 接 知 覚 の 自 身 の 判 断 対 象 及 び 行 動 対 象 と さ れ る ． こ れ は ， 非 壺 を
排 除 す る と 同 時 に ， 壷 を 確 定 ・ 判 断 す る こ と を 意 味 す る の で ， 直 接 知 覚 に 対 象 確 定
作 用 を 認 め る こ と を 意 味 し て い る ． こ れ に 対 し て ， チ ャ パ や ツ ァ ン ナ ク パ は ， 判 断
と 排 除 を 分 別 知 の 作 用 に 限 定 し て い る の で ， 無 分 別 知 が 対 象 を 判 断 し た り ， 反 対 項
の 増 益 を 排 除 し た り す る こ と は 認 め な い 1 0 6 . 例 え ば , ツ ァ ン ナ ク パ は , 排 除 作 用 を ，
「 そ れ と 判 断 す る 力 に よ り ［ そ れ よ り ］ 他 の も の と 把 握 す る こ と を 排 除 す る も の 」
と 定 義 し た が ， こ の 定 義 は ， ま さ に ， 排 除 作 用 に ， 判 断 と 排 除 の 二 つ の 作 用 が 含 意
さ れ て い る こ と を 示 唆 し て い る ． こ の 二 つ の 作 用 は ， 排 除 作 用 で あ る 分 別 知 に あ る
ほ か ， 定 立 作 用 で あ る 無 分 別 知 に は 認 め ら れ な い ．
こ の よ う な ツ ル ト ウ ン の 解 釈 は ， 或 る 意 味 ， 分 別 知 と 無 分 別 知 の 境 界 線 を 非 常 に
暖 昧 に す る も の で あ る ． ツ ル ト ウ ン に よ れ ば ， 分 別 知 に も 無 分 別 知 に も ， 顕 現 ・ 判
断 ・ 排 除 と い う 三 つ の 作 用 が 共 通 し て 認 め ら れ る か ら で あ る ．
' “ 前 述 し た よ う に ， チ ヤ パ や ツ ァ ン ナ ク パ が 直 接 知 覚 に 対 象 確 定 作 用 や 判 断 作 用 を 認 め る か 否
か と い う 点 に つ い て は ， 彼 ら の 認 識 手 段 論 と 併 せ て 論 ず る 必 要 が あ る の で ， そ れ に つ い て は 別
稿 に て 検 討 す る ． こ こ で は ， 少 な く て も 他 者 排 除 論 の 文 脈 で は ， チ ヤ パ や ツ ァ ン ナ ク パ は 直 接 知
覚 に 対 象 確 定 作 用 や 判 断 作 用 を 認 め な い 立 場 で あ る と 言 う に 留 め る ．
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チ ャ パ と ツ ァ ン ナ ク パ は ， 諸 々 の 知 を ， そ れ ぞ れ ， （ 1 ） 定 立 作 用 ， （ 2 ） 排 除 作
用 ， （ 3 ） そ の 何 れ の 作 用 も な い も の の 三 つ の 何 れ か に 振 り 分 け た が ， そ の よ う な
振 り 分 け は ， ツ ル ト ウ ン の 体 系 で は あ り 得 な い ． 一 つ の 知 が ， 対 象 に 応 じ て ， あ る
い は 定 立 作 用 ， あ る い は 排 除 作 用 に な る こ と を 認 め る か ら で あ る ． そ れ 故 ， 全 て の
知 は ， そ の 対 象 に 応 じ て ， 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 両 者 を 有 す る こ と に な る ． こ れ は
極 め て 特 殊 な 解 釈 で あ り ， 恐 ら く は ツ ル ト ウ ン 独 自 の 解 釈 か と 思 わ れ る ． ツ ル ト ウ
ン の 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 設 定 を 検 討 す る 際 に は , 以 上 の 彼 独 自 の 設 定 を 念 頭 に 置
く 必 要 が あ る ．
I I . 定 立 に 関 す る ツ ル ト ウ ン の 見 解 ：
ツ ル ト ウ ン の 定 立 ／ 定 立 作 用 に 関 す る 見 解 は ， 「 定 立 を 通 じ て 作 用 す る 仕 方
( b s g r u b p a ' i s g o n a s l j u g p a ' i t s h u l )」 と い う 科 段 [ 1 1 . 1 5 - 1 9 . 5 ] に お い て 纏 め た 形
で 示 さ れ て い る ． そ れ は ， 1 ． 定 義 ［ 1 1 . 1 7 ］’ 2 ． 定 義 基 体 を 喰 例 と し て 述 べ る
こ と ［ 1 1 . 1 9 ］' 3 ． 定 立 は 実 体 を 対 象 と す る も の で あ る こ と ［ 1 2 . 1 ］ の 三 つ の 科 段
か ら 成 る が ， そ れ は ， 明 ら か に 『 善 説 集 成 』 の 科 段 構 成 を 踏 襲 し た も の で あ る ．
ま ず 最 初 に ， ツ ル ト ウ ン は ， 定 立 の 定 義 と 定 義 基 体 を 以 下 の よ う に 説 い て い る ．
「 第 一 （ ＝ 定 義 ） は ， ＜ 対 象 の 自 体 を 顕 現 を 通 じ て 対 象 と す る も の ( d o n g y i
r a n g g i n g o b o s n a n g p a ' i s g o n a s y u l d u b y e d p a ) > で あ る ・ 第 二 ( = 定 義 基
体 ） は ， （ 1 ） 無 分 別 不 迷 乱 知 に お け る ［ 青 の ］ 顕 現 ' 0 7 ,( 2 ) [ 無 分 別 ］ 迷 乱
知 に お け る 二 月 の 顕 現 ， （ 3 ） 分 別 知 に お け る 火 の 普 遍 （ ＝ 対 象 普 遍 ） の 顕 現
等 で あ る . 」 （ 『 智 慧 灯 明 』 p l l . 1 7 - 2 0 )
火 を 把 握 す る 分 別 知 は ， 火 の 対 象 普 遍 を ， 顕 現 を 通 じ て 対 象 と す る も の で あ る の
で ， 火 の 対 象 普 遍 に 対 し て 定 立 作 用 で あ る と 解 釈 す る ． ツ ァ ン ナ ク パ は ， 定 立 作 用
を ， ＜ 自 相 を 顕 現 を 通 じ て 把 握 す る も の ＞ と 規 定 し ， 二 月 が 顕 現 す る 無 分 別 迷 乱 知
に は 二 月 が 顕 現 し て も ， 自 相 と し て の 月 は 顕 現 す る こ と を 認 め な い の で ’ 無 分 別 迷
乱 知 に は 定 立 作 用 を 認 め な い ． こ れ に 対 し て ， ツ ル ト ウ ン は ’ そ の よ う な 無 分 別 迷
乱 知 に も ， 二 月 は 顕 現 す る の で ， そ の 二 月 に 対 し て 定 立 作 用 で あ る こ と を 認 め て お
1 0 7 r t o g m e d m a k h r u l p a l a [ s n g o n p o ] s n a n g b a と 補 足 す る ．s g n p o を 補 足 す る の は ， 直 後 で ，
こ の 第 一 の 例 を 主 題 と し て ， 事 物 の 実 相 等 が 解 説 さ れ て い る が ， そ こ で は ， 青 ( s n g o n p o ) を 把
握 す る 知 が 主 題 と な っ て い る か ら で あ る ．
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り ， こ の 点 で ， 両 者 は 解 釈 を 異 に し て い る ． こ の こ と を 念 頭 に お い て ， ツ ル ト ウ ン
は ， ツ ァ ン ナ ク パ の 定 義 を 基 に し つ つ ， 定 義 中 の 「 自 相 」 の 部 分 を 「 対 象 の 自 体 」
と 改 変 し た の で あ る ． こ の 理 論 的 背 景 に は ， 先 き に 指 摘 し た よ う に ， 一 切 の 知 に 顕
現 対 象 に 対 す る 定 立 作 用 を 設 定 す る ツ ル ト ウ ン 独 自 の 解 釈 が 潜 在 し て い る ．
他 方 ， 第 三 の 「 定 立 は 実 体 を 対 象 と す る も の で あ る こ と 」 の 科 段 は ， 1 ． 対 象 で
あ る 事 物 の 実 相 ［ 1 2 . 4 ］’ 2 ． 有 対 象 で あ る 知 の 把 握 方 法 ［ 1 4 . 1 5 ］’ 3 ． 知 と 対 象
が 一 致 す る こ と を 考 察 す る こ と ［ 1 5 . 1 ］， と い う 三 つ の 科 段 か ら な る が ， こ れ ら も
ま た ， ツ ァ ン ナ ク パ の 科 段 構 成 を 踏 襲 し た も の で あ り ， そ こ に 述 べ ら れ た 内 容 も ，
基 本 的 に ， 『 善 説 集 成 』 に 見 ら れ る も の と 大 差 な い ． た だ , 事 物 の 実 相 に つ い て は ，
微 妙 な 表 現 の 違 い も 見 ら れ る の で ， そ の 重 要 性 を 鑑 み ， 以 下 に 挙 げ て お く 1 0 8 .
1 ． 非 青 か ら 反 転 し た 青 と し て 存 す る こ と ( s n g o n p o m i n p a l a s l o g p a ' i s n g o n p o r
g n a s p a )
2 ． 青 と 所 作 ・ 無 常 等 の 法 の 区 別 は ， 実 体 が 無 区 別 で あ る の で ， 別 異 を 欠 く も
の と し て 存 す る こ と ( s n " n p o d a n g b y a s m i r t a g l a s o g s p a c h o s k y i d b y e ! b a
m a m s r d z a s d b y e r m i p h y e d p a s t h a d a d k y i s s t o n g p a r g n a s p a )
3 ． そ れ ら （ ＝ 青 と 所 作 ・ 無 常 等 ） は 別 異 な も の と 増 益 さ れ た こ と ( d e d a g t h a
d a d d u s g r o b t a g s p a )
ツ ァ ン ナ ク パ は ， 有 法 と し て 壷 を 挙 げ て い た が ， こ こ に は そ れ が 明 記 さ れ て お ら
ず ， そ の 代 わ り に ， 青 が 有 法 と し て 提 示 さ れ て い る ．
以 下 ， 増 益 の 根 拠 ， 形 相 ， 作 用 の 三 つ が 順 次 に 解 説 さ れ て い る ． そ れ は 基 本 的 に
先 に 紹 介 し た ツ ァ ン ナ ク パ の 記 述 を 踏 襲 し た も の で あ る の で , そ の 紹 介 は 割 愛 す る
が ， ツ ル ト ウ ン の 記 述 は ， 晦 渋 な ツ ァ ン ナ ク パ の 記 述 を よ り 分 か り や す く 解 説 し た
も の と な っ て い る の で ， ツ ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集 成 』 を 読 解 す る 際 に は ， 有 用 で あ
る こ と を 付 言 し て お く ．
他 方 ， 定 立 作 用 の 知 の 把 握 方 法 に つ い て は ， こ う 規 定 し て い る ．
「 把 握 方 法 は ， 顕 現 ・ 判 断 ・ 排 除 の 三 つ の う ち ， こ こ （ ＝ 青 が 顕 現 す る 感 官
知 ？ ） で は 無 分 別 知 は 顕 現 作 用 ( s n a n g b a ' i b y e d p a ) に よ り 作 用 す る の で あ
る . 」 （ 『 智 慧 灯 明 』 p . 1 4 . 1 6 )
1 0 8 『 智 慧 灯 明 』 p . 1 2 . 8 - 1 5 参 照
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こ れ も ま た ， 前 出 の ツ ァ ン ナ ク パ の 規 定 （ 『 善 説 集 成 』 1 1 7 a 7 ) を 踏 襲 し た も の
で あ る ．
I I I . 他 者 排 除 に 関 す る ツ ル ト ウ ン の 見 解 ：
他 方 ， 他 者 排 除 の 設 定 は ， 以 下 の 科 段 か ら 構 成 さ れ て い る ．
他 者 排 除 を 通 じ て 作 用 す る 仕 方 ( g z h a n s e l p a ' i s " n a s i u g p a )[ 1 9 . 6 - 2 1 . 4 ]
1 ． 定 義 ［ 1 9 . 8 ］
2 ． 嚥 例 ［ 1 9 . 1 0 ］
3 ． 排 除 が 部 分 （ ＝ 反 体 ） を 対 象 と す る も の で あ る と 論 証 す る こ と ( s e l p a
I c h a ' i ' 0 9 ] y u l c a n d u b s g r u b p a )[ 1 9 . 1 5 ]
1 ． 対 象 で あ る 事 物 の 実 相 ( y u l d n " s p o ' i g l a s l u g s )[ 1 9 . 1 7 ]
2 ． 有 対 象 で あ る 知 の 把 握 方 法 ( y u l c a n b l o ' i' d z i n s t a n g s )[ 2 0 . 2 ]
3 ． 知 と 対 象 が 一 致 し て い る と 考 察 す る こ と ( b l o d o n m t h u n p a r b s a m p a )
［ 2 0 . 7 ］
こ の 科 段 は ， 先 き に 紹 介 し た ツ ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集 成 』 に 見 ら れ る 他 者 排 除 の
科 段 を 踏 襲 し た も の で あ る こ と は 明 ら か で あ る . 以 下 , そ の 内 容 を , ツ ァ ン ナ ク パ ，
さ ら に は ， チ ヤ パ の 解 釈 と 比 較 対 照 し つ つ ， 紹 介 し て 行 こ う ． ま ず 他 者 排 除 の 定 義
は 以 下 の 通 り で あ る ．
・ 他 者 排 除 の 定 義 ： 対 象 の 反 対 項 を 排 除 す る こ と を 通 じ て 対 象 と す る も の ( d o n
g y i b z l o g p h y o g s b s a l b a ' i s g o n a s y u l d u b y e d p a )[ 1 9 . 9 ]
' ” 『 智 慧 灯 明 』 p .1 9 , n . 2 6 に は ，こ の 箇 所 に テ キ ス ト 的 問 題 が あ る こ と を 指 摘 し , c h a ' i y u l c a n
（ 部 分 を 対 象 と す る も の ） の 読 み を 提 唱 し て い る ． こ の 場 合 , c h a と い う 語 が 何 を 意 味 す る か が
問 題 で あ る ． こ の 科 段 は ， 前 出 の b s g m b p a d e r d z a S k y i y u l c a n d u b s g r u b p a ( 『 智 慧 灯 明 』 p ・
l l . 1 6 )と 対 に な っ て い る も の で あ り , r d z a s と の 対 比 を 考 え る な ら ば ,l d o g p a に 相 当 す る 語 で
あ る は ず で あ る ． 実 際 ， こ の 一 連 の 科 段 は ， 『 善 説 集 成 』 の 引 き 写 し で あ る が ， 同 書 に は ， こ の
部 分 は , s e l p a d e l d o g p a ' i y u l c a n d u b s g m b p a と あ る （ 同 書 1 1 8 b 5 ). そ れ 故 , l d o g p a ' i y u l c a n
の 誤 記 の 可 能 性 も あ る の だ が ， 『 善 説 集 成 』 に は ， こ の 定 立 と 他 者 排 除 の 議 論 の 導 入 部 に お い て ，
r t o g p a p h a ' i y u l c a n n o ( 分 別 知 は 部 分 を 対 象 と す る も の で あ る ）典 拠 不 明 の 引 用 文 が 見 ら れ る
の で ， ツ ル ト ウ ン が こ の 一 文 を 念 頭 に お い て , l d o g p a で は な く ,c h a と い う 語 を あ え て 使 用 し た
可 能 性 が あ る ． そ れ 故 ， 読 み と し て は , c h a の 読 み を 取 り ， 意 味 的 に は ,l d o g p a と 同 様 の 意 味
で 用 い ら れ て い る と 解 釈 す る ． 恐 ら く , P V I ． 5 0 に 示 さ れ る よ う に ， 言 葉 や 分 別 知 は ， 対 象 の 部
分 ( c h a s h a s , a m S a ), 例 え ば ， 所 作 や 無 常 等 の 部 分 に 対 し て 個 別 的 に 働 く こ と を 念 頭 に お い て ，
c h a と い う 語 を 使 用 し て い る の で あ ろ う ．
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例 え ば ， 無 常 を 理 解 す る 分 別 知 は ， 無 常 の 反 対 項 で あ る 常 住 を 排 除 す る こ と を 通
じ て ， 無 常 を 対 象 と す る も の ， 無 常 に 対 し て 作 用 す る も の で あ る の で ， 他 者 排 除 と
云 わ れ る ． ツ ァ ン ナ ク パ は ， 他 者 排 除 を ， 「 そ れ と 判 断 す る 力 に よ り ［ そ れ よ り ］
他 の も の と 把 握 す る こ と を 排 除 す る も の 」 と 定 義 し た が ， ツ ル ト ウ ン の 定 義 は ， そ
れ と は 表 現 上 の 相 異 は 見 ら れ る が ， 内 容 的 に は 大 差 は な い ．
次 の 嚥 例 の 科 段 で は ， ツ ル ト ウ ン は ， 実 質 上 ， 他 者 排 除 を 三 つ に 大 別 し て い る ．
1 ． 正 ［ 知 ］ の 他 者 排 除 ( y a n g d a g p a ' i g z h a n s e l ) = 推 論 ／ 憶 測 ／ 再 決 知
＊ 定 義 ： 対 象 と 一 致 す る も の と 確 定 す る こ と に よ り ， 一 致 し な い も の と 把 握 す
る も の を 排 除 す る も の ( d o n d a n g m t h u n p a r n g e s p a s m i m t h u n p a r ' d z i n p a
s e l p a )
2 ． 誤 知 の 他 者 排 除 ( l o g s h e s k y i g z h a n s e l ) = 誤 知
＊ 定 義 ： 対 象 と 一 致 し な い も の と 確 定 す る こ と に よ り ， 一 致 す る も の と 把 握 す
る も の を 排 除 す る も の ( d o n d a n g m i m t h u n p a r n g e s p a s m t h u n p a r ' d z i n p a
s e l p a )
3 ． 疑 念 の 他 者 排 除 ( t h e t s h o m g y i g z h a n s e l ) = 疑 念
＊ 定 義 ： 確 定 さ れ る べ き 対 象 に 対 し て 他 辺 と 分 別 す る こ と よ っ て ， 正 し い ， な
い し ， 誤 っ た 一 辺 と 確 定 す る も の を 排 除 す る も の ( n g e s b y a ' i d o n l a m t h a '
g z h a n d u r t o g p a s y a n g d a g g a m l o g p a ' i m t h a ' g c i g t u n g e s p a s e l b a )
ツ ル ト ウ ン に よ れ ば ， 全 て の 知 は ， 自 身 の 判 断 対 象 な い し 行 動 対 象 に 対 し て 他 者
排 除 で あ る が , そ れ は 何 を 排 除 す る の か と い う 点 か ら 以 上 の 三 つ に 分 け ら れ て い る ．
『 善 説 集 成 』 の 当 該 科 段 で は ， 推 論 等 の 《 判 断 対 象 に 対 し て 不 迷 乱 な 分 別 知 》 と 疑
念 の 二 つ が 挙 げ ら れ て い た ほ か ， 有 分 別 誤 知 は ， 排 除 作 用 の 知 と は 見 倣 さ れ て い な
か っ た が ， ツ ル ト ウ ン は ， チ ャ パ 同 様 に ， 有 分 別 誤 知 に も 排 除 作 用 を 認 め て お り ，
こ の 点 で ， 解 釈 が 分 か れ て い る ． さ ら に は ， 分 別 知 の み な ら ず ， 無 分 別 知 に も 他 者
排 除 を 認 め る 点 で ， チ ャ パ や ツ ァ ン ナ ク パ と 解 釈 を 異 に し て い る ．
第 三 の 科 段 「 排 除 が 部 分 （ ＝ 反 体 ） を 対 象 と す る も の で あ る と 論 証 す る こ と 」 に
お い て は ， 基 本 的 に ， ツ ル ト ウ ン は ， ツ ァ ン ナ ク パ の 設 定 を 踏 襲 し て い る ． 即 ち ，
こ の 科 段 も ま た ， 「 対 象 で あ る 事 物 の 実 相 」 等 の 三 つ の 同 様 の 科 段 が 立 て ら れ て お
り ， そ の 内 容 も ま た ， ツ ァ ン ナ ク パ の 記 述 を 踏 ま え た 上 で ， そ れ を 分 か り や す く 解
説 し た も の と な っ て い る ． そ れ 故 ， 逐 一 解 説 す る こ と は し な い が ， 幾 つ か 重 要 な 点
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の み を 紹 介 し て お こ う ． ま ず ， 排 除 作 用 の 対 象 の 事 物 の 実 相 と し て 以 下 の 三 つ が 挙
げ ら れ て い る ．
1 ． 火 と し て 存 立 す る こ と ( m e r g l a s p a )
2 ． そ の 法 で あ る 所 作 ・ 無 常 等 が 別 異 を 欠 く も の （ ＝ 無 別 異 な も の ） と し て 存
立 す る こ と ( d e ' i c h o s b y a s m i r t a g p a l a s o g s p a t h a d a d k y i s s t o n g p a r g l a s
p a )
3 ． 場 所 ・ 時 ・ 形 相 が 別 異 の 火 が 相 互 に 随 伴 す る こ と を 欠 く も の と し て 存 立 す
る こ と ( y u l d u s m a m p a t h a d a d b ' i m e p h a n t s h u n l j e s ' g r o s s t o n g p a r g l a s
p a )
こ れ は ， 先 き に 紹 介 し た 『 善 説 集 成 』 の 当 該 科 段 [ 1 1 8 a 5 f . ］ の 内 容 を 踏 襲 し た も
の で あ る . そ れ に 後 続 す る 第 二 の 科 段 ｢ 有 対 象 で あ る 知 の 把 握 方 法 ｣ の 内 容 も ま た ，
『 善 説 集 成 』 の 当 該 科 段 [ 1 1 8 b 6 f . ] の 引 き 写 し で あ る の で 1 1 0 , そ の 内 容 紹 介 は 割 愛
す る ．
第 三 の 科 段 「 知 と 対 象 が 一 致 し て い る と 考 察 す る こ と 」 に は ， 『 善 説 集 成 』 同 様
に , P V I . 4 8 c d と P V i n n . 8 が 引 用 さ れ て お り ， 内 容 的 に 対 応 し て い る ． 但 し ，こ
の 科 段 に は ， 最 後 の 部 分 に ， 『 善 説 集 成 』 に 見 ら れ な い 「 私 の 上 師 で あ る 智 慧 の 眼
を 備 え た 者 達 ( b d a g g i b l a m a b l o g r o s I g r i s p y a n d a n g l d a n p a d a g )」 の 見 解 が 紹 介
さ れ て い る ． こ の 見 解 が 誰 の も の で あ る の か ま だ 同 定 で き な い が ， 注 目 す べ き 内 容
を 含 ん で い る の で ， 当 該 部 分 を 引 い て お く ．
「 事 物 を 常 住 や 真 実 [ 成 立 ］ と 判 断 す る 誤 知 も ま た ， 判 断 方 法 ( z h e n s t a n g s )
が 対 象 と 一 致 し て い な い の で ， 判 断 対 象 ( z h e n y u l , i ､ e ・ 常 住 等 ） の 部 分 に 対
し て 誤 知 で あ る け れ ど も , 判 断 基 体 ( z h e n g z h i ) で あ る 事 物 の み に 対 し て は ，
顕 現 ・ 判 断 ・ 排 除 ［ の 三 つ の 作 用 ］ が あ る の で ， 事 物 を 判 断 対 象 と し て 有 す
る も の で あ る が ， 判 断 の 形 相 ( z h e n p a ' i m a m p a ) に 依 拠 し て 増 益 の 確 定 を
排 除 す る の で ， 「 他 者 排 除 」 と 云 わ れ る ． そ れ ら は ， 他 ［ の 知 ］ を 排 除 し て
確 定 す る 「 知 の 他 者 排 除 ( b l o g z h a n s e l ) 」 と 云 わ れ る も の で あ る が ， そ れ と
同 様 に ， 他 の 対 象 を 排 除 し て 存 す る も の と し て ， 「 対 象 の 他 者 排 除 ( d o n g y i
g z h a n s e l ) ｣ , 他 [ の 語 を ] 排 除 し て 言 表 す る も の と し て ，「 語 の 他 者 排 除 ( s g a I i
1 1 o こ れ は ， 『 智 慧 灯 明 』 p . 2 0 , n . 2 7 に 指 摘 さ れ て い る ．
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g z h a n s e l ) 」と 云 わ れ る も の も ま た 存 す る と ， 智 慧 の 眼 を 備 え た 私 の 上 師 達
は お 説 き に な っ て い る . 」 （ 『 智 慧 灯 明 』 p p ､ 2 0 . 1 8 - 2 1 . 4 ' ' ' )
こ こ で 注 目 す べ き は ， こ の 論 師 は ， 他 者 排 除 を ， （ 1 ） 知 の 他 者 排 除 ， （ 2 ） 対 象
の 他 者 排 除 （ 3 ） 語 の 他 者 排 除 の 三 つ に 分 け て い る 点 で あ る ． 先 き に 紹 介 し た ド
ウ タ 文 献 で は , T S 1 0 0 4 に 基 づ き ， 非 否 定 の 他 者 排 除 を ， 知 と 対 象 の 点 か ら 二 つ に
分 け た が , こ の 解 釈 は チ ャ パ や ツ ァ ン ナ ク パ に は 全 く 見 ら れ な か っ た . チ ャ パ の 『 意
闇 払 拭 』 や ツ ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集 成 』 に は ， 「 知 の 他 者 排 除 」 や 「 対 象 の 他 者 排
除 」 と い う 用 語 自 体 全 く 確 認 さ れ な い . 現 在 利 用 可 能 な サ ン プ 系 の 論 理 学 書 の 中 で ，
こ の 用 語 を 出 し た の は ， 筆 者 の 知 る 限 り ， こ の ツ ル ト ウ ン の 『 智 慧 灯 明 』 が 最 初 で
あ る ． 但 し ， こ こ で 挙 げ ら れ て い る 知 の 他 者 排 除 等 は ， 確 か に 名 前 は 後 代 の ド ウ タ
文 献 に 見 出 さ れ る も の と 同 じ で あ る が ， そ の 意 味 は 全 く 別 物 の よ う で あ る ． 少 な く
て も こ こ に 見 ら れ る 解 説 に よ れ ば ， 知 の 他 者 排 除 と は ， 他 の 知 を 排 除 し て 確 定 す る
知 で あ り ， 恐 ら く そ れ は ， 例 え ば ， 語 を 常 住 と 把 握 す る 知 を 排 除 し て ， 語 を 無 常 と
確 定 す る 知 の 如 き を 指 そ う ． こ れ に 対 し て ， ド ウ タ 文 献 に 見 ら れ る 知 の 他 者 排 除 と
は ， 例 え ば ， 壷 を 把 握 す る 分 別 知 に お い て ， 非 壷 か ら 反 転 し た も の と し て 顕 現 す る
壷 の 普 遍 相 を 指 す の で ， そ の 内 実 は 全 く 似 て 非 な る も の で あ る ． そ れ 故 ， こ の 記 述
は ， 必 ず し も , T S 1 0 0 4 に 基 づ く 他 者 排 除 の 分 類 を 採 用 し た チ ベ ッ ト 人 学 者 が 既 に
こ の 時 代 に 現 れ て い た こ と を 示 す わ け で は な い の で あ る が ， そ の 内 実 は と も あ れ ，
ツ ル ト ウ ン 以 前 に こ の 用 語 を 使 用 し て い た 学 者 が 居 た こ と は 確 か で あ り ， チ ヤ パ →
ツ ァ ン ナ ク パ → ツ ル ト ウ ン の 学 統 （ ＝ チ ヤ パ 系 の 学 統 ） 以 外 に ， 彼 ら の 解 釈 と は 別
系 統 の 他 者 排 除 論 が サ ン プ 系 論 理 学 者 の 間 に 伝 承 さ れ て い た 可 能 性 を 示 唆 し て い
る ． こ れ は ， ゴ ク 翻 訳 師 由 来 の 解 釈 の 可 能 性 が あ る が ， ま だ 文 献 に 辿 る こ と が で き
な い ． そ の 点 は 今 後 の 検 討 課 題 と し て 残 し て お く ．
以 上 ， ツ ル ト ウ ン の 他 者 排 除 論 を 検 討 し た が ， そ こ か ら 判 明 し た こ と は ， ツ ル ト
ウ ン は ， 基 本 的 に ツ ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集 成 』 に 依 拠 し て ， 科 段 構 成 や そ の 内 容 ま
' ' ' d n g o s p o r t a g p a d a n g b d e n p a r z h e n p a ' i l o g s h e s k y a n g z h e n s t a n g s d o n d a n g m i m t h u n p a s z h e n
y u l g y i c h a s h a s l a l o g s h e s y i n y a n g z h e n g z h i ' d n g o s p o t s a m l a s n a n g z h e n s e l b a y o d p a s d n g o s p o ' i
z h e n y a l c a n y i n l a / z h e n p a ' i m a m p a l a l t o s t e s g r o ' d o g s k y i n g e s p a s e l p a s g z h a n s e l z h e s b y a b a ' o "
d e d a g n i g z h a n b s a l n a s n g e s p a ' i b l o g z h a n s e l z h e s b y a b a y i n l a / d e b z h i n d u d o n g z h a n b s a l n a s
g n a s p a d o n g y i g z h a n s e l d a n g / g z h a n b s a l n a s b I j o d p a s g r a ' i g z h a n s e l z h e s b y a b a y a n g g n a s s o
z h e s b d a g g i b l a m a b l o g r o s k y i s p y a n d a n g l d a n p a d a g g s u n g n g o "
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で も 大 部 分 そ れ に 随 順 し て い る こ と で あ る ． 無 論 ， 他 者 排 除 を 知 の 作 用 の 一 つ と し
て 捉 え る チ ャ パ や ツ ァ ン ナ ク パ の 解 釈 は ツ ル ト ウ ン も 忠 実 に 踏 襲 し て い る ． た だ ，
チ ヤ パ や ツ ア ン ナ ク パ が 他 者 排 除 （ ＝ 排 除 作 用 ） を 分 別 知 の 作 用 の 一 つ に 限 定 し た
の に 対 し て , ツ ル ト ウ ン は , そ れ を 判 断 対 象 と 行 動 対 象 に 対 す る 知 の 作 用 と 解 釈 し ，
無 分 別 知 に も 他 者 排 除 を 認 め る 点 で , 師 達 と は 異 な る 特 異 な 解 釈 を 取 っ て い る こ と
が 判 明 し た ．
Ⅵ ､ 他 者 排 除 論 に 関 連 す る 一 連 の 主 題 の 考 察 ：
次 に ， 他 者 排 除 に 関 連 し た 一 連 の 主 題 に 関 す る ツ ル ト ウ ン の 解 釈 を 検 討 し よ う ．
そ の 際 ， 特 に ツ ァ ン ナ ク パ と の 解 釈 の 異 同 に 注 意 を 払 っ て 分 析 を 加 え て お く ．
1 ． 実 体 と 反 体 に 関 す る ツ ル ト ウ ン の 見 解 ：
ツ ル ト ウ ン の 実 体 と 反 体 の 基 本 設 定 は ， 定 義 ・ 定 義 対 象 ・ 定 義 基 体 の 設 定 に 属 す
る 「 認 識 対 象 で あ る 実 体 と 反 体 の 法 を 確 認 す る こ と ( g z h a l b y a r d z a s d a n g l d o g p a ' i
c h o s n g o s g z u n g p a )｣ [ 6 2 . 4 - 1 2 ] と い う 科 段 に お い て 纏 め て 解 説 さ れ て い る が ，
こ れ は ， 『 善 説 集 成 』 [ 1 5 a 5 - 8 ] を 踏 襲 し た も の で あ る 1 1 2 . そ の 前 半 部 分 で は ， 実
体 と 反 体 ， 後 半 部 分 で は ， 実 体 法 と 反 体 法 の 設 定 が 見 ら れ る ． ま ず 実 体 と 反 体 に つ
い て は ， こ う 解 説 さ れ て い る ．
「 こ こ で ， 「 実 体 」 と 「 反 体 」 と 云 わ れ る も の の 意 味 は ［ 何 で あ る の か と 云
う な ら ば ] ， ＜ 或 る 基 体 の 上 に , 多 数 の 法 が 離 れ る こ と な く ， 集 ま っ た も の ，
な い し ， 集 合 し た も の ( g z h i ' c i g g i s t e n g d u c h o s d u m a ' b r a l m i s h e s p a r ' d u s
p a ' a m t s h o g s p a ) > が ， 実 体 で あ る ． 他 方 ,< [ そ の よ う に ］ 集 ま っ た も の
を 有 す る も の （ ＝ 実 体 ） の 個 々 の 法 ( ' d u s p a c a n g y i c h o s k h a y a r b a ) > が ，
反 体 で あ る ． 例 え ば ， 鎧 と 鎧 の 紋 章 の よ う な も の で あ る ． そ れ も ま た ， 別 々
の 基 体 と し て 確 定 さ れ た も の の 上 に お い て は ， 実 体 は ［ 反 体 よ り ］ 遍 充 が 大
き い が ， そ れ 以 外 の も の に お い て は ， 反 体 が ［ 実 体 よ り ］ 遍 充 が 大 き い ． 「 同
一 実 体 ｣ と 「 別 異 実 体 」 と 云 わ れ る も の も ま た , 法 が 対 立 な く 存 す る も の と ，
法 が 対 立 し て 存 す る も の を 云 う ． ［ 例 え ば ， 順 に , ］ 所 作 と 無 常 ， 青 と 黄 の 如
l l 2 こ の 箇 所 の 対 応 は ， 『 智 慧 灯 明 』 p . 6 2 , n . 9 3 に 指 摘 さ れ て い る ．
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し . 」 （ 『 智 慧 灯 明 』 p ､ 6 2 . 5 - 9 1 1 3 )
ツ ル ト ウ ン の 実 体 と 反 体 の 設 定 は , 基 本 的 に ツ ァ ン ナ ク パ の そ れ を 踏 襲 し た も の
で あ る の で ， そ の 内 容 に つ い て は 再 説 す る こ と は し な い ． 同 一 実 体 と 別 異 実 体 の 規
定 は ， ツ ァ ン ナ ク パ の 解 説 に は 見 出 さ れ な い も の だ が ， 同 一 実 体 と は ， 単 一 の 基 体
に お い て ， 法 ， 即 ち ， 反 体 が 対 立 す る こ と な く 共 在 す る も の で あ る ． 例 え ば ， 所 作
と 無 常 は ， 壷 と い う 基 体 に お い て 共 在 し て い る の で ， 同 一 実 体 で あ る ． こ れ に 対 し
て ， 別 異 実 体 と は ， 青 と 黄 の 如 く に ， 法 自 体 が 対 立 し て 共 在 し え な い も の で あ る ．
以 上 が 実 体 と 反 体 の 解 説 で あ る が ， 実 体 法 と 反 体 法 の 解 説 が そ れ に 続 い て い る ．
「 ｢ 実 体 法 ( r d z a s c h o s ) 」 と 「 反 体 法 ( l d o g c h o s ) 」 と 云 わ れ る も の の 意 味 も
ま た ， （ 1 ） そ れ と そ れ で な い も の の 二 つ が 同 一 実 体 の 基 体 に お い て 対 立 す る
な ら ば ， 実 体 に 依 拠 し た 法 （ ＝ 実 体 法 ） で あ る ． 例 え ば ， 青 と 非 青 ， 常 住 と
無 常 の 如 し ． （ 2 ） そ れ と そ れ で な い も の の 二 つ が 同 一 反 体 に お い て 対 立 す る
な ら ば ， 反 体 に 依 拠 し た 法 で あ る ． 例 え ば ， 証 因 と 定 義 ， 無 否 定 と 非 否 定 等
で あ る . 」 （ 『 智 慧 灯 明 』 p . 6 2 . 9 - 1 2 1 1 4 )
こ こ で 実 体 法 と 反 体 法 と は ， ツ ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集 成 』 で は ， 《 実 体 に 依 拠 し
た 法 ( r d z a s l a r t e n p a ' i c h o s ) 》 と 《 反 体 に 依 拠 し た 法 ( l d o g p a l a r t e n p a ' i c h o s ) 》
と 表 現 さ れ て い た も の に 相 当 し て い る ． 「 実 体 法 」 と 「 反 体 法 」 と い う 用 語 は 後 代
の ド ウ タ 文 献 に 至 る ま で 広 く 使 用 さ れ る こ と に な る が ， ま だ ツ ァ ン ナ ク パ の 段 階 で
は 使 用 さ れ て お ら ず ， ツ ル ト ウ ン に よ り 提 示 さ れ た ． 実 体 法 と 反 体 法 の 意 味 に つ い
て は ， ツ ァ ン ナ ク パ の 箇 所 で 簡 単 に 説 明 し た の で ， こ こ で は 再 説 し な い ．
2 ． 定 立 と 否 定 に 関 す る ツ ル ト ウ ン の 見 解 ：
ツ ル ト ウ ン の 否 定 と 定 立 の 基 本 設 定 は ， 「 理 解 対 象 で あ る 否 定 と 定 立 の 二 つ の 自
性 が 確 定 さ れ る べ き も の で あ る こ と 」 と い う 科 段 ［ 7 6 . 1 5 - 8 2 . 2 2 ］ に お い て 纏 め て 解
' ' 3 ' d i r l d z a s d a n g l d o g p a c h o s ( r e a d : c e s , c f i b i d . n . 9 2 ) b y a b a o i d o n g z h i ' c i g g i s t e n g d u c h o s d u m a
' b r a l m i s h e s p a r ' d u s p a ' a m t s h o g s p a n i r d z a s y i n l a / ' d u s p a c a n g i ( r e a d : g y i ) c h o s k h a y a r b a m l d o g
p a y i n t e d p e r n a k h r a b d a n g k h r a b k y i b y a n g b u b z h i n n o " d e y a n g g z h i ' s o s o r n g e s p a c i g g i s t e n g
d u r d z a s k h y a b c h e l a d e l a s g z h a n d u l d o g p a k h y a b c h e b a y i n n o " r d z a s c i g d a n g t h a d a d c e s b y a
b a ' a n g c h o s ' g a l b a m e d p a r g n a s p a d a n g c h o s ' g a l b a r g n a s p a l a b l j o d d e b y a s m i r t a g d a n g s n g o n p o
d a n g s e r p o b z h i n n o "
' ' 4 r d z a s c h o s d a n g l d o g c h o s c e s b y a b a ' i d o n y a n g d e d a n g d e m i n g l y i s g z h i ' r d z a s c i g l a ' g a l n a m
r d z a s l a r t e n p a ' i c h o s y i n t e / d p e r n a s n g o m i s n g o d a n g r t a g m i r t a g l a s o g s p a ' o " d e d a n g d e m i n
g n y i s l d o g p a c i g l a ' g a l n a n il d o g p a l a r t e n p a ' i c h o s y i n t e / d p e r n a g t a n t s h i g s d a n g m t s h a n n y i d
d a n g m e d d g a g d a n g m a y i n d g a g l a s o g s p a ' o "
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説 さ れ て い る ． そ の 内 容 は ， 基 本 的 に ， 先 き に 紹 介 し た ツ ァ ン ナ ク パ の 設 定 （ 『 善
説 集 成 』 1 8 b 2 - 3 ) を 踏 襲 し た も の で あ る の で 1 1 5 , 詳 細 は そ れ を 参 照 さ れ た い ． ツ ル
ト ウ ン も ま た ， チ ャ パ や ツ ァ ン ナ ク パ 同 様 に ， 否 定 対 象 を 否 定 し た 際 に ， 他 の 法 を
引 発 す る か 否 か に 応 じ て ， 非 否 定 と 無 否 定 を 立 て る 説 を 前 主 張 に 挙 げ て 批 判 し て い
る ． そ の 説 は ， 『 善 説 集 成 』 で は ， 単 に ， 「 或 る 者 」 の 説 ， チ ヤ パ の 『 中 観 提 要 』
で は ， 「 或 る 通 達 者 ( m k h a s p a ' i s k y e b o ' g a ' z h i g )」 の 説 に 帰 さ れ た が ， こ の 『 智
慧 灯 明 』 で は ， 「 古 の 偉 大 な 御 方 達 ( s n g o n g y i b d a g n y i d c h e n p o d a g )」 の 説 と さ
れ て い る 1 1 6 .こ こ で は ， ツ ル ト ウ ン の 自 説 の 部 分 だ け 訳 出 し て お く ．
「 無 否 定 の 定 義 は ， ＜ 定 立 法 が 捨 て ら れ た も の ( s g r u b c h o s d o r b a ) > で あ
る が , 非 否 定 の 定 義 は , ＜ 定 立 法 が 捨 て ら れ て い な い も の ( s g r u b c h o s m a d o r
b a ) > と 云 わ れ る ． そ の う ち ，「 定 立 法 ( b s g r u b c h o s ) 」 と 云 う の は , < 自 身
の 顕 現 が 自 立 的 に 表 象 す る こ と に よ り 確 定 可 能 で あ る も の ( r a n g g i m a m p a
r a n g d b a n g d u s h a r b a s n g e s s u r u n g b a ) > で あ る が ,< 否 定 対 象 の 形 象 が 表
象 す る こ と に 依 拠 し て 確 定 さ れ る 必 要 が あ る も の ( d g a g b y a ' i r n a m p a s h a r
b a l a l t o s n a s n g e s d " s p a ) > は ，「 否 定 法 ( d g a g c h o s ) 」 で あ る ． そ う で あ
れ ば ， （ 1 ） 壷 等 の 定 立 反 体 ( b s g m b l d o g ) と ,( 2 壷 の 非 存 在 ( b u m m e d )
等 の 否 定 反 体 ( d g a g l d o g )と , ( 3 ) 壷 が な い 場 所 ( b u m m e d k y i s a p h y o g s )
等 の そ れ ら （ ＝ 定 立 と 否 定 ） の 集 合 体 の 反 体 ( d e d a g t s h o g s p a ' i l d o g p a ) の
三 つ の う ち ， 中 間 の も の （ ＝ 否 定 反 体 ） は ， 定 立 法 が 捨 て ら れ た も の で あ る
の で ， 無 否 定 で あ る . 」 （ 『 智 慧 灯 明 』 p 7 8 . 8 - 1 2 1 1 7 )
こ こ に 示 さ れ た 無 否 定 と 非 否 定 の 定 義 は ， ツ ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集 成 』 に 由 来 す
る も の だ が ， こ れ は ， 後 に ， サ パ ン に よ っ て 批 判 さ れ る こ と に な る ． こ こ に 示 さ れ
た 壷 ， 壷 の 非 存 在 ， 壷 が な い 場 所 は ， 順 に ， 定 立 ， 無 否 定 ， 非 否 定 に 相 当 す る ． 壷
が な い 場 所 が 非 否 定 で あ る の は ， 壷 の 非 存 在 と い う 否 定 の 法 と ， 場 所 と い う 定 立 の
法 の 集 合 体 で あ る か ら で あ る ． ツ ル ト ウ ン も ま た ， 非 否 定 を ， 単 純 に ， ＜ 定 立 と 否
' 1 s こ の 対 応 関 係 は ， 『 智 慧 灯 明 』 p . 7 8 , n .1 2 2 に 指 摘 さ れ て い る ．
' ' 6 『 智 慧 灯 明 』 p . 7 7 . 2 - 5 参 照
' ' 7 m e d d g a g g i m t s h a n n y i d n i s g r u b c h o s d o r b a y i n l a / m a y i n d g a g g i m t s h a n n y i d n i b s g u b c h o s
m a d o r b a z h e s b y a b a y i n n o " d e l a b s g r u b c h o s z h e s b y a b a n i r a n g g i s n a n g p a r a n g d b a n g d u s h a r
b a s n g e s s u r u n g p a y i n l a / d g a g b y a ' i m a m p a s h a r b a l a l t o s n a s n g e s d g o s p a m d g a g c h o s y i n n o " d e
l t a r n a b a m p a l a s o g s p a b s g r u b l d o g d a n g b u m m e d l a s o g s p a d g a g l d o g d a n g / b u m m e d k y i s a
p h y o g s l a s o g s p a d e d a g t s h o g s p a ' i l d o g p a g s u m l a s b a r p a n i s g r u b c h o s d o r b a s m e d d g a g y i n n o "
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定 の 集 合 体 ＞ と 考 え て お り ， 否 定 対 象 を 否 定 す る 際 に ， 他 の 法 が 引 発 さ れ る も の と
は 考 え て い な い ． こ の 否 定 理 論 は ， チ ャ パ に 由 来 す る が ， ツ ァ ン ナ ク パ や ツ ル ト ウ
ン に も 一 貫 し て 受 け 継 が れ て い る こ と が 確 認 さ れ た ．
3 ． 普 遍 と 特 殊 に 関 す る ツ ル ト ウ ン の 見 解 ：
ツ ル ト ウ ン の 普 遍 と 特 殊 の 設 定 は ， 「 普 遍 と 特 殊 の 意 味 ( s p y i d a n g b y e b r a g g i
d o n )｣ [ 8 7 . 1 3 - 8 8 . 3 ] に 纏 ま っ た 形 で 示 さ れ て い る ．こ れ は ， 多 少 語 句 の 出 入 り は
あ る が ， 基 本 的 に は ， 『 善 説 集 成 』 [ 2 0 a 8 - 2 0 b 2 ] の 内 容 を 踏 襲 し た も の で あ る ．
そ こ で ツ ル ト ウ ン は ， 最 初 に ， 遍 充 の 大 小 に 応 じ て 普 遍 と 特 殊 を 立 て る 見 解 を 前 主
張 に 立 て て 批 判 し て か ら ， 以 下 の よ う に 自 説 を 立 て て い る ．
「 そ れ 故 ， ＜ 異 類 か ら 反 転 し た 単 独 の 反 体 ( r i g s m i m t h u n l a s l o g p a ' i l d o g p a
c h i g r k y a n g ) > が 普 遍 で あ り ， そ し て , < そ れ が 同 類 か ら も 反 転 し た 第 二 の
反 体 に よ り 把 持 さ れ た も の ( d e n y i d r i g s m t h u n n a n g l a s k y a n g l o g p a ' i l d o g p a
g n y i s p a s z i n p a ) > が ， 特 殊 で あ る ． 即 ち ，「 同 類 と 異 類 の 事 物 か ら 反 転 し
た こ と に 依 拠 す る こ と を 有 す る 」 ( P V I ､ 4 0 c d = P V i n n . 2 9 c d )と 説 か れ て い
る . 」 （ 『 智 慧 灯 明 』 p p . 8 7 . 2 0 - 8 8 . 3 )
ツ ル ト ウ ン も ま た ， ツ ァ ン ナ ク パ に 随 順 し て ， 前 述 の く 単 独 の 反 体 が 普 遍 ， 二 つ
の 反 体 の 集 合 体 が 特 殊 ( l d o g p a c h i g r k y a n g s p y i / l d o g p a g n y i s t s h o g s b y e b r a g ) >
の 規 定 を 自 説 と し て 受 容 し て い る こ と が 分 か る ． 他 方 ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， 末 尾 の 部
分 で , 集 合 体 の 普 遍 に 言 及 し て い た が , そ れ は こ の 『 智 慧 灯 明 』 に は 見 出 さ れ な い ．
4 ． 言 表 者 と 言 表 対 象 に 関 す る ツ ル ト ウ ン の 見 解 ：
ツ ル ト ウ ン も ま た ， チ ャ パ 等 と 同 様 に ， 言 表 者 と 言 表 対 象 に つ い て 纏 ま っ た 設 定
を 行 っ て い な い が ， 常 識 の 推 論 の 議 論 に お い て ， 『 善 説 集 成 』 の 記 述 を 引 き 写 し て
い る 1 1 8 . こ こ で は そ の 解 説 は 割 愛 す る が ，こ の こ と か ら ， 言 表 者 と 言 表 対 象 の 設 定
に つ い て も ， ツ ル ト ウ ン が ツ ァ ン ナ ク パ ， さ ら に は ， チ ヤ パ の 見 解 を 踏 襲 し て い た
こ と が 分 か る ．
1 1 8 『 智 慧 灯 明 』 p . 2 8 6 参 照 ．こ れ は ， 先 に 指 摘 し た 『 善 説 集 成 』 1 8 5 b 周 辺 の 記 述 の 引 き 写 し で
あ る ．
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V ・ 小 結 ：
以 上 , ツ ル ト ウ ン の 他 者 排 除 論 を 検 討 し た . 結 論 と し て 以 下 の 諸 点 が 指 摘 で き る ．
1 ． ツ ル ト ウ ン は ， 師 ツ ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集 成 』 に 随 順 し ， 科 段 の 構 成 や 内
容 も ま た ， 一 部 の 例 外 を 除 き ， ほ ぼ 忠 実 に ツ ァ ン ナ ク パ の 記 述 を 踏 襲 し て
い る ． ツ ル ト ウ ン は ， 他 者 排 除 を 語 の 対 象 で は な く 知 の 作 用 の 一 つ と し て
捉 え る 基 本 的 解 釈 を チ ャ パ や ツ ァ ン ナ ク パ と 共 有 し て い る ．
2 ． 但 し ， 定 立 ／ 定 立 作 用 と 排 除 ／ 排 除 作 用 の 設 定 に 関 し て は ， ツ ル ト ウ ン は ，
チ ャ パ や ツ ァ ン ナ ク パ と は 全 く 異 な り ， 対 象 の 側 か ら そ の 区 別 を 立 て る 独
自 の 解 釈 を 提 示 し た ． ツ ル ト ウ ン に よ れ ば ， 全 て の 知 は ， 有 分 別 ・ 無 分 別
の 別 を 問 わ ず ， 自 身 の 顕 現 対 象 に 対 し て は 定 立 作 用 ， 自 身 の 判 断 対 象 と 行
動 対 象 に 対 し て は 排 除 作 用 と 見 な さ れ る ．
3 ． 実 体 と 反 体 ， 否 定 と 定 立 ， 普 遍 と 特 殊 ， 言 表 者 と 言 表 対 象 の 設 定 も ま た ，
基 本 的 に ， ツ ァ ン ナ ク パ の 設 定 を 踏 襲 し て い る ．
ツ ル ト ウ ン は ， 決 し て 独 創 性 に 富 ん だ 学 者 で あ る わ け で は な い が ， ツ ァ ン ナ ク パ
の 晦 渋 な 記 述 を よ り 分 か り や す く 解 説 し て い る 点 に 特 徴 が あ る ． ツ ル ト ウ ン が 依 拠
し た 所 依 典 籍 は 主 に は ツ ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集 成 』 で あ る が ， チ ヤ パ の 『 意 闇 払 拭 』
等 に も 依 拠 し て い る こ と は 言 う ま で も な い ． 実 際 ， 『 智 慧 灯 明 』 に は ， 既 に チ ヤ パ
の 称 号 で あ る 「 正 理 の 主 ( r i g s p a 1 i d b a n g p h y u g )」 と い う 表 現 が 見 出 さ れ る の で あ
る ' ' 9 ． ツ ル ト ウ ン は ， 主 に ツ ァ ン ナ ク パ の 見 解 に 随 順 す る が ， チ ヤ パ と ツ ァ ン ナ ク
パ の 解 釈 が 一 致 し な い 場 合 に は ， チ ヤ パ の 解 釈 に 従 う 場 合 も 見 ら れ る ． そ の 詳 細 は
別 稿 に て 紹 介 し よ う ．
' 1 9 例 え ば ， 『 智 慧 灯 明 』 P ､ 1 0 1 . 8 参 照 ． 一 般 に こ の 「 正 理 の 主 」 と い う 表 現 は ， チ ベ ッ ト 仏 教 論
理 学 書 に お い て は ， ダ ル マ キ ー ル テ ィ と チ ャ パ の 何 れ か に 適 用 さ れ る 表 現 で あ る が ， 『 智 慧 灯 明 』
p ・ 1 0 1 . 5 - 8 に 示 さ れ た 「 正 理 の 主 」 の 見 解 は ，『 意 闇 払 拭 』 3 5 b 4 - 5 ; 『 量 決 択 チ ヤ パ 註 』 3 1 a l に 確
認 さ れ る の で ， こ こ で は チ ャ パ を 指 す こ と は 疑 い な い ． こ れ は チ ャ パ を 「 正 理 の 主 」 と 称 す る 最
も 古 い 用 例 の 一 つ で あ る ． ツ ァ ン ナ ク パ は ， 『 善 説 集 成 』 に お い て ， 一 箇 所 だ け , r i g s p a ' i d b a n g
p h y u g と い う 表 現 を 使 用 し て い る ． そ れ は 奥 書 の 偶 の 冒 頭 部 に 見 ら れ る が （ 同 書 2 0 9 b 3 ), こ れ
は チ ャ パ で は な く ， ダ ル マ キ ー ル テ ィ を 指 す も の と 推 定 さ れ る ． と い う の も ， チ ャ パ は ， 後 続 の
文 章 に お い て ， 「 吉 祥 な る 比 丘 セ ン ゲ ( d p a l l d a n d g e s l o n g S e n g g e )」 と い う 表 現 で 言 及 さ れ て
い る か ら で あ る （ 同 書 2 1 0 a l ). そ れ 故 ， ツ ァ ン ナ ク パ は こ の 「 正 理 の 主 」 と い う 表 現 を チ ヤ パ
に 対 し て 用 い て い な か っ た 可 能 性 が あ る ．
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第 二 章 ． サ キ ヤ 系 論 理 学 に お け る 他 者 排 除 論
以 上 ， 一 連 の サ ン プ 系 論 理 学 者 の 他 者 排 除 論 を 検 討 し た ． そ こ で は 一 貫 し て ， 他
者 排 除 は 知 の 作 用 の 一 つ と し て 解 釈 さ れ た ほ か , 語 の 対 象 と い う 他 者 排 除 の 本 来 的
な 意 味 は 全 く 理 解 さ れ て い な か っ た こ と が 判 明 し た ． 一 般 に ， サ ン プ 系 論 理 学 者 の
解 釈 は , サ キ ヤ 派 の サ パ ン に よ り 彼 の 『 正 理 宝 蔵 』 に お い て 前 主 張 に 取 り 上 げ ら れ ，
批 判 さ れ た と 伝 え ら れ て い る ． そ こ で ， 次 に ， 以 上 の サ ン プ 系 学 者 に よ る 他 者 排 除
論 に 対 し て ， サ パ ン 及 び 彼 の 後 継 者 達 は 如 何 な る 対 応 を 示 し た の か と い う 点 を 検 討
し よ う ． 依 用 す る 資 料 は ， サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 と ， 『 正 理 宝 蔵 』 に 対 す る ウ ユ ク
パ の 註 釈 『 正 理 成 立 』 の 二 つ で あ る ．
第 一 節 ． サ キ ャ パ ン デ ィ タ の 他 者 排 除 論 ：
サ キ ヤ パ ン デ イ タ ・ ク ン ガ ギ ェ ル ツ ェ ン ( S a s l W a p a n j i t a k u n d g a ' r g y a l m t s h a n ,
1 1 8 2 - 1 2 5 1 , 以 下 ， サ パ ン ' 2 0 ） は ， サ キ ヤ 派 の 顕 教 教 学 ， そ の 中 で も 取 り 分 け 論 理
学 の 確 立 に 多 大 な 貢 献 を 果 た し た 人 物 で あ る ． カ シ ュ ミ ー ル パ ン デ イ タ ・ シ ヤ ー キ
ヤ シ ュ リ ー バ ド ラ ( S a k y a S r i b h a d r a , 1 1 2 7 ? - 1 2 2 5 ) 及 び そ の 随 従 達 か ら , 梵 語 を 学 び ，
梵 語 原 典 を 通 じ て 『 量 評 釈 』 を 初 め と す る 多 数 の イ ン ド 論 理 学 書 を 修 学 し た と 云 わ
れ て い る ． そ の 成 果 は ， チ ベ ッ ト 論 理 学 史 上 最 も 重 要 な 著 作 の 一 つ で あ る 『 正 理 宝
蔵 』 と し て 結 実 し た が ， サ パ ン の 功 績 は ， ゴ ク 翻 訳 師 に 由 来 す る サ ン プ 系 論 理 学 の
相 承 と は 別 に ， 『 量 評 釈 』 を 主 と し た 論 理 学 の 新 し い 相 承 を チ ベ ッ ト に 導 入 し ， 従
来 の サ ン プ 系 論 理 学 を 批 判 的 に 検 証 す る こ と を 通 じ て , 新 し い 論 理 学 の 学 統 を 打 ち
立 て た こ と で あ る ． そ れ は 主 に サ キ ヤ 派 を 通 じ て 後 代 へ 伝 承 さ れ た の で ， 「 サ キ ヤ
系 論 理 学 」 と 称 さ れ る べ き も の で あ る が 1 2 1 , サ ン プ 系 論 理 学 の 学 統 と 並 び ， チ ベ ッ
ト に お け る 論 理 学 の 二 大 学 統 と し て 後 代 の ゲ ル ク 派 に も 伝 承 さ れ る こ と に な る ．
た だ 忘 れ て な ら な い の は ， サ パ ン は カ シ ュ ミ ー ル パ ン デ ィ タ に 避 遁 す る 以 前 に ，
前 出 の ツ ル ト ウ ン に 師 事 し て サ ン プ 系 論 理 学 を 学 ん だ こ と で あ る ． サ パ ン の 論 理 学
1 2 0 サ パ ン の 生 涯 と そ の 修 学 事 情 に つ い て は ,D a v i d P .J a c k s o n の 先 駆 的 な 研 究 が 重 要 で あ る ．
J a c k s o n l 9 8 7 , p p . 2 4 - 3 1 参 照 筆 者 も そ れ を 前 提 と し つ つ ， 改 め て サ パ ン の 修 学 事 情 に 関 し て 検
討 を 加 え た が ， そ れ に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 1 b , V o l . 1 , p p . 3 2 9 - 3 4 7 参 照 ． 特 に ， キ ヤ ン ド ウ ル 寺 の
ツ ル ト ウ ン の 下 で の サ パ ン の 修 学 事 情 に つ い て は ， 同 書 p p ､ 3 3 0 - 3 3 2 を 参 照 さ れ た い ．
1 2 1 サ キ ヤ 系 論 理 学 の 学 統 に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 1 b , V o l .1 p p . 3 1 8 - 4 1 5 に お い て 紹 介 し た ．
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解 釈 は ， こ の サ ン プ 系 論 理 学 と イ ン ド 直 伝 の 論 理 学 の 相 克 か ら 生 ま れ た も の で あ り ，
こ の こ と は ， サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 を 読 解 す る 際 に 常 に 念 頭 に 置 く 必 要 が あ る ． そ
の 相 克 の 痕 跡 は ， 他 者 排 除 論 に お い て も 顕 著 に 確 認 さ れ る が ， 以 下 ， 特 に そ の 点 に
留 意 し つ つ 分 析 を 進 め る こ と に し た い ．
I ． 『 正 理 宝 蔵 』 に お け る 他 者 排 除 論 の 位 置 付 け ：
サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 に お い て ， 他 者 排 除 の 設 定 は ， 第 四 章 「 定 立 と 他 者 排 除 の
章 ( s g m b p a d a n g g z h a n s e l g y i r a b m b y e d p a )」 に 見 出 さ れ る ' 2 2 ． こ の 章 は ， 「 顕
現 と 排 除 に よ り 理 解 す る 仕 方 ( s n a n g b a d a n g s e l b a s r t o g s t s h u l )」 と い う 科 段 に 包
摂 さ れ る こ と に ま ず 注 意 を 促 し た い ． こ れ は ， ま さ に ， 他 者 排 除 が ， サ ン プ 系 論 理
学 者 達 と 同 様 に ， サ パ ン に よ っ て も ， 知 の 作 用 の 仕 方 の 一 種 と し て 捉 え ら れ て い た
こ と を 示 唆 し て い る ． こ の 章 は ， 1 ． ［ 知 の ］ 作 用 の 仕 方 を 一 般 的 に 説 示 す る こ と
( I j u g t s h u l s p y i r b s t a n p a ) と , 2 . 各 々 [ の 知 の 作 用 の 仕 方 ] の 自 性 ( s o s o ' i r a n g b z h i n )
の 二 つ の 科 段 に 大 別 さ れ て い る ． ま ず 最 初 に ， 知 の 作 用 の 仕 方 に 関 す る サ パ ン の 見
解 を 見 て お こ う ．
「 [ 対 象 に 対 す る 知 の ］ 作 用 の 仕 方 を 一 般 的 に 説 示 す る な ら ば ，
［ 偶 ： ］ 無 分 別 知 は 顕 現 を 通 じ て 作 用 す る ． 一 切 の 語 と 分 別 知 は 他 者
排 除 で あ る ． そ れ ら は ， 迷 乱 と 不 迷 乱 の 区 別 に よ り 二 つ ず つ で ， ［ 合 計 ］
四 種 類 で あ る ．
顕 現 に は ， 迷 乱 と 不 迷 乱 の 二 つ ， 排 除 に は ， 顛 倒 と 不 顛 倒 の 二 つ と で 四 つ で
あ る . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p ､ 8 6 . 3 - 5 1 2 3 ）
こ こ で サ パ ン は ， 一 切 の 語 と 分 別 知 は 他 者 排 除 で あ る と 明 言 し て い る ． そ の 直 前
で ， 無 分 別 知 は 顕 現 を 通 じ て 作 用 す る と 言 っ て い る が ， こ れ は 定 立 作 用 を 示 し て い
る ． こ れ に 対 し て ， 一 切 の 語 と 分 別 知 は 他 者 排 除 を 通 じ て 作 用 す る と 言 う ． こ の 解
' 2 2 こ の 第 四 章 は 福 田 洋 一 の 校 訂 テ キ ス ト 及 び 和 訳 が あ る （ 福 田 1 9 9 2 ,1 9 9 3 ). 同 書 序 文 及 び 福
田 1 9 9 1 b は サ パ ン の 他 者 排 除 論 の 研 究 で あ り 参 照 し た ． 他 に も ,P a s c a l e H u g o n の 校 訂 テ キ ス ト
及 び 仏 訳 も あ る ( H u g o n 2 0 0 8 , p p . 3 8 5 - 6 0 1 ). 但 し ， 訳 文 に 関 し て は ， 本 稿 で は 拙 訳 を 提 示 し て
あ る ．
1 2 3 1 u g t s h u l s p y i r b s t a n p a n i /
r t o g m e d s n a n g b a ' i s " n a s i u g / s g r a r t o g t h a m s c a d g z h a n s e l y i n "
d e d a g ' k h r u l d a n g m a ' k h r u l b a ' i " d b y e b a s g n y i s g n y i s m a m p a b z h i "
s n a n g b a l a k h r u l m a ' k h r u l g n y i s d a n g / s e l b a l a p h y i n c i l o g m a l o g g n y i s t e b z h i ' O "
6 0
釈 は ， 実 に ， 他 者 排 除 を 語 の 対 象 で は な く ， 知 の 作 用 に 結 び 付 け る チ ャ パ 等 の サ ン
プ 系 学 者 の 基 本 的 解 釈 を 忠 実 に 踏 襲 し た も の で あ る ．
サ ン プ 系 の 学 者 達 は , 諸 々 の 知 を 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 何 れ に 振 り 分 け る か で 解
釈 を 異 に し た が ， サ パ ン は ， そ の 件 を 独 立 し た 論 題 と し て 設 定 し て い な い ． 但 し ，
こ こ で 一 切 の 分 別 知 は ， 他 者 排 除 で あ る と 明 言 し て い る の で ， 疑 念 や 有 分 別 誤 知 に
も 排 除 作 用 を 認 め て い た こ と が 分 か る 1 2 4 . 問 題 は ， 無 分 別 不 迷 乱 知 で あ る が ， 直 後
に 紹 介 す る よ う に ， サ パ ン は ， 無 分 別 迷 乱 知 に も 定 立 作 用 を 認 め て い る ． そ れ 故 ，
サ パ ン の 知 の 体 系 で は ， 端 的 に は ， 迷 乱 ・ 不 迷 乱 の 別 に か か わ ら ず ， 分 別 知 は 全 て
排 除 作 用 ， 無 分 別 知 は 全 て 定 立 作 用 に 振 り 分 け ら れ る ． 即 ち ，
・ 定 立 作 用 ： 全 て の 無 分 別 知
・ 排 除 作 用 ： 全 て の 分 別 知
こ の 解 釈 は ， ツ ル ト ウ ン の 解 釈 と 異 な る 他 ， チ ヤ パ や ツ ァ ン ナ ク パ の 解 釈 と も 異
な る も の で あ り ， 恐 ら く は サ パ ン の 独 創 か と 思 わ れ る ． こ の 解 釈 は ， 後 代 ， か な り
影 響 力 を 持 つ こ と に な っ た ．
以 上 ， 知 の 作 用 の 仕 方 に 関 す る サ パ ン の 基 本 的 見 解 を 検 討 し た ． そ こ か ら ， サ パ
ン は ， 他 者 排 除 を 知 の 作 用 に 結 び 付 け る サ ン プ 系 の 解 釈 を 踏 襲 し て い る こ と ， 迷
乱 ・ 不 迷 乱 の 別 に 関 わ ら ず ， 全 て の 無 分 別 知 を 定 立 作 用 に ， 全 て の 分 別 知 を 排 除 作
用 に 結 び 付 け て い る こ と が 明 ら か と な っ た ． こ の こ と を 念 頭 に 置 い て ， 次 に 定 立 と
排 除 の 個 別 的 設 定 の 考 察 に 移 ろ う ． そ の 際 ， 特 に ツ ル ト ウ ン の 『 智 慧 灯 明 』 と の 関
係 に 焦 点 を 当 て て 考 察 す る ．
1 I . 定 立 作 用 に 関 す る サ パ ン の 見 解 ：
定 立 な い し 定 立 作 用 に 関 す る サ パ ン の 見 解 は ， 先 に 挙 げ た 「 各 々 ［ の 知 の 作 用 の
仕 方 ］ の 自 性 」 と い う 科 段 の 下 に 見 出 さ れ る ． 即 ち ， こ の 科 段 は ， 1 ． 顕 現 ( s n a n g
b a )と , 2 ． 排 除 ( s e l b a ) の 二 つ の 科 段 に 大 別 さ れ る が ， そ の う ち の 前 者 に 相 当
す る ． こ の 「 顕 現 」 の 科 段 の 骨 子 を ま ず 最 初 に 提 示 し て お こ う ．
顕 現 ［ 『 正 理 宝 蔵 』 8 6 . 8 - 9 3 . 8 ］
1 2 4 実 際 ， サ パ ン は ， 他 者 排 除 の 分 類 の 箇 所 で 「 誤 知 の 他 者 排 除 ( l o g s h e s k y i g z h a n s e l )」 や 「 疑
念 の 他 者 排 除 ( t h e t s h o m g y i g z h a n s e l ) 」 と い う 表 現 を 使 用 し て い る ．こ れ に つ い て は 後 述 す る ．
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1 ． 顕 現 の 一 般 的 定 義 ［ 8 6 . 8 ］
2 ． 各 々 の 意 味 を 確 立 す る こ と ［ 8 6 . 9 ］
1 ． 分 類 ［ 8 6 . 1 1 ］
2 ． 定 義 基 体 に お い て 定 義 が 確 定 さ れ る こ と を 論 証 す る こ と ［ 8 6 . 9 ］
1 ． 迷 乱 の 顕 現 ［ 8 6 . 1 0 ］
2 ． 不 迷 乱 の 顕 現 ［ 8 6 . 1 3 ］
1 ． 定 義 ［ 8 6 . 1 4 ］
2 ． 分 類 ［ 8 6 . 1 5 ］
3 ． 定 義 基 体 に お い て 定 義 が 確 定 す る こ と を 論 証 す る こ と ［ 8 6 . 1 6 ］
1 ． 対 象 の 実 相 ( y u l g y i g n a s l u g s )[ 8 6 . 1 7 ]
2 ． 知 の 把 握 方 法 ( b l o ' i ' d z i n s t a n g s )[ 8 7 . 3 ]
3 ． 知 と 対 象 が 一 致 す る こ と ( b l o d o n m t h u n p a )[ 8 8 . 8 ]
［ 以 下 ， 省 略 . ］
こ こ で 注 目 に 値 す る の は ， 「 対 象 の 実 相 」 等 の 三 つ の 科 段 で あ る ． こ の 一 連 の 科
段 は ， 既 に 指 摘 し た よ う に ， チ ヤ パ の 『 意 闇 払 拭 』 の 他 者 排 除 の 設 定 に 起 源 し ， ツ
ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集 成 』 に お い て ， 定 立 作 用 の 設 定 に も 追 加 さ れ ， ツ ル ト ウ ン に
よ り 踏 襲 さ れ た も の で あ る ． こ の 科 段 設 定 は ， 後 代 の ゲ ル ク 派 の 論 理 学 書 に も 受 け
継 が れ た も の で あ り 1 2 5 , サ パ ン も ま た ，『 正 理 宝 蔵 』 に お い て ， 同 じ 科 段 構 成 を 恐
ら く は 師 の 『 智 慧 灯 明 』 か ら 踏 襲 し て い る の で あ る 1 2 6 . 但 し ， そ の 科 段 構 成 は 踏 襲
し て い て も ， そ の 内 容 に つ い て は ， 解 釈 の 相 異 が 確 認 さ れ る の で あ り ， ツ ル ト ウ ン
の 解 釈 を 単 に 引 き 写 し て い る だ け で は な い 点 に 留 意 す る 必 要 が あ る ． 以 下 ， 順 次 に
そ の 内 容 を 検 討 し て 行 こ う ．
1 ． 定 立 の 定 義 と 定 義 基 体 ：
ま ず 最 初 に 留 意 す べ き は ， サ パ ン は ， 「 定 立 ( s g r u b p a )」 と い う 語 を ， 排 除 の
1 2 5 『 解 脱 道 解 明 』 p p ､ 7 0 - 7 2 参 照
' 2 6 『 正 理 宝 蔵 』 の 一 連 の 註 釈 に は ， こ の 箇 所 が ツ ァ ン ナ ク パ や ツ ル ト ウ ン の 論 理 学 書 を 前 提 と
し て い る こ と に 対 す る 言 及 は 見 出 さ れ な い ． 『 正 理 宝 蔵 ヤ ク 註 』 p p . 4 6 2 . 8 - 4 6 7 . 2 2 ;『 正 理 宝 蔵 ．
大 註 』 p p ､ 2 8 . 3 . 4 - 2 9 . 2 . 2 ;『 正 理 宝 蔵 シ ヤ 大 註 』 p p ､1 7 1 . 4 - 1 7 6 . 4 ; 『 正 理 宝 蔵 ロ 註 』 p p ､1 0 1 . 1 - 1 0 6 . 1 3
等 参 照 ．
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対 立 概 念 と し て 殆 ど 使 用 し て い な い こ と で あ る ． 唯 一 ， こ の 章 の 章 名 に ， 「 定 立 と
他 者 排 除 の 考 察 の 章 」 と あ る だ け で ， 他 は ， 大 部 分 ， 「 顕 現 ( s n a n g b a )」 と い う
語 が 使 用 さ れ て い る ． そ れ は ， 恐 ら く は ， サ パ ン は ， 「 定 立 」 と い う 語 を ， 基 本 的
に 「 否 定 ( d g a g p a )」 の 対 立 概 念 と し て 使 用 し て い た こ と に よ ろ う ． こ の 点 で ，
サ パ ン は 実 は チ ヤ パ と 立 場 を 共 に し て い る の で あ る ． 定 立 が 単 に 否 定 と の 対 立 概 念
と し て で は な く ， 他 者 排 除 の 対 立 概 念 と し て も 設 定 さ れ た の は ， ツ ァ ン ナ ク パ を 初
め と し , そ れ は ツ ル ト ウ ン に も 受 け 継 が れ た も の で あ る . そ れ は , 前 述 し た よ う に ，
後 代 の ド ウ タ 文 献 に お い て ， 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 設 定 と い う 形 で 確 立 し た ．
サ パ ン に よ る 顕 現 の 定 義 と 分 類 ' " を 整 理 し た 形 で 示 す な ら ば , 以 下 の よ う に な る ．
顕 現 ( s n a n g b a )[ = 定 立 ( s g r u b p a ) ]
定 義 ： 無 分 別 知 に よ り 知 覚 す る も の ( r t o g m e d k y i s h e s p a s m t h o n g p a )
分 類 ：
1 ． 迷 乱 の 顕 現 ( s n a n g b a ' l d l r u l p a )
定 義 ： 自 相 が な い も の を 知 覚 す る も の ( r a n g m t s h a n m e d p a m t h o n g b a )
分 類 ：
1 ． 迷 乱 し た 感 官 知 ( d b a n g s h e s ' k h r u l p a )
2 ． 汚 さ れ た 意 知 ( y i d s h e s b s l a d p a )
2 ． 不 迷 乱 の 顕 現 ( s n a n g b a m a ' k h r u l b a )
定 義 ： 自 相 が あ る も の を 知 覚 す る も の ( r a n g g i m t s h a n n y i d y o d p a m t h o n g
b a )
分 類 ：
1 ． 自 己 認 識 ( r a n g r i g )
2 ． 対 象 認 識 ( d o n r i g )
こ こ で 顕 現 と は ， そ の 定 義 か ら 明 ら か な よ う に ， 無 分 別 知 の 知 の 作 用 で あ る ． そ
れ は ， 分 別 知 に は 認 め ら れ な い ． そ れ 故 ， 師 の ツ ル ト ウ ン の よ う に ， 分 別 知 に 対 象
普 遍 が 顕 現 す る か ら と い っ て ， 分 別 知 に 定 立 作 用 を 認 め る こ と は な く ， そ の 点 で ，
師 と は 解 釈 を 分 か っ て い る ．
1 2 7 『 正 理 宝 蔵 』 p . 8 6 . 8 - 1 5 参 照
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ま た ， そ の 分 類 に 明 確 に 示 さ れ て い る よ う に ， 単 に ， 不 迷 乱 の 無 分 別 知 の み な ら
ず ， 無 分 別 迷 乱 知 に も ， こ の 顕 現 作 用 が 認 め ら れ て い る 点 は 留 意 さ れ た い ． 前 述 し
た よ う に ， ツ ル ト ウ ン の よ う な 一 部 の 例 外 は あ る が ， チ ャ パ や ツ ァ ン ナ ク パ 等 の サ
ン プ 系 の 学 者 の 問 で は ， 無 分 別 迷 乱 知 に は ， 定 立 作 用 が 認 め ら れ な い と い う 解 釈 が
一 般 的 で あ っ た の で ， こ の 点 で ， サ パ ン は 彼 ら と 解 釈 を 異 に し て い る ． 例 え ば ， 二
月 が 顕 現 す る 無 分 別 迷 乱 知 に 対 象 ( ＝ 一 月 ） が 顕 現 す る こ と は サ パ ン は 認 め な い 1 2 8 .
し か し ， そ れ に は 二 月 が 顕 現 す る の で ， 迷 乱 知 で あ っ て も ， 顕 現 作 用 を 認 め る の で
あ る ． 他 方 ， 不 迷 乱 の 顕 現 を ， サ パ ン は ， ＜ 自 相 が あ る も の を 知 覚 す る も の ＞ と 定
義 し て い る が ， こ れ は ， ツ ァ ン ナ ク パ の 定 立 作 用 の 定 義 く 自 相 を 顕 現 を 通 じ て 把 握
す る も の ＞ と 基 本 的 に 異 な る も の で は な い ．
2 ． 定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 ：
定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 は ， 前 述 し た よ う に ， ツ ァ ン ナ ク パ や ツ ル ト ウ ン の 論 理 学
書 に お い て は ， ダ ル マ キ ー ル テ イ の 他 者 排 除 論 に 密 接 に 関 係 し た も の で あ っ た ． サ
パ ン は ， そ の 科 段 設 定 を 彼 ら か ら 受 け 継 い で い る が ， そ の 内 容 に つ い て は ， こ う 述
べ て い る ．
「 対 象 の 実 相 ( y u l g y i g n a s l u g s ) と は ［ 何 で あ る の か と い う な ら ば ] ,
［ 偶 ： ］ 実 際 に 存 在 す る 諸 事 物 は ， （ 1 ） 単 一 の も の に は 多 数 は あ り 得
ず ， （ 2 ） 多 数 の も の は 単 一 の も の と し て 存 す る こ と は あ り 得 な い ． （ 3 ）
単 一 の も の に 明 瞭 な も の と 不 明 瞭 な も の ［ の 二 つ ］ は な い ' 2 9 .
（ 1 ） 瑠 璃 に お い て ， 青 と 所 作 と 無 常 等 の 一 切 法 は ， 実 際 ， 別 異 実 体 で な い
こ と は 言 う ま で も な く ， 反 体 す ら も 無 別 異 で あ る の で , 別 異 を 欠 い た も の ( ＝
無 別 異 な も の ) で あ り ， ( 2 ) そ し て , 青 一 般 ( s n g o t s a m , * n r l a m a t r a , i . e . m a t v a )
と い う 単 一 の 普 遍 は 存 在 し な い の で , 瑠 璃 や 蓮 華 等 の 青 は , 相 互 に 随 伴 す る
こ と を 欠 い た も の （ ＝ 相 互 に 随 伴 し な い も の ） と し て 存 す る の で あ る . 」 （ 『 正
1 2 8 例 え ば ， 『 正 理 宝 蔵 』 p ､ 2 3 4 . 5 - 7 :「 自 己 認 識 に よ り , [ 一 月 が 二 月 と し て 顕 現 す る ］ 知 が く 二
月 を 把 握 す る も の ( z l a b a g n y i s ' d z i n ) > と し て 直 接 的 に 成 立 す る こ と に よ り ， 対 象 が 二 月 と し て
迷 乱 知 に は 対 象 ( v u l ) が な い
間 接 的 に 成 立 す る 」 と 云 う こ と も ま た 妥 当 で は な い ． な ぜ な ら ば ，
か ら で あ る ． 」
' 2 ' d o n l a g n a s p a ' i d n g o s p o m a m s " g c i g l a d u m a m i s r i d c i n g " d u m a g c i g m g n a s m i s r i d " g c i g l a
g s a l d a n g m i g s a l m e d "
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ツ ァ ン ナ ク パ や ツ ル ト ウ ン に よ り 提 示 さ れ た 定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 と は , 以 下 の
三 条 件 か ら な る も の で あ っ た ． 即 ち ，
1 ． 壺 等 が ， 非 青 か ら 反 転 し た 青 と し て 存 す る こ と ．
2 ． 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 の 諸 法 は ， 無 別 異 の 実 体 （ ＝ 同 一 実 体 ） と し て 存 す る こ
と ． ［ ＝ 諸 法 の 無 別 異 性 ］
3 ． 無 別 異 の 実 体 で あ る 壷 と 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 に 対 し て 法 と 有 法 等 の 区 別 を 立
て る こ と は ， 増 益 で あ る こ と ． ［ ＝ 法 と 有 法 の 別 異 性 ］
こ こ で サ パ ン は ， 偶 に お い て は 三 条 件 ， 自 註 で は そ の う ち の 最 初 の 二 条 件 を 挙 げ
て い る が ， そ の 内 容 は ， ツ ァ ン ナ ク パ 等 の 規 定 と は 全 く 異 な る も の と な っ て い る ．
即 ち ， 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 の 諸 法 が 無 別 異 の 実 体 で あ る こ と は ， ツ ァ ン ナ ク パ 等 と サ
パ ン が 共 通 し て 述 べ て い る 所 で あ る が ， サ パ ン は ， 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 の 諸 法 が 同 一
実 体 で あ る の み な ら ず ， 反 体 が 無 別 異 な も の と 言 明 し て い る こ と は 1 3 0 9 サ ン プ 系 論
理 学 者 に は 受 け 入 れ ら れ な い 主 張 で あ る ． 実 際 ， サ ン プ 系 学 者 に と っ て ， こ の 青 等
の 三 つ の 諸 法 は ， ＜ 同 一 実 体 に し て 別 異 反 体 ( r d z a s g c i g l a l d o g p a t h a d a d ) > と 規
' 3 0 サ パ ン は ， 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 の 諸 法 の 反 体 が 無 別 異 で あ る 肝 腎 な 理 由 を 明 記 し て い な い の で ，
そ の 点 未 詳 で あ る ． ヤ ク ト ウ ク や ロ オ ケ ン チ ェ ン の 註 釈 に も 明 瞭 に 解 説 さ れ て い な い が ， コ ラ
ン パ は こ う 解 説 し て い る ． 『 正 理 宝 蔵 ． 大 註 』 p . 2 8 . 3 . 6 : … l d o g p a t h a d a d d u m e d d e / d e g s u m t h a
d a d d u s n a n g b a n i r t o g p a k h o n a l a s n a n g b a y i n g y i r t o g m e d k y i s h e s p a l a g c i g m s n a n g b a ' i p h y i r
t e ( d e l e t e : t e ? ) / ｢ [ 青 や 所 作 ・ 無 常 等 の 三 つ は ］ 反 体 は 別 異 と し て 存 在 し な い ． な ぜ な ら ば ， そ の
三 つ が 別 異 と し て 顕 現 す る の は ， 分 別 知 の み に お い て 顕 現 す る の で あ り ， 無 分 別 知 に は 同 一 の も
の と し て 顕 現 す る か ら ． 」
ゲ ル ク 派 の 立 場 で は ， 同 一 反 体 と 別 異 反 体 の 区 別 は ， そ の 法 が 分 別 知 ( r t o g p a ) に お い て 同 一
の も の と し て 顕 現 す る か ， 別 異 の も の と し て 顕 現 す る か と い う 点 か ら 立 て ら れ る が ， コ ラ ン パ も
ま た こ こ で 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 の 諸 法 が 分 別 知 に お い て 別 々 に 顕 現 す る こ と を 認 め て い る 以 上 ，
そ れ ら は 別 異 反 体 で あ る こ と を 意 味 す る こ と に な る ． コ ラ ン パ は ， 当 然 ， そ の ゲ ル ク 派 の 解 釈
を 知 っ て い た で あ ろ う か ら ， そ の 上 で ， そ の よ う に 別 異 反 体 を 立 て る こ と を 否 定 し ， 無 分 別 知
( r t o g m e d k y i s h e s p a ) に 別 異 と し て 顕 現 す る こ と を 別 異 反 体 の 条 件 と し て 立 て た ．し か ， そ
の 場 合 に は ， 別 異 実 体 の 条 件 を 如 何 に 立 て る か と い う 点 が 問 題 と な る ． 実 際 ， ゲ ル ク 派 で は ， 無
分 別 知 に 別 異 と し て 顕 現 す る こ と は ， 別 異 反 体 で は な く 別 異 実 体 の 条 件 と な っ て い る が ， コ ラ ン
パ の 解 釈 で は ， そ の 点 に 区 別 が 付 け ら れ な い 問 題 が あ る ．
後 述 す る よ う に ， サ パ ン の 体 系 で は ， 反 体 と は ， 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の 非 事 物 ，
普 遍 相 で あ り ， 実 在 す る も の で は な い の で ， 青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 の 実 在 す る 諸 法 は ， そ も そ も ，
反 体 で は な い ． そ れ 故 ， そ れ ら に 同 一 反 体 な り 別 異 反 体 な り の 区 別 を 立 て る こ と が 出 来 な い こ
と を こ こ で サ パ ン は 述 べ て い る の で は な か ろ う か ． そ の 場 合 ， こ こ で サ パ ン は ， 青 ・ 所 作 ・ 無
常 等 は ， 単 に 別 異 反 体 で な い と 言 っ て い る だ け で ， 同 一 反 体 で あ る と 述 べ て い る 訳 で は な い こ
と に な る ． 或 る 諸 法 が 同 一 反 体 で あ る た め に は ， そ れ ら が 反 体 で あ る こ と が 前 提 と な る か ら で
あ る ． そ の 場 合 に は ， コ ラ ン パ の よ う に ， 無 分 別 知 に 別 異 と し て 顕 現 す る か 同 一 と し て 顕 現 す
る か 否 か を ， 別 異 反 体 と 同 一 反 体 の 条 件 と し て 立 て る 必 要 性 自 体 が な い こ と に な る ．
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定 さ れ る か ら で あ る ． こ の 規 定 は 後 代 の ゲ ル ク 派 に お い て も 踏 襲 さ れ る こ と に な る
が ， そ の 詳 細 は 別 稿 に て 紹 介 し よ う ．
さ ら に ， サ パ ン は ， 瑠 璃 の 青 や 蓮 華 の 青 等 に ， 相 互 に 随 伴 す る 単 一 の 普 遍 が あ る
こ と を も 認 め な い が ， こ れ も サ ン プ 系 論 理 学 者 や 後 代 の ゲ ル ク 派 と は 普 遍 に 関 す る
解 釈 が 全 く 異 な る こ と に よ る ． サ ン プ 系 や ゲ ル ク 系 の 学 者 は ， 青 が 瑠 璃 の 青 や 蓮 華
の 青 等 に 随 伴 す る 普 遍 で あ る こ と を 認 め ， 彼 ら の 体 系 で は ， 青 と 瑠 璃 や 蓮 華 の 青 は
と も に 自 相 で あ り ， か つ ， 普 遍 と 特 殊 の 関 係 に あ る ． し か る に ， 普 遍 を 普 遍 相 と 同
一 視 し て ， 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の 非 事 物 と 見 倣 す サ パ ン に と っ て は ， 青
は ， 自 相 で あ り 普 遍 で は な い の で ， そ の 瑠 璃 や 蓮 華 の 青 に 随 伴 す る 普 遍 は そ も そ も
存 在 し な い の で あ る 1 3 1 . 端 的 に は ， サ ン プ 系 や ゲ ル ク 系 の 体 系 で は ，自 相 と 普 遍 は
対 立 ( ! g a l b a , * v i r o d h a ) で は な く ， 共 通 基 体 ( g z h i m t h u n , * s a m a n a d h i k a r a p y a ) が
あ り え る が ， サ パ ン は ， そ の 両 者 を 対 立 と 見 倣 し て い る 点 で ， 彼 ら と は 解 釈 を 異 に
し て い る の で あ る ．
偶 中 の 第 三 規 定 は ， 自 註 に は 言 及 さ れ て お ら ず ， 何 を 意 味 す る の か 定 か で は な い
が ， こ こ で 「 明 瞭 ( g s a l b a )」 と い う の は ， 恐 ら く は ， チ ャ パ の 『 意 闇 払 拭 』 で の
用 例 と 同 様 に , 場 所 と 時 が 他 法 と 混 合 す る こ と が な い 自 相 の 在 り 方 を 指 す も の と 推
定 さ れ る ' 3 2 ． そ の 場 合 ， 「 不 明 瞭 」 と い う の は ， 場 所 と 時 が 他 法 と 混 合 し た 対 象 普
' 3 1 参 考 ま で に コ ラ ン パ の 註 釈 を 引 い て お く ．『 正 理 宝 蔵 ． 大 註 』 p . 2 8 . 3 . 6 - 4 . 1 : s h a p a d a n g s h u g p a
g n y i s l a d o n l a t h u n m o n g g i c h o s c u n g z a d m e d d e / s h a p a ' i r d z a s y i n n a s h u g p a ' i r d z a s m i n d g o s /
s h u g p a ' i I d z a s y i n n a / s h a p a ' i d z a s m i n d g o s p a ' i p h y i I ゾ 「 と い う の も ， シ ャ パ ( i ､ e ・ s i m S a p a , 樹 の
名 前 ） と 柏 の 二 つ に は 実 際 に は 共 通 の 法 は 些 か も 存 在 し な い か ら で あ り ， シ ャ パ の 実 体 で あ る な
ら ば ， 柏 の 実 体 で な い 必 要 が あ り ， 柏 の 実 体 で あ る な ら ば ， シ ャ パ の 実 体 で な い 必 要 が あ る か ら
で あ る ． 」
ま た , こ の 箇 所 の 解 釈 に つ い て は , ヤ ク ト ウ ク の 註 釈 が 参 考 に な る の で , 併 せ て 引 い て お こ う ．
『 正 理 宝 蔵 ヤ ク 註 』 p . 4 6 2 . l l - 1 7 : b a i d n l y a ' i s n g o n p o d a n g u t p a l a ' i s n g o n p o l a s o g s p a r d z a s d u m a
m a m s l a s n g o n p o t s a m l a s o g s p a ' i s p y i d n g o s p o b a m e d p a s p h a n t s h u n I j e s s u ' g r o b a s s t o n g z h m g
g c i g m g n a s p a m i s r i d l a / r d z a s g c i g l a g s a l m i g s a l c h a g l y i s m e d d o " d e s k a d d u I N a m ' g r e l l a s /
d a m p a ' i d o n g y i d o n m a m s m " r a n g g i s ' d r e d a n g t h a d a d m e d " d e l a n g o b o g c i g p a d a n g / d u m a b l o
y i s b s l a d p a y i n " z h e s g s u n g s p a ' i p h y i r r o 〃 ｢ 瑠 璃 の 青 と 蓮 華 の 青 等 の 多 数 の 実 体 に 青 性 ( s n g o n p o
t s a m , * n i l a m a t r a , i . e ・ m a t v a ) 等 の 実 在 す る 普 遍 ( s p y i d n g o s p o b a ) は 存 在 し な い の で ， 相 互 に 随
伴 す る こ と を 欠 い て お り ， 同 一 の も の と し て 存 す る こ と は あ り 得 な い が ， 同 一 実 体 に お い て 明 瞭
と 不 明 瞭 の 二 つ の 部 分 は 存 在 し な い ． な ぜ な ら ば ， 『 量 評 釈 』 に お い て ， 「 勝 義 に 属 す る 諸 対 象
は ， そ れ 自 身 と し て 混 同 さ れ ず ， 区 別 さ れ な い ． そ れ ら （ ＝ 勝 義 に 属 す る 諸 対 象 ） に お い て ， 単
一 の 形 相 と 多 数 の 形 相 ［ を 判 断 す る の ］ は ， 知 の 迷 妄 ( u p a p l a v a ) で あ る 」( P V I ､ 8 7 ) と 説 か れ
て い る か ら で あ る ． 」
こ れ は ， 第 二 相 と 第 三 相 の 二 つ の 註 釈 と な っ て い る ． サ ン プ 系 学 者 が 提 示 す る 普 遍 が ， 外 教 徒
の 普 遍 実 在 論 者 が 説 く よ う な 実 在 す る も の と 見 な さ れ て い る こ と が 分 か る ．
' 3 z こ れ に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 5 3 f 参 照
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遍 （ ＝ 普 遍 相 ） の 在 り 方 を 意 味 す る ． そ の よ う に 考 え る 時 ， 単 一 の も の に 明 瞭 な も
の と 不 明 瞭 な も の 二 つ が な い と い う の は ， 単 一 の も の に ， 自 相 と 普 遍 相 の 二 つ が 存
在 し な い こ と を 意 味 す る ． こ こ で ， 単 一 の も の と は ， 青 等 の 自 相 に 他 な ら な い が ，
そ れ に は ， 普 遍 相 は 存 在 し て い な い ． な ぜ な ら ば ， 普 遍 相 は 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ
れ た だ け の も の で ， 実 在 し な い か ら で あ る ． こ こ で は 暫 定 的 に 以 上 の よ う に 解 釈 し
て お く ．
ち な み に ， 他 者 排 除 論 の 観 点 か ら は ， 青 い 壺 が ， 非 青 か ら 反 転 し た も の で あ る と
い う サ ン プ 系 の 第 一 規 定 が 肝 要 か と 思 わ れ る が ， そ れ に 対 し て は ， 奇 妙 な こ と に ，
サ パ ン は 何 も 言 及 し て い な い ． こ の 背 景 に は ， 恐 ら く は ， サ パ ン は ， 他 者 排 除 を ，
普 遍 相 や 反 体 と 同 一 視 し ， 分 別 知 に よ り 仮 設 さ れ た だ け の 非 事 物 と 見 倣 す の で ' 3 3 ,
他 者 排 除 を 実 在 レ ベ ル に お い て 立 て る 《 対 象 の 他 者 排 除 》 を 承 認 し て い な い と い う
事 情 が 潜 在 し て い る も の と 推 定 さ れ る ． サ パ ン に と っ て は ， 他 者 排 除 と は ， 分 別 知
に よ り 仮 設 さ れ た だ け の ， 所 謂 ’ 《 知 の 他 者 排 除 》 の み を 意 味 し て い た の で あ る ．
そ の 点 で , P V i n Ⅱ ､ 2 9 = P V I . 4 0 に 基 づ き ， 他 者 排 除 を 実 質 的 に 対 象 の 側 に 立 て る
サ ン プ 系 の 解 釈 と は 立 場 を 異 に し て お り 1 3 4 .さ ら に は ， 他 者 排 除 を 実 在 レ ベ ル と 概
念 レ ベ ル の 二 つ に 認 め る ゲ ル ク 系 の 解 釈 － そ れ は 『 タ ッ ト ヴ ァ サ ン グ ラ ハ 』 や ，
さ ら に は ダ ル マ キ ー ル テ イ の 『 量 評 釈 』 に ま で 遡 る の で あ る が － と も 解 釈 を 異 に
し て い る ． 『 正 理 宝 蔵 』 で は ， こ の P V i n n . 2 9 = P V I . 4 0 は ， 普 遍 と 特 殊 の 考 察 の
章 に 一 度 だ け 引 か れ （ 『 正 理 宝 蔵 』 p . 7 8 ), 普 遍 と 特 殊 の 定 義 の 典 拠 と な っ て い る ．
こ の 偶 に 関 す る サ パ ン の 解 釈 に つ い て は ， 後 で ， 普 遍 と 特 殊 の 設 定 を 考 察 す る 箇 所
で 検 討 し よ う ．
こ の よ う に ， サ パ ン は ， 「 対 象 の 実 相 」 と い う 科 段 設 定 を ， サ ン プ 系 論 理 学 書 か
ら 借 用 し つ つ も ， そ れ を 換 骨 奪 胎 し て ， サ ン プ 系 と は 全 く 異 な る 解 釈 を 提 示 し て い
る こ と が 明 ら か に な っ た ． サ パ ン の 定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 に 関 す る 解 釈 を ， サ ン プ
系 の 解 釈 と の 対 比 で 示 す な ら ば ， 以 下 の 通 り で あ る ．
' 3 3 『 正 理 宝 蔵 』 p . 2 9 5 . 3 - 5 参 照 ． 但 し ， 他 方 に お い て ， サ パ ン は ， 他 者 排 除 を 知 の 作 用 に 結 び 付
け る サ ン プ 系 の 解 釈 を 踏 襲 し て い る の で , 解 釈 に 混 乱 が 見 ら れ る . そ の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る ．
' 3 4 サ ン プ 系 学 者 は ， 彼 ら の 対 象 の 実 相 の 設 定 に 如 実 に 示 さ れ て い る よ う に ， 実 質 的 に は ， 対 象
の 他 者 排 除 を 認 め て い る が ， 但 し ， 彼 ら は ， 他 者 排 除 を 知 の 作 用 の 一 つ と 見 倣 し て い た た め ， そ
れ が 他 者 排 除 で あ る こ と だ け が 理 解 さ れ て い な か っ た ． そ の 意 味 で ， サ ン プ 系 学 者 が 対 象 の 他 者
排 除 を 認 め て い た と い う こ と に は 些 か 語 弊 が あ る の で あ る ．
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図 定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 に 関 す る サ ン プ 系 及 び サ パ ン の 解 釈 の 相 異
第 一 の 規 定 は , 所 謂 ， 《 同 一 実 体 ／ 自 体 に し て 別 異 反 体 ( n g o b o g c i g l a l d o g p a t h a
d a d ) 》 に 関 わ る も の で あ る ．こ れ は サ ン プ 系 論 理 学 に 起 源 し ， ゲ ル ク 派 で も 自 説
と し て 受 容 さ れ た が ， サ パ ン は こ れ を 認 め な い 点 に 留 意 す る 必 要 が あ る ． サ パ ン の
実 体 と 反 体 ， 普 遍 と 特 殊 に 関 す る 解 釈 は ， 後 で ， 個 別 的 に 考 察 し よ う ．
3 ． 定 立 作 用 の 知 の 把 握 方 法 ：
他 方 ， 知 の 把 握 方 法 に つ い て ， こ う 述 べ て い る ．
「 知 の 把 握 方 法 と は ［ 何 で あ る の か と い う な ら ば ] ，
［ 偶 ： ］ 一 切 の 直 接 知 覚 は 対 象 の 通 り に 顕 現 す る ． 単 一 の も の に 別 異
な も の が 顕 現 す る こ と は な い ． 別 異 の も の が 単 一 な も の と し て 顕 現 す
る こ と も あ り 得 な い ． ［ 直 接 知 覚 は ， 対 象 が ］ 顕 現 す る こ と に よ り ［ そ
の 対 象 の 全 て の 部 分 に 対 し て ］ 作 用 す る が ， ［ 対 象 の 或 る 部 分 が 顕 現 し
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サ パ ン の 解 釈
サ ン プ 系 の 解 釈
1
青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 の 諸 法 は ， 別 異 実 体 で な い
の み な ら ず ， 別 異 反 体 で も な い ． ［ ＝ 単 一 の
も の （ ＝ 単 一 の 事 物 ） に は 多 数 の も の （ ＝ 多
数 の 実 体 及 び 反 体 ） は な い ． ］
青 ・ 所 作 ・ 無 常 等 の 諸 法 は ， 同 一 実 体 で あ る
? ?
》
p
別 異 反 体 で あ る ． そ れ 故 ， 単 一 の 事 物 に
多 数 の 反 体 が あ る ．
2
青 性 （ ≠ 青 ！ ） と い う 単 一 の 普 遍 は 存 在 し な
い の で , 瑠 璃 や 蓮 華 の 青 等 に 随 伴 す る 単 一 の
普 遍 は 存 在 し な い ． ［ ＝ 多 数 の も の は 単 一 の
も の と し て 存 す る こ と は な い ． ］
青 性 と い う 普 遍 は 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ
た だ け の も の で あ り ， 実 在 し な い ．
青 性 （ ＝ 青 ！ ） と い う 単 一 の 普 遍 は 存 在 し ，
瑠 璃 や 蓮 華 の 青 等 に 随 伴 す る ． そ れ 故 ， 多 数
の も の に ， 単 一 の 普 遍 は あ り 得 る ．
青 性 は ， ＜ 非 青 か ら 反 転 し た も の ＞ で あ り ，
青 に 他 な ら な い ． そ れ は 普 遍 で あ る が ， 自 相
で あ り 実 在 す る ．
3
単 一 の も の に 明 瞭 な も の （ ＝ 自 相 ？ ） と 不 明
瞭 な も の ( ＝ 普 遍 相 ？ ) の 二 つ は 存 在 し な い ．
単 一 な 事 物 （ ＝ 自 相 ） に ， 普 遍 相 （ ＝ 対 象 普
遍 ） が 存 在 し な い こ と は 認 め る ．
た り 顕 現 し な か っ た り と ］ 区 別 し て 働 く こ と は な い 1 3 5 .
瑠 璃 が 直 接 知 覚 に 顕 現 す る と き ， ［ 直 接 知 覚 は そ れ に 対 し て ］ 部 分 ［ の 区 別 ］
な く ( c h a m e d d u ) 作 用 す る ． 青 に は 青 性 ( s n g o n p o n y i d , * n r l a t v a )[ と い う
普 遍 は な く ］ ， そ し て ， そ の 所 作 と 無 常 も ま た 無 区 別 で あ り ， 場 所 と 時 と 形
相 が 別 異 の 諸 々 の 青 も ま た 随 伴 す る 単 一 の 普 遍 が な い の で , 別 異 性 と し て 顕
現 す る の で あ る . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p . 8 7 . 3 - 8 )
ツ ァ ン ナ ク パ は , 定 立 作 用 の 知 の 把 握 方 法 を ， 「 顕 現 に よ っ て 作 用 す る も の 」 （ 『 善
説 集 成 』 1 1 7 a 7 - 8 ), ツ ル ト ウ ン は ， 「 顕 現 作 用 に よ っ て 作 用 す る も の 」 （ 『 智 慧
灯 明 』 p . 1 4 . 1 6 )と 規 定 し て い る が ， サ パ ン の 解 釈 も そ れ を 踏 襲 し た も の で あ る ．
こ こ で 「 部 分 の 区 別 な く 顕 現 す る 」 と は ， 例 え ば ， 瑠 璃 に 存 す る 所 作 や 無 常 等 の 諸
法 が ， 所 作 の 部 分 は 顕 現 す る が ， 無 常 の 部 分 は 顕 現 し な い と い う よ う に 区 別 し て 顕
現 す る の で は な く ， 全 て の 諸 法 が 無 区 別 な 形 で 一 体 化 し て 顕 現 す る こ と を 意 味 す る ．
こ れ は 他 な ら ぬ ダ ル マ キ ー ル テ イ 自 身 が 明 言 し て い る と こ ろ で あ る 1 3 6 .
4 ． 知 と 対 象 が 一 致 す る こ と ：
第 三 の 「 知 と 対 象 が 一 致 す る こ と 」 と い う 科 段 ［ 8 7 . 8 - 9 3 . 8 ］ は ， ツ ァ ン ナ ク パ の
『 善 説 集 成 』 [ 1 1 7 a 8 - 1 1 8 b 4 ] に 由 来 し ，ツ ル ト ウ ン の 『 智 慧 灯 明 』 [ 1 5 . 1 - 1 9 . 6 ]
に 踏 襲 さ れ た も の で あ る ． サ パ ン は ， 特 に ツ ル ト ウ ン の 『 智 慧 灯 明 』 の 記 述 を 前 提
と し て い る が ， こ の 箇 所 は か な り 込 み 入 っ た 議 論 を 含 ん で い る の で ， そ の 詳 細 の 解
説 は 別 稿 に 譲 り た い ． た だ こ こ で 一 点 だ け 指 摘 し て お く な ら ば ， こ の 箇 所 に 見 出 さ
れ る 「 顕 現 対 象 に 対 し て 語 と 分 別 知 が 作 用 し な い 仕 方 」 ［ 9 2 . 1 2 - 9 3 . 8 ］ と い う 科 段
の 内 容 は ， 特 に ツ ル ト ウ ン 独 自 の 見 解 に 対 す る 批 判 と な っ て い る こ と で あ る ． 前 述
し た よ う に ， ツ ル ト ウ ン は ， 無 分 別 知 の み な ら ず ， 分 別 知 を 含 め た 全 て の 知 は ， 自
身 の 顕 現 対 象 に 対 し て 定 立 作 用 で あ る こ と を 主 張 し た が ， そ の 見 解 が こ こ で 批 判 さ
れ て い る ．
' 3 s m n g o n s u m t h a m s c a d d o n b z h i n s n a n g " g c i g l a t h a d a d s n a n g b a m e d 〃 m a d a d g c i g t u s n a n g m i
s r i d " s n a n g b a s l j u g l a r e s l j o g m e d "
' 3 6 例 え ば ,P V I . 4 5 :t a s m a d d r 9 t a s y a b h a v a s y a d r S i a e v a k h i l o g u p a り / b h r a n t e r n i S C I y a t e n e t i
s a d h a n a m s a m p r a v a r t a t e 〃 「 そ れ 故 ,[ 直 接 知 覚 に よ っ て ］ 知 覚 さ れ た 事 物 に は ， 全 て の 属 性 が 必
ず 知 覚 さ れ る ． ［ し か る に ， そ れ ら 全 て の 属 性 は 知 覚 さ れ る が ， ］ 迷 乱 に よ り ， 確 定 さ れ な い の
で ， ［ そ れ を 確 定 す る 為 に ］ 論 証 （ ＝ 推 論 ） が 働 く ． 」
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1 1 1 . 他 者 排 除 に 関 す る サ パ ン の 見 解 ：
以 上 が ， 顕 現 ／ 定 立 の 作 用 に 関 す る サ パ ン の 基 本 的 見 解 で あ る ． そ こ で 次 に ， 他
者 排 除 の 個 別 的 設 定 を 検 討 し よ う ． ま ず 当 該 箇 所 の 科 段 構 成 の 大 枠 を 示 し て お く ．
他 者 排 除 ［ 『 正 理 宝 蔵 』 9 3 . 9 - 1 1 5 . 2 2 ］
1 ． 定 義 ［ 9 3 . 9 ］
2 ． そ の 自 性 ［ 9 3 . 1 2 ］
1 ． 排 除 の 設 定 ［ 9 3 . 1 3 ］
1 ． 対 象 の 実 相 ( y u l g y i g n a s l u g s )[ 9 3 . 1 3 ]
2 ． 知 の 把 握 方 法 ( b l o ' i ! d z i n s t a n g s )[ 9 3 . 2 1 ]
2 ． 排 除 の 分 類 ［ 9 6 . 1 8 ］
1 ． 分 類 本 論 ［ 9 6 . 1 8 ］
2 ． 対 象 ( d o n ) に お い て 他 者 排 除 ［ を 設 定 す る こ と ］ を 否 定 す る こ
と ［ 9 7 . 5 ］
3 ． 個 別 的 設 定 [ 9 8 . 1 8 ]
こ の 科 段 構 成 は , 先 き に 紹 介 し た ツ ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集 成 』 や ツ ル ト ウ ン の 『 智
慧 灯 明 』 に 見 ら れ る 他 者 排 除 の 科 段 構 成 を 前 提 と し て ， そ れ に 改 変 や 新 し い 科 段 を
加 え た も の に 他 な ら な い ． 即 ち ， 『 善 説 集 成 』 で は ， 「 定 義 基 体 」 ， 『 智 慧 灯 明 』
で は ， 「 喰 例 」 の 科 段 に 相 当 す る 部 分 が ， 『 正 理 宝 蔵 』 で は ， 「 排 除 の 分 類 」 の 科
段 に 相 当 す る ． こ の 「 排 除 の 分 類 」 の 科 段 は ， 前 二 書 に 比 べ て ， か な り 詳 細 な 解 説
を 含 ん で お り ， そ こ に は ， サ パ ン 独 自 の 解 釈 が 盛 り 込 ま れ て い る ． そ の 点 に 大 き な
相 異 が 見 ら れ る が ， 科 段 構 成 の 大 枠 に は 大 き な 違 い は 見 ら れ な い こ こ に も 『 智 慧
灯 明 』 か ら 基 本 的 な 科 段 構 成 を 採 用 し つ つ ， そ れ を 換 骨 奪 胎 し て ， サ パ ン 自 身 の 解
釈 を 盛 り 込 む と い う サ パ ン の 基 本 的 な ス タ イ ル が 再 確 認 で き る の で あ る ．
1 ． 他 者 排 除 の 定 義 と 定 義 基 体 ：
そ こ で ， サ パ ン の 他 者 排 除 の 解 釈 を ， サ ン プ 系 学 者 ， 特 に 師 の ツ ル ト ウ ン の 解 釈
と 比 較 し つ つ 検 討 し よ う ． ま ず サ パ ン は ， 他 者 排 除 を 偶 の 形 で こ う 定 義 し て い る ．
「 [ 偶 ： ］ ＜ 直 接 的 対 立 を 断 じ て 作 用 す る も の ＞ が ， 他 者 排 除 で あ り ， ［ そ れ
は ］ 有 対 象 ( y u l c a n , * v i g a y i n ) で あ る と ［ 尊 師 ダ ル マ キ ー ル テ ィ は ］ お 認 め
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に な っ て い る . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p . 9 3 . 9 _ 1 1 1 3 7 )
先 き に ， ＜ 対 象 の 反 対 項 を 排 除 す る こ と を 通 じ て 対 象 と す る も の ＞ と い う ツ ル ト
ウ ン の 他 者 排 除 の 定 義 を 紹 介 し た が ， こ の サ パ ン の 定 義 は ， 表 現 に 多 少 の 相 異 が 見
ら れ る と は い え ， 内 容 的 に は 異 な る も の で は な い ． し か も ， サ パ ン は こ こ で 他 者 排
除 が 有 対 象 で あ る と 明 記 し て い る こ と に 留 意 さ れ た い ． 有 対 象 と は ， こ こ で は 特 に
知 を 含 意 し て い る が ， サ パ ン は ， こ こ で 他 者 排 除 を 知 の 側 に お い て 設 定 し ， 他 者 排
除 が 対 象 の 側 に 成 立 す る も の で あ る こ と を 明 確 に 否 定 し て い る 1 3 8 . そ れ は 「 対 象 に
お い て 他 者 排 除 ［ を 設 定 す る こ と ］ を 否 定 す る こ と ( d o n l a g z h a n s e l d g a g p a )」
と い う 科 段 に お い て 詳 し く 論 じ ら れ て い る が ， そ の 冑 頭 部 に は こ う 明 記 さ れ て い る ．
「 [ 偶 : ］ 他 者 排 除 は , 知 の 作 用 の 仕 方 ( b l o y i i u g t s h u l ) で あ り ， 物 質 ( b e m s
p o , f j a j a ) で あ る 対 象 に は 他 者 排 除 は な い . 」（ 『 正 理 宝 蔵 』 p . 9 7 . 6 - 7 ' 3 9 )
こ の 上 も な く 明 瞭 な 記 述 で あ り ， 疑 念 を 挟 む 余 地 は な い ． 実 際 後 続 の 偶 に お い
て ， サ パ ン は ， 対 象 の 他 者 排 除 ( d o n g y i g z h a n s e l ) を 明 示 的 に 否 定 し て い る こ と
か ら も ， 明 ら か で あ る ． 即 ち ，
「 [ 偶 ： ］ 対 象 の 他 者 排 除 ( d o n g y i g z h a n s e l ) は ，自 相 で あ る の で ， 顕 現 対
象 と な り ， 排 除 で あ る こ と が 退 失 す る . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p . 9 7 . 1 1 - 1 2 ' 4 0 )
ロ オ ケ ン チ ェ ン の 註 釈 に は ， こ の 「 対 象 の 他 者 排 除 」 を 認 め る 論 師 と し て ， ツ ア
' 3 7 d n g o s ' g a l b c a d n a s i u g p a n i " g z h a n s e l y u l c a n y i n p a r b z h e d "
' 3 8 後 代 の 註 釈 者 達 に と っ て は ， 他 者 排 除 を 知 の 側 の み に 結 び 付 け る サ パ ン の 解 釈 は ， 受 容 し が
た い も の で あ っ た よ う で あ り ， 多 く の 註 釈 者 達 は ， 他 者 排 除 を 対 象 に 結 び 付 け る 解 釈 を も 併 置
し て い る ． 例 え ば ， 『 正 理 宝 蔵 ヤ ク 註 』 p . 4 6 8 . l - 3 : d n g o s ' g a l b c a d n a s l j u g p a n i g z h a n s e l b a ' i y u l
里 旦 g y i m t s h a n n y i d y i n p a r s l o b d p o n g y i s b z h e d d o " d n g o s ' g a l g c o d p a n i y u l g z h a n s e l g y i m t s h a n
n y i d y i n n o 〃 「 ＜ 直 接 的 対 立 を 断 じ て 作 用 す る も の ＞ は ， 他 者 排 除 の 有 対 象 の 定 義 で あ る と 尊 師
［ ダ ル マ キ ー ル テ ィ ］ は お 認 め に な っ て い る ． ＜ 直 接 的 対 立 を 断 じ た も の ＞ は ， 対 象 の 他 者 排 除
の 定 義 で あ る ． 」
他 に も ， ロ オ ケ ン チ ェ ン は ， こ の 記 述 を ， 有 対 象 で あ る 排 除 作 用 ( s e l l j u g ) の 定 義 を 直 接 的 に
述 べ る こ と を 通 じ て ， 対 象 で あ る 排 除 ( s e l b a ) の 定 義 も ま た 間 接 的 に 説 示 し た と 註 釈 し て い る ．
即 ち ， 『 正 理 宝 蔵 ロ 註 』 p .1 0 6 . 1 6 - 1 7 :' d i s n i y u l c 旦 旦 _ g g l _ i 旦 g g i m t s h a n n y i d d n g o s s u s m o s p a ' i s g o n a s
X u L § 且 l _ L a ' i m t s h a n n y i d k y a n g s h u g s l a b s t a n p a y i n p a l a s / … こ こ で ロ オ ケ ン チ ェ ン は ，ド ゥ タ 文
献 に 見 ら れ る よ う に ， 排 除 作 用 ( s e l i u g ) と 排 除 ( s e l b a ,i . . g z h a n s e l ) の 二 つ を 峻 別 し て い る
こ と が 確 認 さ れ る ． し か し ， 直 後 に 述 べ る よ う に ， サ パ ン は 対 象 の 側 に 他 者 排 除 を 立 て る 解 釈
を 明 確 に 否 定 し て い る の で ， こ の 註 釈 は 妥 当 と は 思 わ れ な い ． た だ ， こ れ ら 一 連 の 註 釈 者 達 の
記 述 は ， サ キ ャ 派 で も ， 後 代 ， 他 者 排 除 を 対 象 の 側 に 結 び 付 け る 解 釈 が 流 布 し ， そ の 結 果 ， そ
れ を 知 の 側 の み に 結 び 付 け る サ パ ン の 記 述 に 会 通 を 加 え る 必 要 性 が 生 じ た こ と を 如 実 に 示 し て
い る の で あ る ． ち な み に ， 他 者 排 除 を 対 象 の 側 に 結 び つ け る 解 釈 は ， 他 な ら ぬ サ パ ン の 直 弟 子
の ウ ユ ク パ に よ り 提 示 さ れ る こ と に な る ． そ の 詳 細 は 後 述 し よ う ．
' 3 9 g z h a n s e l b l o y i i u g t s h u l y i n " b e m s p o ' i d o n l a g z h a n s e l m e d "
' d o d o n g y i g z h a n s e l r a n g m t s h a n p h y i r " s n a n g y u l' g y u r g y i s e l b a y a m s "
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ン ナ ク パ の 名 前 が 挙 げ ら れ て い る が 1 4 1 , 妥 当 で は な い ． ツ ァ ン ナ ク パ の 他 者 排 除 の
解 釈 は 先 き に 紹 介 し た が ， 彼 の 『 善 説 集 成 』 に は ， 対 象 の 他 者 排 除 を 認 め る 記 述 は
確 認 で き ず ， そ も そ も 「 対 象 の 他 者 排 除 」 と い う 語 そ れ 自 体 全 く 見 出 さ れ な い か ら
で あ る ' 4 2 .さ ら に ， チ ヤ パ の 『 意 闇 払 拭 』 に も ， こ の 語 は 見 出 さ れ な い ． こ の 「 対
象 の 他 者 排 除 」 と い う 表 現 の 典 拠 は ， ま ず 間 違 い な く ， サ パ ン が 依 用 し た 『 智 慧 灯
明 』 で あ る ． そ こ に は ， 前 述 し た よ う に ， 「 私 の 上 師 で あ る 智 慧 の 眼 を 備 え た 者 達 」
の 見 解 が 紹 介 さ れ て い る が ， そ こ に ， 知 の 他 者 排 除 と 語 の 他 者 排 除 の 他 に ， 対 象 の
他 者 排 除 と い う 語 が 見 出 さ れ る の で あ る 1 4 3 . サ パ ン は ， 恐 ら く は こ れ を 念 頭 に お い
て ， 他 者 排 除 を 対 象 レ ベ ル に 立 て る 解 釈 を こ こ で 批 判 し た の で あ る ．
前 述 し た よ う に ， 他 者 排 除 を 語 の 対 象 と し て で は な く ， 知 の 作 用 の 一 つ と し て ，
知 の 側 に 設 定 す る こ と は ， チ ヤ パ を 初 め と す る サ ン プ 系 学 者 の 特 徴 で あ っ た ． こ こ
で サ パ ン は , そ の サ ン プ 系 の 解 釈 を 忠 実 に 踏 襲 し て い る こ と が 確 認 さ れ た わ け で あ
る . 他 者 排 除 を 事 物 の 実 相 と し て 対 象 の 側 に 設 定 す る こ と は , 既 に 指 摘 し た よ う に ，
ダ ル マ キ ー ル テ イ の 『 量 評 釈 』 に 見 出 さ れ る の が 1 4 4 1 サ パ ン は ， カ シ ュ ミ ー ル の パ
ン デ ィ タ 達 に 師 事 し て ， 『 量 評 釈 』 を 梵 語 原 典 か ら 修 学 し た に も か か わ ら ず ， 実 際
に は ， ダ ル マ キ ー ル テ ィ の 密 意 を 正 し く 理 解 し て お ら ず ， サ ン プ 系 の 古 い 解 釈 を 取
っ て い る の で あ る ． こ れ は ， 『 正 理 宝 蔵 』 に 少 な か ら ず 見 出 さ れ る サ ン プ 系 論 理 学
の 残 津 の 一 例 で あ る ．
2 ． 他 者 排 除 の 設 定 に 関 す る サ パ ン の 一 貫 性 を 欠 い た 記 述 と そ の 思 想 的 背 景 ：
こ の よ う に ， サ パ ン は ， 明 ら か に ， 他 者 排 除 を 語 や 分 別 知 等 の 有 対 象 の 側 に 立 て
' 4 1 『 正 理 宝 蔵 ロ 註 』 p ､ l l l . 1 - 3 : s l o b d p o n g T s a n g n a g p a l a s o g s p a ' g a ' z h i g d o n r a n g m t s h a n g y i
g z h a n s e l z h e s b y a b a y u l b e m p o n y i d g z h a n s e l m t s h a n n y i d p a r ' d o d p a n i C h o s k y i g r a g s p a ' i
d g o n g s p a l a l o g p a d n g o s p o d a n g l d o g p a d n g o s m e d m a p h y e d p a r z a d d o 〃 ｢ 尊 師 ツ ァ ン ナ ク パ 等 の
或 る 者 は ， 「 自 相 と し て 対 象 の 他 者 排 除 」 と 云 う 物 質 に 他 な ら な い 対 象 を ， 真 の 他 者 排 除 と 認 め
て い る が ， そ れ は ， ダ ル マ キ ー ル テ イ の 密 意 に お い て ， 反 転 し た も の ( l o g p a , * v y a v r t t a ) は 事 物
( d n g o s p o , * v a s t u ), 反 体 ( l d o g p a , * v y a v r t t i ) は 非 事 物 ( d n g o s m e d , * a v a s m ) で あ る と 区 別 し
て い な い に 過 ぎ な い の で あ る ． 」
' 4 2 尤 も ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， 普 遍 を 対 象 の 側 に お い て 認 め て お り ， そ れ は ， 実 質 的 に ， 対 象 の 他
者 排 除 に 相 当 す る こ と は 指 摘 し て お く 必 要 が あ る ． 彼 は ， 他 者 排 除 を あ く ま で 知 の 作 用 と し て 立
て る の で ， そ れ を 「 他 者 排 除 」 と は 呼 ば な い が ， 実 質 的 に は ， 対 象 の 他 者 排 除 を 認 め て い る と 言
っ て も 過 言 で は な い ．
' 4 3 『 智 慧 灯 明 』 p ､ 2 1 . 2 参 照 ．
' 4 4 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 4 8 参 照 ．
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て い る こ と が 確 認 さ れ た ． し か し ， 混 乱 を 招 く の は ， 彼 の 『 正 理 宝 蔵 』 に は ， 決 し
て 多 く は な い が ， そ れ を 対 象 の 側 に 立 て る 記 述 が 散 見 し て い る こ と で あ る ' 4 3 . そ こ
で こ こ に 幾 つ か 用 例 を 挙 げ て お こ う ． 例 え ば ， 第 五 章 「 言 表 対 象 と 言 表 者 の 考 察 」
に は ， 他 者 排 除 を 言 葉 の 対 象 に 結 び 付 け る 記 述 が 確 認 さ れ る ． 即 ち ，
「 ま た ， ［ 尊 師 ダ ル マ キ ー ル テ ィ は , ］
［ ｢ 樹 」 と い う 言 語 規 約 （ ＝ 語 ） は ， 排 除 さ れ る べ き 非 樹 等 の ］ 他 の も
の に 知 覚 さ れ な い こ と に 依 拠 し て い る か ら ， そ し て ， ［ 排 除 さ れ る べ き
も の で な い 樹 等 の ］ 或 る も の に は ， そ れ が 知 覚 さ れ る こ と に 依 拠 し て
い る か ら ， 語 に 対 し て ， ［ 他 者 ］ 排 除 は 結 び 付 け ら れ る の で あ り ， そ れ
は ， 事 物 に 対 し て は 適 用 さ れ な い 」 ( P V m .1 7 2 1 4 6 )
と お 説 き に な っ た こ と に よ り , 事 物 に 対 し て 語 が 結 び 付 け ら れ る の で は な く
他 者 排 除 に 対 し て ［ 語 が ］ 結 び 付 け ら れ る 理 由 も ま た ， 枝 葉 等 を 有 し な い 石
等 の 他 の も の （ ＝ 異 類 の も の ） に は ， 「 樹 」 の 語 は 認 め ら れ ず ， 枝 葉 等 を 有
す る 他 の も の （ ＝ 同 類 の も の ） で あ る 栴 檀 等 の 或 る も の に は ， 「 樹 」 の 語 が
認 め ら れ る の で ， 同 類 の も の に 対 し て は 語 が 認 め ら れ ， 異 類 の も の に 対 し て
は 認 め ら れ な い こ と の 二 つ に 依 拠 し て , そ の 語 が 結 び 付 け ら れ る 必 要 が あ る ．
［
そ れ 故 ，
も し ， ’
［
γ 〕 て か 万 フ リ ー 塁
語 が ］ 事 物 と 関 係 す る な ら ば ， そ れ （ ＝ 或 る 特 定 の 事 物 ） の み に 結
び 付 け ら れ る こ と に よ り 理 解 さ れ る が ， 他 の も の に ［ そ の 語 が ］ 無 い こ と に
依 拠 す る 必 要 は な い か ら で あ る . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p p .1 2 4 . 1 9 - 1 2 5 . 5 )
こ こ で サ パ ン は , P V m .1 7 2 に 依 拠 し て ， 語 が 結 び 付 け ら れ る の は ， 事 物 で は な
く 他 者 排 除 で あ り ， 他 者 排 除 が 語 の 対 象 で あ る こ と を 明 記 し て い る ． 他 に も ， 第 三
章 ｢ 普 遍 と 特 殊 の 考 察 ｣ に お い て , 他 者 排 除 を 普 遍 に 結 び 付 け る 記 述 が 見 出 さ れ る ．
「 [ 問 い ： ］
［ 偶 ： ］ も し ， 対 象 に 普 遍 が な い な ら ば ， 他 者 排 除 は 仮 設 さ れ た 非 事
物 に お い て 成 立 す る が ， 対 象 に 対 し て 関 係 し な い の で ， 一 切 の 言 説 は
' 4 5 サ パ ン の 他 者 排 除 に 関 す る 記 述 の 一 貫 性 の 欠 如 に つ い て は ， 既 に 福 田 1 9 9 2 , p p . 3 - 8 に お い て
も 指 摘 さ れ て い る ．
' 4 6 a n y a t r a d r S t y a p e k S a t v a t k v a c i tt a d d r 乳 y p e k 5 a p a tS r u t u s a m b a d h y a t e a p o h o ,n a e t a d v a s m n i
y l l y a t e " ; T i b . g z h a n d u m a m t h o n g l a l t o s d a n g " l a l a r d e m t h o n g l a l t o s p h y i I W g z h a n s e l s g r a d a n g
' b r e l' g y u r g y i " d e n i d n g o s l a m r u n g n g o "
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減 す る ， と 云 う な ら ば 1 4 7 ,
自 相 と し て の 対 象 に お い て 普 遍 は な く ， 他 者 排 除 を 普 遍 と し て 把 握 す る と し
て も ， そ れ は 事 物 と し て 存 在 し て い な い の で ， 対 象 と 関 係 し な い ． そ れ 故 ，
特 殊 が 成 立 す る こ と に よ り 普 遍 が 成 立 す る と ［ 論 証 す る ］ 自 性 因 と ， 普 遍 が
斥 け ら れ る こ と に よ り 特 殊 が 否 定 さ れ る こ と ［ を 論 証 す る ］ 能 遍 の 不 知 覚 等
の 弁 証 ( r t o g g e , * t a r k a ) の 設 定 と ， 世 間 の 一 切 の 行 為 が 減 す る こ と に な る ，
と 云 う な ら ば ，
［ 回 答 ： ］
[ 偶 : ］
対 象 と 排 除 を 同 一 と し て 迷 乱 し て ( ＝ 同 一 の も の と 判 断 し て ）
対 象 に 対 し て 行 動 を 起 こ す と き ， 自 相 を 獲 得 さ せ る ［ 知 ］
の み が ， 認
識 手 段 で あ る の で , [ 他 者 排 除 を 普 遍 と 把 握 す る こ と は ] 妥 当 で あ る 1 4 8 ．
自 性 に よ り 迷 乱 し た 分 別 知 ( r t o g p a n " b o J k h r u l p a ) に よ っ て ， 他 者 排 除
に 対 し て 自 相 で あ る と 迷 乱 し て 行 動 を 起 こ す と き , 対 象 を 獲 得 す る こ と の み
に よ り ， 認 識 手 段 の 行 為 が 成 立 す る の で ， 全 く 妥 当 で あ る ． ・ ・ ・ 」 （ 『 正 理
宝 蔵 』 p ､ 8 5 . 7 - 2 0 ）
先 き の 例 で は ， 他 者 排 除 は ， 言 葉 の 対 象 に 結 び 付 け ら れ て い た が ， こ こ で は ， 普
遍 に 結 び 付 け ら れ て い る ． こ こ で 説 か れ て い る の は ， 例 え ば ， 「 こ れ は 壷 で あ る 」
と い う 壺 を 把 握 す る 分 別 知 に は ， 壷 そ れ 自 体 で は な く ， 壺 の 普 遍 （ ＝ 他 者 排 除 ） が
顕 現 し て い る ． し か し ， そ れ を 自 相 と し て の 壷 と 判 断 す る こ と を 通 じ て ， 壺 に 対 し
て 行 動 を 起 こ し ， そ れ を 獲 得 す る こ と が 出 来 る ， と い う こ と で あ る ．
さ ら に ， 第 十 章 「 為 自 推 論 の 考 察 」 で は ， 他 者 排 除 と 反 体 ( l d o g p a , * v y a v r t t i )
を 同 一 視 す る 記 述 が 見 出 さ れ る ．
｢ [ 偶 ：］ 他 者 排 除 よ り 他 に 反 体 は 存 在 し な い
． ・ ・ 反 体 と は 他 者 排 除 で あ る が ， そ れ に は ， 分 別 知 に よ り 仮 設 さ れ た だ け
の も の 以 外 に ， 自 体 と し て 成 立 し て い る も の は 存 在 し な い の で ， 非 事 物 に 他
な ら な い の で あ る ． 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p . 2 9 5 . 4 - 9 ' 4 9 )
' 4 7 g a l t e d o n l a s p y i m e d n a " g z h a n s e l s g r o b t a g s d n g o s m e d l a " g r u b k y a n g d o n d a n g m a ! b r e l
p h y i Ⅱ 〃 t h a s n y a d t h a m s c a d l j i g c e n a "
' 4 8 d o n d a n g s e l b a g c i g n y i d d u " ' k h m l n a s y u ll a u g p a n a " r a g g i m t s h a n n y i d t h o b p a t s a m "
t s h a d m a y m p h y i r ' t h a d p a y i n "
' 4 9 g z h a n s e l l a s g z h a n l d o g p a m e d "
. . . l d o g p a n i g z h a n s e l y i n l a d e l a r t o g p a s s g r o b t a g s p a m a g t o g s p a n g o b o r g r u b p a m e d p a s d n g o s
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こ こ で サ パ ン は ， 他 者 排 除 を 反 体 と 同 一 視 し て ， そ れ は 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ
た だ け の 非 事 物 で あ る と 明 言 し て い る ．
こ の よ う に ， サ パ ン は ， 一 方 に お い て ， 他 者 排 除 を 知 の 作 用 の 仕 方 に 結 び 付 け ，
知 の 側 に 設 定 し つ つ ， 他 方 に お い て ， 他 者 排 除 を ， 語 の 対 象 や 普 遍 ， 反 体 な ど の 対
象 の 側 に 結 び 付 け た 記 述 を 残 し て い る こ と が 確 認 さ れ る ． こ の 点 に つ い て 我 々 は 如
何 に 解 釈 す べ き で あ ろ う か ．
こ れ に つ い て は ， 端 的 に サ パ ン の 見 解 は 矛 盾 し て お り ， 首 尾 一 貫 性 に 欠 け て い る
と 言 わ ざ る を 得 な い と 考 え る ． 例 え ば ， 第 一 の 用 例 を 例 に 挙 げ る な ら ば ， 実 は ， サ
パ ン は そ の 直 前 に お い て , P v m . 1 7 1 に 基 づ き ， 語 の 対 象 で な く ， 語 そ れ 自 身 が 他
者 排 除 で あ る と 明 言 し て お り ， 前 後 の 文 章 で 解 釈 が 一 定 し て い な い ． 即 ち ，
「 他 に も ， こ れ ら の 意 味 は ， 詳 細 に 『 量 評 釈 』 に お い て ，
「 そ れ 故 ， 言 語 規 約 時 ( s a m k e t a - k a l a ) に お い て も ，自 身 の 認 識 の 結 果
を 有 す る ， 説 示 さ れ た 対 象 に 対 し て 結 び 付 け ら れ た 他 者 排 除 は ， ［ 実 在
対 象 で は な く , ］ 語 に 対 し て 結 び 付 け ら れ て い る 」 ( P V m ､1 7 1 ' 5 0 )
と 説 か れ て い る の で ， 言 説 時 に お い て ， 意 図 さ れ て い な い 他 の も の を 断 じ て
行 動 す る の で ， 命 名 時 に お い て も ， 分 別 知 に 顕 現 し た も の （ ＝ 対 象 普 遍 ） と
自 相 と し て の 事 物 の 二 つ を 一 つ に 迷 乱 し て ， ＜ そ れ で な い も の ( d e m a y i n ,
反 対 項 ） ＞ を 断 じ て 命 名 す る の で ，
命 名 時 の 語 ( b r d a ' i t
非 除 で あ る と 論 証 さ れ た の で あ る
. 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p . 1 2 4 . 1 4 - 1 9 )
こ こ で 典 拠 と し て 引 か れ た P V m . 1 7 1 に は 確 か に 他 者 排 除 が 語 の 対 象 で は な く ，
語 そ れ 自 体 に 結 び つ , ﾅ ら れ て い る そ の 周 辺 の ダ ﾙ ﾏ ｷ ｰ ﾙ ﾃ ｲ の 記 述 を 見 て み る
と , P v I n .1 6 9 で は ， 先 に 引 い た P v m .1 7 2 と 同 様 に ， 他 者 排 除 が 語 の 対 象 に 結
び 付 け ら れ て い る が ， そ の 直 後 の P v m .1 7 0 で は ， 「 あ る い は ( v 5 )」 と い う 語
を 導 入 し て ， 一 転 し て ， 他 者 排 除 が 語 に 結 び 付 け ら れ て い る こ と が 分 か る 1 5 1 . つ ま
m e d n y i d y i n n o "
l " t a s m a ts a m k e t a k a l e a p in i r d i " r t h e n a s a m y u t a i / s v a p r a t r t i p h a l e n a a n y a p o h a h s a m b a n d h y a t e
§ r u i P u " T i b . d O p h y i r b r d a y i d u s n a y a n g " r a n g n y i d m t h o n g b a ' i' b r s b u c " b s t a n p a ' i d o n d a n g
' b r e l p a ' i p h y i r " g z h a n s e l s g r a d a n g ' b r e l p a r ' g y u l "
' 5 ! P V m . 1 6 9 :t a d m p a r o p a g a t y a n y a v y a v r t t a d h i g a t e h p u n a j / S a b d a r t h o ' r t h a h s a e v e t i v a c a n e n a
v i r u d h y a t e 〃 「 そ れ ( = 対 象 ） の 形 相 ( m p a , i . e . 対 象 の 部 分 で あ る 他 者 排 除 ） を ［ 知 の 形 相 に 対 し
て ］ 増 益 す る こ と を 理 解 す る こ と に よ り ， ［ そ の 対 象 の 形 相 と 知 の 形 相 を 同 一 の も の と 判 断 す る
こ と に よ っ て ］ 他 者 か ら 反 転 し た ［ 対 象 ］ を 理 解 す る の で ， そ の 対 象 （ ＝ 対 象 の 形 相 ＝ 他 者 排 除 ）
こ そ が 語 の 対 象 で あ る と 云 っ て も ， 矛 盾 で は な い . j ; P V m .1 7 0 : m i t h y a v a b h a s i n o v a i t e
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り ， ダ ル マ キ ー ル テ イ 自 身 ， 他 者 排 除 を ， 語 と 語 の 対 象 の 両 方 に 結 び 付 け る 両 義 的
な 解 釈 を し て お り ， そ の こ と が サ パ ン の 解 釈 の 混 乱 を 生 み 出 す 一 因 と な っ て い る の
で あ る ． 先 に ， 他 者 排 除 を 語 の 対 象 に 結 び 付 け る こ と が ， デ イ グ ー ガ に 由 来 す る 他
者 排 除 の 本 来 的 な 意 味 で あ る と 指 摘 し た が ， ダ ル マ キ ー ル テ イ は ， そ の 点 に 関 し て
も ， デ イ グ ナ ー ガ と は 異 な る 解 釈 を し て い る こ と が 分 か る ． ダ ル マ キ ー ル テ イ の 他
者 排 除 論 の 詳 細 は ， 本 稿 の 主 題 か ら 外 れ る の で ， 稿 を 改 め て 検 討 し よ う ．
さ ら に サ パ ン に こ の よ う な 解 釈 の 揺 れ が 生 じ た 背 景 と し て 考 え ら れ る の は , サ パ
ン が 受 容 し た 論 理 学 の 学 統 に 全 く 別 の 二 つ の 系 統 が あ っ た こ と で あ る ． 即 ち ， サ パ
ン は ， カ シ ュ ミ ー ル パ ン デ ィ タ ・ シ ャ ー キ ャ シ ュ リ ー バ ド ラ 及 び 彼 の 随 従 達 に 師 事
し て ， 梵 語 原 典 を 通 じ て ， 『 量 評 釈 』 を 初 め と す る 一 連 の 論 理 学 書 を 学 ん だ ． し か
し ， そ の 前 に ， キ ャ ン ド ウ ル 寺 に お い て ， ツ ァ ン ナ ク パ の 弟 子 の 一 人 で あ る ツ ル ト
ウ ン ・ シ ョ ン ヌ セ ン ゲ に 師 事 し て ， 師 の 『 智 慧 灯 明 』 を 初 め と す る サ ン プ 系 の 論 理
学 書 を 修 学 し た こ と が 知 ら れ て い る ． こ の よ う に 二 つ の 相 異 な る 論 理 学 の 学 統 を 受
け 継 い だ こ と が ， 彼 の 他 者 排 除 理 解 に 解 釈 の 揺 れ を 商 し た と 推 定 さ れ る の で あ る ．
こ の 二 つ の 学 統 の う ち ， サ パ ン の 他 者 排 除 の 基 本 的 解 釈 は ， 実 は 前 述 し た よ う に ，
他 者 排 除 を 知 の 作 用 と 見 倣 し ， 知 の 側 に 設 定 す る サ ン プ 系 の 解 釈 で あ る が ， カ シ ュ
ミ ー ル パ デ ィ タ 達 に 師 事 し て 『 量 評 釈 』 等 を 学 ん だ こ と か ら ， 他 者 排 除 を 普 遍 や 語
の 対 象 等 に 結 び 付 け る 解 釈 が 混 入 し た も の と 推 察 さ れ る ． そ の 結 果 と し て ， 他 者 排
除 に 関 し て ， そ の 記 述 に 首 尾 一 貫 性 を 欠 く こ と に な っ た の で あ る ．
他 者 排 除 を 知 の 側 に 結 び 付 け る 解 釈 は ， 『 正 理 宝 蔵 』 の 他 の 章 で も 繰 り 返 し 確 認
さ れ る ． 例 え ば ， 「 普 遍 と 特 殊 の 考 察 」 の 章 に お い て サ パ ン は こ う 明 言 し て い る ．
「 第 二 ． そ れ （ ＝ 事 物 の 実 相 ） を 確 立 す る 仕 方 は ，
［ 偶 ： ］ 実 体 と 反 体 ， 普 遍 と 特 殊 ， 定 立 と 他 者 排 除 分 別 と 無 分 別 ，
他 の 者 達 は ， ［ こ れ ら の ］ 設 定 を ［ 典 籍 と は ］ 別 に 説 く ． 私 は 典 籍 の 通
p r a t y a y 鋤 § a b d a n i r m i t a h / a n u y a n t i n n a m a r t h a m S a m i t i c a p o h a k r c * c h r u t i M 「 あ る い は ( v a ), こ れ
ら の 語 に よ っ て 形 成 さ れ た 知 ( p r a t y a y a ) は ， 誤 っ た 顕 現 を 有 す る も の で あ り ，こ の 対 象 の 部 分
に 随 伴 す る の で ， 語 は ， ［ 他 者 の ］ 排 除 を 為 す も の で あ 量 ． 」
＊ 宮 坂 本 で は , V a の 読 み を 示 す が ， 戸 崎 1 9 7 2 p 2 7 0 , n .1 6 1 に 示 さ れ て い る よ う に 9c a の 読
み を 取 る ． 内 容 的 に 見 て ， こ の 語 は i t i の 直 前 に 示 さ れ た 二 つ の 理 由 を 列 挙 す る た め に 置 か
れ て い る か ら で あ る ．
こ の 周 辺 の 偶 の 内 容 に つ い て は ， 戸 崎 1 9 7 9 , p p ､ 2 6 8 - 2 6 7 周 辺 参 照 ． 翻 訳 は 拙 訳 を 挙 げ て い る ．
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り に 解 説 す る こ と を 欲 す る ．
チ ベ ッ ト 人 達 ( B o d r n a m s ' 5 2 ) は ， 実 体 と 定 立 と ， 普 遍 と 反 体 等 は ， 或 る 時
は 一 致 す る よ う に 説 き ， 或 る 時 は 一 致 し な い よ う に 説 き ， 或 る 時 は 知 の 法
( b l o c h o s , 知 の 属 性 ） の 如 く に 説 き ， 或 る 時 は 対 象 の 法 ( d o n c h o s , 対 象 の
属 性 ） の よ う に 説 き ， 或 る 時 は 普 遍 を 定 立 の よ う に な し ， 或 る 時 は 普 遍 を 否
定 の よ う に な す の で ， 確 固 と し た 分 別 は 見 ら れ な い の で あ る ． 私 は ， 先 に 説
い た よ う に ， 教 義 を 確 固 と し た も の と し て 説 く ． そ う で あ れ ば ， 実 体 と 普 遍
は 対 象 , 分 別 と 無 分 別 は 知 ，
顕 現 と 排 除 は ｢ 知 の 1 把 握 方 法 で 曲
( r d z a s d a n g
s p y i y u l / r t o g p a d a n g r t o g m e d b l o /
) . 」
D a q ． s e l D a q z m S [ a n 2 S S c
（ 『 正 理 宝 蔵 』 p . 7 6 . 1 1 - 1 9 )
従 来 は ， サ パ ン は 『 正 理 宝 蔵 』 に お い て カ シ ュ ミ ー ル パ ン デ イ タ 伝 来 の イ ン ド 正
統 の 解 釈 に 基 づ き ， チ ベ ッ ト 的 偏 向 を 多 分 に 含 む サ ン プ 系 論 理 学 を 痛 切 に 批 判 し た
と 解 釈 す る の が 一 般 的 で あ っ た ． し か し こ の 他 者 排 除 論 か ら も そ の 一 端 が 伺 え る よ
う に ， サ パ ン の 解 釈 は ， 決 し て イ ン ド 原 典 に 忠 実 な も の で は な く ， 多 分 に サ ン プ 系
論 理 学 の 解 釈 が 残 存 し て い る の で あ る ． 『 正 理 宝 蔵 』 を 読 み 解 く 際 に は ， そ の 点 に
留 意 す る 必 要 が あ る ．
3 ． 他 者 排 除 の 対 象 の 実 相 ：
他 者 排 除 の 設 定 に お い て ， チ ャ パ は ， 「 事 物 の 実 相 ( d n g o s p o ' i g n a s l u g s )｣ ( 『 意
闇 払 拭 』 4 a 6 - 7 ), ツ ァ ン ナ ク パ は ， 「 対 象 の 実 相 ( d o n g y i g n a s l u g s )｣ ( 『 善 説
集 成 』 1 1 8 b 5 - 6 ), ツ ル ト ウ ン は ， 「 対 象 で あ る 事 物 の 実 相 ( y u l d n g o s p o ' i g n a s l u g s ) 」
（ 『 智 慧 灯 明 』 p p .1 9 . 1 7 - 2 0 . 1 )と い う 科 段 を 立 て て ， 対 象 1 5 3 の 在 り 方 を 解 説 し た ．
サ パ ン も ， 同 様 に ， 「 対 象 の 実 相 ( y u l g y i g n a s l u g s )」 と い う 科 段 を 立 て て ， こ の
件 を 論 じ て い る ．
' 5 2 ヤ ク ト ウ ク は ， 「 チ ベ ッ ト の 或 る ［ 論 理 学 ］ 要 綱 ( B o d b s d u s p a k h a c i g )」 に 同 定 し て い る ．
『 正 理 宝 蔵 ヤ ク 註 』 p ､ 4 4 3 . 1 5 f 参 照 ． 他 の 一 連 の 註 釈 で は 特 に 前 主 張 者 の 同 定 は 見 ら れ な い ．
' 5 3 こ こ で 共 に 「 対 象 」 と い う 訳 語 を 与 え た , d o n と y u l の 語 義 に つ い て 少 し 解 説 を 加 え て お き た
い ． 一 般 に ， こ れ ら は ， 順 に , a r t h a と v i g a y a と い う 梵 語 の 訳 語 で あ る が ，こ の 両 者 に は ， 微 妙
な 意 味 の ズ レ が あ る ． 文 脈 に も よ る が ， 基 本 的 に , d o n は 目 的 達 成 可 能 な ( a r t h a k r i y a s a m a r t h a )
な 事 物 を 含 意 し ， 外 部 対 象 ( b a h y a r t h a ) を 指 す こ と が 多 い ．こ れ に 対 し て , y u l は ， 事 物 ・ 非 事
物 を 問 わ ず ， 知 の 対 象 と な る も の を 指 す ． そ の 微 妙 な 差 異 を 日 本 語 で 表 現 す る の は 困 難 で あ る の
で ， 今 は 同 一 の 訳 語 を 当 て て お く が ， そ の 点 は 一 つ 留 意 し て お く 必 要 が あ る ．
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「 対 象 の 実 相 と は ［ 何 で あ る の か と い う な ら ば ] ，
［ 偶 ： ］ ［ 排 除 の 対 象 は 分 別 知 に よ り ］ 仮 設 さ れ た も の で あ る の で ， 排
除 ［ に ］ は ， 実 在 の 対 象 （ ＝ 自 相 ） は な い ． 迷 乱 ［ 知 ］ （ ＝ 分 別 知 ） の
行 動 対 象 は 自 相 で あ る ．
（ 1 ） 他 者 排 除 は ， ［ そ の 対 象 が ］ 仮 設 さ れ た も の で あ り ， 実 際 に は 成 立 し て
い な い の で ， 実 在 の 対 象 ( d n g o s k y i y u l ' 5 4 ) は な い が ,[ 分 別 知 が 他 者 排 除
の 対 象 （ ＝ 普 遍 相 ） を 自 相 と ］ 迷 乱 （ ＝ 判 断 ） し て 行 動 を 起 こ す と き ， 獲 得
さ れ る 対 象 は 自 相 に 他 な ら な い の で あ る . ( 2 ) そ の 自 相 と し て の 対 象 も ま た ，
所 作 と 無 常 等 は ， 実 際 に は 別 異 無 く ， 同 一 性 ( g c i g n y i d ) と し て 存 立 し ,( 3 )
諸 々 の 別 異 な も の は ， 相 互 に 混 合 す る こ と な く ， 別 異 性 ( t h a d a d n y i d )と
し て 存 立 す る . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p ､ 9 3 . 1 4 - 1 7 1 5 5 )
こ の 記 述 は 些 か 暖 昧 で あ り ， 排 除 が 対 象 の 側 に 結 び 付 け ら れ ， そ れ が ， 分 別 知 に
よ り 仮 設 さ れ た だ け の も の な の で , 実 在 の 対 象 で な い と い っ て い る の か , あ る い は ，
排 除 が 有 対 象 の 側 に 結 び 付 け ら れ , 排 除 の 対 象 は 仮 設 さ れ た だ け の も の で あ る の で ，
排 除 に は 実 在 の 対 象 が な い と い っ て い る の か 判 然 と し な い . た だ , 直 前 で サ パ ン は ，
他 者 排 除 を 明 確 に 知 の 側 に 結 び 付 け て お り ， ま た 一 連 の 註 釈 で も ， そ の よ う に 解 釈
し て い る の で 1 5 6 ,こ こ で は 知 の 側 に 結 び 付 け て 解 釈 し ， 補 足 し て 訳 し て お い た ．
' 5 4 対 象 に は ， 直 接 的 対 象 ( d n g o s y u l )と 間 接 的 対 象 ( s h u g s y u l )と い う 分 け 方 が あ る が ， こ こ
で , d n g o s k y i y u l と い う の は ， 直 接 的 対 象 の 意 味 で は な く ， 実 在 す る 対 象 ， 即 ち ， 事 物 ( d n g o s
p o ) な い し 自 相 を 意 味 し て い る ．
' 5 5 b r t a g s p h y i r s e l b a d n g o s y u l m e d " ' k h r u l p a ' i l j u g y u l r a n g m t s h a n y i n "
g z h a n s e l b r t a g s p a y i n g y i s d o n l a m a g r u b p a s d n g o s k y i y u l m e d l a ! k h r u l n a s I j u g p a n a t h o b p a ' i y u l
r a n g m t s h a n n y i d y i n n o " d o n r a n g m t s h a n d e y a n g b y a s p a d a n g m i r t a g p a l a s o g s p a d o n l a t h a d a d
m e d p a r g c i g n y i d d u g n a s / t h a d a d m a m s p h a n t s h u n ' d r e b a m e d p a r t h a d a d n y i d d u g n a s s o "
' 5 6 例 え ば ， 『 正 理 宝 蔵 ヤ ク 註 』 p . 4 6 8 . 7 - 9 : g z h a n s e l p h y i n c i m a l o g p a ' i s h e s p a c h o s c a n / k h y o d k y i
d n g o s y u l d o n l a m e d d e / k h y o d k y i d n g o s y u l d e s g r o b t a g s y i n p a ' i p h y i 〃 「 不 顛 倒 の 他 者 排 除 の 知
が 有 法 ． 甲 の 直 接 的 対 象 は 実 在 し な い ． な ぜ な ら ば ， 甲 の 直 接 的 対 象 は 増 益 さ れ た も の で あ る
か ら ． 」 （ 注 意 ： こ こ で 「 甲 ( k h y o d , l i L 汝 ）」 は ， 有 法 ( c h o s c a n ) を 受 け る 問 答 用 語 で あ る ．）
他 に も ， 『 正 理 宝 蔵 ． 大 註 』 p . 3 3 . 3 . 5 : g z h a n s e l g y i y u l c a n n i / I j o d b y e d k y i s g r a d a n g / r t o g p a
g n y i s y i n l a / d e g n y i s k y i d n g o s y u l d n g o s p o r m e d c i n g / z h e n y u l r a n g m t s h a n l a b y a s m i r t a g s o g s
d o n l a t h a d a d m e d p a m a m s g c i g m g n a s / k a b u m s o g s d o n l a r d z a s t h a d a d p a m a m s g z h a n d a n g ' d r e
b a m e d p a r g n a s p a y i n t e / … 「 他 者 排 除 の 有 対 象 と は ， 言 表 者 の 語 と 分 別 知 の 二 つ で あ る が ， そ の
二 つ の 直 接 的 対 象 は 事 物 と し て 存 在 し て お ら ず （ ＝ 実 在 し て お ら ず ） ， ［ そ の ］ 判 断 対 象 で あ る
自 相 に は 所 作 や 無 常 等 ， 実 際 に は 無 別 異 の も の が 単 一 な も の と し て 存 し て お り ， 柱 や 壷 等 の 実
際 に は 別 異 実 体 で あ る も の が 他 と 混 合 す る こ と な く 存 し て い る ． 」 ； 『 正 理 宝 蔵 ロ 註 』 p .1 1 0 . 4 - 6 :
d o n n i s e l b a s j u g p a l a d n g o s y u l m e d p a s d e ' i s g o n a s y u l g y i g n a s l u g s d p y a d d u m e d k y a n g / I j u g y u l
r a n g m t s h a n l a l u g t s h u l g y i s g o n a s y u l g y i g n a s l u g s d p y a d p a r z a d d o z h e s p a ' o 〃 「［ 『 正 理 宝 蔵 』
の 記 述 の ］ 意 味 は ， 排 除 作 用 に は 実 在 の 対 象 が 存 在 し な い の で ， そ の 点 か ら 対 象 の 実 相 を 考 察 す
7 8
ツ ァ ン ナ ク パ や ツ ル ト ウ ン は ， 定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 と は 別 に ， 排 除 作 用 の 対 象
の 実 相 を 立 て ， そ れ ぞ れ 三 つ の 相 を 提 示 し た ． 定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 に 関 し て は ，
サ パ ン は ， 彼 ら の 設 定 を 前 提 と し つ つ ， そ れ を 換 骨 奪 胎 し て ， 独 自 の 解 釈 を 提 示 し
た こ と を 指 摘 し た ． そ れ は 基 本 的 に 三 特 性 か ら な る も の で あ っ た あ っ た が ， こ の 他
者 排 除 の 対 象 の 実 相 の 設 定 で は ， そ の 点 が 明 瞭 で は な い ． 偶 に は ， 三 特 性 が 明 記 さ
れ て い な い こ と は 疑 い な い が ， 自 註 の 内 容 は ， 三 特 性 に 分 け ら れ な い こ と も な い ．
そ こ で ， 参 考 ま で に ， サ パ ン の 解 釈 と サ ン プ 系 の 解 釈 を 比 較 対 照 し て お こ う ．
図 排 除 作 用 の 対 象 の 実 相 に 関 す る サ ン プ 系 及 び サ パ ン の 解 釈 の 相 異
こ こ で サ パ ン は , 排 除 作 用 の 対 象 を 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の 実 在 し な い
も の と 見 倣 し て い る が ， サ ン プ 系 の 解 釈 で は ， そ れ は 火 等 の 実 在 す る 事 物 と 見 倣 さ
れ る の で ， そ の 点 で 解 釈 を 異 に し て い る ． 他 方 ， 第 二 相 の 所 作 や 無 常 等 が 同 一 実 体
で あ る こ と に つ い て は ， 両 者 は 解 釈 を 共 有 し て い る ． 第 三 相 に つ い て は ， 先 に 指 摘
し た 通 り ， サ パ ン は ， サ ン プ 系 学 者 の よ う に ， 瑠 璃 の 青 や 蓮 華 の 青 等 の 諸 事 物 に ，
青 と い う 単 一 の 普 遍 が 随 伴 す る こ と を 認 め な い の で ， 諸 々 の 別 異 な 事 物 は ， 別 異 な
も の と し て 成 立 し て い る こ と を 主 張 す る ． 一 方 ， サ ン プ 系 の 第 三 相 は ， 自 相 の 唯 一
性 を 示 す も の で あ る が ， こ れ は 或 る 意 味 ， こ の サ パ ン が 提 示 し た 第 三 相 に 通 底 す る
る こ と は な い が ， 行 動 対 象 で あ る 自 相 に 対 し て 作 用 す る 仕 方 の 点 か ら 対 象 の 実 相 を 考 察 し て い
る に 過 ぎ な い の で あ る と い う ［ 意 味 ］ で あ る ． 」
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サ パ ン の 解 釈
サ ン プ 系 の 解 釈
1
他 者 排 除 は [ 分 別 知 に よ り ］ 仮 設 さ れ た も の
で あ り ， 実 在 し な い こ と ．
火 性 （ ＝ 火 ）
2
所 作 ･ 無 常 等 は , 無 別 異 の 実 体 ( ＝ 同 一 実 体 ）
と し て 存 す る こ と ［ ＝ 諸 法 の 無 別 異 性 ］
火 に 存 す る 所 作 と 無 常 と が 別 異 ［ 実 体 ］ を 欠
く こ と （ ＝ 同 一 実 体 で あ る こ と ） ［ ＝ 諸 法 の
無 別 異 性 ］
3
諸 々 の 別 異 な も の （ ＝ 瑠 璃 の 青 や 蓮 華 の 青
等 ） は , 別 異 で あ る こ と ［ ＝ 諸 事 物 ／ 諸 有 法
の 別 異 性 ］
場 所 と 時 と 自 性 が 別 異 で あ る 火 は ， ［ 他 と ］
混 合 せ ず に 随 伴 な く 存 す る こ と （ ＝ 同 類 ・ 異
類 の 全 て の 他 か ら 反 転 し た も の で あ る こ と ）
[ ＝ 自 相 の 唯 一 性 ］
も の で あ る ． な ぜ な ら ば ， サ パ ン が 説 く 事 物 の 別 異 性 は ， 個 々 の 事 物 が 他 と 混 合 す
る こ と な く 存 す る と い う 自 相 の 唯 一 性 に 他 な ら な い か ら で あ る ．
結 局 ， サ パ ン と サ ン プ 系 学 者 の 根 本 的 な 解 釈 の 相 異 は ， サ パ ン が 普 遍 と 普 遍 相 を
同 一 視 し て ， そ れ を 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の 非 事 物 と し た の に 対 し て ， サ
ン プ 系 学 者 は ， 普 遍 を ， ＜ 異 類 の も の か ら 反 転 し た も の ＞ と 規 定 し て ， 必 ず し も ，
非 実 在 の も の と は 見 倣 さ な い 点 に 帰 着 す る ． サ パ ン に と っ て は ， 諸 事 物 は ， 自 相 で
あ り ， 相 互 に 混 合 す る こ と が 決 し て 無 い 独 立 し た 個 体 で あ っ た ． そ の こ と 自 体 は ，
サ ン プ 系 学 者 も 認 め る が ， サ ン プ 系 学 者 は ， そ の 相 互 に 交 わ る こ と の な い 単 体 と し
て の 諸 事 物 の 間 に ， 青 の よ う に ， 共 通 し て 随 伴 す る 普 遍 を 実 在 レ ベ ル で 認 め た の に
対 し て ， サ パ ン は ， そ れ は ， 外 教 徒 が 認 め る 普 遍 実 在 論 と 変 わ る と こ ろ が な い と い
っ て 批 判 し ， そ れ を 認 め な い 点 に 違 い が あ る ． サ パ ン に と っ て は ， 普 遍 は ， あ く ま
で 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の も の で あ り ， 分 別 知 に 顕 現 す る ほ か ， 実 在 レ ベ
ル で 存 在 す る こ と は 決 し て 認 め ら れ な い ． そ れ 故 ， サ パ ン は ， 排 除 作 用 の 対 象 と し
て は ， 分 別 知 の 顕 現 対 象 で あ る 普 遍 相 を 立 て ， サ ン プ 系 学 者 の よ う に ， 火 等 の 自 相
を 立 て な い ．
サ ン プ 系 学 者 は , 前 述 し た 通 り ' 5 7 , 分 別 知 に 火 の 対 象 普 遍 ( ＝ 普 遍 相 ) が 顕 現 し ，
そ れ を 自 相 と し て の 火 と 判 断 す る こ と を 通 じ て , 人 は そ の 対 象 に 対 し て 行 動 を 起 こ
す こ と を 認 め る ． そ の 点 で は サ パ ン も 解 釈 を 共 に し て い る が ， サ ン プ 系 学 者 は ， 分
別 知 に 顕 現 す る 火 の 対 象 普 遍 に 対 応 す る 普 遍 が 対 象 の 側 に お い て 成 立 し て い る こ
と を 認 め る の に 対 し て ， サ パ ン は そ れ を 認 め な い 点 で 両 者 は 快 を 分 か っ て い る ． こ
こ で ， 「 分 別 知 に 顕 現 す る 火 の 対 象 普 遍 に 対 応 す る 普 遍 」 と は ， 《 対 象 の 他 者 排 除 》
と し て の 火 に 他 な ら な い こ れ は ， 非 火 か ら 反 転 し た も の と し て ， 実 在 レ ベ ル に お
い て 成 立 し て い る 他 者 排 除 で あ り ， サ ン プ 系 学 者 の 用 語 で は ， 「 普 遍 」 に 相 当 す る
も の で あ る ． サ ン プ 系 学 者 の 解 釈 で は ， 概 念 レ ベ ル に お い て 成 立 し て い る 対 象 普 遍
を ， 実 在 ／ 対 象 レ ベ ル に お い て 成 立 し て い る 普 遍 と 同 一 視 す る こ と を 通 じ て ， 人 は
そ の 対 象 に 対 し て 行 動 を 起 こ す こ と が 出 来 る ． こ の 解 釈 は ， 実 は , P V i n n . 2 9 - 3 1 =
P V I . 4 0 - 4 2 に 示 さ れ た ダ ル マ キ ー ル テ ィ の 解 釈 に 他 な ら な い が ， サ パ ン は ， 他 者
排 除 を 概 念 レ ベ ル で し か 認 め な い の で , 概 念 レ ベ ル に お い て 成 立 し て い る 対 象 普 遍
1 5 7 『 善 説 集 成 』 1 1 8 b 6 f 参 照 ．こ れ は ， 「 排 除 作 用 の 知 の 把 握 方 法 」 の 節 で 解 説 し た ．
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（ ＝ 火 性 ） に 対 応 す る も の を ， 対 象 の 側 に 欠 く こ と に な る ． サ パ ン の 解 釈 で は ， あ
る 特 定 の 時 間 と 場 所 に 限 定 さ れ た 自 相 と し て の 個 々 の 火 が 無 数 に 存 在 す る が , 対 象
の 側 に は ， 火 一 般 は 存 在 し な い か ら で あ る ． ダ ル マ キ ー ル テ イ は ， ＜ 他 か ら 反 転 し
た も の ＞ と し て の 火 や 所 作 や 無 常 等 を ， 「 特 殊 ( v i S e g a )」 と 称 し て 実 在 レ ベ ル に
お い て 認 め た が ， そ れ は 端 的 に は ， サ ン プ 系 学 者 達 が 認 め る 普 遍 に 他 な ら な い ． そ
の こ と が サ パ ン に は 理 解 さ れ な か っ た ． 全 て は そ の 点 に 帰 着 し て い る ． 一 言 で 言 え
ば ， ダ ル マ キ ー ル テ イ は ， 実 在 レ ベ ル ， 対 象 レ ベ ル で ， 実 質 的 に 「 特 殊 」 と 云 う 名
の 普 遍 を 認 め て い る の で あ る 1 5 8 . そ の 意 味 で ， ダ ル マ キ ー ル テ ィ は ， 実 は あ る 種 の
普 遍 実 在 論 者 と い っ て も 過 言 で は な い ． ヴ ァ イ シ ェ ー シ カ 派 等 の 普 遍 実 在 論 と の 違
い は ， ヴ ァ イ シ ェ ー シ カ 派 等 に と っ て ， 普 遍 は ， 個 々 の 実 体 ( d r a v y a ) に 内 属 す る
単 独 の 実 在 物 で あ っ た の に 対 し て ， ダ ル マ キ ー ル テ ィ は ， そ れ を ， ＜ 他 か ら 反 転 さ
れ た も の ＞ と し て 他 と の 差 異 の 下 に 捉 え た 点 に あ る ． こ の く 他 か ら 反 転 さ れ た も の
＞ は ， デ イ グ ナ ー ガ の 段 階 で は ， 分 別 知 の 側 に お い て 概 念 レ ベ ル に し か 成 立 し て い
な い も の で あ り ， そ れ は 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の 非 事 物 で あ っ た が ， ダ ル
マ キ ー ル テ イ は ， そ れ を 対 象 レ ベ ル に ま で 拡 張 し た ． そ の 点 が ダ ル マ キ ー ル テ イ の
独 創 で あ り ， デ イ グ ナ ー ガ と 他 者 排 除 の 解 釈 を 根 本 的 に 分 か っ て い る と こ ろ で あ る ．
ダ ル マ キ ー ル テ ィ が そ れ を 対 象 レ ベ ル に ま で 拡 張 し た 理 由 は , 他 者 排 除 が 単 に 概 念
レ ベ ル に 留 ま る 限 り ， そ れ は 実 在 す る 対 象 と の 結 び 付 き を 欠 く こ と に な る の で ， 実
在 す る 対 象 に 対 し て 人 に 行 動 を 惹 起 す る こ と が 出 来 な く な る と い う 理 由 に よ る ．
そ の よ う に 考 え る 場 合 ， 「 サ ン プ 系 学 者 は ， イ ン ド 原 典 か ら 離 れ た 特 殊 な 解 釈 を
し て お り ， そ れ を サ パ ン は イ ン ド 原 典 に 基 づ く 正 当 な 解 釈 に 基 づ き 批 判 し た 」 と い
う 従 来 の 解 釈 の 見 直 し が 必 要 と な っ て い る ．
4 ． 他 者 排 除 の 知 の 把 握 方 法 ：
他 方 ， 次 の 「 知 の 把 握 方 法 」 の 科 段 で は ， サ パ ン は ， ツ ァ ン ナ ク パ や ツ ル ト ウ ン
と は 全 く 異 な る 解 説 を 与 え て い る ． 即 ち ，
「 知 の 把 握 方 法 と は ［ 何 で あ る の か と い う な ら ば ] ，
［ 偶 ： ］ 同 一 と 別 異 の 自 相 に 対 し て ， 排 除 の 把 握 方 法 は 四 境 域 が あ り
1 5 8 ダ ル マ キ ー ル テ イ の 普 遍 と 特 殊 の 解 釈 に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 4 8 f 参 照 ．
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得 る ．
自 相 と し て の 対 象 は そ の よ う に 存 立 す る が , 分 別 知 に よ っ て 増 益 さ れ て ,（ 1 ）
同 一 に 対 し て 別 異 ， （ 2 ） 別 異 に 対 し て 同 一 ， （ 3 ） 同 一 に 対 し て 同 一 ， （ 4 ） 別
異 に 対 し て 別 異 と 把 握 す る こ と と で ， ［ 合 計 ] 四 境 域 が あ り 得 る ． そ の う ち ，
同 一 に 対 し て 同 一 と ， 別 異 に 対 し て 別 異 ［ と 把 握 す る こ と ］ は ， 分 か り 易 い
が ， 反 対 の も の の 二 つ は ［ 難 解 で あ る の で , ］ 解 説 す る . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p p
9 3 . 2 1 - 9 4 . 3 ）
こ こ で ， 「 反 対 の も の の 二 つ 」 と は ， （ 1 ） 別 異 な も の に 対 し て 同 一 と 増 益 す る
こ と と ， （ 2 ） 同 一 な も の に 対 し て 別 異 と 増 益 す る こ と の 二 つ を 指 し て お り ， 以 下
に そ の 解 説 が 続 い て い る ． 別 異 な も の に 対 し て 同 一 と 増 益 す る も の は ， 例 え ば ， 栴
檀 や シ ン シ ャ パ ー 樹 に 対 し て ， 共 通 し て 「 樹 」 と 把 握 す る 知 の 如 き で あ り ， 他 方 ，
同 一 な も の に 対 し て 別 異 と 増 益 す る も の と は ， 例 え ば ， 実 際 に は 同 一 の 実 体 で あ る
所 作 や 無 常 に 対 し て ， そ れ ぞ れ ， 「 所 作 」 と 「 無 常 」 と 区 別 し て 把 握 す る 知 の 如 き
を 指 す ． 以 下 ， サ パ ン は ， こ の 二 つ の 知 の 在 り 方 に つ い て ， そ れ ぞ れ ， 1 ． 増 益 の
根 拠 ( s g o ! d o g s p a ' i I g y u m t s h a n ) , 2 ． 増 益 の 知 の 形 相 ( s g r o ' d o g s p a ' i b l o ' i m a m
p a ) , 3 . 増 益 の 必 要 性 ( s g o ' d o g s p a ' i d g o s p a ) と い う 三 つ の 科 段 を 立 て て 詳 し
く 解 説 し て い る ' 5 9 ．
ツ ァ ン ナ ク パ と ツ ル ト ウ ン は ， 前 述 し た よ う に ， 同 名 の 科 段 に お い て ， 分 別 知 の
三 つ の 作 用 ， 即 ち ， 顕 現 ， 判 断 ， 排 除 の 三 つ を 挙 げ て い た ． サ パ ン の 解 説 は そ れ と
は 全 く 異 な る も の で あ る ． 但 し ， そ れ に 先 立 ち ， チ ャ パ は ， 同 名 の 科 段 に お い て ，
ツ ァ ン ナ ク パ や ツ ル ト ウ ン ら と は 全 く 異 な る 解 説 を 与 え て お り ， 実 は そ の 内 容 は ，
サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 に 見 出 さ れ る も の と 内 容 的 に 変 わ ら な い こ と を 指 摘 し て お く
必 要 が あ る ． 既 に 別 稿 に お い て そ の 箇 所 は 紹 介 し た が ' 6 0 , サ パ ン の 記 述 と の 比 較 対
照 の た め ， 再 出 し て お こ う ．
「 [ 分 別 知 の ］ 知 の 把 握 方 法 は , ( 1 ) 火 に 対 し て 火 と 把 握 す る が ,( 2 ) 所 作 ・
無 常 ［ の 対 象 普 遍 ］ と ， 火 の 対 象 普 遍 は 別 々 に 表 象 す る の で ， 別 異 を 欠 く こ
と か ら 反 転 し , 即 ち , 別 異 と し て 顕 現 し ， ( 2 ) そ し て , 場 所 と 時 と 自 性 が 別 々
の も の （ ＝ 諸 々 の 火 ） に 対 し て は ， 単 一 の 火 の 対 象 普 遍 が 表 象 す る こ と に よ
1 5 9 『 正 理 宝 蔵 』 p p . 9 4 . 4 - 9 6 . 1 7 参 照 ．
1 6 o 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 6 2 参 照
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り ， 随 伴 を 欠 く こ と か ら も 反 転 し て ， 即 ち ， 共 通 の も の と し て 顕 現 す る の で
あ る . 」 （ 『 意 闇 払 拭 』 4 a 7 )
こ こ で チ ヤ パ は ， 知 の 把 握 方 法 と し て 三 つ を 提 示 し て い る が ， そ の う ち の 後 二 者
は ， 順 に ， （ 1 ） 無 別 異 な 実 体 で あ る 火 と 所 作 ・ 無 常 等 が 分 別 知 に お い て 別 異 な も
の と し て 顕 現 す る こ と と ， （ 2 ） 別 異 な 実 体 で あ る 諸 々 の 火 が ， 分 別 知 に お い て は
「 火 」 と い う 単 一 の 相 （ ＝ 普 遍 相 ） と し て 顕 現 す る こ と を 現 し て い る ． こ れ は ま さ
に ， サ パ ン が こ こ で 提 示 し た 「 反 対 の も の の 二 つ 」 に 相 当 し て い る ．
さ ら に 注 目 す べ き は ， ツ ァ ン ナ ク パ と ツ ル ト ウ ン は ， こ の 他 者 排 除 の 箇 所 で は な
い が ， 先 行 す る 定 立 作 用 の 箇 所 の 「 対 象 の 実 相 」 の 科 段 に お い て ， 『 正 理 宝 蔵 』 と
同 様 の 科 段 を 立 て て い る ． ツ ァ ン ナ ク パ は ， 科 段 と し て 明 記 し て い る わ け で は な い
が ， ＜ 同 一 実 体 の も の に 対 し て 別 異 の も の と 増 益 す る こ と ＞ を ， 1 ． 増 益 の 根 拠 ，
2 ． 増 益 の 形 相 ， 3 ． 増 益 の 作 用 ( b y e d p a ) の 三 つ の 点 か ら 解 説 し て い る 1 6 1 .> y
ル ト ウ ン の 『 智 慧 灯 明 』 で は ， こ れ ら は ， 明 確 に 科 段 分 け さ れ て お り ， さ ら に ， 『 正
理 宝 蔵 』 同 様 に ， ＜ 別 異 実 体 に 対 し て 同 一 の も の と 増 益 す る こ と ＞ も 科 段 と し て 設
定 し て ， 同 様 の 三 つ の 下 位 科 段 を 付 加 し て い る 1 6 2 ．こ こ で は ， 逐 一 そ の 内 容 を 比 較
検 討 す る こ と は し な い が ， サ パ ン の 解 説 は ， ツ ァ ン ナ ク パ や ツ ル ト ウ ン ら の 解 説 と
内 容 的 に 大 き な 解 釈 の 相 異 が 認 め ら れ る わ け で は な く ， こ の 二 者 の 解 説 を よ り 詳 し
く 敷 術 し て 論 じ た も の で あ る ．
以 上 ， サ パ ン の 他 者 排 除 の 定 義 及 び そ れ に 関 連 す る 諸 主 題 を 解 説 し た が ， そ こ か
ら ， サ パ ン の 解 釈 は ， 他 者 排 除 を 知 の 作 用 の 仕 方 の 一 つ と し て 知 の 側 に 結 び 付 け る
サ ン プ 系 の 解 釈 を 踏 襲 し て い る こ と が 判 明 し た ． 『 正 理 宝 蔵 』 に は , 他 者 排 除 を 《 語
の 対 象 》 と し て 対 象 の 側 に 結 び 付 け る 解 釈 が 皆 無 で あ る わ け で は な い が ， 稀 少 で あ
り ， 基 本 的 に は ， 知 の 側 に 結 び 付 け る 解 釈 を 自 説 と し て 明 示 し て い る ． さ ら に ， 科
段 設 定 や 内 容 な ど も ， そ の 多 く を サ ン プ 系 学 者 の 論 理 学 書 , 特 に , ツ ル ト ウ ン の 『 智
慧 灯 明 』 に 負 う て い る こ と が 具 体 的 に テ キ ス ト に 基 づ き 確 認 さ れ た ． サ パ ン に 対 す
る サ ン プ 系 論 理 学 の 影 響 は 予 想 以 上 に 大 き い の で あ る ． 但 し ， ツ ル ト ウ ン の 解 釈 を
念 頭 に 置 い て そ れ を 批 判 し て い る と 思 し き 箇 所 も 見 出 さ れ る の で , サ ン プ 系 の 解 釈
1 6 ！ 『 善 説 集 成 』 1 1 7 a 3 - 7 参 照 こ の 箇 所 は ， 先 に ツ ァ ン ナ ク パ の 定 立 作 用 の 設 定 の 当 該 箇 所 で 訳
出 し ， 解 説 し て あ る ．
1 6 2 『 智 慧 灯 明 』 p p ・ 1 2 . 1 2 - 1 4 . 1 4 参 照
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を そ の ま ま の 形 で 受 け 入 れ て い る わ け で は な い . む し ろ , そ れ を 批 判 的 に 検 討 し て ，
受 け 入 れ ら れ る べ き も の は 受 け 入 れ ， そ う で な い も の は ， そ れ を 斥 け 自 説 を 新 た に
立 て る と い う 論 述 の 仕 方 を 取 っ て い る と 言 え る ． 次 に ， そ の 点 を 念 頭 に 置 き つ つ 他
者 排 除 の 分 類 に 関 す る サ パ ン の 解 釈 に 考 察 を 移 そ う ．
5 ． 他 者 排 除 の 分 類 ' 6 3 ：
サ パ ン は ， 事 物 の 実 相 と 知 の 把 握 方 法 を 解 説 し た 後 で ， 他 者 排 除 の 分 類 を 提 示 し
て い る ． 他 者 排 除 の 分 類 に つ い て は ， チ ヤ パ と ツ ァ ン ナ ク パ は 提 示 し て お ら ず ， ツ
ル ト ウ ン が 他 者 排 除 の 定 義 基 体 の 科 段 に お い て ， 他 者 排 除 を ， （ 1 ） 正 ［ 知 ］ の 他
者 排 除 ， （ 2 ） 誤 知 の 他 者 排 除 ， （ 3 ） 疑 念 の 他 者 排 除 の 三 つ に 大 別 し た こ と が 見 ら
れ る 程 度 で あ る ． サ パ ン は ， そ れ と は 全 く 異 な る 分 類 を 提 示 し て い る の で ， 以 下 に
紹 介 し て お こ う ． 他 者 排 除 の 分 類 を 示 す 文 章 の 全 体 は 以 下 の 通 り で あ る ．
「 第 一 ． 分 類 本 論
［ 偶 ： ］ 存 在 ( y o d p a ) 及 び 非 存 在 ( m e d p a )と 把 握 す る 観 点 か ら ， 他
者 排 除 は 二 種 類 で あ る ．
所 証 を 論 証 す る こ と と ， 否 定 対 象 を 否 定 す る 仕 方 に よ り ， 存 在 の 他 者 排 除
( y o d p a g z h a n s e l )と ， 非 存 在 の 他 者 排 除 ( m e d p a g z h a n s e l ) の 二 つ と ，
［ 偶 ： ］ 語 ( s g a )と 知 ( b l o ) の 分 類 に よ り ， そ の 存 在 と 非 存 在 ［ の
他 者 排 除 ］ も ま た ， 二 つ ず つ で あ る ．
語 の 他 者 排 除 ( s g r a ' i g z h a n s e l )と 知 の 他 者 排 除 ( b l o ' i g z h a n s e l ) の 二 つ に
よ り 分 け ら れ た こ と に よ り ， 四 つ に な る ． 存 在 の 語 の 他 者 排 除 ( y o d p a s g r a ' i
g z h a n s e l )と ， 存 在 の 知 の 他 者 排 除 ( y o d p a b l o ' i g z h a n s e l ) の 二 つ と ， 非 存
在 の 語 の 他 者 排 除 ( m e d p a s g a ' i g z h e n s e l ) と ， 非 存 在 の 知 の 他 者 排 除 ( m e d
p a b l o ' i g z h a n s e l ) の 二 つ ず つ で ， 四 つ と な る ． そ れ も ま た 『 量 評 釈 』 に ，
「 [ 或 る 対 象 の ］ 部 分 ( a m S a , i . e . d h a n n a , P V V ) の 増 益 の 数 だ け ， そ れ
（ ＝ そ の 増 益 ） を 断 ず る に は ， そ れ と 同 じ 数 だ け の 諸 確 定 ［ 知 ］ と 諸
語 が ［ 働 く ］ ． そ れ 故 ， そ れ ら （ ＝ 諸 確 定 ［ 知 ］ と 諸 語 ） は ， 異 な る 行
境 を 有 す る も の で あ る ' 6 4 ｣( P V I . 5 0 )
' 6 3 サ パ ン の 他 者 排 除 の 分 類 に つ い て は ， 福 田 1 9 9 3 , p p . 3 - 1 3 に お い て 詳 し く 検 討 さ れ て い る ．
' “ こ れ は ， 確 定 知 （ ＝ 分 別 知 ） と 語 が 異 な る 対 象 を 有 す る と い う 意 味 で は な く ， 或 る 確 定 知 と
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と 説 か れ て い る か ら で あ る . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p p ､ 9 6 . 1 8 - 9 7 . 4 )
こ の 分 類 が サ パ ン の 独 創 で あ る の か ， あ る い は ， 何 ら か の 典 拠 が あ る の か 不 明 で
あ る ． 少 な く て も ， こ こ に 典 拠 と し て 引 か れ た P V I . 5 0 は ，こ の よ う な 分 類 を 示 す
典 拠 に は 全 く な っ て い な い ． こ れ ら は ， さ ら に 後 続 の 文 章 に お い て 細 分 化 さ れ て い
る が 1 6 5 , 以 下 に ， サ パ ン に よ る 他 者 排 除 の 分 類 を 纏 め て 示 し て お こ う ．
1 ． 存 在 の 他 者 排 除 （ ＝ 存 在 の 語 の 他 者 排 除 ／ 存 在 の 知 の 他 者 排 除 ）
1 ． 現 前 者 を 確 定 す る 他 者 排 除 ( m n g o n g y u r l a n g e s p a ' i g z h a n s e l )[ = 確 定
知 ］
2 ． 非 現 前 者 を 確 定 す る 他 者 排 除 ( 1 k o g g y u r l a n g e s p a ' i g z h a n s e l )
1 ． 推 論 の 他 者 排 除 ( I j e s d p a g g i g z h a n s e l )[ = 推 論 ］
2 ． 誤 知 の 他 者 排 除 ( l o g s h e s k y i g z h a n s e l )[ = 誤 知 ］
3 ． 疑 念 の 他 者 排 除 ( t h e t s h o m g y i g z h a n s e l )[ = 疑 念 ］
2 ． 非 存 在 の 他 者 排 除 （ ＝ 非 存 在 の 語 の 他 者 排 除 ／ 非 存 在 の 知 の 他 者 排 除 ）
1 ． 排 除 対 象 が 所 知 に 存 在 す る も の ( g s a l b y a s h e s b y a l a y o d p a )
2 ． 排 除 対 象 が 所 知 に 存 在 し な い も の ( g s a l b y a s h e s b y a l a m e d p a )
こ こ で ， 存 在 の 他 者 排 除 は ， 後 で ， 事 物 の 他 者 排 除 ( d n g o s p o ' i g z h a n s e l )と も
換 言 さ れ て い る が ， そ れ は ， 「 目 的 達 成 不 可 能 な も の を 断 ず る も の ( d o n b y e d m i n u s
p a g c o d p a )」 と 定 義 さ れ て い る 1 6 6 . 例 え ば ， 無 常 を 理 解 す る 分 別 知 は ， 無 常 の 反
対 項 で あ る 常 住 と い う 目 的 達 成 不 可 能 な も の を 断 じ た も の で あ る の で , 事 物 の 他 者
排 除 と 言 わ れ る ．
こ れ は , 現 前 者 を 確 定 す る 他 者 排 除 と 非 現 前 者 を 確 定 す る 他 者 排 除 の 二 つ に 分 け
ら れ る が 1 6 7 , 前 者 は ， 例 え ば ， 直 接 知 覚 の 後 に 生 じ た ，「 こ れ は 壷 で あ る 」 と 壷 を
確 定 す る 全 て の 確 定 知 を 指 す ． こ れ は ， 壷 と い う 現 前 者 を 非 壺 と い う 反 対 項 を 排 除
す る こ と を 通 じ て 理 解 す る 知 で あ る か ら で あ る ． 他 方 ， 非 現 前 者 を 確 定 す る 他 者 排
除 は ， 非 現 前 の 真 実 の 対 象 に 対 し て 働 く か ， 非 真 実 の 対 象 に 対 し て 働 く か ， そ の 二
辺 に 対 し て 働 く か と い う 点 か ら ， 順 に ， （ 1 ） 推 論 （ 2 ） ， 誤 知 ， （ 3 ） 疑 念 の 三
他 の 確 定 知 が 異 な る 対 象 を 有 し ， 或 る 語 と 他 の 語 が 異 な る 対 象 を 有 す る と い う 意 味 で あ る ．
' “ 『 正 理 宝 蔵 』 p p ､ 9 8 - 1 0 0 参 照
1 6 6 『 正 理 宝 蔵 』 p . 9 8 . 6 f 参 照 ．
1 6 7 『 正 理 宝 蔵 』 p ､ 9 8 . 1 0 - 1 2 参 照 ．
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つ の 他 者 排 除 に 分 け ら れ る ． 先 き に 紹 介 し た よ う に ， 前 述 の ツ ル ト ウ ン の 分 類 に 通
底 す る も の で あ る ． 以 上 が 存 在 （ ＝ 事 物 ） の 他 者 排 除 の 分 類 で あ る ．
こ れ に 対 し て ， 非 存 在 の 他 者 排 除 は ， ま ず ， 「 目 的 達 成 可 能 な も の を 断 ず る も の
( d o n b y e d n u s p a g c o d p a )」 と 定 義 さ れ て お り 1 6 8 1さ ら に 排 除 対 象 が 存 在 す る も
の で あ る か 否 か の 点 か ら ， （ 1 ） 排 除 対 象 が 所 知 に 存 在 す る も の と ， （ 2 ） 排 除 対 象
が 所 知 に 存 在 し な い も の に 二 分 さ れ る . 前 者 の 例 は ， 「 壷 の 非 存 在 ( b u m p a m e d p a ) 」
で あ る ． 排 除 対 象 で あ る 壷 は 存 在 す る も の な の で ， 排 除 対 象 が 所 知 に 存 在 す る も の
と 云 わ れ る ． 他 方 ， 後 者 の 例 は ， 「 兎 角 の 非 存 在 ( r i b o n g r w a m e d p a )」 で あ る ．
排 除 対 象 で あ る 兎 角 は 非 存 在 で あ る の で , 排 除 対 象 が 所 知 に 存 在 し な い も の と 云 わ
れ る ． こ こ で 留 意 す べ き は , 存 在 の 他 者 排 除 で は 知 に 結 び 付 け て 解 説 し て き た の に ，
こ の 非 存 在 の 他 者 排 除 で は ， 一 転 し て ， 知 で は な く 対 象 に 結 び 付 け ら れ て お り ， 一
貫 性 を 欠 い て い る こ と で あ る ． こ の 点 は 正 直 理 解 で き な い ．
こ の 二 つ の 非 存 在 の 他 者 排 除 は ， ド ウ タ 文 献 に 見 ら れ た く 無 否 定 の 他 者 排 除 ＞ の
二 分 類 ， 即 ち ， （ 1 ） 自 身 の 否 定 対 象 が 所 知 に あ り 得 る 無 否 定 ( r a n g g i d g a g b y a s h e s
b y a l a s r i d p a ! i m e d d g a g ) と ,( 2 ) 自 身 の 否 定 対 象 が 所 知 に あ り 得 な い 無 否 定 ( r a n g
g i d g a g b y a s h e s b y a l a m i s r i d p a ' i d g a g b y a ) に 対 応 し て い る 1 6 9 ．こ の 分 類 が 仮 に サ
パ ン の 独 創 で あ る な ら ば ， ド ウ タ 文 献 に 見 ら れ る く 無 否 定 の 他 者 排 除 ＞ の 分 類 は ，
こ の 『 正 理 宝 蔵 』 に 由 来 す る こ と に な る ． あ る い は ， 他 に サ パ ン が 依 拠 し た 第 三 の
文 献 が あ る な ら ば ， さ ら に そ の 起 源 が 遡 る こ と に な る が ， そ の 点 は 今 後 の 検 討 課 題
で あ る ． サ パ ン は ， 非 否 定 と 無 否 定 の 設 定 は ， 別 の 箇 所 で 解 説 し て お り ， そ れ に つ
い て は 直 後 で 検 討 し よ う ．
I V ・ 他 者 排 除 論 に 関 連 す る 一 連 の 主 題 の 考 察
1 ． 否 定 と 定 立 に 関 す る サ パ ン の 見 解
（ 1 ） 否 定 と 定 立 の 設 定 の 位 置 付 け と 科 段 構 成 ：
『 正 理 宝 蔵 』 に お い て は ， 否 定 と 定 立 の 設 定 は ， 奇 妙 な こ と で あ る が ， 独 立 し た
一 章 を 設 け て 論 じ ら れ て い る の で は な く ， ま た ， 「 定 立 と 他 者 排 除 の 考 察 」 の 章 に
お い て 併 せ て 論 じ ら れ て い る の で も な く ， 第 八 章 「 定 義 の 考 察 」 の 後 半 部 に 見 出 さ
1 6 8 『 正 理 宝 蔵 』 p . 1 0 0 . 9 f . 参 照
1 6 9 こ の 無 否 定 の 他 者 排 除 に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 4 , p ､ 2 4 0 f 参 照
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れ る 認 識 手 段 の 設 定 に お い て ， そ れ に 属 す る 一 主 題 と し て 置 か れ て い る ' 7 0 ． こ れ は
恐 ら く ， ツ ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集 成 』 や ツ ル ト ウ ン の 『 智 慧 灯 明 』 の 科 段 構 成 を 反
映 し た も の と 推 定 さ れ る ． な ぜ な ら ば ， こ の 両 著 作 に お い て も ， 否 定 と 定 立 の 設 定
は ， 認 識 手 段 の 設 定 に 属 す る 主 題 と し て 立 て ら れ て い る か ら で あ る ． 実 際 ， そ の 科
段 構 成 や 内 容 を 検 討 し て み る と ， サ パ ン は ， 明 ら か に ， こ れ ら の 著 作 ， 特 に ， ツ ル
ト ウ ン の 『 智 慧 灯 明 』 を 前 提 と し て い る ． 即 ち ， 『 智 慧 灯 明 』 の 科 段 構 成 や 内 容 を
踏 ま え た 上 で ， ツ ル ト ウ ン の 見 解 を 前 主 張 に 立 て て 批 判 し て い る の で あ る ． そ の 点
を 念 頭 に 置 い て ， 以 下 に サ パ ン の 否 定 と 定 立 の 設 定 を 分 析 し よ う ． ま ず 最 初 に ， 当
該 部 全 体 の 科 段 構 成 の 骨 子 を 挙 げ て お く ．
そ れ （ ＝ 認 識 手 段 ） に よ り 否 定 と 定 立 を 為 す 仕 方 ［ 『 正 理 宝 蔵 』 2 2 9 . 2 0 - 2 3 6 . 1 6 ］
1 ． 否 定 と 定 立 の 一 般 的 設 定 ［ 2 2 9 . 2 0 ］
2 ． そ れ （ ＝ 否 定 と 定 立 ） の 自 性 を 確 立 す る こ と ［ 2 3 0 . 9 ］
1 ． 定 義 ［ 2 3 0 . 1 0 ］
1 ． 他 説 の 否 定 ［ 2 3 0 . 1 0 ］（ ＝ ツ ル ト ゥ ン 批 判 ）
2 ． 自 説 の 設 定 ［ 2 3 0 . 2 0 ］
3 ． 議 論 の 断 滅 ［ 2 3 1 . 2 ］（ ＝ ツ ル ト ウ ン 批 判 ）
2 ． 対 象 を 如 何 に 理 解 す る の か と い う 仕 方 ［ 2 3 1 . 1 6 ］
1 ． 他 説 の 否 定 ［ 2 3 1 . 1 6 ］（ ＝ ツ ル ト ウ ン 批 判 ）
2 ． 自 説 の 設 定 ［ 2 3 4 . 1 5 ］
3 ． 議 論 の 断 滅 ［ 2 3 6 . 8 ］
こ の う ち ， 最 初 の 科 段 「 否 定 と 定 立 の 一 般 的 設 定 」 で は ， 『 正 理 宝 蔵 』 第 四 章 で
論 じ ら れ た 顕 現 と 他 者 排 除 の 二 つ の 知 と ， こ こ で 論 じ ら れ る べ き 定 立 と 否 定 の 関 係
が 論 じ ら れ て い る ． そ こ で サ パ ン は ， 顕 現 と 他 者 排 除 を 知 の 作 用 の 一 つ と し て 知 の
側 に 結 び 付 け て い る の に 対 し て ， 定 立 と 否 定 は 対 象 の 側 に 結 び 付 け て い る の で あ る ．
前 述 し た よ う に ， 後 代 の ド ウ タ 文 献 で は , T S 1 0 0 4 に 基 づ き ， 否 定 と 他 者 排 除 を 同
' 7 o こ の 『 正 理 宝 蔵 』 第 八 章 は ， 定 義 と 定 義 対 象 の 設 定 を 扱 っ た 前 半 部 分 と ， 認 識 手 段 の 一 般 的
設 定 を 扱 っ た 後 半 部 分 に 分 け ら れ る ． こ の う ち ， 後 者 に つ い て は ， 筆 者 は ， そ の 校 訂 テ キ ス ト
と 訳 註 研 究 を 既 に 発 表 し て い る ． 西 沢 2 0 1 1 , V o l . 3 , p p . 2 2 2 - 3 4 2 参 照
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一 視 す る 解 釈 が 提 示 さ れ た が 1 7 1 , サ パ ン に は そ の よ う な 解 釈 は 全 く 見 出 さ れ ず ， 否
定 と 他 者 排 除 は 基 本 的 に 別 概 念 と し て 峻 別 さ れ て い る こ と が 分 か る ．
他 方 ， 定 立 と 否 定 の 定 義 や 分 類 等 の 一 般 的 設 定 は ， 次 の 「 そ れ （ ＝ 否 定 と 定 立 ）
の 自 性 を 確 立 す る こ と 」 と い う 科 段 で 論 じ ら れ て お り ， そ こ に サ パ ン の 定 立 と 否 定
に 関 す る 理 論 を 見 出 す こ と が 出 来 る ． 注 目 す べ き は ， こ の 科 段 で は ツ ァ ン ナ ク パ や
ツ ル ト ウ ン の 見 解 が 前 主 張 に 立 て ら れ 批 判 さ れ て い る 点 で あ る ． 以 上 の 点 を 確 認 す
る 為 に ， 以 下 ， 『 正 理 宝 蔵 』 の 記 述 に 基 づ き サ パ ン 自 身 の 解 釈 を 確 認 し て い こ う ．
( 2 ) 「 否 定 と 定 立 の 一 般 的 設 定 」 の 科 段 内 容 ：
ま ず 最 初 に 科 段 全 体 の 翻 訳 を 挙 げ て お く ．
「 第 一 ． 否 定 ( d g a g p a , * p r a t i g e d h a ) と 定 立 ( s g u b p a , * v i d h i / V i d h a n a ) の 一
般 的 設 定 ．
［ 偶 ： ］ 顕 現 ( s n a n g b a , * p r a t i b h a s a ) は 事 物 を 対 象 と す る も の で あ り ，
排 除 ( s e l b a , * a p o h a ) に は 否 定 と 定 立 の 二 つ が あ る 1 7 2 .
顕 現 は ， 実 体 を 対 象 と す る も の で あ る の で ， 直 接 知 覚 は 対 象 を 知 覚 す る だ け
( d o n l t a b a t s a m ) で あ り ， そ れ 以 外 に ,[ 直 接 知 覚 は ］ 否 定 と 定 立 の 言 説
（ ＝ 否 定 と 定 立 を 為 す こ と ） は な い の で あ る ． し か し な が ら ， そ れ に よ り 引
起 さ れ た 確 定 と 推 論 ［ の 二 つ ] ， 要 す る に ， 排 除 に よ り 否 定 と 定 立 を 為 す の
で あ る ．
［ 論 理 学 七 部 論 書 の ］ 或 る 箇 所 に お い て ， 顕 現 に 対 し て 「 定 立 」 と ［ 表 現
す る こ と が ］ 知 ら れ て い る が ， そ れ は ， 仮 設 さ れ た ［ だ け の ］ も の ( b t a g s p a
b a , 仮 に 名 付 け ら れ た だ け も の ） で あ る ． そ う で あ れ ば ,[ 定 立 は , ]( 1 ) 顕
現 の 定 立 ( s n a n g b a ' i b s g r u b p a )と ( 2 ) 排 除 の 定 立 ( s e l b a ' i b s g r u b p a ) の
二 つ に 分 け ら れ る ． そ の う ち ， 顕 現 の 定 立 に よ り ， 直 接 的 に 否 定 と 定 立 は 為
さ れ な い が ， 確 定 し て ［ 否 定 と 定 立 を ］ 為 す な ら ば ， ［ そ の 否 定 と 定 立 を 為
す 知 は ］ 排 除 と な る の で ， こ の 箇 所 に お い て 排 除 の 定 立 を 説 い た の で あ る ．
ダ ル マ キ ー ル テ ィ も ま た ，
「 否 定 と 定 立 以 外 に ， 語 か ら 生 じ た 他 の 言 説 は な い 」 ( P V I V 2 2 5 a c =
1 7 ！ 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 3 2 f 参 照
' 7 2 s n a n g b a d n g o s p o ' i y u l c a n y i n " s e l b a l a n i d g a g s g r u b g n y i s "
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P V i n m ､ 1 6 a c )
と お 説 き に な っ た が ， そ れ も ま た ， 排 除 の 定 立 を 密 意 し て い る ． そ れ 故 ， 排
除 の 否 定 と ［ 排 除 の ］ 定 立 の 二 つ と ， 無 否 定 ( m e d d g a g )と 非 否 定 ( m a y i n
d g a g ) は ［ 順 に ］ 同 義 で あ る . 」（ 『 正 理 宝 蔵 』 p p ､ 2 2 9 . 2 0 - 2 3 0 . 8 )
こ こ で ま ず 留 意 す べ き は ， サ パ ン は ， 否 定 と 定 立 を 共 に 対 象 で は な く ， 知 の 側 に
結 び 付 け て い る こ と で あ る ． 前 述 し た よ う に ， 定 立 と 排 除 の 二 つ は ， そ れ を 対 象 の
側 に 立 て る か ， 知 の 側 に 立 て る か と い う こ と か ら 二 つ に 解 釈 が 分 か れ た が ， 同 様 の
こ と は こ の 否 定 と 定 立 の 設 定 に つ い て も 当 て 嵌 ま る ． 後 代 の ゲ ル ク 派 で は ， 否 定 と
定 立 は 共 に 対 象 の 側 に 立 て ら れ る の で , そ の 点 で サ パ ン と は 対 照 的 で あ る . 例 え ば ，
ゲ ル ク 派 の 設 定 で は ， 定 立 と は ， 否 定 対 象 を 否 定 す る こ と な く 理 解 さ れ る べ き も の
で ， 例 え ば ， 壺 等 が そ れ に 相 当 す る ． そ れ に 対 し て ， 否 定 と は ， 否 定 対 象 を 否 定 す
る こ と を 通 じ て 理 解 さ れ る べ き も の を 指 し て い る ． 実 は ， サ パ ン は 直 後 で は ， 一 転
し て 否 定 と 定 立 を 対 象 の 側 に 結 び 付 け て 解 説 し て い る の で , 解 説 に 一 貫 性 を 欠 き 混
乱 を 招 く が ， そ の こ と に つ い て は ， 後 述 し よ う ．
さ ら に 留 意 す べ き は ， サ パ ン は ， 「 定 立 」 と い う 概 念 を 両 義 的 に 用 い て い る こ と
で あ る ． 冒 頭 の 偶 中 で ， サ パ ン が 「 顕 現 」 や 「 排 除 」 と 言 っ て い る の は ， 知 の 作 用
の 一 つ と し て の 定 立 作 用 と 排 除 作 用 に 他 な ら な い . 即 ち , こ こ で , 《 顕 現 ( s n a n g b a ) 》
と は ， 直 接 知 覚 が 対 象 に 対 し て 働 く 仕 方 を 意 味 し て お り ， 直 接 知 覚 に は ， 対 象 が 顕
現 す る だ け で あ り ， 直 接 知 覚 が 対 象 を 定 立 し た り ， 否 定 し た り す る こ と は な い ． こ
れ に 対 し て ， 直 接 知 覚 に よ り 引 起 さ れ た 「 こ れ は 壷 で あ る 」 と い う 確 定 知 や ， 煙 を
証 因 と し て 火 を 理 解 す る 推 論 等 の 分 別 知 が 対 象 に 対 し て 働 く 作 用 は ， 《 排 除 ( s e l
b a )》 と 云 わ れ が ， そ れ に よ り ， 対 象 の 否 定 と 定 立 が 為 さ れ る ． 即 ち ， 「 こ れ は 壷
で あ る 」 と い っ て 対 象 を 定 立 し た り ， 「 こ れ は 壷 で な い 」 と い っ て 対 象 を 否 定 し た
り す る の は ， あ く ま で 排 除 の 作 用 で あ る と 解 釈 す る ．
サ パ ン は ， 《 定 立 ( s g m b p a ) 》 を ,( 1 ) 顕 現 の 定 立 ( s n a n g b a ' i b s g r u b p a ) と ，
（ 2 ） 排 除 の 定 立 ( s e l b a ' i b s g u b p a ) の 二 つ に 分 け て い る が ，こ の う ち 顕 現 の 定 立
と い う の は ， 顕 現 に 対 し て 「 定 立 」 と い う 名 称 が 仮 設 さ れ た だ け で あ り ， 真 の 意 味
で の 定 立 で は な い と い う ． 先 に 第 四 章 に お い て , サ パ ン は , 排 除 の 対 概 念 と し て ｢ 定
立 」 と い う 用 語 を 用 い ， そ れ を 顕 現 と 同 一 視 し た が ， そ れ は ， 仮 に そ う 名 付 け た だ
け で ， 「 定 立 」 の 本 来 的 な 意 味 で は な い と こ こ で 明 言 し て い る の で あ る ． サ パ ン に
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と っ て 本 来 的 な 意 味 で の 定 立 と は ， 例 え ば ， 「 こ れ は 壷 で あ る 」 等 々 と 対 象 を 確 定
す る 知 の 作 用 を 意 味 し て お り ， そ れ は 排 除 作 用 に 他 な ら な い こ れ は ， 定 立 と 顕 現
を 同 義 と し て 捉 え て い た チ ャ パ 等 の サ ン プ 系 学 者 の 解 釈 と は 一 線 を 画 す る 解 釈 で
あ り ， そ の よ う な サ ン プ 系 の 解 釈 を サ パ ン は 念 頭 に 置 い た 上 で ， そ れ を 否 定 し て い
る の で あ る ． サ パ ン の 「 定 立 」 の 概 念 は ， 端 的 に は ， 「 判 断 ( z h e n p a )」 や 「 確
定 ( n g e s p a )」 に 相 当 し て お り ， ま さ に ， 排 除 作 用 の 一 つ に 他 な ら な い ．
こ の よ う な サ パ ン の 解 釈 の 背 景 に は , サ パ ン が 無 分 別 な 直 接 知 覚 に 対 象 確 定 作 用
を 認 め な い と い う こ と が あ る ． 直 接 知 覚 に 対 象 確 定 作 用 を 認 め る か 否 か と い う こ と
に つ い て は ， 前 述 し た よ う に ， か な り 複 雑 な 議 論 の 歴 史 が あ る が ， サ パ ン は 基 本 的
に 直 接 知 覚 に 対 象 確 定 作 用 を 認 め ず ， そ の 点 で ， ゴ ク 翻 訳 師 等 の サ ン プ 系 学 者 達 と
解 釈 を 異 に し て い る ． そ の こ と が ， こ の 定 立 と 排 除 の 設 定 に も 解 釈 の 違 い を 及 ぼ し
て い る の で あ る ． 定 立 を 対 象 確 定 作 用 と 見 倣 す サ パ ン に と っ て は ， そ れ を 直 接 知 覚
の 顕 現 作 用 と 同 一 視 す る サ ン プ 系 の 解 釈 は 受 容 で き る も の で は な か っ た ．
他 方 ， 《 排 除 ( s e l b a )》 は ， こ こ で , ( 1 ) 排 除 の 否 定 ( s e l b a ' i d g a g p a )と ( 2 )
排 除 の 定 立 ( s e l b a ' i s g r u b p a ) の 二 つ に 分 け ら れ ， 順 に ， 無 否 定 ( m e d d g a g )と 非
否 定 ( m a y i n d g a g ) と 同 義 で あ る と さ れ る ． 無 否 定 と 非 否 定 は ， 後 続 の 科 段 で 解 説
さ れ て お り ， そ れ に つ い て は 後 で 検 討 す る が ， そ こ で サ パ ン は ， 無 否 定 の 嚥 例 と し
て , 壷 の 非 存 在 ( b u m p a m e d p a ), 非 否 定 の 嚥 例 と し て ， 壷 が 存 在 し な い 場 所 ( b u m
p a m e d p a i i s a p h y o g s ) を 挙 げ て い る ．し か し ， こ れ は 共 に ， 知 で は な く ， 対 象 に 属
す る も の で あ る ． サ パ ン は ， 直 前 で は ， 排 除 や ， そ の 下 位 区 分 で あ る 否 定 と 定 立 を
共 に 知 の 側 に 結 び 付 け て 解 説 し て い た の に ， こ こ で は 一 転 し て ， 対 象 の 側 に 結 び 付
け て い る の で ， 混 乱 し て い る と 言 わ ざ る を 得 な い 1 7 3 . 実 際 直 前 で ， 定 立 の 二 分 類
1 万 後 代 の 註 釈 者 達 は ， 定 立 や 否 定 を サ パ ン の よ う に 知 に 結 び 付 け る の で は な く ， 対 象 の 側 に 結
び 付 け て 解 説 し て い る ． そ の 一 例 と し て ， ヤ ク ト ウ ク の 定 義 を 挙 げ て お こ う ．
・ 定 立 の 定 義 : 知 に よ り 断 定 さ れ た も の と し て 理 解 さ れ る べ き も の ( b l o s y o n g s g c o d d u r t o g s
p a r b y a b a )
・ 否 定 の 定 義 ： 知 に よ り 断 除 さ れ た も の と し て 理 解 さ れ る べ き も の ( b l o s m a m b c a d d u r t o g s
p a r b y a b a )
『 正 理 宝 蔵 ヤ ク 註 』 p . 5 7 0 . 1 8 - 2 1 参 照 ロ オ ケ ン チ ェ ン は ，「 定 立 と 排 除 」 と い う 際 の 定 立 を 自
相 に ， 「 否 定 と 定 立 」 と い う 際 の 定 立 を 普 遍 相 に 結 び 付 け て い る が ， そ の 妥 当 性 は と も あ れ ， 何
れ の 場 合 に も ， 知 の 側 で は な く ， 対 象 の 側 に 結 び 付 け て い る 点 で は ヤ ク ト ウ ク と 同 様 で あ る ．
『 正 理 宝 蔵 ロ 註 』 p . 1 7 8 . 2 0 f : d e l a ' d i r b s g m b s e l g n y i s s u p h y e b a n a b s g r u b p a r a n g m t s h a n y i n l a /
d g a g s g r u b g n y i s s u p h y e b a n a s g r u b p a y a n g s p y i m t s h a n y i n p a s / s e l b a l a n i d g a g s g r U b g n y i s "
[ R i g s g I E I ･ , p . 2 2 9 . 2 2 ] z h e s g s u n g s s o "
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の 一 つ と し て ， 排 除 の 定 立 を 挙 げ ， そ れ は 対 象 を 確 定 す る 知 を 意 味 し て い た が ， こ
こ で は ， 排 除 の 二 分 類 の 一 つ と し て ， 同 名 の 排 除 の 定 立 を 挙 げ ， し か も ， そ れ を 非
否 定 に 結 び 付 け て い る の で あ る ． 否 定 を 知 の 側 に 結 び 付 け た の で あ れ ば ， （ 1 ） 無
否 定 を 対 象 と す る 否 定 と （ 2 ） 非 否 定 を 対 象 と す る 否 定 の 二 つ に 分 類 し て も 良 さ そ
う で あ る が , そ の よ う な 分 類 は こ こ に は 見 出 さ れ な い . 同 様 の 首 尾 一 貫 性 の 欠 如 は ，
前 出 の 他 者 排 除 の 分 類 の 箇 所 に も 見 出 さ れ た が ， こ こ で も 依 然 と し て 引 き 継 が れ て
い る の で あ る ．
以 上 ， 種 々 の 問 題 を 含 む が ， 顕 現 と 排 除 に 関 す る サ パ ン の 基 本 的 設 定 を 纏 め る な
ら ば ， 以 下 の 通 り に な ろ う ．
1 ． 顕 現 ( s n a n g b a )[ = 定 立 作 用 ( = 無 分 別 の 作 用 ) ]
2 ． 排 除 ( s e l b a )[ = 排 除 作 用 ( = 分 別 知 の 作 用 ) ]
1 ． 定 立 ( s g ' u b p a )
1 ． 顕 現 の 定 立 ( s n a n g b a ' i b s g r u b p a ): 仮 の 定 立
2 ． 排 除 の 定 立 ( s e l b a ' i b s g r u b p a ): 真 の 定 立 [ = 対 象 確 定 作 用 ］
2 ． 否 定 ( d g a g p a )
こ こ に 図 示 し た 諸 概 念 は , 何 れ も 知 の 作 用 と し て 知 の 側 に 結 び 付 け ら れ た も の で
あ る ． 対 象 に 結 び 付 け た 箇 所 は 挙 げ て い な い の で ， 留 意 さ れ た い ．
（ 3 ） 「 そ れ （ ＝ 否 定 と 定 立 ） の 自 性 を 確 立 す る こ と 」 の 科 段 内 容 ：
以 上 の よ う に ， サ パ ン は ， 否 定 と 定 立 を 排 除 の 下 位 区 分 と し て 知 の 側 に 結 び 付 け
解 説 し た が ， そ の 直 後 に 立 て ら れ た 「 そ れ （ ＝ 否 定 と 定 立 ） の 自 性 を 確 立 す る こ と 」
と い う 科 段 で は ， 今 度 は そ れ と は 一 転 し て ， 否 定 と 定 立 を 対 象 の 側 に 結 び 付 け た 解
説 を 行 っ て お り ， 我 々 を 困 惑 さ せ る ． そ の 点 に 留 意 し て ， 以 下 ， サ パ ン の 記 述 を 見
て い こ う ．
ま ず こ の 科 段 は ， 1 ． 定 義 と ， 2 ． 対 象 を 如 何 に 理 解 す る の か と い う 仕 方 と い う
二 つ の 科 段 に 大 別 さ れ て い る が ， 前 者 の 「 定 義 」 の 科 段 に お い て ， 定 立 と 否 定 の 定
義 を 論 じ ， そ の 後 で ， 「 対 象 を 如 何 に 理 解 す る の か と い う 仕 方 」 と い う 科 段 に お い
て ， （ 1 ） 定 立 を 理 解 す る 仕 方 ( b s g m b p a r t o g s p a ' i t s h u l ) と( 2 ) 否 定 を 理 解 す る
仕 方 ( d g a g p a r t o g s p a l i t s h u l ) を 論 じ て い る ．こ の よ う な 科 段 設 定 そ れ 自 体 が ， 実
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は ツ ル ト ウ ン の 『 智 慧 灯 明 』 の 科 段 構 成 を 踏 襲 し た も の で あ る こ と を ま ず 指 摘 し て
お き た い ． 即 ち ， 『 智 慧 灯 明 』 に は 以 下 の よ う な 科 段 に お い て 上 述 の 主 題 が 論 じ ら
れ て い る の で あ る ．
理 解 対 象 を 対 象 の 力 に よ り 分 類 す る こ と 1 7 4［ 『 智 慧 灯 明 』 7 6 . 1 0 - 8 5 . 6 ］
1 ． 理 解 対 象 で あ る 否 定 と 定 立 の 二 つ の 自 性 を 確 定 す る こ と ［ 7 6 . 1 5 ］
1 ． ［ 否 定 と 定 立 の ］ 各 々 の 定 義 ［ 7 6 . 1 7 ］
2 ． ［ 否 定 と 定 立 が ］ 相 互 に 別 異 で あ る こ と を 考 察 す る こ と ［ 7 9 . 6 ］
3 ． 否 定 と 定 立 の 二 つ に 所 知 が 区 別 さ れ る 仕 方 ［ 8 2 . 1 7 ］
2 ． そ れ ら （ ＝ 否 定 と 定 立 の 二 つ ） を 理 解 す る 仕 方 ［ 8 3 . 1 ］
1 ． 定 立 を 理 解 す る 仕 方 ［ 8 3 . 3 ］
2 ． 否 定 を 理 解 す る 仕 方 ［ 8 3 . 1 2 ］
興 味 深 い の は ， サ パ ン は ， こ の 『 智 慧 灯 明 』 の 科 段 構 成 を 踏 襲 し つ つ も ， ツ ル ト
ウ ン の 見 解 を 前 主 張 に 取 り 上 げ て 批 判 し て い る 点 で あ る ． そ の 点 を 文 献 に 即 し て 具
体 的 に 検 証 し て お こ う ．
（ 4 ） 否 定 と 定 立 の 定 義 一 サ パ ン の ツ ル ト ウ ン 批 判 一 ：
サ パ ン は , 否 定 と 定 立 の 定 義 を 論 ず る に 際 し て , ま ず 最 初 に 他 説 を 批 判 し て い る ．
そ の 全 文 は 以 下 の 通 り で あ る ．
「 他 説 を 否 定 す る な ら ば ， 或 る 者 が ， 無 否 定 と 非 否 定 の 定 義 を ， ＜ 定 立 法 が
捨 て ら れ た も の ＞ と く [ 定 立 法 が ] 捨 て ら れ て い な い も の > ( b s g r u b c h o s d o r
m a d o r ) と し て ， 非 否 定 と 現 前 者 ( m n g o n g s u m , i . e . m n g o n g y u r ) の 二 つ を
同 一 と す る こ と は ， 文 法 学 と 論 理 学 の 学 説 を 広 く 見 て い な い こ と に よ り ， 顕
現 の 定 立 と 排 除 の 定 立 を 区 別 せ ず , 非 否 定 の 定 立 と 否 定 の 部 分 を 区 別 し て い
な い に 過 ぎ な い の で あ る ． 即 ち ， 『 量 決 択 』 に お い て ，
「 非 否 定 の み が ， 否 定 の 対 象 で あ る の で は な い ． そ れ な ら ば ， 何 で あ
る の か と い う な ら ば ， 無 否 定 も ま た ［ 否 定 の 対 象 ］ で あ る 」 ( P V i n m .
' 7 4 テ キ ス ト で は ,r t o g s p a r b y a b a ' i y u l g y i s g o n a s d b y e ' b a と 記 さ れ て い る が ， こ れ は ， 直 前 に 示
さ れ た r t o g s b y a y u l g y i d b a n g g i s d b y e ' b a ( 『 智 慧 灯 明 』 p . 7 6 . 8 ) の 換 言 な の で ,r t o g s p a r b y a b a
y u l g y i s g o n a s d b y e ' b a に 訂 正 し て 読 む ．
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と 説 か れ て い る こ と を 思 い 出 さ な い で い る の で あ る ． ま た ， 定 立 法 が 捨 て ら
れ て い な い も の が 非 否 定 で あ る な ら ば , 現 前 者 も ま た 非 否 定 で あ る こ と に な
る ． な ぜ な ら ば ， 定 立 法 が 捨 て ら れ て い な い か ら で あ る . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p ･
2 3 0 . 1 0 - 1 9 ）
こ こ で 立 て ら れ た 他 説 は ， 無 否 定 の 定 義 と し て ， ＜ 定 立 法 が 捨 て ら れ た も の
( b s g r u b c h o s d o r b a ) > , 非 否 定 の 定 義 と し て , < 定 立 法 が 捨 て ら れ て い な い も の
( b s g r u b c h o s m a d o r b a ) > を 立 て る も の で あ る ．こ の 定 義 は ， 前 述 し た 通 り ， チ
ヤ パ に 起 源 し ， ツ ル ト ウ ン と ツ ァ ン ナ ク パ に 共 通 し て 認 め ら れ る も の で あ る 1 7 5 .
こ の よ う に ， サ ン プ 系 の 定 義 を 批 判 し て か ら ， 「 自 説 の 設 定 」 の 科 段 に お い て ，
サ パ ン は 以 下 の よ う な 定 義 を 挙 げ て い る ．
「 第 二 ． 自 説 ．
［ 偶 ： ］ 否 定 は ， 定 立 を 断 滅 し た も の と 断 滅 し て い な い も の の 点 か ら
二 つ あ る ．
無 否 定 と 非 否 定 の 定 義 は ， 順 次 に ， ＜ 否 定 対 象 を 断 じ て 他 法 を 引 発 し な い
も の ( d g a g b y a b c a d n a s c h o s g z h a n m i ' p h e n p a ) > と < [ そ れ を ］ 引 発 す る
も の ( ' p h e n p a ) > で あ る ． 例 え ば ， 壷 が 無 い こ と( b u m p a m e d p a ) や ， 壷
が 無 い 場 所 ( b u m p a m e d p a ' i s a p h y o g s ) の よ う に ， 単 独 の 否 定 ( d g a g p a
r k y a n g p a )と 否 定 と 定 立 の 集 合 体 1 7 6( d g a g s g m b t s h o g s p a ) で あ る . 」（ 『 正
理 宝 蔵 』 p p . 2 3 0 . 2 0 - 2 3 1 . 1 )
ま ず こ こ で サ パ ン は ， 肝 腎 の 否 定 と 定 立 の 定 義 は 挙 げ ず に ， い き な り 否 定 の 下 位
区 分 で あ る 無 否 定 と 非 否 定 の 定 義 し か 挙 げ て い な い 点 に 留 意 す る 必 要 が あ る ． さ ら
に ， こ こ で 無 否 定 と 非 否 定 の 二 つ は ， そ の 定 義 や 喰 例 か ら 判 断 し て ， 明 ら か に 対 象
の 側 に 結 び 付 け ら れ た も の で あ る ． 直 前 で サ パ ン は ， 否 定 と 定 立 を 排 除 の 下 位 区 分
' 7 5 『 意 闇 払 拭 』 6 2 a l f ; 『 善 説 集 成 』 8 b 3 ; 『 智 慧 灯 明 』 p . 7 8 . 8 f 参 照 こ の 前 主 張 者 に つ い て は ，
ヤ ク ト ウ ク や コ ラ ン パ は 特 に 註 記 し て い な い が （ 『 正 理 宝 蔵 ヤ ク 註 』 p . 5 7 0 ; 『 正 理 宝 蔵 ． 大 註 』
p . 6 7 . 3 . 4 - 6 7 . 4 . 2 ), ロ オ ケ ン チ ェ ン は ツ ァ ン ナ ク パ に 同 定 し て い る （ 『 正 理 宝 蔵 ロ 註 』 p .1 7 8 . 2 4 )
他 方 ， シ ヤ ー キ ヤ チ ョ ク デ ン は ， チ ヤ パ に 同 定 し て い る （ 『 正 理 宝 蔵 シ ヤ 大 註 』 p . 4 8 0 . 1 f ).
' 7 6 例 え ば ， 「 壷 が な い 場 所 ( b u m p a m e d p a ' i s a p h y o g s ) 」 は ，「 壷 が な い こ と ( b u m p a m e d p a ) 」
と い う 否 定 と ， 「 場 所 」 と い う 定 立 の 集 合 体 で あ る ． そ れ は ， 壷 と い う 否 定 対 象 を 断 じ て ， そ れ
が な い 場 所 と い う 他 法 を 引 起 す る の で ， 非 否 定 と 云 わ れ る ． こ れ は ， 後 代 ， 四 種 の 非 否 定 の う
ち の 「 他 法 を 直 接 的 に 引 発 す る 非 否 定 ( c h o s g z h a n d n g o s s u ' p h e n p a ' i m a y i n d g a g )」 と 称 さ れ る
も の に 相 当 す る ． こ れ に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 4 , p ､ 2 3 9 f 参 照
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と し て 知 の 側 に 設 定 し た ば か り で あ る が ， い き な り ， 直 前 に 述 べ ら れ た こ と と 矛 盾
す る こ と 述 べ て お り ， 徒 に 混 乱 を 招 い て い る ．
ま た ， こ こ に 示 さ れ た こ の サ パ ン の 定 義 は ， 否 定 対 象 を 否 定 し た 際 に ， 他 法 を 引
発 す る か 否 か に 応 じ て ， 非 否 定 と 無 否 定 を 立 て る も の で あ る が ， こ の 解 釈 は ， 『 智
慧 灯 明 』 で は ， 「 古 の 偉 大 な 方 々 」 の 説 と し て 引 か れ た も の に 当 た る ' 7 7 ， こ の 説 は ，
『 思 択 炎 』 に 由 来 す る が ， チ ャ パ ， ツ ァ ン ナ ク パ ， ツ ル ト ウ ン ら は ， こ れ を 前 主 張
に 立 て て 否 定 し た こ と は 先 に 紹 介 し た 通 り で あ る ． サ パ ン は ， こ の 説 を 自 説 と し て
採 用 し て い る の で , そ の 点 で ツ ル ト ウ ン 等 の サ ン プ 系 学 者 と は 解 釈 を 異 に し て い る ．
但 し こ こ で サ パ ン は ， 無 否 定 を く 否 定 の み ＞ ， 非 否 定 を く 否 定 と 定 立 の 集 合 体 ＞
と 規 定 し て い る が ， こ れ は チ ヤ パ に 由 来 す る サ ン プ 系 の 解 釈 に 他 な ら な い 1 7 8 ． 同 様
の 記 述 は ， 本 稿 に お い て 既 に 紹 介 し た 通 り ， ツ ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集 成 』 [ 1 8 b 2 - 3 ]
や ツ ル ト ウ ン の 『 智 慧 灯 明 』 ［ 7 8 . 8 - 1 2 ］ に も 見 出 さ れ の で ， チ ヤ パ 系 の 標 準 的 解
釈 で あ る ． こ の よ う に ， サ パ ン は ， 一 方 に お い て サ ン プ 系 の 解 釈 を 批 判 し つ つ も ，
他 方 に お い て サ ン プ 系 の 解 釈 が 依 然 と し て 根 強 く 残 存 し て い る こ と が 確 認 さ れ る
の で あ る ． 後 代 の ゲ ル ク 派 で は ， 非 否 定 は ， 否 定 の 下 位 区 分 で あ り ， そ れ 故 ， 否 定
そ の も の で あ っ て ， そ れ を く 定 立 と 否 定 の 集 合 体 ＞ と 見 倣 す 解 釈 は 見 出 さ れ な い ．
続 く 「 議 論 の 断 滅 」 ［ 2 3 1 . 2 - 1 5 ］ の 科 段 に お い て も ， サ パ ン は ， 再 度 ， ツ ル ト ウ
ン の 解 釈 を 批 判 の 対 象 と し て 取 り 上 げ て い る ． 即 ち ，
「 或 る 者 ' 7 9 は ， 「 否 定 対 象 が ， 断 定 さ れ る べ き も の と 直 接 的 に 対 立 す る も の
( d n " s' g a l ) で あ る な ら ば 1 8 0 , 非 否 定 は あ り 得 な い ． な ぜ な ら ば ， 一 切 の
所 知 は 直 接 的 対 立 を 断 じ た だ け の も の ( b c a d l d o g t s a m ) の み と し て 存 立 す
る か ら ． ［ 断 定 さ れ る べ き も の と ］ 間 接 的 に 対 立 す る も の ( b r g y u d ' g a l ) で
あ る な ら ば ， 無 否 定 は あ り 得 な い ． な ぜ な ら ば ， 間 接 的 対 立 を 断 じ て 他 法 を
1 7 7 『 智 慧 灯 明 』 p . 7 7 . 2 - 5 参 照 ．
1 7 8 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 6 6 f 参 照 ．
, 7 9 こ の 前 主 張 者 に つ い て は ， 一 連 の 註 釈 者 達 は 特 に 註 記 し て い な い ． 『 正 理 宝 蔵 ヤ ク 註 』 p . 5 7 1 ;
『 正 理 宝 蔵 ． 大 註 』 p ､ 6 8 . 3 ; 『 正 理 宝 蔵 ロ 註 』 p .1 7 9 f 等 参 照 ．
1 8 0 テ キ ス ト で は ,y o n g s c h o d d a n g d n g o J g a l g c o d n a( 断 定 さ れ る べ き も の と 直 接 的 に 対 立 す る
も の を 断 ず る な ら ば ） と あ る が ， こ の 文 章 の 典 拠 で あ る 『 智 慧 灯 明 』 の 文 章 ( 同 書 p . 7 7 . 8 ) で は ，
y o n g s c h o d d a n g d n g o s ' g a l z h i g X i m n a m ( 断 定 さ れ る べ き も の と 直 接 的 に 対 立 す る も の で あ る の
か ) と あ る ． 内 容 的 に も , g c o d で は 意 味 が 通 じ な い の で ,y o n g s c h o d d a n g d n g o s ! g a l X i n n a に 訂
正 し て 訳 し て お く ． 直 後 の b r g y u d ' g a l g c o d n a ( 『 正 理 宝 蔵 』 p .2 3 1 . 4 ) も 同 様 の 理 由 に よ り ，
b r g y u d i g a l y i n n a と 訂 正 す る ．
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引 発 し な い こ と は な い か ら で あ る 」 と 云 う . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p . 2 3 1 . 2 - 6 )
こ れ は ， 『 智 慧 灯 明 』 の 以 下 の 記 述 を 踏 ま え た も の で あ る ．
「 断 除 対 象 ( m a m p a r g c a d b y a , i . e . d g a g b y a ) は ,( 1 ) 断 定 さ れ る べ き も の
と 直 接 的 に 対 立 す る も の ( d n g o s' g a l ) で あ る の か ， あ る い は ,( 2 ) 間 接 的
に 対 立 す る も の ( b l g y u d ! g a l ) で あ る の か ． 第 一 の 如 き で あ れ ば ， 非 否 定 は
あ り 得 な い こ と に な る ． な ぜ な ら ば ， 一 切 の 所 知 は ， 直 接 的 対 立 を 断 除 し た
だ け の も の ( b c a d l d o g t s a m )と し て 存 す る の で ， 直 接 的 対 立 を 断 じ て ， 他
法 を 引 発 す る こ と は な い か ら で あ る ． 第 二 の 如 き で あ れ ば , 無 否 定 は あ り 得
な い こ と に な る ． な ぜ な ら ば ， 間 接 的 対 立 を 断 じ て 他 法 を 引 発 し な い こ と は
な い か ら で あ る . 」 （ 『 智 慧 灯 明 』 p 7 7 . 8 - 1 1 )
こ こ で ， 「 断 定 さ れ る べ き も の ( y o n g s c h o d , * p a r i c c h e d y a )」 と は ， 断 除 さ れ る
べ き も の ( m a m p a r g c a d b y a , * v y a v a c c h e d y a ) を 断 ず る こ と を 通 じ て 確 定 さ れ た も
の を 意 味 す る ． 例 え ば ， 壷 の 如 き で あ る ． 壷 は ， 断 除 さ れ る べ き も の ， 即 ち ， 非 壺
を 断 ず る こ と を 通 じ て 確 定 さ れ た も の で あ る ． ツ ル ト ウ ン に よ れ ば ， 非 否 定 と 無 否
定 の 定 義 中 の 「 否 定 対 象 を 断 じ て 」 と い う 語 が ， （ 1 ） 断 定 さ れ る べ き も の と 直 接
的 対 立 す る も の を 断 じ て と い う 意 味 で あ れ ば ， 壷 等 の 一 切 の 法 は ， 非 壺 等 の 直 接 的
に 対 立 す る も の を 排 除 す る こ と を 通 じ て 成 立 す る の で , 一 切 法 は 無 否 定 で あ る こ と
に な り ， そ れ 故 ， 非 否 定 が な い こ と に な る と 云 う ． （ 2 ） 他 方 ， そ れ が ， 断 定 さ れ
る べ き も の と 間 接 的 に 対 立 す る も の を 断 じ て と い う 意 味 で あ れ ば ， 逆 に ， 無 否 定 が
な い こ と に な る ． な ぜ な ら ば ， 断 定 さ れ る べ き も の （ ＝ 壷 等 ） と 間 接 的 に 対 立 す る
も の （ ＝ 常 住 等 ） を 断 じ て , 他 法 が 引 発 さ れ な い こ と は な い か ら ． 例 え ば , 常 住 は ，
壺 と 間 接 的 に 対 立 す る も の で あ る が ， 常 住 を 断 ず る な ら ば ， 無 常 と い う 他 法 が 引 発
さ れ る ． そ れ 故 ， 一 切 法 は ， 否 定 対 象 を 断 じ て 他 法 が 引 発 さ れ る も の ， 即 ち ， 非 否
定 で あ る こ と に な る ， と 云 う ． こ れ は ， ツ ル ト ウ ン が 「 古 の 偉 大 な 方 々 」 の 説 と し
て 直 前 に 前 主 張 と し て 立 て 批 判 し , 後 に サ パ ン が 自 説 と し て 受 容 す る こ と に な る 説
に 対 す る 批 判 で あ る ．
こ れ に 対 す る サ パ ン の 論 難 は ， 以 下 の 通 り で あ る ．
「 [ 論 主 ： ］ ［ 否 定 対 象 は ， 断 定 さ れ る べ き も の と ］ 直 接 的 対 立 と 間 接 的 対 立
の 何 れ で あ っ た と し て も ， そ の 際 に ， ［ そ の 否 定 対 象 は ］ 意 図 さ れ な い 一 法
( m i ' d o d p a ' i c h o s g c i g ) で あ る が ,[ そ の 否 定 対 象 を 否 定 す る ] 際 に ( s h u l d u ) ,
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引 発 さ れ た 法 も ま た ， そ の 際 に 意 図 さ れ た 法 で あ る の で ， ［ 非 否 定 と 無 否 定
と は , ］ 意 図 さ れ な い 一 法 （ ＝ 否 定 対 象 ） を 断 じ て ， 意 図 さ れ た 他 法 を 引 発
す る も の と 引 発 し な い も の で あ る ． そ れ 故 ， 非 否 定 は ， ＜ 否 定 と 定 立 の 集 合
体 ( d g a g s g m b t s h o g s p a ) > で あ る の で ， 事 物 の 部 分 ( d n " s p o ' i c h a ) が 主
で あ る な ら ば ， 定 立 と も 名 称 が 与 え ら れ る ． 即 ち ，
「 否 定 と 定 立 以 外 に ， 語 か ら 生 じ た 他 の 言 説 は な い 」 ( P V I V 2 2 5 a c )
と 説 か れ て い る 通 り で あ る ． 排 除 の 部 分 ( s e l b a ' i c h a ) が 主 で あ る な ら ば ，
否 定 と も ［ 名 称 が ］ 与 え ら れ る ． 即 ち ， 『 量 評 釈 』 に ，
「 こ れ （ ＝ 不 知 覚 因 ） に よ り ， 事 物 （ ＝ 有 法 ， 否 定 基 体 ） に お い て ，
事 物 の 部 分 が 認 め ら れ な い ［ 純 粋 な ］ 否 定 ( n i 5 e d h a ,i . e .p r a s a j y a -
p r a t i g e d h a ) が 論 証 さ れ る ． 他 方 ， 前 の 二 つ ［ の 能 証 ( = 結 果 因 と 自 性
因 ) ］ に よ っ て ， 非 否 定 ( p a r y u d a s a ) は ,[ 他 を 断 除 す る こ と に お い て ，
一 方 が ] 定 立 さ れ る こ と か ら ( v i d h a n a t a h ) [ 論 証 さ れ る 1 8 1 ] ｣ ( p V I V 2 6 2 )
と 説 か れ て い る よ う な も の で あ る . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p . 2 3 1 . 6 - 1 5 )
サ パ ン の こ の 回 答 は ， ツ ル ト ウ ン の 論 難 に 対 し て 真 っ 向 か ら 回 答 し た も の で は な
く ， む し ろ ， サ パ ン の 自 説 を 解 説 し た も の で あ る ． 即 ち ， サ パ ン に よ れ ば ， 断 定 さ
れ る べ き も の と 対 立 す る も の ， 即 ち ， 否 定 対 象 が ， そ れ と 直 接 的 に 対 立 す る も の で
あ っ て も ， 間 接 的 に 対 立 す る も の で あ っ た と し て も ， そ の 否 定 対 象 は ， 要 す る に ，
意 図 さ れ な い 法 で あ る ． そ れ を 否 定 す る こ と を 通 じ て ， 他 の 意 図 さ れ た 法 が 引 発 さ
れ る も の が 非 否 定 で あ り ， 引 発 さ れ な い も の が 無 否 定 で あ る ． 例 え ば ， ＜ 非 壺 か ら
反 転 し た も の ( b u m p a m a y i n p a l a s l o g p a ) > は ， 壷 を 含 意 す る が ， 否 定 対 象 で あ
る 非 壺 ( b u m p a m a y i n p a ) を 断 じ て ， 壷 と い う 他 法 が 引 発 さ れ る の で ， そ れ は 非
否 定 と い わ れ る ． 他 方 ， ＜ 壷 が な い こ と ( b u m p a m e d p a ) > は ， 否 定 対 象 で あ る
' 8 ［ サ パ ン の 解 釈 か ら 離 れ た ， こ の 偶 自 体 の 意 味 は ， 不 知 覚 因 に よ っ て は ， 事 物 の 部 分 が 全 く 認
め ら れ な い ， 純 粋 な 意 味 で の 否 定 ( m s e d h a ), 即 ち ， 無 否 定 ( p r a s a j y a p r a t i g e d h a ) が 論 証 さ れ る
が ， 結 果 因 と 自 性 因 の 二 つ に よ っ て は ， 他 を 排 除 し た 際 に ， 一 方 が 定 立 さ れ る こ と を 通 じ て ，
非 否 定 ( p a r y u d a s a ) が 論 証 さ れ る と い う 意 味 で あ る ． 例 え ば ， 非 火 を 排 除 す る こ と を 通 じ て ， 火
が 論 証 さ れ ， 常 住 を 排 除 す る こ と を 通 じ て ， 無 常 が 論 証 さ れ る ． こ こ で 注 目 す べ き は ， 結 果 因
や 自 性 因 に よ っ て 論 証 さ れ る べ き 火 や 無 常 が ， 非 否 定 ( p a I y u d a s a ) と 規 定 さ れ て い る 点 で あ る ．
サ ン プ 系 論 理 学 で は ， 非 否 定 は 否 定 で は な く ， 定 立 に 結 び 付 け ら れ た が ， そ の よ う な 解 釈 の 一
端 は ， 実 は ダ ル マ キ ー ル テ ィ の 著 作 に 既 に 潜 在 し て い る と 言 え る か も し れ な い . C f P V V p .
4 5 0 . 1 7 f : p U r v a b h y a m k a r y a s v a b h a v a b h y a m t v a n y a v y a v a c c h e d e n a i k a s y a ( d e l e t e : n a ? ) v i d h a n a t a h
p a r y u d a s a # s a d h y a t e / y a t h a a n a g n i v y a v a c c h e d e n a g n i l , n i t y a t v a v y a v a c c h e d e n a n i t y a t v a m /
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＜ 壺 の 存 在 ( b u m p a y o d p a ) > を 否 定 し た だ け で も の で あ り ， 他 の 法 を 引 発 し な い
の で ， 無 否 定 と い わ れ る ． こ の 際 ， 非 否 定 は ， 否 定 対 象 を 断 ず る こ と を 通 じ て 他 の
定 立 の 法 を 引 発 す る の で ， ＜ 否 定 と 定 立 の 集 合 体 ＞ で あ り ， 定 立 の 部 分 が 主 体 で あ
る な ら ば 否 定 ， 定 立 の 部 分 が 主 体 で あ る な ら ば 定 立 と も 云 わ れ る ． こ こ に 明 記 さ れ
て い る よ う に ， サ パ ン に と っ て は ， 非 否 定 は 否 定 で は な く ， 否 定 と 定 立 の 両 側 面 を
有 す る も の で あ っ た ．
（ 5 ） 「 対 象 を 如 何 に 理 解 す る の か と い う 仕 方 」 の 科 段 内 容 ：
以 上 ， サ パ ン の 定 立 と 否 定 の 基 本 設 定 を 概 観 し た ． サ パ ン は ， 続 く ， 「 対 象 を 如
何 に 理 解 す る の か と い う 仕 方 」 ［ 2 3 1 . 1 6 - 2 3 6 . 1 6 ］ と い う 科 段 で ， 否 定 と 定 立 を 知 が
如 何 に 理 解 す る の か と い う こ と を 論 じ て い る ． こ こ に は ， 直 接 的 理 解 ( d n g o s r t o g s )
と 間 接 的 理 解 ( s h u g s r t o g s ) の 設 定 が 見 ら れ る が ， そ れ は ， 否 定 と 定 立 の 一 般 的 設
定 か ら 派 生 し た 主 題 で あ り ， か つ ， か な り 長 く 込 み 入 っ た 議 論 を 含 ん で い る の で ，
こ こ で そ の 全 体 を 紹 介 す る こ と は し な い ' 8 2 ． た だ ， そ の 他 説 の 設 定 で は ， ツ ル ト ウ
ン 批 判 が 見 出 さ れ る の で ， そ の 点 だ け を 確 認 し て お こ う ．
「 第 一 ． 他 説 を 否 定 す る な ら ば ，
［ 偶 ： ］ 或 る 者 は ， 直 接 的 ・ 間 接 的 ［ 理 解 ］ の 点 か ら も 定 立 と 否 定 と
云 う ．
チ ベ ッ ト 人 達 ' 8 3 が 認 め る 直 接 的 ･ 間 接 的 [ 理 解 ] に は 三 つ あ る う ち , 第 一 ．
定 義 ． ［ 直 接 的 理 解 と 間 接 的 理 解 の 定 義 は , ］ 順 に ， （ 1 ） ＜ そ の 対 象 自 身 の 形
相 が 顕 現 す る こ と を 通 じ て 増 益 が 断 ぜ ら れ る も の ( d e n y i d k y i m a m p a s n a n g
b a ' i s g o n a s s 厚 o i d o g s g c o d p a ) > と ,( 2 ) < [ そ の 対 象 自 身 よ り ］ 他 の も の
の 形 相 が 顕 現 す る こ と を 通 じ て 増 益 が 断 ぜ ら れ る も の ( g z h a n g y i m a m p a
s n a n g b a ' i s " n a s s g o ' d o g s g c o d p a ) > で あ る ． ま た ， 直 接 的 対 象 を 理 解 す
る な ら ば ， 間 接 的 に 増 益 が 断 ぜ ら れ る の で ， ［ 直 接 的 理 解 と 間 接 的 理 解 に は ］
1 8 2 こ の 箇 所 の 翻 訳 に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 1 b , V o l . 3 , p p ､ 3 3 4 - 3 4 2 を 参 照
1 8 3 こ の 前 主 張 者 に つ い て は ， ヤ ク ト ウ ク は ， 「 チ ベ ッ ト の 或 る ［ 論 理 学 ] 要 綱 ( B o d b s d u s p a k h a
c i g )」 と 評 し て い る ． 『 正 理 宝 蔵 ヤ ク 註 』 p . 5 7 1 . 1 9 f 参 照 ．こ こ で 「 チ ベ ッ ト の 或 る ［ 論 理 学 ］
要 綱 」 と は ， 特 に ， チ ャ パ の 論 理 学 要 綱 ( T s h a d m a b s d u s p a , a b b r . T s h a d b s d u s ), 即 ち ， 『 意 闇
払 拭 』 を 指 し ， さ ら に は そ の 著 者 で あ る チ ャ パ や そ の 随 順 者 達 を も 含 意 す る 表 現 で あ る ．
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前 後 の 知 の 順 序 は な い ' 8 4 . ｣( 『 正 理 宝 蔵 』 p . 2 3 1 . 1 6 - 2 2 )
こ れ は ツ ル ト ウ ン の 『 智 慧 灯 明 』 の 次 の 文 章 を 念 頭 に 置 い た も の と 推 定 さ れ る ．
「 ま ず 第 一 に ， 直 接 的 ・ 間 接 的 理 解 の 定 義 は ， 順 次 に ， そ の 対 象 の 形 相 が 顕
現 す る 力 に よ り 増 益 が 断 ぜ ら れ る も の と , 他 の 対 象 の 形 相 が 顕 現 す る 力 に よ
り 増 益 が 断 ぜ ら れ る も の で あ る ． 個 別 的 に は ， 無 分 別 ［ 知 ］ の 直 接 的 理 解 と
間 接 的 理 解 は ， ［ 順 に ］ そ の 対 象 の 自 身 の 相 が 顕 現 す る 力 に よ り 増 益 が 断 ぜ
ら れ る も の と , 他 の 対 象 の 自 相 が 顕 現 す る 力 に よ り 増 益 が 断 ぜ ら れ る も の で
あ る ． 他 方 ， 有 分 別 ［ 知 ］ の 直 接 的 ・ 間 接 的 理 解 は ， そ の ［ 対 象 の ］ 対 象 普
遍 が 顕 現 す る 力 に よ り 増 益 が 断 ぜ ら れ る も の と , 他 の 対 象 の 対 象 普 遍 が 顕 現
す る 力 に よ り 増 益 が 断 ぜ ら れ る べ き も の と 云 わ れ る も の で あ る . そ れ も ま た ，
そ の 直 接 的 対 象 を 理 解 す る と き ， 間 接 的 対 象 の 増 益 が 断 ぜ ら れ る の で あ り ，
［ 直 接 的 理 解 と 間 接 的 理 解 に は ］ 知 の 順 序 が あ る わ け で は な い . 」 （ 『 智 慧 灯
明 』 p p ､ 8 5 . 1 6 - 8 6 . 2 )
ツ ル ト ウ ン は ， 直 接 的 理 解 と 間 接 的 理 解 の 定 義 を 挙 げ た 後 で ， 無 分 別 知 と 有 分 別
知 の 直 接 的 理 解 と 間 接 的 理 解 の 定 義 を 個 別 的 に 立 て て い る が ， そ れ は 『 正 理 宝 蔵 』
で は 省 略 さ れ て い る ． こ こ で 注 意 す べ き は ， ツ ル ト ウ ン が こ れ ら の 定 義 を 立 て る と
き ， 「 と 云 わ れ る も の で あ る ( z h e s b y a b a y i n n o )」 と 引 用 符 を 付 け て い る こ と で
あ り ， こ れ は こ の 定 義 が ， ツ ル ト ウ ン の 独 創 で は な く ， 先 学 の 定 義 を 引 い た も の で
あ る こ と を 示 唆 す る ． こ れ は ， 『 意 闇 払 拭 』 や 『 善 説 集 成 』 の 記 述 を 念 頭 に 置 い た
も の と 推 定 さ れ る ' 8 5 ． 現 在 利 用 可 能 な 資 料 に 依 る 限 り ， 直 接 的 理 解 と 間 接 的 理 解 の
' 8 4 対 象 理 解 と 増 益 排 除 は 単 一 の 知 の 表 裏 一 体 の 作 用 で あ る ． 例 え ば ， 語 を 無 常 と 理 解 す る 知 は ，
語 を 常 住 と 把 握 す る 増 益 を 排 除 す る こ と を 通 じ て ， 語 無 常 を 理 解 す る ． 反 対 項 の 増 益 を 断 ず る
こ と な し に ， 対 象 を 理 解 す る こ と は あ り 得 な い ． こ れ は ， 即 ち ， 断 定 ( y o n g s g c o d , * p a r i c c h e d a )
と 断 除 ( m a m b c a d , * v y a v a c c h e d a ) に 他 な ら な い ． 語 を 無 常 と 断 定 す る 知 は ， 同 時 に ， 語 が 常 住
で あ る こ と を 断 除 す る ． 《 理 解 》 を こ の よ う に 対 立 項 の 増 益 排 除 と 解 釈 す る の は ， チ ヤ パ に 由 来
す る 解 釈 で あ り ， 《 理 解 》 の 三 類 型 の 一 つ で あ る ． こ の 三 類 型 に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 2 を 参 照 ．
後 代 の ゲ ル ク 派 で は ， 語 が 常 住 で あ る こ と を 断 除 す る 知 は ， 語 が 常 住 空 ( r t a g s t o n g ) を 理 解 す る
知 に 他 な ら ず ， 語 が 無 常 で あ る と 直 接 的 に 理 解 す る 知 は ， 間 接 的 に 語 が 常 住 空 で あ る こ と を 理
解 す る と 解 釈 さ れ る ．
“ 『 意 闇 払 拭 』 3 6 a 9 - 3 6 b l : d a n g p o n i g z h a l b y a d e l a t s h a d m a ' i b l o k h a p h y o g s n a s s g r o ' d o g s g c o d
p a n i d n g o s r t o g s y i n t e m n g o n s u m m a m l j e s d p a g g i s l H a b y i n r g y a l p o ' i k h a b n a y o d p a r n g e s p a l t a
b u ' o " t s h a d m a d e l a [ b l o ] k h a m a p h y o g s k y a n g s g o ' d o g s s k y e b a ' i g o s k a b s b c o m p a n i s h u g s n g e s
t e d e ' i t s h e t s h a d m a d e s g r o n g k h y e r K a n ' d z i d a n g Y a n g s p a c a n d a n g m N y a n y o d d a n g B a s d I i s h t a n
t a l a s o g s p a ' a n g m t h o n g l a d e d a g n a l H a b y i n m e d c e s n g e s p a m n g o n d u r g y u m e d k y a n g d e d a g n a
y o d p a ' i d o g s p a m i s k y e b a l t a b u ' o "
『 善 説 集 成 』 2 0 a 6 - 8 : r e s h i g r n g o s ( r e a d : d n g o s ) d a n g s h u g s l a r t o g s p a ' i m t s h a n n y i d n i d o n d e
9 8
設 定 を 最 初 に 明 瞭 に 説 い た チ ベ ッ ト 人 学 者 は チ ヤ パ と 推 定 さ れ る が ， そ れ は 後 代 の
ゲ ル ク 派 に も 受 容 さ れ た ' 8 6 .し か し ， サ パ ン は こ の 設 定 自 体 を 批 判 し ， 間 接 的 理 解
は ， 直 接 知 覚 の 作 用 な い し 推 論 そ の も の に 他 な ら ず ， 独 立 し た 知 と し て 存 在 し な い
と 言 っ て 否 定 し て い る ． こ れ は ， こ の 第 八 章 の 末 尾 の 箇 所 に 「 議 論 の 断 滅 」 の 科 段
内 容 と し て 見 出 さ れ る の で ， 引 い て お こ う ．
「 第 三 ． 議 論 の 断 滅
［ 偶 : ］ [ 尊 師 ダ ル マ キ ー ル テ イ が ］ ｢ 間 接 的 に 理 解 す る ( s h u g s l a r t o g s ) 」
と お 説 き に な っ た こ と も ま た ， ［ 直 接 知 覚 の ］ 作 用 ( b y e d p a ) , な い し ，
推 論 を 密 意 な さ っ た の で あ る ．
［ 対 論 者 ： ］ ［ 汝 が 間 接 的 理 解 を 否 定 す る こ と は , ］ 尊 師 が ， 典 籍 の 或 る 部
分 に お い て ， 「 間 接 的 に 理 解 す る 」 な い し ｢ 意 味 的 に 理 解 す る ( d o n g y i s " b a ,
* a r t h a p a t t i ) 」と お 説 き に な っ た こ と 1 8 7 と 矛 盾 す る ， と 云 う な ら ば ，
［ 論 主 ： ］ そ れ は 直 接 知 覚 の 作 用 ， な い し ， 三 相 に 習 熟 し た こ と か ら 迅 速
な 推 論 が 生 じ た こ と を 密 意 な さ っ た の で あ る ． 『 量 決 択 』 に お い て ，
「 [ 直 接 知 覚 ］ 自 身 に よ り 成 立 し た も の で な い 一 切 の も の は ， 自 身 と 関
係 し た 他 の 不 逸 脱 の 能 証 に 依 拠 し て い る の で ， 直 接 知 覚 で な い 認 識 手
段 は ， 推 論 よ り 他 の も の で は な い の で あ る 」 ( P V i n I . p . 4 . 2 - 4 )
と お 説 き に な っ て い る 通 り で あ る . 」 （ ｢ 正 理 宝 蔵 』 p ､ 2 3 6 . 8 - 1 6 ）
サ パ ン に よ れ ば ， 間 接 的 理 解 と さ れ る も の は ， 実 際 に は ， 直 接 知 覚 の 作 用 や ， 三
n y i d k y i m a m p a s n a n g p a d a n g d o n g z h a n g y i m a m p a s n a n g p a ' i s g o n a s s g o ' d o g s g c o d p a s t e / d e s
n a m g o s ( r e a d : d n g o s ) s u r t o g s p a n i d o n g z u n g p a ' a m z h e n p a s y u l d u b y a s n a s s g o ' d o g s b c a d p a
y i n l a / s h u g s l a r t o g s p a n i d o n l a b l o p h y o g s s h i n g y u l d u b y a s p a m e d d e b z l o g p a ' i d b y e ' b a m t h a '
y a s p a ' i p h y i r s n g o n p o m i r t a g p a r g r u b p a n a g a n g z a g t h a m s c a d l a s n g o n p o ' i r t a g ' d z i n g y i b l o
k h e g s p a b z h i n n o " ' o n k y a n g d e d a n g d e d a g g i s g r o ' d o g g g a l b a s d e d a g r t o g s p a r b I j o d p a y i n n o "
r t O g s p a d e d a g k y a n g d u s m t s h u n g s p a r y i n g y i s n g a p h y i r m a y i n t e r j e s d p a g d u ' g y u r b a ' i p h y i r r o "
' “ 例 え ば ， 『 正 理 荘 厳 』 p . 3 2 1 . 1 0 f f 参 照
1 8 7 偶 に 言 及 さ れ た 間 接 的 理 解 は ， こ こ で 「 意 味 的 理 解 ( d o n g y i s g o b a ) 」 と 換 言 さ れ て い る が ，
こ れ は , a r t h a p a t t i に 相 当 す る 語 で あ る ． 例 え ば ,P V I . 2 8 に は こ う 述 べ ら れ て い る ．
t e n a i v a j i i a t a s a m b a n d h e d v a y o r a n y a t a r o k t i t a i / 旦 血 旦 旦 且 l U a d v i t i y e ' p i s m r t i P s a m u p a j a y a t e "
d e n y i d k y i p h y i r ' b r e l s h e s n a " g n y i s l a s g a n g y a n g r u n g s m r a s p a s "
d g 旦 E y i s g o 匹 § c i g s h o s l a " d r a n p a y a n g d a g s k y e b a r ' g y u I W
「 そ れ 故 に こ そ ， ［ 証 因 と 所 証 法 の 必 然 的 ］ 関 係 が 知 ら れ て い る な ら ば ， 両 者 （ ＝ 随 伴 遍 充
と 排 除 遍 充 ） の 何 れ か 一 方 を 述 べ る こ と か ら ， ア ル タ ー パ ッ テ ィ ( a r t h a p a t t i ,[ 直 接 に 言 明
さ れ て い な い ］ 意 味 に 帰 着 す る こ と * ） に よ っ て ， 第 二 の も の に 対 し て も ， 想 起 が 生 ず る . 」
* A p t e の 梵 英 辞 典 で は , a r t h a s y a a n u k t a r t h a s y a a p a t t i l s i d d h i h と い う 語 釈 が 記 載 さ れ て い る ．
同 辞 典 p 2 2 5 参 照 ．
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相 に 習 熟 し た こ と か ら 生 ず る 迅 速 な 推 論 を 意 味 し て お り ， 独 立 し た 知 の 作 用 と し て
は 存 在 し て い な い ． こ れ も ま た サ パ ン の サ ン プ 系 論 理 学 批 判 の 一 例 で あ る ．
2 ． 実 体 と 反 体 の 設 定 に 関 す る サ パ ン の 見 解 ：
サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 に は ， 実 体 と 反 体 の 設 定 は ， 独 立 し た 一 章 と し て ， あ る い
は ， 纏 ま っ た 形 で 解 説 さ れ て い な い ． そ こ で ， 『 正 理 宝 蔵 』 に 散 見 す る 実 体 と 反 体
に 関 す る サ パ ン の 記 述 を 地 道 に 収 集 し ， 分 析 す る 作 業 が 必 要 と な る ． こ こ で は ， そ
の 全 体 的 な 検 討 は 今 後 の 課 題 と し て 残 し て お き ， 特 に ， 他 者 排 除 と の 関 係 に 焦 点 を
当 て て ， サ パ ン の こ の 二 つ の 概 念 に 関 す る 解 釈 を 検 討 し て お き た い ．
ま ず 最 初 に ， サ パ ン は ， 『 正 理 宝 蔵 』 第 三 章 ｢ 普 遍 と 特 殊 の 考 察 」 の 章 に お い て ，
サ ン プ 系 の 実 体 と 反 体 の 設 定 を 前 主 張 に 引 い て 批 判 し て い る こ と を 指 摘 す る 必 要
が あ る ．
「 [ 或 る 者 は ] ， ｢ 実 体 と 反 体 の 定 義 は ， 順 次 に ， ＜ 多 数 の 反 体 が 離 れ る こ と
が な い も の ( l d o g p a d u m a ' b r a l m i s h e s p a ) > が 実 体 ,< 集 合 を 有 す る も の
（ ＝ 実 体 ） の 単 独 の 法 ( ' d u s p a c a n g y i c h o s k h a y a r b a ) > が 反 体 で あ る ． そ
れ も ま た ， 各 々 の 基 体 と し て 確 定 さ れ た も の の 上 に お い て ， 実 体 は ［ 反 体 よ
り ］ 遍 充 が 大 き い が ， そ れ よ り 他 の も の に お い て は 反 体 は 遍 充 が 大 き い ． 例
え ば ， 鎧 ( k h r a b )と 鎧 の 紋 章 ( k h r a b b y a n g ) の 如 き で あ る 」 と 云 う . 」（ 『 正
理 宝 蔵 』 p p . 7 6 . 2 1 - 7 7 . 2 )
こ れ は ， 先 に 紹 介 し た ツ ア ン ナ ク パ や ツ ル ト ウ ン 等 の 見 解 に 他 な ら な い 1 8 8 ．こ れ
に 対 す る サ パ ン の 論 難 は 以 下 の 通 り で あ る ．
「 [ 論 主 ： ］ こ れ は 妥 当 で は な い ． 即 ち ， 反 体 は ， 知 に よ り 増 益 さ れ ， 他 者
排 除 に よ り 対 象 ( d o n )と 結 び 付 け ら れ た も の に 過 ぎ ず ， 実 際 に は 反 体 は 存
在 し な い の で ， 多 数 の 反 体 が 離 れ る こ と な く 集 合 し た も の は 存 在 し な い ． も
し ［ 多 数 の 反 体 が ］ 集 合 す る ［ こ と が あ る ］ な ら ば ， 外 教 徒 が ， 別 異 の 諸 部
分 ( y a n l a g , * a v a y a v a ) は 有 部 分 ( y a n l a g c a n , * a v a y a v i n , 全 体 ）と 同 一 実 体
で あ り ， ［ そ の 有 部 分 か ら ］ 離 れ る こ と な く 集 合 し た も の で あ る と 認 め る こ
1 8 8 『 善 説 集 成 』 1 5 a S - 7 ; 『 智 慧 灯 明 』 p . 6 2 . 5 - 9 参 照 ． 訳 文 と 解 説 は 先 に 挙 げ た 通 り で あ る ．こ れ
が ツ ァ ン ナ ク パ 等 の 見 解 で あ る こ と は 『 正 理 宝 蔵 』 の 註 釈 者 達 に も 理 解 さ れ て い た . 例 え ば ， 『 正
理 宝 蔵 ロ 註 』 に は ， 「 尊 師 ツ ァ ン ナ ク パ 等 の チ ベ ッ ト 人 達 ( s l o b d p o n g T s a n g n a g p a l a s o g s p a ' i B o d
m a m s )」 の 説 と さ れ る （ 同 書 p . 8 1 . 1 2 - 1 7 ).
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と と 如 何 な る 相 異 が あ る の か ． ま た ， ［ 仮 に ］ そ の よ う で あ っ た と し て も ，
こ の 定 義 は あ り 得 な い . 即 ち , 実 体 を 理 解 す る こ と は 反 体 [ を 理 解 す る こ と ］
に 依 拠 し ， 他 方 ， 反 体 を 理 解 す る こ と は 実 体 ［ を 理 解 す る こ と ］ に 依 拠 す る
の で ， 相 互 依 存 の 過 失 ( p h a n t s h u n b r t e n p a ' i s k y o n ) で あ る . 」（ 『 正 理 宝 蔵 』
p 7 7 . 2 - 8 )
こ の 部 分 と 有 部 分 （ ＝ 全 体 ） の 設 定 は ， ヴ ァ イ シ ェ ー シ カ 派 等 の 外 教 徒 の 見 解 で
あ る が ， ツ ァ ン ナ ク パ 等 の 実 体 と 反 体 の 設 定 は ， ヴ ァ イ シ ェ ー シ カ 派 の 部 分 と 有 部
分 の 設 定 と 異 な る も の で は な い と い う の が サ パ ン の 論 難 で あ る ． さ ら に ， 後 半 部 分
の 論 難 で は ， 実 体 を 理 解 す る に は ， そ の 定 義 で あ る く 多 数 の 反 体 が 離 れ る こ と が な
い も の ＞ を 理 解 す る 必 要 が あ り ， そ れ を 理 解 す る に は , そ の 定 義 の 一 部 分 で あ る ｢ 反
体 」 を 理 解 す る 必 要 が あ る ． 他 方 ， 反 体 を 理 解 す る に は ， そ の 定 義 で あ る く 集 合 を
有 す る も の の 単 独 の 法 ＞ を 理 解 す る 必 要 が あ り ， そ れ を 理 解 す る に は ， ＜ 集 合 を 有
す る も の ＞ ， 即 ち ， 実 体 を 理 解 す る 必 要 が あ る の で ， 理 解 の 相 互 依 存 の 過 失 が あ る
と い っ て 批 判 し て い る ．
さ ら に ， 続 く 「 そ れ （ ＝ 実 体 と 反 体 ） に 依 拠 し た 法 を 否 定 す る こ と 」 と い う 科 段
［ 7 7 . 9 - 7 8 . 8 ］ で は ， ツ ァ ン ナ ク パ 等 が 提 示 し た 実 体 法 と 反 体 法 の 設 定 を 前 主 張 に 挙
げ て 批 判 し て お り ' 8 9 ， そ の 点 で も サ ン プ 系 学 者 と は 立 場 を 異 に す る こ と が 分 か る ．
' ” こ の 前 主 張 者 に つ い て は ， 『 正 理 宝 蔵 ヤ ク 註 』 で は ， 「 ［ チ ベ ッ ト ］ 前 代 の 或 る 者 ( s n g a r a b s
p a k h a c i g )｣ ( 同 書 p ､ 4 4 4 . 6 ), 『 正 理 宝 蔵 ロ 註 』 で は ， 「 チ ベ ッ ト 人 達 ( B o d m a m s )｣ ( 同
書 p ､ 8 1 . 1 8 ）と し か 記 さ れ て お ら ず ， 具 体 的 な 論 師 名 は 挙 げ ら れ て い な い ． 興 味 深 い の は ， 『 正
理 宝 蔵 ヤ ク 註 』 に お い て ， こ の 「 ［ チ ベ ッ ト ］ 前 代 の 或 る 者 」 の 説 の 直 後 に ， 「 現 今 の チ ベ ッ ト
の 或 る ［ 論 理 学 ] 要 綱 ( d a l t a ' i B o d b s d u s p a m l a c i g ) 」 に 見 ら れ る 説 を も 列 挙 し て い る 点 で あ る ．
即 ち ， 『 正 理 宝 蔵 ヤ ク 註 』 p . 4 4 4 . 6 - 1 3 : s n g a r a b s p a k h a c i g r d z a s c h o s k y i m t s h a n n y i d / d n g o g g a l
r d z a s g c i g l a m i' d u b a / l d o g c h o s k y i m t s h a n n y i d / d n g o s ' g a l l d o g p a g c i g l a m i' d u b a z h e s z e r l a / d a
l t a i i B o d b s d u s p a k h a c i g [ 1 ]
m a ? ) y i n / k h V o d m a y i n d e y a n g k h y o d m a y i n p a / [ 2 ]
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a l y o d p a g a n g z h i g / k h
l d o c o s k y i m t s h n n V i d / k h y o d b i d n g o s
y o d k h y o d m a V i n p a d e y m p a ' a m / k h y o d m a V i n d e k h v o d l a s t h a d a d D a ' i
s g o n a s k h y o d y i n p a g a n g r u n g v i n p a /
k h c i g g z h i g m b r d z a s c h o s m a y i n p a / g z h i g m b l d o g c h o s
m a y i n p a z e r r o "
こ こ で 「 現 今 の チ ベ ッ ト の 或 る ［ 論 理 学 ］ 要 綱 ( d a l t a ' i B o d b s d u s p a k h a c i g )」 に 見 ら れ る 実
体 法 と 反 体 法 の 定 義 は ， ヤ ク ト ウ ク の や や 年 少 の 同 時 代 人 で あ る ツ オ ン カ パ ( 1 3 5 7 - 1 4 1 9 ) の 『 七
部 論 書 入 門 』 に も ， 「 最 近 良 く 知 ら れ た も の ( d e n g s a n g g r a g s t s h o d )」 と し て 引 か れ て い る も の
と ， ほ ぼ 一 致 す る ． 同 書 で は ， 以 下 の 定 義 が 提 示 さ れ て い る （ 同 書 p p . 1 2 2 4 . 2 0 , 1 2 2 5 . 2 ).
D e f o f r d z a s c h o s : k h y o d g z h i g u b / k h y o d k h y o d r a n g y i n / k h y o d m a y i n d e k h o d m a y i n p a .
D e f o f l d o g c h o s : k h y o d g z h i g m b / k h y o d k h y o d r a n g m a y i n p a ' a m / k h y o d m a y i n d e k h y o d y m
p a g a n g m n g y i n p a .
こ れ ら の 定 義 は ， ゲ ル ク 派 の ド ウ タ 文 献 に 見 ら れ る 定 義 に 基 本 的 に 相 応 す る も の で あ る ． 例 え
ば ， 『 ラ ト ウ ド ウ タ 』 p . 1 1 0 f 参 照 ． 但 し ，『 ラ ト ウ ド ウ タ 』 で は ， 反 体 法 は 三 つ に 分 け ら れ ， そ
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こ の 「 普 遍 と 特 殊 の 考 察 」 の 章 で は ， 以 上 の よ う に ， サ ン プ 系 学 者 が 提 示 し た 実
体 と 反 体 の 設 定 を 批 判 し た 後 で ， 自 説 と し て ， 実 体 と 反 体 の 設 定 を 立 て る の で は な
く ， 普 遍 と 特 殊 の 解 説 に 移 っ て お り ， 些 か 読 者 を 困 惑 さ せ る ． し か し ， こ の こ と は ，
サ パ ン が ， 実 体 を 事 物 や 自 相 と 同 義 ， 反 体 を 他 者 排 除 や 普 遍 と 同 義 と 見 倣 し て い る
こ と に 依 る の で あ る ． こ の こ と は ， こ の 「 普 遍 と 特 殊 の 考 察 」 の 章 に は 明 記 さ れ て
い な い が ， 他 の 箇 所 か ら 窺 う こ と が 出 来 る ． 例 え ば ， サ パ ン は ， 「 為 自 推 論 の 考 察 」
の 章 に お い て ， こ う 述 べ て い る ．
「 [ 偶 ： ］ 実 体 は ， 事 物 ( d n g o s p o , * b h a v a / V a s m ) よ り 他 の も の で は な い ．
他 者 排 除 よ り 他 の 反 体 は 存 在 し な い ． そ れ 故 ， 実 体 と 反 体 を 同 一 の も の と 迷
乱 （ ＝ 判 断 ） し た も の に 対 し て ， 否 定 と 定 立 を 為 す . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p ･
2 9 5 . 3 - 5 ' 9 0 )
実 体 が 事 物 や 自 相 と 同 義 で あ る か 否 か と い う 点 に つ い て は , 多 く の 議 論 が あ る が ，
今 は 触 れ な い で お く ． た だ サ パ ン が 両 者 を 同 義 と 見 倣 す 立 場 で あ る こ と は こ こ に 確
認 さ れ た ． ま た ， こ こ で サ パ ン は ， 他 者 排 除 は 反 体 に 他 な ら な い と 明 言 し て い る ．
こ れ は 他 者 排 除 を 対 象 の 側 に 結 び 付 け た 記 述 で あ る が ， 前 述 し た よ う に ， 他 者 排 除
を 知 の 側 に 結 び 付 け る の か ， あ る い は ， 対 象 の 側 に 結 び 付 け る の か と い う 点 に つ い
て サ パ ン の 解 釈 に は 一 貫 性 に 欠 け て い る こ と が 再 確 認 さ れ る の で あ る ．
続 く 自 註 に お い て は ， こ の 実 体 と 反 体 の 規 定 が 見 出 さ れ る の で ， 引 い て お こ う ．
「 ｢ 実 体 」 と 云 う の は ， 外 教 徒 ( M u s t e g s b y e d p a , * I T r t h i k a ) に 知 ら れ て い
る が 如 き ， 多 数 の 法 が 一 つ に 集 積 し た も の ( c h o s d u m a g c i g m ' d u s p a ) で は
あ り 得 え な い ． 自 相 と し て の 対 象 ( d o n r a n g m t s h a n ) こ そ が 実 体 で あ る と 認
め る な ら ば ， 命 名 す る こ と に 依 拠 す る の で あ る （ ？ ' ， ' ) ． 反 体 と は 他 者 排 除
の 個 別 的 な 定 義 が 列 挙 さ れ て い る 点 で は 異 な る ． こ こ に 示 さ れ た 定 義 は ， 『 ラ ト ウ ド ウ タ 』 か ら
さ ら に 遡 っ た 古 い 定 義 で あ ろ う ． ヤ ク ト ウ ク は サ キ ャ 派 で は あ る が ， そ の 活 動 拠 点 は サ ン プ 寺 で
あ る の で ， こ の こ と は ， ゲ ル ク 派 成 立 以 前 に ， 少 な く て も ， ヤ ク ト ウ ク （ 1 3 5 0 - 1 4 1 4 ） の 時 代 に
は ， サ ン プ 寺 に ド ウ タ に 相 当 す る 文 献 が 成 立 し て い た こ と を 示 唆 し て い る ． そ し て ， そ の 知 識 は
ツ ォ ン カ パ も 共 有 す る と こ ろ で あ っ た ． 筆 者 は ， 以 前 ， ド ウ タ 文 献 は サ ン プ 寺 の 伝 統 で は な く ，
ゲ ル ク 派 の 伝 統 に お い て 成 立 し た 文 献 で あ る 可 能 性 を 指 摘 し た が （ 西 沢 2 0 1 3 , p p .1 3 8 - 1 4 0 ), そ
の こ と は 再 考 の 余 地 が あ る か も し れ な い ． 実 際 ， こ こ で 「 チ ベ ッ ト の 要 綱 ( B o d b s d u s p a )」 と
記 さ れ て い る の で ， 単 な る 口 承 で は な く ， 文 献 と し て 成 立 し て い た 可 能 性 が 高 い か ら で あ る ．
' 9 o d z a s n i d n g o s p o l a s g z h a n m n " g z h a n s e l l a s g z h a n l d o g p a m e d " d e s n a r d z a s l d o g g c i g n y i d
d u " ' k h m l p a n y i d l a d g a g s g r u b b y e d "
' 9 【 テ キ ス ト は ， … m i n g d u ' d o g s p a l a r a g g o 〃 で あ る が ， 文 意 が 取 れ な い ．こ こ に 挙 げ た の は あ
く ま で 試 訳 で あ る ． サ パ ン は 実 体 が 自 相 で あ る こ と を 認 め る の で ， 内 容 的 に は そ れ に 相 当 し た
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で あ る が ， そ れ に は ， 分 別 知 に よ り 増 益 さ れ た も の ( r t o g p a s s g r o b t a g s p a )
以 外 に ， 自 体 と し て 成 立 し て い る も の ( n g o b o r g m b p a ) は 存 在 し な い の で ，
非 事 物 ( d n g o s m e d ) に 他 な ら な い の で あ る ．
そ れ 故 , 語 の 対 象 に 対 し て 否 定 と 定 立 を 行 う こ と に よ り ， 自 相 に 対 し て 理
解 が [ 起 こ る こ と ］ の 妥 当 性 と ， 事 物 と 反 体 の 二 つ も ま た , 解 説 す る 時 ( ' c h a d
p a ' i t s h e ) に は 別 々 に 区 別 す る が ， 言 説 の 時 ( t h a s n y a d k y i t s h e ) に は 同 一 の
も の と 迷 乱 し て ， 行 動 対 象 を 理 解 す る こ と の 妥 当 性 は ， 「 他 者 排 除 の 章 」 （ 第
四 章 ） に お い て 解 説 し た 通 り で あ る . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p . 2 9 5 . 6 - 1 3 )
こ こ で ， サ パ ン は ， ＜ 多 数 の 法 が 一 つ に 集 積 し た も の ＞ を 実 体 と す る 説 を 外 教 徒
の 説 と し て い る が ， こ れ は ， 前 述 し た よ う に ， ツ ァ ン ナ ク パ や ツ ル ト ウ ン 等 が 共 通
し て 認 め る 実 体 の 規 定 に 他 な ら な い . そ れ が こ こ で 批 判 さ れ て い る . 他 方 , 反 体 は ，
分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の も の で あ り ， 非 事 物 と さ れ る ． ツ ァ ン ナ ク パ や ツ
ル ト ウ ン に と っ て は ， 反 体 と は ， 実 体 に 属 す る 所 作 や 無 常 等 の 諸 法 を 指 す が ， そ れ
は 分 別 知 に よ り 仮 設 さ れ た だ け の 非 事 物 と は 見 な さ れ な い の で ， そ の 点 で ， サ パ ン
は 彼 ら と は 解 釈 を 異 に し て い る ． 端 的 に は ， サ パ ン に と っ て ， 反 体 と は ， 分 別 知 に
よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の 普 遍 相 に 相 当 す る 概 念 で あ り ， そ れ は 唯 一 実 在 す る 自 相 ＝
実 体 の 対 立 概 念 と な っ て い る ． サ パ ン の 実 体 と 反 体 の 基 本 的 設 定 を 纏 め る な ら ば ，
以 下 の 通 り で あ る ．
・ 実 体 ＝ 自 相 ／ 事 物 ＝ 目 的 達 成 可 能 な 唯 一 実 在 す る も の
・ 反 体 ＝ 普 遍 相 ／ 非 事 物 ＝ 分 別 知 に よ り 仮 設 さ れ た だ け の 実 在 し な い
も の
こ の よ う に ， 実 体 と 反 体 の 設 定 に 関 し て は ， サ パ ン は ， ツ ァ ン ナ ク パ や ツ ル ト ウ
ン 等 の サ ン プ 系 学 者 と は 解 釈 を 全 く 異 に し て い る こ と が 明 ら か に な っ た ． 実 際 ， サ
パ ン は ， 実 体 を 事 物 や 自 相 と ， 反 体 を 他 者 排 除 や 普 遍 相 と 同 義 と 見 倣 し て お り ， そ
れ 故 に こ そ ， 普 遍 と 特 殊 の 設 定 よ り 別 に ， 実 体 と 反 体 の 独 立 し た 設 定 を 立 て な か っ
た も の と 推 定 さ れ る ．
も の で あ る は ず で あ る ． 例 え ば ， ヤ ク ト ウ ク は こ う 註 釈 し て い る ． 『 正 理 宝 蔵 ヤ ク 註 』 p . 6 3 1 . 8 f :
d o n r a n g m t s h a n l a r d z a s s u b y a s p a n a d n g o s p o l a s g z h a n m i n l a / … 「 自 相 と し て の 対 象 を 実 体 と な
す と き に は ， ［ そ れ は ］ 事 物 よ り 他 の も の で は な い が ， ・ ・ ・ 」
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3 ． 普 遍 と 特 殊 に 関 す る サ パ ン の 見 解 ：
サ パ ン は ， 『 正 理 宝 蔵 』 第 三 章 「 普 遍 と 特 殊 の 考 察 1 9 2 ｣[ 7 5 - 8 5 ] に お い て ， 普
遍 と 特 殊 の 設 定 を 纏 め て 論 じ て い る ． こ こ で は そ の 細 か い 議 論 に は 立 ち 入 ら ず に ，
普 遍 と 特 殊 の 一 般 的 規 定 に 焦 点 を 当 て て ， サ パ ン の 解 釈 を 検 討 し て お こ う ．
ま ず サ パ ン は ， 章 頭 に お い て ， 「 事 物 の 実 相 ( d n g o s p o ' i g n a s l u g s )」 と い う 科
段 を 立 て ， そ こ で 自 相 と 普 遍 の 一 般 的 設 定 を 明 記 し て い る ． 即 ち ，
「 最 初 に ， 事 物 の 実 相 を 考 察 す る こ と と は ［ 何 で あ る の か と い う な ら ば , ］
［ 偶 ： ］ 自 相 を 把 握 す る も の が 無 分 別 知 で あ り ， 普 遍 を 把 握 す る も の
が 分 別 知 で あ る ． そ の う ち ， 自 相 は 事 物 で あ り ， 普 遍 は 事 物 と し て 成
立 す る こ と が な い も の （ ＝ 非 事 物 ） で あ る 1 9 3 .
自 相 ( r a n g g i m t s h a n n y i d , * s v a l a k 5 " a )と ， 個 体 ' 9 4( g s l b a , * v y a k t i )と ，
事 物 ( d n g o s p o , * b h a v a / v a s t u ) と ， 実 体 ( r d z a s , * d r a v y a ) と ， 反 転 し た も の
( l o g p a , * v y 5 v r t t a )と ， 勝 義 ( d o n d a m p a , * p a r a m a r t h a )と 云 わ れ る も の 等
は ， 目 的 達 成 可 能 な も の ( d o n b y e d n u s p a , * a r t h a k r i y a s a m a r t h a ) , 実 体 が 相
互 に 混 合 し な い も の ( r d z a s p h a n t s h u n m a ! d r e s p a ' 9 5 ) , 因 果 と し て 成 立 す る
も の ( r g y u d a n g ' b r a s b u r g r u b p a ) , 一 切 の 人 の 取 捨 の 行 動 を 起 こ す こ と と 停
止 す る こ と の 行 動 対 象 ( s k y e s b u t h a m s c a d k y i b l a n g d o r b y a b a ' i i u g l d o g g i
i u g y u l ) で あ る の で ， 事 物 の 意 味 と し て ［ そ れ ら は ］ 同 義 で あ る ． 即 ち ，『 量
評 釈 』 ( P V I .1 7 1 b d - 1 7 2 ) に お い て ,e e ・ 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p 7 5 . 7 - 1 3 )
こ こ で サ パ ン は ， 自 相 を 無 分 別 知 の 対 象 ， 普 遍 を 分 別 知 の 対 象 と 規 定 し ， 自 相 は
目 的 達 成 可 能 な 事 物 で あ る が ， 普 遍 は 事 物 と し て 成 立 し て い な い も の ， 即 ち ， 非 事
物 で あ る と 規 定 し て い る ． こ こ で 留 意 す べ き は ， 第 一 に ， 特 殊 が 自 相 と 同 一 視 さ れ
て い る 点 で あ り ， 第 二 に ， 普 遍 は ， 自 相 と 対 比 的 に 使 用 さ れ て お り ， 明 ら か に ， 普
' 9 2 こ の 第 三 章 の 訳 註 研 究 と し て ， 福 田 1 9 9 1 a が あ る ．
' 9 3 r a n g m t s h a n ' d z i n p a r t o g m e d d e " s p y i' d z i n p a n i r t o g a y i n " e l a r a n g m t s h a n d n g o s p o s t e "
s p y i n i d n g o s p o r g r u b p a m e d "
' 9 4 先 ほ ど は ， 「 明 瞭 な も の 」 と い う チ ベ ッ ト 語 か ら の 直 訳 を 与 え た が ， そ れ と 同 じ 意 味 で あ る ．
' 9 5 例 え ば ,P V S V p . 2 4 . 2 4 f a d 1 . 4 2 :s a r v a e v a h i b h 諏 苅 s v a r n p a s t h i t a y a h / t e n a t m a n a m p a 1 ℃ n a
m i S r a y a n t i / t a s y a p a r a t v a p r a s a n g a t / ; T i b ､ 2 7 4 b l : d n g o s p o t h a m s c a d n i r a n g g i n g o b o l a g l a s p a c a n
d e g z h a n m a y i n p a n y i d d u t h a l b a r
っ て 存 立 す る も の で あ る ． そ れ ら
r a n g d a n 2 2 z h a n d u ' I E b a r m i b v e d d e /
k h o n a y i n n o " d e g n i
' g y u r m 〃 「 全 て の 存 在 キi r m 〃 「 全 て の 存 在 物 ( b h a v a , d n g o s p o ) こ そ は ，自 体 に よ
は 本 体 が 他 の も の と 混 合 す る こ と は な い ． な ぜ な ら ば ， ［ も し 自 身 の 本 性 が 他 と 混 合 す る な ら
ぱ ， ］ そ れ は ［ 自 身 よ り ］ 他 の も の と な る こ と に な る か ら ． 」
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遍 相 ( s p y i m t s h a n , * s a m a n y a l a k S a ﾘ a )と 同 一 視 さ れ て い る 点 で あ る ． ダ ル マ キ ー ル
テ イ の 論 理 学 書 で は ， 一 般 に ， 普 遍 と 普 遍 相 は 同 義 と さ れ る が ， チ ベ ッ ト で は ， こ
の 両 者 の 関 係 に つ い て は か な り 議 論 が あ る ． 例 え ば ， 前 述 し た よ う に ， ゲ ル ク 派 で
は ， 普 遍 相 は ， 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の 非 事 物 で あ る が ， 普 遍 は ， ＜ 自 身
の ［ 下 位 ］ 個 体 に 随 伴 す る 法 ( r a n g g i g s a l b a l a 可 e J g r o c a n g y i c h o s ) > と 定 義 さ
れ る ． こ れ は ， 普 遍 を ， 非 事 物 に 限 ら ず ， 自 相 に も 認 め る 解 釈 で あ り ， 例 え ば ， 壺
は ， 普 遍 相 で は な く ， 自 相 で あ る が ， 銅 の 壺 や 黄 金 の 壺 等 の 複 数 の 下 位 個 体 に 随 伴
す る 法 で あ る の で ， 普 遍 と 見 な さ れ る ． サ パ ン は ， こ こ で ， 普 遍 と 普 遍 相 を 同 一 視
す る こ と で ， イ ン ド 原 典 に 沿 っ た 解 釈 を 取 っ て い る の で あ る ．
こ こ に は ， 自 相 の 同 義 語 が 列 挙 さ れ て い る が ， 後 続 の 文 章 で は ， 普 遍 の 同 義 語 が
列 挙 さ れ て い る の で ， そ の 箇 所 を 挙 げ て お く ．
「 普 遍 ( s p y i , * s a m a n y a ) と ， 他 者 排 除 ( g z h a n s e l , * a n y a p o h a ) と ， 反 体 ( l d o g
p a , * v y a v r t t i ) と ， 断 除 ( m a m g c o d , * v y a v a c c h e d y a ) と ， 混 合 し た も の ( ' d , ℃ S
p a , * m i S I g b h n t a ) と , 関 係 ( ' b r e l b a , * s a m b a n d h a ) と , 世 俗 ( k u n r d z o b , * s a m v r t t i )
と 云 わ れ る も の 等 は ， 実 際 に は 存 立 し な い も の ( d o n l a m i g n a s p a ) , 事 物 と
し て 成 立 し て い な い も の ( d n g o s p o r m a g r u b p a ) , 感 官 の 対 象 で な い も の
( d b a n g p o ' i y u l m a y i n p a ) , 知 に よ っ て 増 益 さ れ た も の ( b l o s s g r o b t a g s p a ) ,
仮 設 さ れ た 法 ( b t a g s p a ' i c h o s ) , 事 物 に 対 し て 目 的 達 成 不 可 能 な も の ( d n g o s
p o l a d o n b y e d m i n u s p a ) , 他 者 排 除 に 関 係 し た も の ( g z h a n s e l g y i s ' b r e l p a ) ,
無 関 係 な も の ( ' b r e l m e d p a )と ， 否 定 と 定 立 等 を 通 じ て 行 動 を 起 こ し て も
目 的 達 成 不 可 能 な も の ( d g a g p a d a n g b s g r u b l a s o g s p a ' i s g o n a s y u g g i d o n
b y e d m i n u s p a )と し て 意 味 が 共 通 す る ． 即 ち ， 『 量 評 釈 』 ( P V I .1 6 9 ) に お
い て ， ・ ・ ・ 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p p 7 5 . 2 1 - 7 6 . 5 )
以 上 の 記 述 か ら ， 以 下 の 同 義 性 を 抽 出 す る こ と が 出 来 る ．
・ 自 相 ＝ 個 体 ＝ 事 物 ＝ 実 体 ＝ 反 転 し た も の ＝ 勝 義
・ 普 遍 （ ／ 普 遍 相 ） ＝ 他 者 排 除 ＝ 反 体 ＝ 断 除 ＝ 混 合 し た も の
＝ 関 係 ＝ 世 俗
こ こ で サ パ ン は ， 普 遍 と 他 者 排 除 を 同 義 と 見 倣 し ， 共 に 対 象 の 側 に 結 び 付 け て い
る が ， そ の 直 後 の 「 そ れ （ ＝ 事 物 の 実 相 ） を 確 立 す る 仕 方 」 ［ 7 6 . 1 1 - 1 9 ］と い う 科
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段 に お い て は ， 一 転 し て ， 「 実 体 と 普 遍 は 対 象 ， 分 別 と 無 分 別 は 知 ， 顕 現 と 排 除 は
［ 知 の ］ 把 握 方 法 で あ る 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p . 7 6 . 1 8 f ) と 言 っ て ， 普 遍 を 対 象 に ， 排
除 を 知 の 把 握 方 法 に 結 び 付 け て い る の で ， 我 々 を 困 惑 さ せ る ． そ の 科 段 で は ， サ パ
ン は ， チ ベ ッ ト 人 学 者 ， 具 体 的 に は ， サ ン プ 系 学 者 の 解 釈 は 混 乱 し て い る と 批 判 し
な が ら ， 他 な ら ぬ 自 ら の 解 釈 に も 他 者 排 除 の 位 置 付 け に 関 し て 深 刻 な 混 乱 が 見 ら れ
る の で あ る ．
サ パ ン の 解 釈 の 首 尾 一 貫 性 の 欠 如 は ， こ の 点 の み な ら ず ， 普 遍 と 特 殊 の 定 義 に 関
し て も 確 認 さ れ る の で ， 次 に そ の 点 を 検 討 し て お こ う ． サ パ ン は ， 以 上 の よ う に 普
遍 と 特 殊 の 一 般 的 設 定 を 立 て て か ら ， そ の 個 別 的 設 定 に お い て 普 遍 と 特 殊 の 定 義 や
分 類 に つ い て ， こ う 解 説 し て い る ． 即 ち ，
「 第 一 ． 定 義 ．
［ 偶 ： ］ 他 と 自 の 事 物 か ら 反 転 し た も の が 普 遍 と 特 殊 で あ る ' 9 6 .
＜ 異 類 か ら 反 転 し た も の ( r i g s m i m t h u n l a s l d o g p a ) > が , 普 遍 [ で あ り ] ,
＜ ［ 異 類 か ら 反 転 し た の み な ら ず , ］ そ れ が 同 類 の 中 か ら も 反 転 し た 二 つ の
反 体 の 集 合 体 ( d e n y i d r i g s m t h u n n a n g l a s k y a n g l o g p a i i l d o g p a g l y i s t s h o g s )
＞ が 特 殊 で あ る ' " ． な ぜ な ら ば ， 『 量 評 釈 』 に お い て ，
「 全 て の 事 物 （ ＝ 自 相 ） は ， 自 性 に よ っ て ， 自 身 の 自 性 に 存 す る の で ，
同 類 と 異 類 の 事 物 か ら 反 転 し た こ と に 依 拠 す る こ と を 有 す る 」 ( P V I .
4 0 ）
と 説 か れ て い る か ら で あ る . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p . 7 8 . 9 - 1 5 )
こ こ で サ パ ン は , P V I . 4 0 を 典 拠 と し て ,< 全 て の 異 類 か ら 反 転 し た も の ＞ を 普
遍 ， ＜ 全 て の 同 類 と 異 類 か ら 反 転 し た も の ＞ を 特 殊 と 定 義 し て い る ． と こ ろ で ， こ
の 偶 は ， 既 に 繰 り 返 し 解 説 し た よ う に ， 事 物 の 実 相 ， 即 ち ， 自 相 の 在 り 方 を 示 し た
も の で あ り ， こ の く 全 て の 同 類 と 異 類 か ら 反 転 し た も の ＞ と は ， 自 相 に 他 な ら な い ．
そ れ 故 ， サ パ ン に よ れ ば ， 特 殊 と は 自 相 に 他 な ら な い こ と に な る ． 問 題 は ， 普 遍 で
あ り ， も し 普 遍 を こ の よ う に 定 義 す る な ら ば ， 壷 等 の 事 物 も ま た ， こ の 定 義 を 充 足
す る の で ， 普 遍 と な る こ と に な る ． な ぜ な ら ば ， 壺 は ， 常 住 な 法 で あ る 無 為 の 虚 空
' 9 6 g z h a n d a n g r a n g g i d n g o s p o l a s " l d o g p a r b y e d p a s p y i b y e b r a g "
' 9 7 『 正 理 宝 蔵 』 p . 7 8 . 1 1 f : r i g s m i m t h u n l a s l d o g p a s p y i / d e n y i d r i g s m t h u n n a n g l a s k y a n g l o g p a ' i
l d o g p a g n y i t s h o g s b y e b r a g y i n t e / … こ の 前 半 部 は ， 民 族 出 版 社 本 で は 偶 の 如 く に 太 字 で 示 さ れ
て い る が ， 偶 で は な く ， 自 註 の 文 章 で あ る ．
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等 の 異 類 の も の か ら 反 転 し た も の で あ る か ら ． し か し ， サ パ ン は ， 普 遍 を 普 遍 相 と
同 一 視 し ， 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の 非 事 物 と 見 倣 し て い る の で ， そ の 点 に
深 刻 な 内 的 矛 盾 を 含 ん で い る と 言 わ ざ る を 得 な い ． な ぜ サ パ ン は こ の よ う な ち ぐ は
ぐ な 解 釈 を し て い る の で あ ろ う か ．
そ の 疑 問 を 解 決 す る 鍵 は ， 『 智 慧 灯 明 』 に 見 出 さ れ る ． 実 は ， サ パ ン の こ の 普 遍
と 特 殊 の 定 義 は ， サ パ ン 自 身 の 解 釈 で は な く ， サ ン プ 系 の 伝 統 的 解 釈 が 混 入 し た も
の に 過 ぎ な い の で あ る ． 即 ち ， サ パ ン の 師 匠 筋 の ツ ル ト ウ ン や ツ ァ ン ナ ク パ ら は ，
同 じ 偶 を 引 い て ， 全 く 同 様 の 定 義 を 提 示 し て い る の で あ る ' 9 8 ． そ れ は ， 所 謂 ,< 単
独 の 反 体 が 普 遍 , 二 つ の 反 体 の 集 合 体 が 特 殊 ( l d o g p a c h i g r k y a n g s p y i / l d o g p a g n y i s
t s h o g s b y e b r a g ) > と 称 さ れ る 規 定 で あ り ， 後 代 の ゲ ル ク 派 に も 受 容 さ れ る こ と に
な る ． こ の 規 定 で は , 普 遍 は 異 類 か ら 反 転 し た 単 独 の 反 体 と さ れ る の で , 必 然 的 に ，
壺 等 の 自 相 も ま た 普 遍 と 見 倣 さ れ る こ と に な る ． そ れ 故 ， 普 遍 と 普 遍 相 を 同 一 視 す
る 立 場 か ら は 絶 対 に 受 容 で き な い 見 解 で あ る が , サ パ ン は こ の 点 を 厳 密 に 検 討 し て
お ら ず ， 安 易 に こ の サ ン プ 系 論 理 学 の 規 定 を 受 容 し て し ま っ た た め ， 自 ら の 体 系 の
中 に 矛 盾 を 内 包 す る こ と に な っ て し ま っ た の で あ る ．
以 上 , サ パ ン の 普 遍 と 特 殊 の 設 定 を 紹 介 し た . そ こ か ら 判 明 し た の は , サ パ ン は ，
一 方 に お い て は ， 普 遍 と 普 遍 相 を 同 一 視 し ， そ れ を 分 別 知 に よ り 仮 設 さ れ た だ け の
も の と ， イ ン ド 原 典 に 沿 っ た 解 釈 を し て お き な が ら ， 他 方 に お い て ， ＜ 単 独 の 反 体
が 普 遍 , 二 つ の 反 体 の 集 合 体 が 特 殊 ＞ と い う サ ン プ 系 の 伝 統 的 な 解 釈 を も 採 用 し て
お り ， そ の 解 釈 に 一 貫 性 を 欠 い て い る こ と で あ る . 別 の 箇 所 で も 何 度 か 指 摘 し た が ，
サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 を 仔 細 に 分 析 す る な ら ば , イ ン ド 原 典 に 比 較 的 忠 実 な 解 釈 と ，
サ ン プ 系 の 独 自 の 解 釈 が 混 在 し て い る の で あ り ， そ の 背 景 と し て ， サ パ ン が 二 つ の
全 く 異 な る 論 理 学 の 学 統 を 受 け 継 い だ こ と が あ る . 即 ち , サ パ ン は , 一 方 に お い て ，
カ シ ュ ミ ー ル パ ン デ イ タ 達 か ら イ ン ド 直 伝 の 解 釈 を 受 け 継 ぎ つ つ も ， 他 方 に お い て ，
そ の 修 学 時 代 に 師 事 し た ツ ル ト ウ ン 等 の サ ン プ 系 論 理 学 の 影 響 か ら 完 全 に 脱 却 す
る こ と は 出 来 な か っ た . そ し て こ の こ と が 往 々 に し て サ パ ン の 解 説 に 内 的 矛 盾 や 首
尾 一 貫 性 の 欠 如 を 間 す 結 果 と な っ て い る の で あ る ．
た だ 我 々 は こ の こ と を 持 っ て 安 易 に サ パ ン を 批 判 す る こ と は 慎 み た い . サ パ ン の
' 9 8 『 善 説 集 成 』 2 0 b l f ; 『 智 慧 灯 明 』 p p . 8 7 . 2 0 - 8 8 . 3 参 照 訳 文 は 先 に 挙 げ た の で ， 再 説 し な い ．
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『 正 理 宝 蔵 』 は ， こ の 二 つ の 異 な る 学 統 に 対 し て サ パ ン が 真 蟄 に 真 っ 向 か ら 取 り 組
み ， 格 闘 し た 産 物 と 評 す べ き で あ る ． 『 正 理 宝 蔵 』 に 見 ら れ る 上 述 の ち ぐ は ぐ さ や
一 貫 性 の 欠 如 は ， そ の 痕 跡 に 他 な ら な い の で あ る ．
4 ． 言 表 者 と 言 表 対 象 に 関 す る サ パ ン の 見 解 ：
イ ン ド に お い て は ， 言 葉 の 対 象 こ そ が ， 他 者 排 除 の 本 来 的 な 意 味 で あ っ た が ， サ
パ ン は ， サ ン プ 系 の 解 釈 に 随 順 し て ， 他 者 排 除 を 対 象 に 対 す る 知 の 作 用 の 一 種 と 解
釈 し て い た こ と が 明 ら か と な っ た ． そ れ で は ， サ パ ン に と っ て は ， 言 葉 の 対 象 は 如
何 な る も の と 考 え ら れ て い た の で あ ろ う か ． そ の 点 を 最 後 に 検 討 し て お き た い ． サ
パ ン は ， 『 正 理 宝 蔵 』 に お い て ， こ の 主 題 を ， 第 五 章 「 言 表 対 象 と 言 表 者 の 考 察 」
に お い て 論 じ て い る 1 9 9 . こ こ で ，「 言 表 者 ( 可 o d b y e d , * a b h i d h a n a / v a c a k a )」 と は ，
言 葉 を 表 す 表 現 で あ り ， 「 言 表 対 象 ( b I j o d b y a , * a b h i d h e y a / v a c y a )」 と は ， そ の
言 表 者 の 語 に よ り 言 表 さ れ る 対 象 ， 言 葉 の 対 象 に 相 当 す る 概 念 で あ る ． ち な み に ，
特 に チ ベ ッ ト の 論 理 学 書 で は ， 「 語 ( s g r a , * S a b d a , 音 ）」 と 「 言 表 者 の 語 ( I j o d b y e d
k y i s g a )」 が 峻 別 さ れ て い る こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る ． 言 表 者 の 語 と は ， 発 話
者 の 意 志 的 努 力 に よ り 発 声 さ れ た 言 葉 を 意 味 し ， 言 表 対 象 ， 即 ち ， 言 葉 の 意 味 を 表
示 す る も の で あ る の に 対 し て ， 単 な る 「 語 」 で あ れ ば ， 風 の 音 な ど の 言 表 対 象 を 持
た な い 音 声 一 般 を も 含 む か ら で あ る 2 " ・ こ の こ と は 特 に チ ベ ッ ト に 限 定 さ れ た こ と
で は な く ， イ ン ド に お い て も 同 様 で あ る が ， チ ベ ッ ト 人 学 者 は ， 「 言 葉 」 と い っ た
場 合 , 一 般 に , s g r a と い う 語 よ り も , b l j o d b y e d k y i s g r a と い う 語 を 使 用 す る の で ，
留 意 さ れ た い ．
サ パ ン に よ る 言 表 者 と 言 表 対 象 の 定 義 を 挙 げ る な ら ば ， 順 に 以 下 の 通 り で あ る ．
「 第 一 （ ＝ 定 義 ) ．
［ 偶 ： ］ ［ 言 表 対 象 と 言 表 者 は ， 順 に ］ 言 葉 か ら 理 解 さ れ る べ き も の と ，
［ 対 象 を ］ 理 解 さ せ る も の で あ る ．
言 表 対 象 の 定 義 は ， ＜ 言 葉 に よ り 理 解 さ れ る べ き も の ( b l d a s g o b a r b y a
' ” こ の 第 五 章 「 言 表 対 象 と 言 表 者 の 考 察 」 に は 福 田 洋 一 訳 （ 福 田 1 9 9 4 ) が あ り ， 参 照 し た ． 但
し ， 以 下 に は 拙 訳 を 挙 げ た ．
2 m 日 本 語 と し て の 「 語 」 と い う 語 は ， 特 に 音 声 一 般 を 意 味 し な い の で , s g r a を 「 語 」と 訳 す こ
と に は 些 か 語 弊 が あ る か も し れ な い ． し か し ， こ こ で は テ ク ニ カ ル な 用 語 と し て 用 い て い る の で ，
そ の 点 ご 了 承 頂 き た い ．
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b a ) > で あ り ， 他 方 ， 言 表 者 ［ の 定 義 ］ は , < 対 象 を 理 解 さ せ る 言 葉 ( d o n g o
b a r b y e d p a i i b r d a ) > で あ る . 」（ 『 正 理 宝 蔵 』 p . 1 2 1 . 1 7 - 2 0 )
こ こ で ， 「 言 葉 」 と 訳 し た b r d a と い う 語 は ,s a m a y a / s a m k e t a 等 の 梵 語 の 蔵 訳 で
あ る ． こ れ は ， 通 常 ， 「 慣 用 」 や 「 規 約 」 ， 「 印 」 等 を 意 味 す る ． 例 え ば ， 太 腹 平
底 で 水 を 保 持 す る 目 的 達 成 可 能 な も の に 対 し て ， 「 壷 （ つ ぼ ） 」 と い う 或 る 一 定 の
音 声 を 結 び 付 け る こ と は , そ の 言 語 が 使 用 さ れ て い る 共 同 体 に お け る 言 語 的 な 慣 用
や 規 約 に 基 づ い た 窓 意 的 な も の で あ る ． そ の よ う な 言 語 使 用 上 の 取 り 決 め （ 言 語 規
約 ） を s a m a y a / s a m k e t a と い う が ，こ の 文 脈 で は ， 実 質 的 に は ， 「 言 葉 」 そ の も の
を 意 味 し て い る の で ， 以 下 ， 「 言 葉 」 と い う 訳 語 を 当 て て お く ． 例 え ば , b r d a ' i y u l
と は ， 言 葉 の 対 象 を 意 味 す る ． そ れ は ， 語 の 対 象 ( s g a ' i d o n , * S a b d a r t h a ) と ほ ぼ 同
様 の 意 味 で 使 用 さ れ て い る ．
問 題 は ， サ パ ン が 何 を 言 葉 の 対 象 と し て 立 て て い た の か と い う こ と で あ る が ， 同
章 の 冒 頭 部 に お い て ， （ 1 ） 自 相 を 言 表 対 象 と 認 め る 説 と ， （ 2 ） 普 遍 を 言 表 対 象 と
認 め る 説 の 二 つ を 前 主 張 と し て 立 て て 否 定 し て い る 2 0 1 . 最 初 に ，自 相 を 言 表 対 象 と
認 め る 説 に つ い て だ が ， そ れ は 文 法 学 派 ( b r D a s p r o d p a , * V a i y a k a r a Z a ) の 説 に 帰
せ ら れ て い る ． 文 法 学 派 に よ れ ば ， 例 え ば ， 「 壷 を 持 っ て 来 い 」 と 言 表 す る と き ，
水 を 保 持 す る 能 力 を 有 す る 自 相 と し て の 壷 を 持 っ て 来 る の で あ り ， そ れ 故 ， 自 相 が
言 表 対 象 と し て 立 て ら れ る と い う ． こ れ に 対 し て ， サ パ ン は ， （ 1 ） 場 所 ・ 時 ・ 形
相 が 混 合 す る こ と が な い 自 相 は 無 数 に 存 在 す る の で , そ の 一 つ 一 つ に 命 名 す る こ と
は 不 可 能 で あ る こ と や ， （ 2 ） 言 説 時 に お い て ， 最 初 に 命 名 さ れ た 自 相 を 獲 得 す る
こ と は 不 可 能 で あ る こ と 等 の 理 由 を 提 示 し て 論 難 し た 後 で . 次 の よ う に 自 説 を 述 べ
て い る ．
「 最 初 に ［ 対 象 に 対 し て 言 葉 を ］ 関 係 さ せ る 時 （ ＝ 命 名 時 に ) ， 自 相 は 示 さ
れ て も ， 言 葉 ( b r d a ) は 普 遍 に 対 し て 結 び 付 け ら れ る ． な ぜ な ら ば , 言 説 ( t h a
s n y a d , * v y a v a h a r a , 日 常 活 動 ） の た め に 命 名 す る か ら で あ る . 」（ 『 正 理 宝 蔵 』
p ､ 1 1 7 . 2 0 - 2 2 2 0 2 ）
こ こ で サ パ ン は ， 言 葉 が 適 用 さ れ る 対 象 と し て ， 自 相 で は な く ， 普 遍 を 立 て て い
2 0 1 前 者 に つ い て は ， 『 正 理 宝 蔵 』 p p .1 1 6 . 4 - 1 1 9 . 1 0 , 後 者 は ， 同 書 p p ､1 1 9 . 1 1 - 1 2 1 . 1 6 参 照
2 P z d a n g p O ' b r e l p a b y e d p a ' i t s h e " r a n g g i m t s h a n n y i d b s t a n n a y a n g " b r d a n i s p y i l a s b y o r b y e d d e "
t h a s n y a d d o n d u ' d o g s p h y i r r o "
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る ． 但 し ， こ こ で 普 遍 と は ， 外 教 徒 が 立 て る 実 体 的 な 普 遍 で は な く ， 分 別 知 に よ り
仮 設 さ れ た だ け の 非 事 物 の 普 遍 を 指 す も の と 思 わ れ る が , 解 せ な い の は , サ パ ン は ，
こ の 後 の 科 段 に お い て , 普 遍 を 言 表 対 象 に 結 び 付 け る 解 釈 を 批 判 し て い る こ と で あ
る ． そ こ で は ヴ ァ イ シ ェ ー シ カ 派 等 が 認 め る 実 在 物 と し て の 普 遍 を 否 定 す る ば か り
で な く ， 分 別 知 に 顕 現 す る 対 象 普 遍 を 言 表 対 象 と す る 説 － そ れ は チ ベ ッ ト 人 学 者
の 説 と さ れ る が 一 も ま た 否 定 し て い る こ と で あ る ． 即 ち ，
「 語 対 象 ( s g r a d o n , * S a b d a r t h a 2 0 3 ) を 言 表 対 象 と 認 め る こ と を 否 定 す る こ と
は ， ［ 以 下 の 通 り で あ る . ］
［ 偶 ： ］ 有 雪 国 の 者 ( G a n g s c a n p a ) と 声 聞 の 二 者 は ， 語 対 象 を 直 接 的
言 表 対 象 ( d n g o s k y i b 可 o d b y a ) と し て 認 め る ．
対 象 と 知 の 二 つ の 自 相 と ， 対 象 に 存 立 す る 普 遍 を 言 表 対 象 と す る な ら ば 2 0 4 ,
外 教 徒 に 対 し て 述 べ た 過 失 が あ る の で ， 分 別 知 の 対 象 で あ る 対 象 普 遍 ( r t o g
p a l a y o d p a ' i d o n s p y i ) が 直 接 的 言 表 対 象 で あ る ，と チ ベ ッ ト 人 達 ( B o d
m a m s ) は 認 め '｡ ・ ・ 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p ､ 1 2 0 . 6 - 1 0 )
こ れ に 対 し て ， サ パ ン は 直 後 に こ う 批 判 し て い る ．
「 対 象 普 遍 ， な い し ， 不 相 応 行 に 対 し て 言 葉 が 結 び 付 け ら れ る の で ， 言 葉 が 結
び 付 け ら れ て い な い 壷 の 自 相 を 理 解 す る こ と は あ り 得 な い ． な ぜ な ら ば ， 「 壷 」
と 言 表 す る こ と に よ り ， ［ 壷 と は ］ 無 関 係 な 牛 が 理 解 さ れ な い よ う な も の で あ
る . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p . 1 2 0 . 1 8 - 2 0 )
こ こ で サ パ ン は ， 対 象 普 遍 を 直 接 的 言 表 対 象 と し た 場 合 に は ， 言 表 者 の 語 と 自 相
と し て の 対 象 と の 結 び 付 き が な い の で , 壺 等 の 自 相 を 理 解 す る こ と が 出 来 な い と い
っ て 批 判 し て い る ． こ こ で 問 題 と な っ て い る の は ， 言 葉 の 対 象 と し て 対 象 普 遍 を 立
て た 場 合 ， そ れ は 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の も の に 過 ぎ な い の で ， 如 何 に し
て ， 自 相 と し て の 外 部 の 対 象 を 言 表 す る こ と が 可 能 と な る の か と い う こ と で あ る ．
さ も な く ば ， 日 常 活 動 に お い て ， 例 え ば ， 「 壷 を 持 っ て 来 い 」 と 言 っ た 場 合 ， 水 を
保 持 す る 目 的 達 成 能 力 を 有 す る も の で あ る 自 相 と し て の 壷 を 持 っ て 来 る こ と は な
い こ と に な る か ら で あ る 2 0 5 .
こ れ は ， 普 遍 相 な い し 対 象 普 遍 を 指 す ．
テ キ ス ト で は , b l j o d b y a r b y a s n a s と あ る が ,b l j o d b y a r b y e d n a に 訂 正 ．
『 正 理 宝 蔵 』 p ・ 1 1 8 . 1 f : … p h y i s t h a s n a y d b y e d p a ' i d u s s u n a b u m p a ' o n c i g c e s b l j o d n a c h u s y o r
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そ こ で サ パ ン は ， 言 葉 の 対 象 に ， 直 接 的 言 表 対 象 ( d n g o s k y i b l j o d b y a )と 判 断
の 言 表 対 象 ( z h e n p a ' i b l j o d b y a ) の 区 別 を 立 て る こ と に よ り ，こ の 問 題 の 解 決 を 計
っ て い る ． こ の う ち 直 接 的 言 表 対 象 と し て 普 遍 を 立 て る が ， 判 断 の 言 表 対 象 と し て
は 自 相 を 立 て ， そ し て ， こ の 普 遍 を 自 相 と 判 断 す る こ と を 通 じ て ， 言 語 活 動 が 可 能
と な る こ と を 主 張 す る ． し か る に こ の 設 定 は , 別 段 , サ パ ン の 独 自 の 解 釈 で は な く ，
先 に 紹 介 し た 通 り ， チ ャ パ ， ツ ァ ン ナ ク パ ， ツ ル ト ウ ン に 一 貫 し て 見 ら れ る サ ン プ
系 の 解 釈 に 他 な ら な い の で あ る ．
こ の 言 表 対 象 の 分 類 に つ い て で あ る が ， ま ず サ パ ン は ， 言 表 対 象 を 解 説 時 と 適 用
時 の 区 別 の 点 か ら 二 つ に 大 別 し て ， さ ら に ， 直 接 的 言 表 対 象 と 判 断 の 言 表 対 象 の 二
つ ず つ に 細 分 し て い る の で ， 合 計 四 つ に 分 け ら れ る ． そ れ ぞ れ の 具 体 的 内 容 は 以 下
の 通 り で あ る ．
「 第 二 ． 分 類
［ 偶 ： ］ 解 説 ［ 時 ] ( ' c h a d p a )と 適 用 ［ 時 ] ( 1 u g p a ) の 人 の 区 別 に よ
り ， ［ 言 表 対 象 は ］ 各 々 二 つ あ り ， ［ 合 計 ］ 四 種 類 で あ る ．
解 説 と 適 用 の 時 の 言 表 対 象 と 言 表 者 の 二 つ ず つ で 四 つ で あ る ．
［ 偶 ： ］ ［ 言 葉 を ］ 解 説 す る と き ， ［ 直 接 的 言 表 対 象 と 判 断 の 言 表 対 象
等 を ］ 区 別 す る こ と に よ り ， ［ 実 相 に ］ 通 達 す る ． ［ 実 際 に 言 葉 を ］ 適
用 す る と き ， ［ 自 相 と 普 遍 を ］ 一 つ に 迷 乱 す る こ と に よ り ， ［ 対 象 を ］
獲 得 す る ．
( 1 ) [ 言 葉 を ] 解 説 す る と き , 語 の 直 接 的 言 表 対 象 ( s g r a i i d n " s k y i b 可 o d b y a )
は 語 の 対 象 ( s g r a d o n , * S a b d a r t h a ) で あ り ， そ し て ， 判 断 の 言 表 対 象 ( z h e n
p a ' i b 可 o d b y a ) は 自 相 と し て の 対 象 ( d o n r a n g m t s h a n , * s v a l a k S a n a ) で あ る
が , 直 接 的 言 表 者 ( d n g o s k y i l j o d b y e d ) が 語 普 遍 ( s g r a s p y i , * S a b d a s a m a n y a ) ,
判 断 の 言 表 者 ( z h e n p a i i 可 o d b y e d ) は 自 相 と し て の 語 ( s g r a r a n g g i m t s h a n
n y i d ) で あ る と い う 区 別 を 知 っ て ， 実 相 ( g n a s l u g s ) に 対 し て 通 達 す る よ う
に な る ． （ 2 ） ［ 言 葉 を ］ 適 用 す る 時 ， 自 相 と 普 遍 を 別 々 に 分 け ず に ， 一 つ に
迷 乱 し た も の に 対 し て 言 葉 を 結 び 付 け る こ と に よ り ， 言 説 （ ＝ 日 常 活 動 ） の
時 ， 自 相 と し て の 対 象 を 獲 得 す る の で あ る . 」 （ 『 正 理 宝 蔵 』 p p . 1 2 1 . 2 1 - 1 2 2 . 6 )
b a l e n p a ' i p h y i r r o "
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先 ほ ど ， サ パ ン は 言 葉 の 対 象 と し て 普 遍 を 立 て た が ， そ れ は ， こ こ で 言 う 所 の 直
接 的 言 表 対 象 に 当 た る ． こ こ で は ， 「 語 の 対 象 ( s g r a d o n )」 と 表 現 さ れ て い る が ，
こ れ は 後 続 の 文 章 に 示 さ れ て い る よ う に ， 普 遍 に 相 当 す る ． こ れ は 分 別 知 に よ り 仮
設 さ れ た だ け の も の で あ る の で ， 実 在 す る も の で は な い ． こ れ に 対 し て ， 判 断 の 言
表 対 象 と は ， 分 別 知 の 判 断 対 象 ( z h e n y u l , * a d h y a v a s e y a v i 9 a y a ) に 相 当 す る も の で
あ り ， 自 相 に 当 た る ． 分 別 知 で は ， 例 え ば ， 火 の 普 遍 を 自 相 と し て の 火 と 判 断 す る
こ と を 通 じ て ， そ の 火 に 対 し て 行 動 を 起 こ し て ， そ れ を 獲 得 す る こ と が 出 来 る が ，
言 葉 の 場 合 に も 同 様 の 過 程 が 想 定 さ れ て い る ． 即 ち ， 例 え ば ， 「 火 」 と い う 言 葉 は ，
直 接 的 に は ， 火 の 普 遍 を 言 表 す る が ， そ れ を ， 自 相 と し て の 火 と 判 断 す る こ と を 通
じ て ， 自 相 と し て の 火 に 対 し て 適 用 さ れ る ． こ の よ う な 過 程 を 経 て ， 言 葉 が 外 部 世
界 の 事 物 に 対 し て 結 び 付 き ， 日 常 的 な 言 語 活 動 が 可 能 と な る の で あ る ． こ の こ と を
意 図 し て ， サ パ ン は ， こ の 「 言 表 対 象 と 言 表 者 の 考 察 」 の 章 末 に ， 以 下 の よ う な 要
約 偶 ( b s d u b a ' i t s h i g s s u b c a d p a , * s a m g r a h a S l o k a ) を 立 て て い る ．
「 語 の 直 接 的 言 表 対 象 ( i . e . 普 遍 ） は 存 在 し な い ． 判 断 の 言 表 対 象 は 自 相 で
あ る ． ［ 言 表 者 の 言 葉 と 言 表 対 象 の ］ 関 係 は 迷 乱 に よ っ て 立 て ら れ る が ， 行
動 を 起 こ す 人 を 欺 く こ と は な い 2 0 6 . 」（ 『 正 理 宝 蔵 』 p 1 2 8 . 1 2 - 1 4 )
こ こ で サ パ ン は ， 語 の 直 接 的 言 表 対 象 と し て は 普 遍 を 立 て る が ， そ の 普 遍 は 存 在
し な い と 明 言 し て い る ． そ れ は 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の も の で あ り ， サ パ
ン に と っ て は 存 在 す る の は ， 唯 一 自 相 の み で あ る か ら で あ る ． 直 接 的 言 表 対 象 と し
て は 普 遍 を ， 判 断 の 言 表 対 象 と し て は 自 相 を 立 て ， 普 遍 を 自 相 と 判 断 す る こ と を 通
じ て 言 語 活 動 が 可 能 と な る と い う 解 釈 自 体 は ， サ ン プ 系 学 者 達 と 共 通 し て い る が ，
違 い は ， サ ン プ 系 学 者 達 は ， 普 遍 を 存 在 す る も の と 認 め る の に 対 し て ， サ パ ン は そ
れ を 認 め な い と い う 一 点 に あ る ． 前 述 し た よ う に ， 他 者 排 除 論 に 関 し て サ ン プ 系 学
者 と サ パ ン の 解 釈 の 違 い は 色 々 あ る が ， 煎 じ 詰 め れ ば ， こ の 普 遍 に 対 す る 解 釈 の 違
い に 帰 着 す る と 言 っ て も 過 言 で は な い ．
こ の サ パ ン の 解 釈 は ， 後 に 直 弟 子 の ウ ユ ク パ に よ り 批 判 さ れ る こ と に な る ． そ の
件 に つ い て は ， 後 で 紹 介 し よ う ．
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V . 小 結 ：
以 上 ， 『 正 理 宝 蔵 』 を 資 料 と し て ， サ パ ン の 他 者 排 除 論 を 検 討 し た ． そ の 結 果 と
し て 以 下 の こ と が 結 論 と し て 導 出 さ れ る ．
1 ． サ パ ン は ， 基 本 的 に ， 他 者 排 除 を 対 象 に 対 す る 知 の 作 用 の 仕 方 の 一 つ と し
て 捉 え ， そ れ を 対 象 の 側 で は な く ， 知 の 側 に 設 定 し て い る ． こ れ は ， チ ャ
パ 等 の サ ン プ 系 学 者 の 解 釈 で あ り ， 師 の ツ ル ト ゥ ン を 通 じ て ， そ の 解 釈 が
サ パ ン に 伝 承 さ れ ， サ パ ン は そ れ を 自 説 と し て 受 容 し た ．
2 ． し か し ， 他 方 に お い て ， 『 正 理 宝 蔵 』 に は ， 他 者 排 除 を 語 や 分 別 知 の 対 象 に
結 び 付 け る 記 述 も 散 見 す る ． こ れ は ， サ パ ン が 師 事 し た カ シ ュ ミ ー ル パ ン
デ イ タ 達 か ら 受 け 継 い だ イ ン ド 的 な 解 釈 が 反 映 し た も の と 推 定 さ れ る ．
3 ． そ の 結 果 ， 『 正 理 宝 蔵 』 に は ， 他 者 排 除 を 基 本 的 に 知 の 側 に 設 定 し て お き な
が ら ， 部 分 的 に ， そ れ を 対 象 の 側 に 立 て る 記 述 も 見 出 さ れ ， そ の 意 味 で ，
首 尾 一 貫 性 に 欠 け て い る ． こ の 首 尾 一 貫 性 の 欠 如 は ， サ パ ン の 論 理 学 が ，
サ ン プ 系 と イ ン ド 系 の 二 系 統 の 解 釈 の 相 克 か ら 生 じ た も の で あ る こ と を 示
唆 し て い る ．
4 ． サ パ ン は ， 後 代 の ド ウ タ 文 献 に 見 ら れ る よ う に ， 他 者 排 除 と 否 定 を 同 義 と
す る 解 釈 を 取 っ て お ら ず ， そ の 点 で も ， サ ン プ 系 学 者 と 一 致 す る ． 但 し ，
定 立 と 否 定 を 排 除 の 下 位 区 分 と 見 倣 し ， 共 に 知 の 側 に 結 び 付 け る 点 で は ，
サ ン プ 系 学 者 と 解 釈 を 異 に し て い る ．
5 ． サ パ ン は ， 実 体 ／ 自 相 ／ 定 立 を 同 義 と 見 倣 し ， 実 在 す る 事 物 と し て 立 て る
一 方 ， そ の 対 概 念 と し て の ， 反 体 ／ 普 遍 相 ／ 他 者 排 除 を 同 義 と 見 倣 し ， 分
別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の 非 事 物 と し て 立 て る ． こ の 点 で ， サ ン プ 系
の 解 釈 と 一 線 を 画 し て い る ． （ 尤 も ， こ こ で は 他 者 排 除 を 対 象 に 結 び 付 け て
い る の で ， 他 者 排 除 と い う 概 念 に つ い て は 解 釈 の 一 貫 性 を 欠 い て い る . ） サ
ン プ 系 の 解 釈 で は ， こ れ ら の 同 義 性 は 認 め ら れ て い な い ．
6 ． サ ン プ 系 の 解 釈 で は ， 普 遍 は ， ＜ 異 類 か ら 反 転 し た も の ＞ で あ り ， そ れ は
分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の 普 遍 相 （ ＝ 対 象 普 遍 ） か ら 峻 別 さ れ て い
る が ， こ れ に 対 し て ， サ パ ン は ， 基 本 的 に ， 普 遍 と 普 遍 相 を 同 一 視 す る イ
ン ド 正 統 の 解 釈 に 基 づ い て い る ． し か る に ， 他 方 に お い て ， ＜ 単 独 の 反 体
が 普 遍 ， 二 つ の 反 体 の 集 合 体 が 特 殊 ＞ と い う サ ン プ 系 の 伝 統 的 な 規 定 を も
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受 け 入 れ て お り ， そ の 結 果 ， そ の 解 釈 に 首 尾 一 貫 性 を 欠 く こ と に な っ て い
る ．
7 ． 言 表 対 象 の 設 定 で は ， サ パ ン は ， そ れ を ， 直 接 的 言 表 対 象 と 判 断 の 言 表 対
象 に 二 分 し ， 前 者 を 普 遍 に ， 後 者 を 自 相 に 結 び 付 け て い る が ， そ れ は チ ヤ
パ 等 に よ り 説 か れ た サ ン プ 系 の 解 釈 に 他 な ら な い ． こ れ は 後 に ウ ユ ク パ に
よ り 批 判 さ れ る こ と に な る ．
既 に 指 摘 し た よ う に 2 0 7 , サ パ ン は ，『 正 理 宝 蔵 』 を 著 作 す る に 際 し て ， サ ン プ 系
論 理 学 書 ， 特 に ， ツ ル ト ウ ン の 論 理 学 書 『 智 慧 灯 明 』 を 下 敷 き に し て ， そ こ か ら 多
く の 科 段 設 定 や 前 主 張 等 の 記 述 を も 借 用 し つ つ も ， そ れ ら を 換 骨 奪 胎 し て ， 自 説 を
提 示 す る と い う 著 作 方 法 を 取 っ て い る ． そ の 際 ， サ ン プ 系 の 解 釈 を 批 判 的 に 考 察 し
た 上 で ， 自 説 と し て 受 け 入 れ ら れ る も の は 受 け 入 れ ， 受 容 不 可 能 な も の は 斥 け る こ
と を 通 じ て ， 自 身 の 学 説 を 確 立 し た ． 特 に ， サ パ ン は ， チ ヤ パ や ツ ァ ン ナ ク パ と い
う よ り も ， よ り 直 接 的 に は ， 嘗 て の 師 ツ ル ト ウ ン こ そ を 第 一 の 批 判 対 象 と し て 想 定
し て い る こ と は 再 度 指 摘 し て お く 必 要 が あ る ． そ し て ， そ の こ と は ， こ の 「 定 立 と
他 者 排 除 の 考 察 の 章 」 に お い て も 確 認 さ れ る の で あ る ． 但 し ， サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』
に は ， 想 像 以 上 に ， サ ン プ 系 論 理 学 の 解 釈 が 払 拭 さ れ ず に 残 存 し て お り ， 必 ず し も
イ ン ド 原 典 に 忠 実 な 解 釈 を 提 示 し て い る わ け で な い ． そ の 意 味 で ， サ パ ン の 論 理 学
思 想 は ， サ ン プ 系 の 伝 統 的 な 解 釈 と ， カ シ ュ ミ ー ル パ ン デ イ タ 伝 来 の 解 釈 の 混 合 物
の 様 相 を 呈 し て い る ．
第 二 節 ． ウ ユ ク パ ・ リ ク ペ ー セ ン ゲ の 他 者 排 除 論 ：
ウ ユ ク パ ・ リ ク ペ ー セ ン ゲ ( ' U y u g p a r i g / r i g s p a w i s e n g g e , c a . 1 1 7 0 - 1 2 5 3 ? 2 0 8 ) は ，
サ パ ン の 直 弟 子 に し て ， サ ン プ 寺 の ニ ェ ル シ ク ・ ジ ャ ン ペ ル ド ル ジ ェ ( g N y a l z h i g
l j a m d p a l r d o l j e , c a ､1 1 5 0 - 1 2 3 ｢ 0 9 ) の 「 九 子 」 の 一 人 と し て も 知 ら れ て い る ． 伝 記
資 料 が 伝 え ら れ て い な い た め ， 彼 の 生 涯 は 未 詳 で あ る が ， サ ン プ 寺 に て 基 礎 的 な 修
学 を 積 ん だ 後 に ， サ キ ヤ 寺 で サ パ ン に 師 事 し ， サ パ ン を 通 じ て カ シ ュ ミ ー ル パ ン デ
ィ タ 達 の 学 統 を 受 け 継 い だ ． そ れ 故 ， 彼 の 論 理 学 思 想 に は ， サ パ ン 同 様 に サ ン プ 系
? ? ?? ?
西 沢 2 0 0 7 , p p . 3 7 3 - 3 7 6 ; 西 沢 2 0 1 1 b , V o l . 2 , p . 3 4 f な ど 参 照 ．
ウ ユ ク パ の 年 代 及 び そ の 事 績 に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 1 b , V o l . 1 , p p . 3 6 9 - 3 7 3 を 参 照 ．
ニ ェ ル シ ク の 年 代 及 び そ の 事 績 に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 1 b , V o l . 1 , p p . 2 4 0 - 2 4 2 を 参 照
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と カ シ ュ ミ ー ル 系 の 学 統 の 学 統 の 両 者 が 入 っ て い る こ と を 念 頭 に 置 く 必 要 が あ る ．
彼 は , チ ベ ッ ト で 初 め て 『 量 評 釈 』 全 章 に 対 す る 註 釈 『 正 理 蔵 』 ( R j g 3 p q ' i m d z o d )
を 著 し た こ と で 知 ら れ て い る ． 他 に も ， サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 の 註 釈 『 正 理 成 立 』
( R j g s p a g F w b p q ) が 現 存 し て い る ．こ れ は 『 正 理 宝 蔵 』 の 最 古 の 註 釈 で あ り ， そ
の 意 味 で も 資 料 的 価 値 は 極 め て 高 い ． こ こ で は ， こ の 『 正 理 成 立 』 を 資 料 と し て ，
ウ ユ ク パ の 他 者 排 除 論 を 検 討 し よ う ．
I . 『 正 理 成 立 』 に お け る 他 者 排 除 論 の 位 置 付 け と 科 段 構 成 ：
『 正 理 成 立 』 で は ， 定 立 と 他 者 排 除 の 設 定 は ， 「 定 立 と 排 除 の 理 解 の 仕 方 ( s g m b
p a d a n g s e l b a ' i r t o g s p a ' i t s h u l )」 と い う 科 段 に お い て 論 じ ら れ て い る ． そ こ で ま ず
最 初 に ， そ の 全 体 の 科 段 構 成 の 骨 子 を 挙 げ て お く ．
定 立 と 排 除 の 理 解 の 仕 方 ［ 『 正 理 成 立 』 8 4 . 8 - l l l . 2 0 ]
1 ． 定 立 作 用 ( s g u r b p a l a i u g p a , 定 立 に 対 し て 作 用 す る も の )[ 8 4 . 1 0 ]
1 ． 定 義 ［ 8 4 . 1 4 ］
2 ． 分 類 ［ 8 4 . 1 6 ］
3 ． 定 義 の 能 証 ( m t s h a n n y i d k y i s g m b b y e d )[ 8 5 . 3 ]
1 ． 対 象 の 実 相 ( y u l g y i g n a s l u g s )[ 8 5 . 5 ]
2 ． 知 の 把 握 方 法 ( b l o i i' d z i n s t a n g s )[ 9 1 . 1 0 ]
3 ． 知 が 対 象 と 一 致 す る と 論 証 す る こ と ( b l o d o n m t h u n p a r b s g r u b p a )
［ 9 1 . 1 9 ］
2 ． 排 除 作 用 ( s e l b a l a ! j u g p a , 排 除 に 対 し て 作 用 す る も の )[ 9 7 . 1 2 ]
1 ． 対 象 で あ る 排 除 の 自 性 ( y u l s e l b a 1 i r a n g b z h i n )[ 9 7 . 1 4 ][ = 他 者 排 除 ］
1 ． 定 義 ［ 9 7 . 1 4 ］
2 ． 分 類 ［ 9 7 . 1 7 ］
3 ． 同 義 語 ［ 9 8 . 4 ］
2 ． 有 対 象 で あ る 語 と 分 別 知 の 自 性 ( y u l c a n s g r a r t o g g i r a n g b z h i n )[ 9 8 . 6 ]
［ ＝ 排 除 作 用 ］
1 ． 定 義 ［ 9 8 . 7 ］
2 ． 語 義 [ 9 9 . 1 ]
3 ． 分 類 ［ 9 9 . 4 ］
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3 ． ［ 対 象 を 理 解 す る 知 の ］ 作 用 の 仕 方 が ［ 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の ］ 二 つ に 確 定
さ れ る 根 拠 ( 1 u g t s h u l g l y i s s u n g e s p a ' i r g y u m t s h a n )[ 1 1 1 . 9 ]
一 見 し て 明 ら か な よ う に ， 「 対 象 の 実 相 」 等 の 三 つ の 科 段 な ど ツ ァ ン ナ ク パ ， ツ
ル ト ウ ン , サ パ ン の 論 理 学 書 に 共 通 し て 見 ら れ る お 馴 染 み の 科 段 が 確 認 さ れ る 一 方 ，
大 き な 違 い も 見 出 さ れ る ． そ れ は ， ウ ユ ク パ が 定 立 と 排 除 を 知 の 側 で は な く ， 対 象
の 側 に 設 定 し て い る こ と で あ る ． こ れ を 受 け て ， ウ ユ ク パ は ， 排 除 作 用 の 科 段 を ，
対 象 と し て の 排 除 と ， そ れ を 把 握 す る 語 と 分 別 知 と い う 有 対 象 の 二 つ に 大 別 し て い
る . チ ャ パ 以 下 , サ パ ン ま で の 論 師 は , み な 定 立 と 排 除 を 知 の 側 に 結 び 付 け た の で ，
こ の 点 に 決 定 的 な 相 異 が 見 出 さ れ る の で あ る ． こ の こ と は 他 者 排 除 論 の 歴 史 的 展 開
を 鑑 み る 際 に 極 め て 重 要 な 点 で あ る の で , ま ず 最 初 に そ の 点 に つ い て 論 じ て お こ う ．
I I . 「 定 立 作 用 ( s e l l u g )」 及 び 「 排 除 作 用 ( s g r U b i u g )」 の 両 義 性 ：
後 代 の ド ウ タ 文 献 で は ， 定 立 作 用 と 排 除 作 用 は , s g m b i u g と s e l i u g と 表 記 さ れ
る の が 常 で あ る が , 実 は , こ の 語 に は 全 く 異 な る 二 つ の 語 義 が 確 認 さ れ る の で あ る ．
既 に 紹 介 し た よ う に ， チ ヤ パ 等 の サ ン プ 系 学 者 は ， 定 立 ( s g m b p a ) や 排 除 ( s e l b a )
を 知 の 作 用 の 一 つ と し て 知 の 側 に 結 び 付 け た ． そ れ 故 ， 彼 ら の 論 理 学 書 で は ， 定 立
作 用 と 排 除 作 用 に 相 当 す る 原 語 は ， 概 し て , s g m b p a s i u g p a ( 定 立 に よ っ て 作 用 す
る も の ） や s e l b a s i u g p a ( 排 除 に よ っ て 作 用 す る も の ） と 具 格 助 辞 と と も に 表 記 さ
れ る か ， あ る い は , s g o n a s( を 通 じ て ） と い う 語 と 共 に 表 記 さ れ る 2 1 0 .
こ れ に 対 し て ， ウ ユ ク パ は ， こ の 二 つ を , s g r u b p a l a l i u g p a( 定 立 に 対 し て 作 用
す る も の ） と s e l b a l a i u g p a ( 排 除 に 対 し て 作 用 す る も の ） と い う よ う に ,s g m b p a /
s e l b a に l a と い う 於 格 助 辞 を 結 び 付 け て 表 記 し て い る ．こ の こ と は ， ウ ユ ク パ が ，
定 立 と 排 除 を 共 に ， 知 の 側 で は な く ， そ の 知 に よ り 把 握 さ れ る べ き 対 象 の 側 に 設 定
し た こ と を 如 実 に 示 し て い る の で あ る ．
こ の よ う な 表 現 は ， サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 に は 全 く 確 認 さ れ ず ， 現 存 す る 資 料 の
中 で は ウ ユ ク パ の 著 作 が 最 初 で あ る ． 『 正 理 宝 蔵 』 に は , む し ろ , s e l b a s i u g p a ( 『 正
理 宝 蔵 』 p . 9 2 . 6 f ) , g z h a l s e l g y i s g o n a s i u g p a ( 同 書 p . 9 2 . 9 ) , g z h a n s e l g y i s i u g
2 ' o 例 え ば ， 『 意 闇 払 拭 』 4 a 8 , 8 a 5 ;『 善 説 集 成 』 1 1 6 a 7 , 1 1 6 b 8 , 1 1 8 M ;『 智 慧 灯 明 』 p p .1 1 . 1 5 , 1 9 . 9
等 参 照 ．
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p a ( 同 書 p . 8 9 . 1 ) と い う 表 現 や ,s n a n g b a s I j u g p a ( 同 書 p p . 8 7 . 5 , 8 9 . 1 ) , s n a n g b a ' i
s g o n a s i u g p a( 同 書 p . 8 8 . 3 )と い う 表 現 が 確 認 さ れ る が ， こ の こ と は ， サ パ ン が
サ ン プ 系 学 者 と 同 様 に ， 定 立 や 排 除 を 知 の 側 に 結 び 付 け た こ と を 明 確 に 示 し て い る
の で あ る ．
こ の よ う に ， 「 定 立 作 用 ( s g m b i u g )」 及 び 「 排 除 作 用 ( s e l l i u g )」 の 語 義 と し
て は ， 以 下 の 二 つ の 用 例 が 確 認 さ れ る ．
1 ． s g r u b p a / s e l b a を ， 具 格 助 辞 な い し s g o n a s( を 通 じ て ） と い う 語 と 結 び 付
け る 用 法 （ ＝ 定 立 及 び 排 除 を 知 の 側 に 結 び 付 け る 解 釈 ） ： チ ャ パ 等 の サ ン プ
系 学 者 及 び サ パ ン
2 . s g r u b p a / s e l b a を ， 於 格 助 辞 に 結 び 付 け る 用 法 ( = 定 立 及 び 排 除 を 対 象 の
側 に 結 び 付 け る 解 釈 ） ： ウ ユ ク パ
但 し ， ウ ユ ク パ の 『 正 理 成 立 」 に は , s g r u b p a s i u g p a / s e l b a s l j u g p a の 用 例 も 確
認 さ れ る の で 2 1 1 1 必 ず し も ,s g r u b p a / s e l b a l a i u g p a の 用 例 に 統 一 さ れ て い る わ け
で は な い ． ち な み に ， こ の 両 義 性 は ， 後 代 の ゲ ル ク 派 の 論 理 学 書 に お い て も 確 認 さ
れ る と こ ろ で あ る 2 1 2 . ゲ ル ク 派 の 他 者 排 除 論 に つ い て は 別 稿 に て 論 ず る 予 定 な の で ，
詳 細 は そ の 際 紹 介 し よ う ．
前 述 し た よ う に ， 他 者 排 除 の 原 義 は ， 《 語 の 対 象 ( S a b d a r t h a ) 》 で あ り ， 他 者 排
除 は 本 来 ， 知 の 側 で は な く ， 分 別 知 や 語 の 対 象 と し て ， 対 象 の 側 に 結 び 付 け ら れ る
べ き 概 念 で あ っ た ． し か し ， チ ベ ッ ト に お い て は ， 当 初 か ら ， そ れ を 知 の 側 に 結 び
付 け る サ ン プ 系 の 解 釈 が 流 布 し た た め , 他 者 排 除 の 本 来 的 な 意 味 が 久 し く 誤 解 さ れ
て き た ． そ の 誤 解 は ， カ シ ュ ミ ー ル パ ン デ ィ タ か ら 『 量 評 釈 』 を 初 め と す る 論 理 学
書 を 梵 語 原 典 を 通 じ て 学 ん だ サ パ ン に お い て も 払 拭 さ れ ず に 残 さ れ て き た が ， ウ ユ
ク パ に 至 っ て よ う や く そ の 誤 解 が 払 拭 さ れ た こ と に な る ． そ の 意 味 で ， チ ベ ッ ト の
他 者 排 除 論 の 歴 史 的 展 開 に お い て ウ ユ ク パ の 占 め る 位 置 付 け は 極 め て 重 要 で あ る ．
2 1 1 例 え ば ， 『 正 理 成 立 』 に は , s g r u b p a s l j u g p a l a r t s o d p a s p a n g b a ( 定 立 に よ っ て 作 用 す る こ と
に 対 す る 議 論 の 断 滅 ） と s e l b a s ! j u g p a l a r t s o d p a s p a n g b a ( 排 除 に よ っ て 作 用 す る こ と に 対 す る
議 論 の 断 滅 ） と い う 二 つ の 科 段 が 見 出 さ れ る （ 同 書 p .1 1 2 ).
2 1 2 例 え ば ， ツ ォ ン カ パ の 『 論 理 学 大 備 忘 録 』 に は ， 以 下 の よ う な 用 例 が 確 認 さ れ る ． 同 書 p p ･
7 1 9 . 6 - 8 : d e b z h i n d u s g r a r t o g t h a m s c a d d n g o s p o ' i d b a n g g i s i u g p a y i n p a s S g r u b p a k h o n a l a l i u g
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以 下 ， そ の こ と を 念 頭 に お い て ， ウ ユ ク パ の 他 者 排 除 論 を 検 討 し よ う ． 検 討 の 順 序
と し て は ， こ れ ま で 通 り ， ま ず 最 初 に 定 立 と 排 除 の 設 定 を 検 討 し て か ら ， そ れ に 関
連 す る 諸 主 題 に 考 察 を 移 す こ と に す る ．
I I I . 定 立 作 用 に 関 す る ウ ユ ク パ の 見 解
1 ． 定 立 の 定 義 と 定 義 基 体 ：
ウ ユ ク パ に よ れ ば ， 定 立 作 用 ( s g r u b p a l a y u g p a ) の 定 義 と 分 類 は 以 下 の 通 り で
あ る ．
定 義 ： 知 で あ り ， か つ ， 対 象 を そ の 形 相 が 顕 現 し て 把 握 す る も の ( b l o g a n g
z h i g y u l d e ' i r n a m p a s n a n g n a s ' d z i n p a )[ 8 4 . 1 4 f ]
こ こ で ま ず 最 初 に 留 意 し た い の は ， こ れ は ， 定 立 作 用 ( s g r u b p a l a i u g p a ) の 定
義 で あ っ て ， 定 立 ( s g r u b p a ) の 定 義 で は な い こ と で あ る ．ウ ユ ク パ 以 前 で は ， 定
立 ( s g m b p a ) や 排 除 ／ 他 者 排 除 ( s e l b a / g z h a n s e l ) は ， 知 の 作 用 と 解 釈 さ れ た の
で ， そ れ ら は ， 定 立 作 用 ( s g r u b p a s i u g p a ) や 排 除 作 用 ( s e l b a s i u g p a ) と は 殆 ど
区 別 さ れ ず に 用 い ら れ て き た ． こ れ に 対 し て ， ウ ユ ク パ は ， 定 立 や 排 除 を 対 象 の 側
に 結 び 付 け て い る の で ， 知 を 指 す 定 立 作 用 と 排 除 作 用 は ， そ の 対 象 で あ る 定 立 と 排
除 か ら 峻 別 さ れ る 必 要 が あ る ．
前 述 し た よ う に ， サ パ ン は ， 定 立 作 用 を く 無 分 別 知 に よ り 知 覚 す る も の ＞ と 定 義
し , ツ ァ ン ナ ク パ は , ＜ 自 相 が 顕 現 す る こ と を 通 じ て 作 用 す る も の ＞ と 定 義 し た が ，
無 分 別 知 の 知 覚 ／ 顕 現 作 用 と 認 め る 点 で は ， こ れ ら の 定 義 と 大 差 は な い と 言 え る ．
こ の 定 立 作 用 の 定 義 の 後 で ， ウ ユ ク パ は そ の 分 類 を 列 挙 し て い る が 2 1 3 , 纏 め る な
ら ば ， 以 下 の 通 り で あ る ．
1 ． 真 実 の 対 象 の 形 相 が 顕 現 す る も の ( d o n b d e n p a i i m a m p a s n a n g b a )[ = 直 接
知 覚 ］
1 ． 知 の 自 相 が 顕 現 す る 自 己 認 識
2 ． 対 象 の 自 相 が 顕 現 す る 五 つ の 感 官 知 と 意 の 直 接 知 覚 の 六 つ
3 ． そ れ ら （ ＝ 知 と 対 象 の 自 相 ） の 無 自 性 を 理 解 す る 爺 伽 行 者 の 直 接 知 覚
2 ． 虚 偽 の 対 象 の 形 相 が 顕 現 す る も の ( d o n r d z u n p a ! i m a m p a s n a n g b a )[ = 無 分
2 1 3 『 正 理 成 立 』 p p ､ 8 4 . 1 6 - 8 5 . 2 参 照 ．
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別 迷 乱 知 ］
例 ： 二 月 や 対 象 普 遍 等 ［ が 顕 現 す る 知 ］
テ キ ス ト に は , 後 者 の 嚥 例 と し て 二 月 や 対 象 普 遍 等 が 挙 げ ら れ て い る 2 1 4 . し か し ，
こ れ は 知 を 指 す の で , 二 月 が 顕 現 す る 知 , 対 象 普 遍 が 顕 現 す る 知 と す る べ き で あ る ．
後 述 す る よ う に ， 無 分 別 知 は 定 立 作 用 に ， 分 別 知 は 排 除 作 用 に 結 び 付 け る の が ウ ユ
ク パ の 基 本 的 見 解 で あ る ．
2 ． 定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 ：
次 の 「 定 義 の 能 証 」 と い う 科 段 は ， 「 対 象 の 実 相 」 等 の 三 科 段 か ら 構 成 さ れ て い
る ． そ の う ち ， 「 対 象 の 実 相 」 の 科 段 は ， サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 の 記 述 に 比 べ 分 量
的 に か な り 多 く 内 容 的 に も 多 岐 に 渡 っ て い る ． そ こ に は 『 正 理 宝 蔵 』 に 見 ら れ な い
興 味 深 い 議 論 も 多 数 含 ま れ て い る の で あ る が , そ の 全 体 を こ こ で 紹 介 す る こ と は 紙
面 の 関 係 上 困 難 で あ る の で ， こ こ で は ， そ の 要 点 の み を 簡 略 に 紹 介 す る に 留 め て お
く こ と に す る ．
こ の 対 象 の 実 相 と し て は ， サ ン プ 系 の 学 者 達 は ， 三 つ の 相 を 立 て た ． 即 ち ， 1 ．
非 青 か ら 反 転 し た 青 と し て 存 す る こ と ， 2 ． 青 と 所 作 ・ 無 常 等 が 無 別 異 の 実 体 で あ
る こ と （ ＝ 諸 法 の 無 別 異 性 ） ， 3 ． 法 と 有 法 等 の 別 異 は 増 益 さ れ た も の で あ る こ と
（ ＝ 法 と 有 法 等 の 別 異 性 ） で あ る ．
こ れ に 対 し て ， ウ ユ ク パ は ， ま ず 対 象 の 実 相 を ， 1 ． 勝 義 を 主 題 と し た も の ( d o n
d a m p a i i d b a n g d u b y a s p a ) と ,2 . 言 説 を 主 題 と し た も の ( t h a s n a y d p a ' i d b a n g d u
b y a s p a ) の 二 つ に 大 別 し ，さ ら に ， 後 者 を , 1 . 諸 事 物 が 同 一 な も の と し て 存 立 す
る こ と ( d n g o s [ p o ] m a m s g c i g t u g n a s p a ) と ,2 . 別 異 な も の と し て 存 立 す る こ と
( t h a d a d d u g n a s p a ) の 二 つ に 分 け て い る ． 対 象 の 実 相 に 勝 義 と 世 俗 の 区 別 を 立 て
る こ と は ， チ ヤ パ ， ツ ァ ン ナ ク パ ， ツ ル ト ウ ン ， サ パ ン の 何 れ も 行 っ て お ら ず ， ウ
ユ ク パ の 独 自 の 設 定 か と 思 わ れ る ． さ ら に ， 言 説 を 主 題 と し た 対 象 の 実 相 に ， 二 相
し か 立 て て お ら ず , 三 相 を 立 て る 見 解 を 前 主 張 に 挙 げ て 批 判 し て い る こ と も ま た 注
目 に 値 す る ． 即 ち ，
2 1 4 『 正 理 成 立 』 p . 8 5 . 3 : g n y i s p a n i z l a b a g n y i s d a n g d o n s p y i l a s o g s p a ' o " ､ こ の う ち 対 象 普 遍 は
無 分 別 知 で は な く ， 分 別 知 に 顕 現 す る も の な の で ， こ の 点 些 か 判 然 と し な い ． 一 切 法 が 顕 現 す
る 仏 智 を 念 頭 に 置 い て い る の か も し れ な い が ， 再 考 を 要 す る 箇 所 で あ る ．
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「 或 る 者 は , 「 [ 上 述 の 二 つ に 加 え て , ］ 青 一 般 と し て 存 立 す る こ と ( s n g o t s a m
d u g ' a s p a ) と で 三 つ で あ る 」 と 云 う が ， そ れ は 妥 当 で は な い ． な ぜ な ら ば ，
同 一 と 別 異 よ り 他 の も の で あ る 青 一 般 は 感 官 ［ 知 ］ の 対 象 と し て 妥 当 し な い
か ら で あ る . 」 （ 『 正 理 成 立 』 p . 8 5 . 1 3 - 1 5 )
こ れ は ， 明 ら か に ， ツ ァ ン ナ ク パ 等 が 立 て た 対 象 の 実 相 の 三 相 の う ち の 第 一 相 を
念 頭 に 置 い て ， そ れ を 批 判 し た も の で あ る ． ウ ユ ク パ は ， 定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 の
三 相 説 を 批 判 し て ， 二 相 説 を 立 て て い る わ け で あ る ． 前 述 し た よ う に ， サ パ ン は ，
『 正 理 宝 蔵 』 の 偶 に お い て は 三 相 ， 自 註 に お い て は 二 相 を 説 い た が ， そ の 内 容 は ，
サ ン プ 系 学 者 が 示 し た 三 相 と は 余 り 一 致 し て い な か っ た ． ウ ユ ク パ の 二 相 説 は ， こ
の う ち 『 正 理 宝 蔵 』 の 自 註 の 記 述 に 基 づ い て い る ．
ウ ユ ク パ の 定 立 作 用 の 対 象 の 実 相 に 関 す る 見 解 を 整 理 し た 形 で 示 し て お こ う ．
1 ． 勝 義 を 主 題 と し た も の ( d o n d a m p a ' i d b a n g d u b y a s p a )
＝ 一 切 ［ の 対 象 ］ の 顕 現 は 知 と 同 一 事 物 （ ＝ 同 一 実 体 ） で あ る こ と 2 1 5
2 ． 言 説 を 主 題 と し た も の ( t h a s n a y d p a ' i d b a n g d u b y a s p a 2 ' 6 )[ = 無 分 別 知 の 対
象 ］
1 ． 諸 事 物 が 同 一 な も の と し て 存 立 す る こ と ( d n g o s p o r n a m s g c i g t u g ' a s p a )
＝ 青 等 と 所 作 と 無 常 は 無 別 異 で あ る こ と 2 1 7
2 ． 諸 事 物 が 別 異 な も の と し て 存 立 す る こ と ( d n g o s p o m a m s t h a d a d d u g n a s
p a ) = 場 所 と 時 と 自 性 が 別 異 の 青 等 は 同 - [ 実 体 ］ で な い こ と 2 1 8
こ の う ち , 勝 義 を 主 題 と し た も の は , こ こ に 挙 げ た 一 文 し か 解 説 さ れ て い な い が ，
こ の 記 述 は , 本 書 に お け る ウ ユ ク パ の 思 想 的 立 場 を 考 え る 上 で か な り 示 唆 的 で あ る ．
即 ち ， こ の 一 文 は ， ま さ に 唯 識 説 を 示 し て い る か ら で あ る ． ウ ユ ク パ の 思 想 的 立 場
の 詳 細 に つ い て は ， 本 稿 で は 扱 う 余 裕 が な い が ， 「 自 相 の 確 立 ( r a n g m t s h a n g t a n l a
d b a b p a )｣ [ 1 8 - 4 0 ] の 科 段 に お い て ， ダ ル マ キ ー ル テ イ の 思 想 的 立 場 を 以 下 の よ
2 1 5 『 正 理 成 立 』 p . 8 5 . 5 f d o n d a m p a ' i d b a n g d u b y a s n a s n a n g b a t h a m s c a d s h e s p a ' i d n g o s p o g c i g
y i n t e d e l t a r 面 g s p a s g m b p a ' i p h y i r r o "
2 ' 6 『 正 理 成 立 』 p . 8 5 . 6 - 8 : t h a s n y a d p a ' i d b a n g d u b y a s n a r t o g m e d k y i y u l l a g n y i s t e d n g o s [ p o ]
m a m s g c i g t u g n a s p a d a n g / t h a d a d d u g n a s p a ' o "
2 1 7 『 正 理 成 立 』 p . 8 5 . 1 2 f : s n g o n p o l a s o g s p a d a n g b y a s p a d a n g m i r t a g p a t h a d a d m e d p a ' o "
2 1 8 『 正 理 成 立 』 p . 8 9 . 1 6 f : y u l d a n g d u s d a n g r a n g b z h i n t h a d a d k y i s n g o n p o l a s o g s p a g c i g m a y i n
t e y i n n a s n a n g m i s n a n g d a n g s k y e l j i g t h a d a d m e d p a r t h a l b a ' i p h y i r r o "
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う に 規 定 し て い る こ と が 注 目 に 値 す る ．
「 外 教 徒 を 論 駁 す る 時 ， ［ 外 部 ］ 対 象 ( d o n ) を 承 認 す る 必 要 が あ る の で ,[ 外
部 ］ 対 象 は 存 在 す る ［ と 主 張 す る ］ 二 つ の 教 義 の う ち ， 毘 婆 娑 師 の 説 を 捨 て
て ， 経 量 部 の 説 に 依 拠 し て い る ． ・ ・ ・ 内 教 徒 ( n a n g p a , 仏 教 徒 ） の 教 義 を
議 論 す る 時 ， ［ 外 部 ］ 対 象 に 対 す る 拒 斥 が 多 い の で ， ［ ダ ル マ キ ー ル テ イ は ］
唯 識 ( s e m s t s a m ) を お 認 め に な っ て い る . 」（ 『 正 理 成 立 』 p 2 0 . 8 - 1 5 )
こ こ で ウ ユ ク パ は ， 外 教 徒 を 論 駁 す る 際 に は 外 部 対 象 を 認 め る 経 量 部 説 ， 仏 教 の 教
義 を 論 ず る 際 に は ， 唯 識 説 を 取 る こ と を 明 言 し て い る ． 後 述 す る よ う に ， ウ ユ ク パ
は ， 本 書 に お い て 二 諦 説 を 導 入 し て い る の で ， 世 俗 と し て 経 量 部 説 ， 勝 義 と し て は
唯 識 説 に 依 拠 し て い る と 換 言 で き よ う ． 実 際 ， 後 続 の 文 章 で は ， 三 つ の 外 境 否 定 論
証 と 三 つ の 唯 識 性 論 証 が 論 じ ら れ て い る 2 1 9 ．
3 ． 定 立 作 用 の 知 の 把 握 方 法 ：
ウ ユ ク パ の 「 知 の 把 握 方 法 」 の 科 段 内 容 は ， 以 下 の 通 り で あ る ．
「 第 二 . 知 の 把 握 方 法 は , ( 1 ) 対 象 に お い て 青 と 刹 那 が 無 別 異 で あ る よ う に ，
眼 知 に お い て も 青 が 顕 現 す る 通 り に 刹 那 も 顕 現 し , 自 己 認 識 に よ っ て 楽 等 が
直 観 さ れ 通 り に ， そ れ ら の 刹 那 も 直 観 さ れ ， そ し て ， （ 2 ） 場 所 と 時 が 別 異 の
青 は 同 一 で な い よ う に ， 眼 に よ っ て も 別 異 と し て 把 握 さ れ ， 苦 楽 は 別 異 で あ
る よ う に ， 自 己 認 識 に よ っ て も 別 異 と し て 直 観 さ れ る の で ， 対 象 の 実 相 と 知
の 把 握 方 法 は 一 致 す る ． 例 え ば ， 印 章 の 凹 面 と 凸 面 ［ が 一 致 す る ］ よ う な も
の で あ る ( I g y a d a n g ' b u r b z h i n n o 2 2 0 ) . ｣( 『 正 理 成 立 』 p . 9 1 1 0 - 1 5 )
こ の 記 述 は ， 実 は ， 『 正 理 宝 蔵 』 で は ， 「 知 の 把 握 方 法 」 の 科 段 で は な く ， そ の
直 後 の 「 知 と 対 象 が 対 応 す る こ と 」 と い う 科 段 の 内 容 に 相 当 し て い る 2 2 1 . 実 際 ，ウ
ユ ク パ 自 身 ， こ の 科 段 で ， 対 象 の 実 相 と 知 の 把 握 方 法 が 一 致 す る 仕 方 を 解 説 し て い
2 1 9 三 つ の 外 境 否 定 論 証 に つ い て は ， 『 正 理 成 立 』 p p . 2 2 . 1 4 - 2 4 . 4 , 三 つ の 唯 識 性 論 証 に つ い て は ，
同 書 p p . 2 4 . 5 - 4 0 . 1 7 を 参 照
2 2 o こ れ は 『 正 理 宝 蔵 』 p . 8 7 . 1 5 で は ,r g y a m a d a d k y i' b u r b z h i n n o と 表 記 さ れ て お り ， テ キ ス ト
的 な 問 題 が 潜 在 し て い る 可 能 性 が あ る ． 内 容 的 に は ， 対 象 の 実 相 と 知 の 把 握 方 法 が 一 致 し て い
る こ と を 示 す 比 嚥 表 現 で あ る ． 語 義 の 詳 細 未 詳 だ が ， イ メ ー ジ と し て は ， 正 方 形 の 印 鑑 で 真 ん
中 で 分 か れ て お り ， 一 方 の 面 は 凸 面 ， 他 方 の 面 は 凹 で ， 会 わ せ る と ピ ッ タ リ と 一 致 す る も の を
意 味 す る の で は な い か ． ち な み に ， 『 正 理 宝 蔵 』 の 先 の 一 文 は , 福 田 1 9 9 2 , p . 2 3 で は ，「 例 え ば
相 異 な っ た 印 面 ［ の 印 字 の 模 様 の ］ 凸 凹 が 相 異 な っ て い る の と 同 様 で あ る 」 と 訳 さ れ て い る ．
2 2 ！ 『 正 理 宝 蔵 』 p ､ 8 7 . 8 - 1 5 参 照 ．
1 2 1
る ． 恐 ら く は ， （ 1 ） 青 と 刹 那 が 無 別 異 な も の と し て 顕 現 す る こ と と ， （ 2 ） 場 所 と
時 が 別 異 な 諸 々 の 青 は 別 異 な も の と し て 顕 現 す る こ と が , 定 立 作 用 の 知 の 把 握 方 法
を 表 現 し て い る ．
1 V ・ 排 除 作 用 に 関 す る ウ ユ ク パ の 見 解 ：
他 方 ， 排 除 作 用 ( s e l b a l a j u g p a ) の 設 定 は ， 以 下 の 科 段 構 成 を 有 す る ．
排 除 作 用 ( s e l b a l a j u g p a , 排 除 に 対 し て 作 用 す る も の ) [ 『 正 理 成 立 』 9 7 . 1 3 - 1 1 1 . 1 3 ]
1 ． 対 象 で あ る 排 除 の 自 性 ( y u l s e l b a ' i r a n g b z h i n )[ 9 7 . 1 4 ][ = 他 者 排 除 ］
1 ． 定 義 ［ 9 7 . 1 4 ］
2 ． 分 類 ［ 9 7 . 1 7 ］
3 ． 同 義 語 ［ 9 8 . 4 ］
2 ． 有 対 象 で あ る 語 と 分 別 知 の 自 性 ( y u l c a n s g r a r t o g g i r a n g b z h i n )[ 9 8 . 6 ]
［ ＝ 排 除 作 用 ］
1 ． 定 義 ［ 9 8 . 7 ］
2 ． 語 義 ［ 9 9 . 1 ］
3 ． 分 類 ［ 9 9 . 4 ］
1 ． 知 が 他 者 排 除 に 対 し て 作 用 す る も の ［ ／ 知 の 他 者 排 除 ］ ［ 9 9 . 4 ］
2 ． 語 が 他 者 排 除 に 対 し て 作 用 す る も の ［ ／ 語 の 他 者 排 除 ］ ［ 1 0 1 . 3 ］
以 上 の 科 段 は さ ら に 細 か い 下 位 科 段 を 含 ん で い る が ， そ れ は 省 略 す る ． こ の 科 段
構 成 に 明 確 に 示 さ れ て い る よ う に ， 他 者 排 除 は 対 象 ( y u l ) と し て 位 置 づ け ら れ ，
そ れ に 対 し て 作 用 す る 語 と 分 別 知 は 有 対 象 ( y u l c a n ) に 位 置 づ け ら れ て い る ．こ の
よ う な 科 段 構 成 は 『 正 理 宝 蔵 』 に は 全 く 見 ら れ な い も の で あ る ． こ の よ う に ， 対 象
の 側 に 設 定 さ れ た 《 他 者 排 除 》 と ， そ れ を 把 握 す る 知 の 作 用 で あ る 《 排 除 作 用 》 を
別 々 の 設 定 と し て 峻 別 す る こ と は ， ド ウ タ 文 献 に 明 確 に 見 ら れ る が ， そ の 原 型 は ，
こ の 『 正 理 成 立 』 に 見 出 さ れ る の で あ る ．
1 ． 他 者 排 除 の 定 義 ・ 分 類 ・ 同 義 語 ：
既 に 指 摘 し た よ う に ， ウ ユ ク パ は ， 『 正 理 宝 蔵 』 の 註 釈 で あ る に も 関 わ ら ず ， サ
パ ン の 解 釈 と は 全 く 異 な り ， 定 立 や 排 除 を 知 の 側 で は な く ， 対 象 の 側 に 立 て て お り ，
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そ れ は ウ ユ ク パ の 他 者 排 除 論 の 最 大 の 特 徴 の 一 つ と い っ て よ い ． こ の よ う に 他 者 排
除 を 対 象 に 側 に 設 定 す る ウ ユ ク パ の 解 釈 は , 彼 の 他 者 排 除 の 定 義 に も 如 実 に 反 映 し
て い る ． 即 ち ， ウ ユ ク パ に よ る 他 者 排 除 の 定 義 は 以 下 の 通 り で あ る ．
・ 定 義 : 法 で あ り ， か つ , 他 と 混 合 し な い も の ( c h o s g a n g z h i g g z h a n d a n g m a
' d I ℃ s p a )[ 9 7 . 1 5 ]
先 き に チ ャ パ 等 は ， 事 物 の 実 相 を 示 す 際 に 三 つ の 特 性 を 挙 げ た が ， そ の う ち の 第
三 相 は ， 「 場 所 と 時 と 自 性 が 別 異 で あ る 火 は ， ［ 一 切 の 他 の も の と ］ 混 合 し な い の
で ， 随 伴 を 欠 く も の と し て 存 す る も の 」 （ 『 意 闇 払 拭 』 4 a 7 ) で あ っ た ．こ こ で ウ
ユ ク パ の 他 者 排 除 の 定 義 は ， 基 本 的 に そ れ に 対 応 す る も の で あ る ． ウ ユ ク パ は ， こ
の 定 義 を 提 示 し た 直 後 に そ の 理 由 と し て ， 「 各 々 の 自 体 に 存 す る か ら ( r a n g r a n g g i
n g o b o l a g l a s p a ' i p h y i r )」 と 述 べ て い る 2 2 2 ． こ れ は ， 疑 い な く P V I . 4 0 b を 踏 ま え
た 表 現 で あ る ． 実 際 ， 他 と 混 合 し な い こ と と い う の は , P V I ､ 4 0 に 示 さ れ た 異 類 と
同 類 の 全 て の 他 の も の か ら 反 転 し た 自 相 の 在 り 方 に 他 な ら な い ． こ の よ う に ， ウ ユ
ク パ は ， 他 者 排 除 を 自 相 の 在 り 方 と し て 捉 え ， 諸 々 の 自 相 に 対 し て 仮 設 さ れ た 共 通
の 相 と し て の 普 遍 な い し 普 遍 相 と は 全 く 別 の も の と 見 倣 し て い た こ と に な る ． こ れ
は 他 者 排 除 を 普 遍 と 同 一 視 し た サ パ ン と は 全 く 異 な る 解 釈 で あ る と 言 わ ざ る を 得
な い ．
実 際 こ の ウ ユ ク パ の 定 義 は ， 後 代 ， サ キ ヤ 派 の ラ マ タ ン パ ・ ソ ナ ム ギ ェ ル ツ ェ
ン ( B l a m a d a m p a b s o d n a m s r g y a l m t s h a n , 1 3 1 2 - 1 3 7 5 ) に よ り 明 示 的 に 批 判 さ れ た ．
「 ウ ユ ク パ は ， ［ 他 者 排 除 の 定 義 は ］ 「 法 で あ り ， か つ , 他 と 混 合 し な い も の 」
と 云 う が ， そ れ は ［ 妥 当 で は な い . ］ な ぜ な ら ば ， 普 遍 は 他 者 排 除 で な い こ
と に な る か ら で あ る . 」 （ ｢ 要 綱 大 論 』 p . 7 5 2 . 3 f )
ラ マ タ ン パ の こ の 批 判 は ， ま さ に ， ウ ユ ク パ の 定 義 で は ， 他 者 排 除 は 自 相 の み で
あ る こ と に な る と い う 点 を 突 い た も の で あ る ． 前 述 し た よ う に ， サ パ ン は ， 他 者 排
除 を 自 相 で は な く ， 普 遍 に 結 び 付 け ， 両 者 を 同 一 視 し て い た の で ， ウ ユ ク パ の 解 釈
は そ れ に 反 し て い る こ と に な る ．
但 し ， こ こ で 留 意 す べ き は ， 後 で 言 及 す る よ う に ， ウ ユ ク パ は 他 者 排 除 の 対 立 項
で あ る 定 立 を 自 相 と 同 一 視 し て お り ， さ ら に は , 他 者 排 除 に 普 遍 を 認 め て い る の で ，
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ウ ユ ク パ は , こ の 定 義 を も っ て , 他 者 排 除 を 普 遍 と 規 定 し た 可 能 性 が あ る . そ の 点 ，
ラ マ タ ン パ に よ っ て も 批 判 さ れ て い る よ う に ， ウ ユ ク パ の 解 釈 は 非 常 に 問 題 を 含 む
も の で あ る ． こ の 問 題 に つ い て は ， 後 で 再 度 検 討 し よ う ．
他 方 ， 他 者 排 除 の 分 類 ［ 9 7 . 1 7 - 9 8 . 3 ］ と し て は ， 以 下 の 二 分 類 を 挙 げ て い る ．
1 ． 他 か ら 離 れ た （ ＝ 反 転 し た ） も の と し て 真 実 な も の ( g z h a n d a n g b r a l b a [ r ]
b d e n p a )
2 ． 他 か ら 離 れ た （ ＝ 反 転 し た ） も の と し て 虚 偽 な も の ( g z h a n d a n g b r a l b a [ r ]
r d z u n p a )
前 者 は , 非 壺 か ら 反 転 し た も の と し て 真 実 な も の で あ る く 自 相 の 壷 ＞ の 如 き で あ
り ， 後 者 は ， 非 壺 か ら 反 転 し た も の と し て 分 別 知 に 顕 現 す る が ， 壷 と し て 存 在 し て
い な い く 分 別 知 に 顕 現 し た 壷 （ ＝ 壷 の 普 遍 相 ） ＞ の 如 き も の を 指 す 2 2 3 ．こ れ ら は ，
内 容 的 に 判 断 し て ， 順 に ， 《 対 象 の 他 者 排 除 》 と 《 知 の 他 者 排 除 》 に 他 な ら な い ．
ウ ユ ク パ は , こ の 二 分 類 の 典 拠 と し て , T S 1 0 " を 引 い て い る わ け で は な く ， ま た ，
そ の 用 語 を 使 用 し て い る わ け で も な い が ， 実 質 的 に ， そ れ と 同 様 の 分 類 を 行 っ て い
る ． 彼 が 何 を 典 拠 な い し 根 拠 と し て そ の よ う な 設 定 を 為 し た の か は 不 明 で あ る が ，
こ れ は ， 実 質 的 に ， チ ベ ッ ト 論 理 学 書 に お い て ， 《 対 象 の 他 者 排 除 》 と 《 知 の 他 者
排 除 》 の 分 類 の 最 も 初 期 の 用 例 の 一 つ で あ る ． 実 際 ， こ の 分 類 は ， サ パ ン の 『 正 理
宝 蔵 』 に も 見 出 さ れ な か っ た も の で あ る ．
次 の 「 同 義 語 」 の 科 段 ［ 9 8 . 4 - 5 ］ に お い て は ，ウ ユ ク パ は ， 他 者 排 除 の 同 義 語 と
し て ， 断 除 ( m a m g c o d ) 等 を 挙 げ て い る が ， そ れ は ，『 正 理 宝 蔵 』 に お い て ， 他
者 排 除 の 同 義 語 の 一 つ と し て ， 同 じ く 断 除 が 挙 げ ら れ た か ら で あ ろ う ． 『 正 理 宝 蔵 』
で は ， 他 者 排 除 は 、 知 の 側 に 結 び 付 け ら れ て い た の で ， そ れ と 断 除 を 同 義 と す る こ
と に は 問 題 な い ． 但 し ， そ れ を 対 象 に 結 び 付 け る ウ ユ ク パ の 解 釈 で は ， そ の 同 義 性
に 検 討 の 余 地 を 残 す ． 恐 ら く こ こ で ウ ユ ク パ は , m a m g c o d を ,r n a m p a r g c o d p a r
b y e d p a / v y a v a c c h e d a( 断 除 す る も の ） で は な く , r n a m p a r g c o d p a r b y a p a /
v y a v a c c h e d y a ( 断 除 さ れ る べ き も の ／ 断 除 対 象 ) の 意 味 で 使 用 し て い る よ う で あ る ．
実 際 , 後 続 の 文 章 を 見 る と ， ウ ユ ク パ は , 断 定 と 断 除 の 二 つ を 知 の 在 り 方 で は な く ，
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対 象 の 側 に 結 び 付 け て い る 2 2 4 ．こ の 語 も ま た ， 他 者 排 除 同 様 に ， 対 象 の 側 に 結 び 付
け ら れ る 場 合 と 知 の 側 に 結 び 付 け ら れ る 場 合 が あ る よ う で あ り ， 両 義 的 に 用 い ら れ
て い る 点 に 留 意 す る 必 要 が あ る ．
2 ． 排 除 作 用 の 定 義 ・ 語 義 ・ 分 類 ：
以 上 ， ウ ユ ク パ の 他 者 排 除 の 設 定 を 考 察 し た ． 次 に 有 対 象 で あ る 語 と 分 別 知 の 排
除 作 用 の 考 察 に 移 ろ う ． こ れ は 定 義 ， 語 義 ， 分 類 の 三 つ の 科 段 に お い て 論 じ ら れ て
い る ． ま ず 最 初 に 定 義 の 科 段 に お い て は , 以 下 の 説 を 前 主 張 に 挙 げ て 批 判 し て い る ．
「 或 る 者 は ， 「 [ 他 者 排 除 と は , ］ そ れ と 判 断 す る こ と に よ り ， そ れ で な い も
の と 判 断 す る こ と を 排 除 す る も の ( d e r z h e n p a s d e m i n d u z h e n p a s e l b a ) で
あ る 」 と 云 う が ， そ れ は 妥 当 で は な い ． な ぜ な ら ば ， 語 に は ， そ れ と 判 断 す
る こ と は な い の で , そ れ ( ＝ 語 ) に は 他 者 排 除 が な い こ と に な る か ら で あ る . 」
（ 『 正 理 成 立 』 p . 9 8 . 7 - 9 )
判 断 ( z h e n p a , * a d h y a v a s a y a ) は ， 知 の 作 用 で あ る の で ， 聴 覚 対 象 で あ る 語 に は
存 在 し な い ． そ れ 故 ， そ の 定 義 は 語 に 対 し て 不 遍 充 の 過 失 が あ る ， と い う 論 難 で あ
る ． こ の 論 難 は ， 恐 ら く は ， ツ ァ ン ナ ク パ の 他 者 排 除 の 定 義 く そ れ と 判 断 す る 力 に
よ り ［ そ れ よ り ］ 他 の も の と 把 握 す る こ と を 排 除 す る も の ( d e r z h e n p a ' i s t o b s k y i s
g z h a n d u ' d z i n p a s e l b a ) > ( 『 善 説 集 成 』 1 1 8 b 4 ) を 批 判 し た も の で あ る ．こ の よ
う に ツ ァ ン ナ ク パ の 説 を 批 判 し て か ら ， 自 説 と し て 排 除 作 用 の 定 義 を 以 下 の よ う に
立 て て い る ．
・ 定 義 ： 自 身 の 対 象 の 反 対 項 を 排 除 し て 作 用 す る も の ( r a n g g i y u l g y i b z l o g
p h y o g s b s a l n a s l i u g p a )[ 9 8 . 1 0 f ]
こ の 定 義 は , 明 ら か に ， サ パ ン の 定 義 く 直 接 的 対 立 を 断 じ て 作 用 す る も の ( d n g o s
' g a l b c a d n a s l j u g p a ) > ( 『 正 理 宝 蔵 』 p ､ 9 3 . 9 f ) を 踏 襲 し た も の で あ る ． サ パ ン に
と っ て は ， こ れ は 他 者 排 除 の 定 義 で あ っ た が ， ウ ユ ク パ は ， こ れ を ， 他 者 排 除 に 対
し て 働 く 有 対 象 の 定 義 と し て 立 て て い る ．
「 他 者 排 除 ( g z h a n s e l )」 の 語 義 解 釈 に つ い て は ， こ う 解 説 し て い る ．
「 何 に よ っ て 排 除 す る の か と い う な ら ば , 語 と 分 別 知 に よ っ て で あ る ． 何 を
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排 除 す る の か と い う な ら ば ， 「 他 ( g z h a n ) ｣ , 即 ち ，自 身 の 対 象 の 反 対 項 で あ
る ． 如 何 に 排 除 す る の か と い う な ら ば , 否 定 対 象 が 存 在 し な い も の を 否 定 す
る ［ 仕 方 ] ( d g a g b y a m e d p a < r > b k a g p a [ ' i t s h u l ] )と , [ 否 定 対 象 ］ で な い も
の 否 定 す る 仕 方 ( [ d g a g b y a ] m a y i n b k a g p a ' i t s h u l ) に よ っ て で あ る . 」（ 『 正
理 成 立 』 p ､ 9 9 . 1 - 3 ）
こ こ で は 特 に 喰 例 は 挙 げ ら れ て い な い が ， 内 容 的 に 判 断 し て ， 「 否 定 対 象 が 存 在
し な い も の を 否 定 す る 仕 方 」 と は ， 例 え ば ， 「 壷 無 か ら 反 転 し た も の ( b u m p a m e d
p a l a s l o g p a )」 の よ う に ， 自 身 の 否 定 対 象 で あ る 壷 が 無 い こ と ( b u m p a m e d p a )
を 否 定 す る こ と に よ り ， 壷 が あ る こ と ( b u m p a y o d p a ) を 引 発 す る も の で あ り ，「 非
壺 か ら 反 転 し た も の ( b u m p a m a y i n p a l a s l o g p a )」 は ， 自 身 の 否 定 対 象 で あ る 壷
で な い も の ( b u m p a m a y i n p a ) を 否 定 す る こ と に よ り ， 壷 を 引 発 す る も の で あ る
か と 思 わ れ る ．
他 方 ， こ の 他 者 排 除 に 対 し て 作 用 す る 排 除 作 用 は ， 1 ． 知 が 他 者 排 除 に 対 し て 作
用 す る も の ( b l o g z h a n s e l l a i u g p a )と , 2 . 語 が 他 者 排 除 に 対 し て 作 用 す る も の
( s g a g z h a n s e l l a i u g p a ) の 二 つ に 分 け ら れ て い る （ 同 書 p . 9 9 . 4 ). 両 者 の 定 義 は
順 に 以 下 の 通 り で あ る ．
・ 定 義 ： 知 で あ り ， か つ ， 自 身 の 対 象 の 反 対 項 と 把 握 す る こ と を 欠 い た も の に
対 し て 作 用 す る も の ( b l o g a n g r a n g g i y u l g y i b z l o g p h y o g s s u ' d z i n p a s d b e n
p a l a i u g p a )[ 9 9 . 5 f ]
・ 定 義 : 語 で あ り ， か つ ， 自 身 の 対 象 の 反 対 項 を 排 除 し て 言 表 す る も の ( s g r a g a n g
r a n g g i y u l g y i b z l o g p h y o g s b s a l n a s b 可 o d p a )[ 1 0 1 . 4 f ]
例 え ば ， 無 常 を 把 握 す る 分 別 知 は ， 自 身 の 反 対 項 で あ る 常 住 と 把 握 す る こ と を 欠
い た も の ， 即 ち ， 無 常 に 対 し て 作 用 す る の で ， 《 知 が 他 者 排 除 に 対 し て 作 用 す る も
の 》 で あ る ． 同 様 に ， 「 無 常 」 と 言 表 す る 語 は ， 自 身 の 反 対 項 で あ る 常 住 を 排 除 し
て ， 「 無 常 」 と 言 表 す る も の な の で ， 《 語 が 他 者 排 除 に 対 し て 作 用 す る も の 》 で あ
る ． こ の う ち ， 後 者 は 語 の 他 者 排 除 ( s g r a i i g z h a n s e l )と 換 言 さ れ て い る （ 同 書 p 、
1 0 1 . 3 ） が ， 他 者 排 除 は ， ウ ユ ク パ の 他 者 排 除 論 で は ， 対 象 の 側 に 設 定 さ れ る の で ，
こ の 点 で 用 語 法 に 一 貫 性 を 欠 い て い る ．
こ の 二 つ は , さ ら に そ れ ぞ れ , 1 . 顛 倒 し た 他 者 排 除 に 対 し て 作 用 す る も の ( g z h a n
s e l p h y i n c i l o g p a l a i u g p a ) と , 2 . 不 顛 倒 の 他 者 排 除 に 対 し て 作 用 す る も の ( g z h a n
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s e l p h y i n c i m a l o g p a l a j u g p a ) の 二 つ に 分 け ら れ る （ 同 書 p .1 0 1 . 1 0 f f . ). 《 知 が
他 者 排 除 に 対 し て 作 用 す る も の 》 を 例 に 挙 げ る な ら ば ， 《 顛 倒 し た 他 者 排 除 に 対 し
て 作 用 す る も の 》 は ， 三 つ の 非 認 識 手 段 の 知 （ 不 理 解 ( m a r t o g s p a ), 誤 理 解 ( l o g
r t o g s ), 疑 念 ( t h e t s h o m )) の う ち ， 誤 理 解 の み を 指 す ． な ぜ な ら ば ， 疑 念 に は 他
者 排 除 が な く ， 不 理 解 は 誤 理 解 に 包 摂 さ れ る か ら で あ り ， 同 書 に は 語 常 住 を 把 握 す
る 誤 理 解 が 例 に 挙 げ ら れ て い る 2 五 ． こ れ が 《 顛 倒 し た 他 者 排 除 に 対 し て 作 用 す る も
の 》 で あ る 理 由 は ， そ れ に 基 づ い て 行 動 を 起 こ し て も 行 動 対 象 を 獲 得 す る こ と が 出
来 な い か ら で あ る ． こ れ に 対 し て ， 《 不 顛 倒 の 他 者 排 除 に 対 し て 作 用 す る 知 》 の 例
と し て は ， 二 つ の 認 識 手 段 の 後 に 生 じ た 確 定 知 ( n g e s s h e s ) と 推 論 の 二 つ が 挙 げ ら
れ て い る ． こ れ ら は ， 自 身 の 行 動 対 象 に 対 し て 欺 か な い 知 で あ る か ら で あ る ． 纏 め
る な ら ば ， 以 下 の 通 り で あ る ．
排 除 作 用 の 分 類
1 ． 知 が 他 者 排 除 に 作 用 す る も の ( b l o g z h a n s e l l a ! j u g p a )
1 ． 顛 倒 し た 他 者 排 除 に 作 用 す る も の ＝ 誤 理 解 ( l o g r t o g s )
2 ． 顛 倒 し て い な い 他 者 排 除 に 作 用 す る も の
1 ． 二 つ の 認 識 手 段 （ ＝ 直 接 知 覚 と 推 論 ） の 後 に 生 じ た 確 定 知
2 ． 推 論
2 ． 語 が 他 者 排 除 に 作 用 す る も の ( s g r a g z h a n s e l l a i u g p a )
こ こ で 注 意 す べ き は ， ウ ユ ク パ が 疑 念 に 排 除 作 用 を 認 め て い な い 点 で あ る ． チ ヤ
パ 等 の 一 連 の サ ン プ 系 学 者 と サ パ ン は 何 れ も 疑 念 に 排 除 作 用 を 認 め た の で ， こ の 点
で 解 釈 を 異 に し て い る ．
V . 対 象 理 解 の 知 が 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 二 つ に 限 定 さ れ る こ と ：
ウ ユ ク パ は ， こ の 二 つ の 知 の 作 用 の 設 定 の 最 後 の 箇 所 で ， 知 が 対 象 を 理 解 す る 仕
方 は ， こ の 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 二 つ に 限 定 さ れ る こ と を 明 言 し て い る ． 即 ち ，
「 知 の 対 象 を 理 解 す る 仕 方 ( b l o ' i d o n r t o g s t s h u l ) は 二 つ に 限 定 さ れ る ． な
2 2 5 『 正 理 成 立 』 p . 9 9 . 1 l - 1 5 : d a n g p o ( = g z h a n s e l p h y i n c i l o g p a ) n i t s h a d m i n g y i b l o g s u m l a s t h e
t s h o m l a g z h a n s e l m e d p a r ' o g m ' c h a d l a m a r t o g s p a n i d o n b d e n p a m a r t o g s p a y i n p a s l o g r t o g s s u
' d u ' o " d e s n a s g r a r t a g p a r z h e n p a l a s o g s p a n i z h e n s e l p h y i n c i l o g l a l j u g p a y i n t e / d e ' i l j e s s u
z h u g s p a s j u g y u l m i t h o b p a ' i p h y i r r o "
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ぜ な ら ば ， 対 象 は ， 断 定 ［ 対 象 ] ( y o n g s g c o d , * p a l i c c h e d y a )と 断 除 ［ 対 象 ］
( r n a m b c a d , * v y a v a c c h e d y a ) の 二 つ ， 知 は ， 分 別 知 と 無 分 別 知 の 二 つ に 限
定 さ れ る か ら で あ る ． そ れ 故 , 断 定 [ 対 象 ] は , 定 立 を 通 じ て 理 解 さ れ る が ，
断 除 ［ 対 象 ］ は ， 排 除 を 通 じ て 理 解 さ れ る も の で あ る ． な ぜ な ら ば ， 「 対 象
に 対 す る 知 の 作 用 は ， 二 種 類 で あ る 」 ( A S 2 8 1 b 7 )と 説 か れ て い る か ら で あ
る . 」 （ 『 正 理 成 立 』 p . 1 1 1 . 1 4 - 1 8 )
こ こ に は , 定 立 作 用 と 排 除 作 用 に 関 す る ウ ユ ク パ の 基 本 的 見 解 が 簡 潔 に 纏 め ら れ
て い る ． 即 ち ， 対 象 を 理 解 す る 知 は ， 無 分 別 知 と 分 別 知 の 二 つ に 二 分 さ れ ， 無 分 別
知 が 断 定 さ れ た 対 象 を 理 解 す る 仕 方 は ， 定 立 作 用 で あ り ， 分 別 知 が 断 除 さ れ た 対 象
を 理 解 す る 仕 方 は ， 排 除 作 用 で あ る ． し か し ， こ こ で 注 意 す べ き は ， こ れ は ， 対 象
を 理 解 す る 知 が 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 二 つ に 限 定 さ れ る こ と を 述 べ て い る の で あ
り ， 誤 知 や 疑 念 を 含 め た 全 て の 知 が こ の 二 つ に 限 定 さ れ る こ と を 示 し て い る わ け で
は な い 点 で あ る ． 即 ち ， 直 前 に 示 し た 通 り ， ウ ユ ク パ は ， 有 分 別 誤 知 に は 排 除 作 用
を 認 め て い る が ， 疑 念 に は そ れ を 認 め て い な い ． 疑 念 は 定 立 作 用 で も な い の で ， ウ
ユ ク パ 自 身 は 明 記 し て い な い が ， 知 の 作 用 に は ， 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 何 れ で も な
い 知 の 作 用 の 三 つ が あ る こ と に な る 2 2 6 ． 他 方 ， 二 月 の 知 等 の 無 分 別 迷 乱 知 は ， 定 立
作 用 で あ る こ と を 認 め て お り 2 2 7 ， そ の 点 で は ， サ パ ン と 一 致 し て い る ． 知 の 作 用 に
関 す る ウ ユ ク パ の 見 解 を 纏 め る な ら ば ， 以 下 の 通 り で あ る ．
1 ． 定 立 作 用 ＝ 全 て の 無 分 別 知 （ 無 分 別 迷 乱 知 も 含 む ）
2 ． 排 除 作 用 ＝ 疑 念 以 外 の 分 別 知 （ 有 分 別 迷 乱 知 を 含 む ）
3 ． そ の 何 れ で も な い 作 用 ＝ 疑 念
と こ ろ で ， こ の よ う に 対 象 理 解 の 知 の 作 用 を 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 二 つ に 限 定 す
?
2 2 6 疑 念 に 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 何 れ も 認 め な い 解 釈 は ， チ ヤ パ の 師 で あ る ギ ヤ マ ル ワ( r G y a
d m a r b a ) の 説 と し て 知 ら れ て い る ． 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 5 8 f 参 照 ．
2 2 7 『 正 理 成 立 』 p .1 1 2 . 2 - 6 :｢ [ 対 論 者 : ] 全 て の 無 分 別 知 が 定 立 に よ っ て 作 用 す る な ら ば ’ 二 月
を 把 握 す る ［ 知 ］ （ ＝ 無 分 別 迷 乱 知 ） 等 も ま た ， 定 立 に よ り 作 用 す る こ と に な る が ， ［ そ れ を ］
認 め る な ら ば ， そ れ に 自 相 が 顕 現 す る こ と に な る ， と 云 う な ら ば ， ［ 論 主 ： ］ 第 一 の 帰 謬 に 対 し
て は ， 認 め ら れ る が （ ＝ 二 月 を 把 握 す る ［ 知 ］ 等 も ま た , 定 立 に よ り 作 用 す る こ と は 認 め ら れ る
が ） ， 第 二 ［ の 帰 謬 ］ は ， 不 確 定 で あ る ． な ぜ な ら ば ， 定 立 に 対 し て 作 用 す る も の に は ， 自 相 が
顕 現 す る こ と に よ っ て 遍 充 さ れ て い な い か ら で あ る ． 」
こ こ で 第 二 の 帰 謬 は 不 確 定 で あ る と い う の は ， 無 分 別 迷 乱 知 に 自 相 が 顕 現 す る か 否 か は 確 定 さ
れ て い な い と い う 意 味 で あ る ． つ ま り ， 無 分 別 迷 乱 知 に は ， 自 相 も 顕 現 す る も の も あ れ ば ， 顕 現
し な い も の も あ る と ウ ユ ク パ が 解 釈 し て い る こ と が 分 か る ．
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る 解 釈 の 典 拠 と し て 偶 が 引 用 さ れ て い る ． こ の 偶 は ， そ の 全 体 が こ の 章 の 冒 頭 部 に
挙 げ ら れ て い る が （ 『 正 理 成 立 』 p . 8 4 . 1 1 f ), シ ヤ ン カ ラ ナ ン ダ ナ の 『 ア ポ ー ハ ・
シ ッ デ イ 』 ( A p o " s i t h M か ら の 引 用 で あ る ．こ の 著 作 は チ ヤ パ 等 の サ ン プ 系 学
者 の 他 者 排 除 論 に 多 大 な 影 響 を 与 え た 可 能 性 が あ る ． そ れ に つ い て は 後 述 し よ う ．
以 上 ， 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 設 定 の 内 容 を 検 討 し た ． そ こ で ウ ユ ク パ は ， サ ン プ
系 学 者 や 師 の サ パ ン と 異 な り ， 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 設 定 を ， 定 立 と 排 除 の 設 定 か
ら 別 立 し た こ と が 明 ら か と な っ た ． こ れ は ， 後 代 ， ド ウ タ 文 献 に 明 確 に 見 ら れ る こ
と に な る 設 定 を 先 取 り し た も の で あ り ， そ の 雛 形 と な っ た 可 能 性 が あ る ． 前 述 し た
よ う に ， 定 立 作 用 と 排 除 作 用 の 設 定 は ， チ ャ パ に 起 源 し ， ツ ァ ン ナ ク パ に よ っ て 確
立 さ れ た が 2 2 8 ， 彼 ら は ， 定 立 と 定 立 作 用 ， 他 者 排 除 と 排 除 作 用 を 区 別 し て い な か っ
た ． こ の 両 者 を 最 初 に 峻 別 し た の は ， こ の ウ ユ ク パ に 他 な ら な い ． そ の 意 味 で ， 彼
の 『 正 理 成 立 』 に 見 ら れ る 設 定 は ， チ ヤ パ の 『 意 闇 払 拭 』 か ら ， ド ウ タ 文 献 に 至 る
中 間 形 態 に あ る と 言 っ て も よ か ろ う ． そ の 意 味 で ， ウ ユ ク パ の 他 者 排 除 論 は ， ゲ ル
ク 系 論 理 学 の 形 成 過 程 を 明 ら か に す る 好 例 で も あ る ． そ れ は ま さ に ， サ ン プ 系 論 理
学 と サ キ ャ 系 論 理 学 の 二 大 相 承 を 受 け 継 ぐ こ と を 通 じ て 形 成 さ れ た も の で あ る こ
と が ， こ の 他 者 排 除 論 の 歴 史 的 展 開 の 分 析 を 通 じ て 如 実 に 確 認 さ れ る の で あ る ．
こ の よ う に ， ウ ユ ク パ は ， 『 正 理 宝 蔵 』 の 註 釈 で あ る に も 関 わ ら ず ， 他 者 排 除 論
の 根 本 的 な 理 解 に 関 し て ， サ パ ン と は か な り 異 な る 解 釈 を 提 示 し て お り ， 師 の 単 な
る 随 従 者 で は な い こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る ． そ の こ と を 念 頭 に 置 い て ， 以 下 に ，
他 者 排 除 論 に 関 連 す る 一 連 の 主 題 に つ い て も 検 討 を 加 え て お こ う ．
W ・ 他 者 排 除 論 に 関 連 す る 一 連 の 主 題 の 考 察
1 ． 否 定 と 定 立 に 関 す る ウ ユ ク パ の 見 解 ：
前 述 し た よ う に ， 後 代 の ド ウ タ 文 献 で は ， 他 者 排 除 と 否 定 は 同 義 と さ れ た が ， そ
の 同 義 性 は 一 連 の サ ン プ 系 学 者 や サ パ ン に は 見 出 さ れ な か っ た ． そ の 点 に つ い て ウ
ユ ク パ は ど の よ う に 考 え て い た の か と い う こ と が 最 初 の 考 察 の ポ イ ン ト で あ る ． 彼
の 否 定 と 定 立 の 設 定 は ， 「 否 定 と 定 立 の 区 別 を 確 立 す る こ と 」 と い う 科 段 ［ 6 1 - 6 7 ］
に 見 出 さ れ る ． そ こ に は ， 否 定 と 定 立 の 定 義 や 分 類 等 が 議 論 さ れ て い る ． ま ず 最 初
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に 定 立 の 定 義 と 分 類 に 関 す る ウ ユ ク パ の 見 解 を 確 認 し て お こ う ． 定 義 の 科 段 の 冒 頭
部 で は ， ウ ユ ク パ は ， 或 る 者 の 説 と し て ， ＜ 定 立 法 が 捨 て ら れ な い も の ( s g r u b c h o s
m a d o r b a ) > と い う 定 義 を 前 主 張 に 立 て て 批 判 し て い る が ， こ れ は ， 既 に 幾 度 か 言
及 し た よ う に ， 非 否 定 の 定 義 と し て ， ツ ァ ン ナ ク パ や ツ ル ト ウ ン に よ り 提 示 さ れ ，
サ パ ン に よ り 批 判 さ れ た も の で あ る ． ウ ユ ク パ も ま た こ れ を 批 判 す る が ， 留 意 す べ
き は ， こ れ を 非 否 定 で は な く ， 定 立 の 定 義 と し て 取 り 上 げ て い る こ と で あ り ， そ の
点 に 相 異 が 見 ら れ る 2 2 9 ．
ウ ユ ク パ 自 身 の 定 立 の 定 義 は 以 下 の 通 り で あ る ．
・ 定 義 ： 知 に 自 身 の 形 相 が 顕 現 可 能 な も の ( b l o l a r a n g g i m a m p a s n a n g d u r u n g
b a )[ 6 1 . 1 1 f ]
さ ら に , 《 無 分 別 不 迷 乱 知 ( ＝ 直 接 知 覚 ) の 定 立 ( r t o g m e d m a ' k h r u l b a ! i s g r u b p a ) 》
の 定 義 を も 以 下 の よ う に 立 て て い る ．
～
・ 定 義 ： 事 物 の 実 相 が 無 分 別 不 迷 乱 知 に 明 瞭 に 顕 現 す る も の ( d n g o s p o ' i g ' a s
l u g s r t o g m e d m a ' k h r u l b a l a g s a l b a r s n a n g b a )[ 6 1 . 1 4 - 1 6 ]
サ パ ン は ， 定 立 の 定 義 を 明 確 に 立 て て い な い が ， ツ ァ ン ナ ク パ は ， ＜ 法 で あ り ，
か つ ， 否 定 対 象 の 普 遍 が 表 象 す る こ と に 依 拠 せ ず に ， 自 立 的 に 確 定 可 能 な も の ＞
（ 『 善 説 集 成 』 1 8 b 2 ), ツ ル ト ウ ン は , < 自 身 の 顕 現 が 自 立 的 に 表 象 す る こ と に よ
り 確 定 可 能 で あ る も の ＞ （ 『 智 慧 灯 明 』 p . 7 8 . 9 ) と 立 て て い る よ う に ，自 身 の 形 相
が 顕 現 し て 確 定 さ れ る も の を 定 立 と し て 規 定 し て い る ． 内 容 的 に は ， ウ ユ ク パ の 定
義 は ， そ れ と 大 き く 異 な る も の で は な い ． ち な み に ， ウ ユ ク パ の 設 定 で は ， 無 分 別
迷 乱 知 は 定 立 作 用 に 含 ま れ る の で , 無 分 別 不 迷 乱 知 の 定 立 の 定 義 が 定 立 の 一 般 的 定
義 か ら 敢 え て 別 立 さ れ て い る の は ， そ の 点 を 含 意 し て の こ と で あ る ．
他 方 ， 定 立 の 分 類 ［ 6 1 . 1 8 - 6 2 . 2 ］ に つ い て は ， ツ ァ ン ナ ク パ 等 や サ パ ン は 特 に 明
記 し て い な か っ た が ， ウ ユ ク パ は ， そ れ を ， 1 ． 対 象 ( d o n ) と ,2 . 知 ( s h e s p a )
の 二 つ に 大 別 し ， そ れ ぞ れ に ， 「 あ る も の 」 の 定 立 ( y o d p a ' i s g m b p a ) と「 で あ る
も の 」 の 定 立 ( y i n p a ' i s g r u b p a ), あ る い は ， 同 一 自 体 ( n g o b o g c i g p a ) と 別 異 自
体 ( n g o b o t h a d a d p a ) の 二 つ を 立 て て い る ． 但 し ， 殆 ど 解 説 を 与 え て い な い ．
定 立 の 語 釈 と し て は ， 『 量 評 釈 』 を 典 拠 と し て 挙 げ ， 以 下 の 二 つ を 立 て て い る ．
一
2 2 9 『 正 理 成 立 』 p . 6 1 . 4 - 1 1 参 照
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「 （ 1 ） 所 知 が 有 形 相 と し て 成 立 す る の で ， 「 定 立 」 と 云 わ れ る ． あ る い は ，
（ 2 ） 事 物 の 実 相 が 知 に よ り 汚 さ れ る こ と な く ， 同 一 の も の と 別 異 の も の ，
あ る い は ， 「 あ る も の 」 と 「 で あ る も の 」 と し て 成 立 し て い る の で ， 定 立 で
あ る ． 即 ち ' 『 量 評 釈 』 に お い て ， 「 勝 義 に 属 す る 諸 対 象 は , そ れ 自 身 と し て ，
混 同 さ れ ず ， 区 別 さ れ な い 」 ( P V I . 8 7 a b ) と 説 か れ て い る 通 り で あ る . 」（ 『 正
理 成 立 』 p . 6 2 . 3 _ 6 2 3 0 )
前 述 の 定 義 や こ の 語 釈 か ら 明 ら か な よ う に ， ウ ユ ク パ に と っ て は ， 定 立 と は ， 自
身 の 形 相 が 知 に 顕 現 す る も の に 他 な ら な い ． 実 際 ， 彼 は ， 定 立 の 同 義 語 と し て 以 下
の も の を 列 挙 し て い る 2 3 1 .
． 無 分 別 不 迷 乱 知 （ ＝ 直 接 知 覚 ） の 対 象 ＝ 事 物 ＝ 定 立 ＝ 自 相
＝ 勝 義
サ パ ン は , 前 述 し た よ う に ， 自 相 ／ 個 体 ／ 事 物 ／ 実 体 ／ 反 転 し た も の ／ 勝 義 を 同
義 と 見 倣 し た が ， そ こ に は 定 立 は 含 ま れ て い な か っ た ． 定 立 を 自 相 や 事 物 と 同 義 と
見 倣 す の は ， ウ ユ ク パ の 独 自 の 設 定 か も し れ な い ．
た だ 前 述 し た よ う に ， ウ ユ ク パ は ， 他 者 排 除 を く 法 で あ り ， か つ ， 他 と 混 合 し な
い も の ＞ と 定 義 し た . そ れ は 内 容 的 に 判 断 し て , P V I ､ 4 0 を 前 提 と し た も の で あ り ，
自 相 を 指 す も の と 解 釈 す べ き か と 思 わ れ る が ， し か し ， こ こ で ウ ユ ク パ は ， 他 者 排
除 の 対 立 項 で あ る 定 立 を 自 相 と 同 義 と し て い る の で ， こ の 点 を 如 何 に 解 釈 す る か が
問 題 で あ る ． 先 に ラ マ タ ン パ の 批 判 を 紹 介 し た が , 端 的 に 言 っ て , 他 者 排 除 と 定 立 ，
普 遍 と 自 相 の 関 係 に つ い て ウ ユ ク パ の 解 釈 は 混 乱 し て い る ． ウ ユ ク パ の 普 遍 の 設 定
は 後 で 検 討 す る の で ， 詳 細 は そ の 際 に 論 ず る が ， そ こ で ウ ユ ク パ は ， 他 者 排 除 を 普
遍 に 設 定 し て い る の で ， 先 の 他 者 排 除 の 定 義 は ， 自 相 で は な く ， 普 遍 に 結 び 付 け る
こ と が ウ ユ ク パ の 意 図 の よ う で あ る ．
他 方 ， 否 定 の 定 義 に つ い て は ， サ パ ン は ， 無 否 定 と 非 否 定 の 定 義 に つ い て は サ ン
プ 系 の 解 釈 を 前 主 張 に 立 て て 批 判 し た が , 否 定 一 般 の 定 義 に は 特 に 言 及 し な か っ た ．
他 方 ， ウ ユ ク パ は ， ま ず 最 初 に ， 否 定 一 般 の 定 義 に 関 す る 或 る 者 の 説 を 前 主 張 に 挙
2 3 o s h e s b y a m a m l d a n d u g r u b p a s n a s g r u b p a z h e s p a ' a m d n g o s p o ' i g n a s l u g s b l o s m a b s l a d p a r
g c i g d a n g t h a d a d d a m y o d p a d a n g y i n p a r g r u b p a s n a s g r u b p a s t e / d a m p a ' i d o n g y i d o n m a m s n i "
r a n g g i s ' d r e d a n g t h a d a d m e d " c e s p a l t a r r o "
2 3 1 『 正 理 成 立 』 p . 6 2 . 6 f : d e s n a r t o g m e d m a ' k h r u l b a ! i y u l n i / d n g o s p o d a n g s g u b p a d a n g r a n g
m t s h a n d a n g d o n d a m p a z h e s m a m g r a n g s s o "
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げ て 否 定 し て い る ．
「 或 る 者 は ， 「 [ 否 定 の 定 義 は , ］ 自 反 体 （ ＝ 否 定 そ れ 自 体 ） が 直 接 的 に 理 解
さ れ る こ と ( r a n g l d o g d n g o s s u r t o g s p a ) が ， 否 定 対 象 ( d g a g b y a ) の 形 相
が 表 象 す る こ と に 依 拠 し て 理 解 さ れ る べ き も の で あ る 」 と 云 う が ， そ れ は 妥
当 で は な い ． な ぜ な ら ば ， そ れ （ ＝ 否 定 ） は ， 否 定 基 体 ( d g a g g z h i ) の 形
相 が 表 象 す る こ と に 依 拠 し て 理 解 さ れ る も の も ま た あ る か ら で あ り ， そ し て ，
［ 汝 の 否 定 の 定 義 は ] 汝 の 直 接 的 理 解 と 間 接 的 理 解 の 定 義 と も 矛 盾 す る か ら
で あ る . 」 （ 『 正 理 成 立 』 p . 6 2 . 8 - 1 2 )
こ の 定 義 は ， 明 ら か に チ ヤ パ 系 統 の 否 定 の 定 義 2 3 2 を 念 頭 に 置 い た も の で あ る が ，
こ こ で ウ ユ ク パ が 特 に 念 頭 に 置 い て い る と 思 わ れ る の は ， ツ ル ト ウ ン の 定 義 く 否 定
対 象 の 形 象 が 表 象 す る こ と に 依 拠 し て 確 定 さ れ る 必 要 が あ る も の ＞ （ 『 智 慧 灯 明 』
p ､ 7 8 . 1 0 ） で あ る ．こ の 定 義 に 対 し て は ， ウ ユ ク パ は ， 否 定 対 象 で は な く ， 否 定 基
体 の 形 相 が 表 象 す る こ と に 依 拠 し て 理 解 さ れ る べ き 否 定 も ま た あ る こ と や , 直 接 的
理 解 ( d n g o s r t o g s ) と 間 接 的 理 解 ( s h u g s r t o g s ) の 定 義 と 対 立 す る と い っ て 論 難 し
て い る ． そ の 具 体 的 内 容 に つ い て は 全 く 解 説 が な い の で ， 詳 細 は 不 明 で あ る が ， 例
え ば ， 前 者 の 例 で は ， 「 山 が な い 平 原 ( r i m e d p a ' i t h a n g )」 等 を 念 頭 に 置 い て い る
も の と 推 定 さ れ る ． こ れ は 既 に 紹 介 し た よ う に ， 《 他 法 を 直 接 的 に 引 発 す る 非 否 定
( c h o s g z h a n d n g o s s u ' p h e n p a w i m a y i n d g a g ) 》 の 一 例 で あ る が 2 3 3 pも し 否 定 が ，
単 に 否 定 対 象 の 形 相 が 表 象 す る こ と を に 依 拠 し て 理 解 さ れ る べ き も の で あ る な ら
ば ， こ れ は そ の 定 義 を 充 足 し な い の で ， 不 遍 充 の 過 失 が あ る と 考 え て い る も の と 思
わ れ る ． 即 ち ， こ こ で 否 定 対 象 と は 「 山 が あ る こ と ( r i y o d p a )」 で あ る が ， 「 山
が な い 平 原 ｣ が 理 解 さ れ る た め に は , 否 定 対 象 の み な ら ず , そ の 否 定 基 体 で あ る 「 平
原 」 の 形 相 も 表 象 す る 必 要 が あ る か ら で あ る ．
他 方 , ウ ユ ク パ 自 身 は こ の 定 義 に 一 部 修 正 を 加 え た も の を 自 説 と し て い る . 即 ち ，
・ 定 義 ： 分 別 知 に お い て ， 否 定 基 体 な い し 否 定 対 象 の 形 相 が 表 象 す る こ と に 依
拠 し て 確 定 さ れ る こ と が 可 能 で あ る も の ( r t o g p a l a d g a g g z h i ' a m d g a g b y a ' i
r n a m p a s h a r b a l a b r t e n n a s n g e s p a r b y a r r u n g b a )[ 6 2 . 1 2 - 1 4 ]
ウ ユ ク パ が 加 え た 修 正 箇 所 は ， 「 分 別 知 に お い て 」 と い う 限 定 と ， 「 否 定 基 体 」
塑 2 チ ヤ パ の 否 定 の 定 義 に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 4 , p ､ 2 6 5 参 照 ．
2 3 3 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 3 9 参 照 ．
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と い う 追 加 条 件 の 付 加 で あ る ．
否 定 の 分 類 ［ 6 2 . 1 7 - 6 3 . 4 ］ に つ い て は ， 無 否 定 と 非 否 定 の 二 種 の 否 定 が 立 て ら れ
て い る ． 注 目 す べ き は そ の 典 拠 が 二 つ 引 用 さ れ て い る こ と で あ る ． こ れ は 順 に ， 『 量
評 釈 荘 厳 』 と 「 量 決 択 』 か ら の 引 用 で あ る が ， 『 正 理 宝 蔵 』 に は 引 か れ て い な い も
の で あ る ． 参 考 ま で に 挙 げ て お こ う ．
「 非 否 定 と 無 否 定 よ り 他 の 否 定 は 存 在 し な い . 」 ( P V A k . 2 0 2 c d a d m . 3 7 2 3 4 )
「 事 物 の 形 を 引 発 す る 否 定 （ ＝ 非 否 定 ） は 非 存 在 に 対 し て は あ り 得 な い こ と
に な る . な ぜ な ら ば , 非 否 定 一 つ だ け が , 否 定 の 対 象 で あ る わ け は な い か ら ．
そ れ な ら ば ど う な の か ． 無 否 定 も ま た ［ 否 定 の 対 象 ］ で あ る ． な ぜ な ら ば ，
そ れ （ ＝ 無 否 定 ） に は ， 非 存 在 に 対 す る 矛 盾 は な い か ら で あ る . ｣ ( P V i n n l .
a d 8 3 2 3 5 )
ウ ユ ク パ の 二 種 の 否 定 の 定 義 は 以 下 の 通 り で あ る ．
・ 非 否 定 の 定 義 ： 否 定 対 象 を 否 定 す る 際 に ， 定 立 を 知 の 側 に 引 発 す る も の ( d g a g
b y a b k a g p a ' i s h u l d u s g r u b p a b l o n g o r ' p h e n p a )[ 6 3 . 2 f ]
・ 無 否 定 の 定 義 ： 否 定 対 象 を 否 定 す る 際 に ， 定 立 を 知 の 側 に 引 発 し な い も の
( d g a g b y a b k a g p a ' i s h u l d u s g m b p a b l o n g o r m i' p h e n p a )[ 6 3 . 3 ]
こ こ で ウ ユ ク パ は ， 二 種 の 否 定 を ， 否 定 対 象 を 否 定 す る 際 に ， 他 の 定 立 の 法 を 引
発 す る か 否 か の 点 か ら 立 て て い る ． チ ヤ パ 等 の サ ン プ 系 学 者 は こ れ を 批 判 し た が ，
そ れ は 『 思 択 炎 』 等 に 見 ら れ る 伝 統 的 な 解 釈 で あ り ， サ パ ン も 自 説 と し て 採 用 し た
も の で あ る ． さ ら に ， 否 定 は ， こ の 無 否 定 と 非 否 定 の 二 つ に 数 が 限 定 さ れ る 2 3 6 ． 非
否 定 は ， 否 定 の 下 位 区 分 と し て 否 定 そ れ 自 体 で あ り ， サ パ ン や サ ン プ 系 学 者 の よ う
に ， そ れ を 否 定 と 定 立 の 集 合 体 と 見 倣 し ， 否 定 よ り も 定 立 に 結 び 付 け る 解 釈 は 払 拭
さ れ て い る ．
2 3 4 P V A p .2 0 4 . 2 9 :p a r y u d a s a - p r a s a j y a b h y a m ( r e a d :- p r a s a j y a p r a t i 9 e d h a b h y a m ? )a p a r a n n a
n i g e d h a m " ; T i b . D 1 9 0 a 6 f : m e d d a n g m a y i n p a d a g l a s " d g a g p a g z h a n n i y o d m a y i n " .
ウ ユ ク パ 所 引 の 偶 は , m e d d g a g m a y i n d g a g p a l a s 〃 と あ り ， 二 種 の 否 定 で あ る こ と が 明 確 に
分 か る よ う に 語 形 が 改 変 さ れ て い る ．
2 3 5 P V i n m . p .1 2 5 . 4 - 6 : v a s t u r n p a n u k a r g r k h a l v a s a t i p r a t i g e d h o n a s a m b h a v e t / n a h i p a l y u d a s a
e v a i k o n a n o v i g a y a i / k i m t a r h i p r a s a j y a p r a t i 9 e d h o ' p i / n a m t a s y a s a t i v i r o d h a i / ; T i b . 2 2 6 a 4 - 5 : d n g o s
p o ' i r a n g b z h i n ' p h e n p a ' i d g a g p a m e d p a l a m i s r i d k y a n g m a y i n p a r d g a g p a g c i g p u n i d g a g p a ' i y u l
m a y i n n o " ' o n a c i z h e n a / m e d p a r d g a g p a y a n g y i n l a d e n i m e d p a l a ' a n g m i' g l l o "
2 3 6 『 正 理 成 立 』 p . 6 3 . 5 - 7 : g r a n g s n g e s p a n i d g a g p a t s a m l a m e d d g a g d a n g / m a y i n d g a g g n y i s l a s
m e d d e d g a g b y a b k a g n a s s h u l d u c h o s g z h a n ' p h e n m i' p h e n g n y i s s u k h a t s h o c h o d p a ' i p h y i r r o "
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他 方 , 否 定 の 語 釈 に つ い て は ， こ う 解 説 し て い る ．
「 定 立 を 欠 い て い る の で ， 否 定 で あ る が ’ 特 に , 如 何 な る 定 立 も な く 否 定 さ れ
た の で ' 無 否 定 ， 他 の 定 立 で あ る の で ， 非 否 定 で あ る ． 」 ( 『 正 理 成 立 』 p 6 3 . 1 1 _ 1 3 2 3 7 )
以 上 ， ウ ユ ク パ の 否 定 の 定 義 と 分 類 を 検 討 し た ． そ れ は 基 本 的 に 師 サ パ ン の 解 釈
に 随 順 し た も の で あ る が ， 定 立 と 否 定 一 般 の 定 義 や 語 釈 等 ， サ パ ン が 特 に 論 じ て い
な い 主 題 を も 論 じ て い る こ と が 明 ら か に な っ た ． さ ら に ， サ パ ン は ， サ ン プ 系 の 伝
統 的 解 釈 を 批 判 す る 一 方 ， 彼 の 定 立 と 否 定 の 設 定 に は ， 依 然 と し て サ ン プ 系 の 古 い
設 定 の 残 津 が 多 数 見 ら れ た が ， ウ ユ ク パ に お い て は ， そ れ が か な り 払 拭 さ れ て い る
こ と が 確 認 さ れ た ．
他 者 排 除 論 と の 関 係 で は , 特 に 否 定 と 他 者 排 除 の 同 義 性 を 検 討 課 題 の 一 つ と し て
取 り 上 げ た が ， 『 正 理 成 立 』 に は , そ の 明 確 な 関 係 を 示 す 記 述 は 確 認 さ れ な か っ た ．
ウ ユ ク パ は 典 拠 と し て イ ン ド 原 典 を か な り し っ か り 引 用 す る ほ う で あ る が , 否 定 と
他 者 排 除 の 同 義 性 を 示 す T S 1 0 0 4 に 対 す る 言 及 は 見 ら れ な い ．し か し ， 後 続 の 定 立
と 否 定 の 別 異 性 を 考 察 す る 科 段 に お い て , 否 定 と 他 者 排 除 の 関 係 に 言 及 し た 注 目 す
べ き 記 述 が 見 ら れ る の で ， 紹 介 し て お こ う ．
「 第 二 ． 自 説 ． 否 定 と 定 立 の 二 つ は 同 一 実 体 で は な い ． な ぜ な ら ば ， 事 物 と
非 事 物 で あ る か ら ． そ れ も ま た ， 定 立 と は , 有 形 相 の 自 相 ( r a n g m t s h a n m a m
l d a n ) で あ る が , 否 定 と は , 他 者 排 除 の 対 象 ( g z h a n s e l E v i v u l ) で あ る の で ，
無 形 相 の 普 遍 相 ( s p y i m t s h a n m a m m e d ) で あ る か ら で あ る . 」（ 『 正 理 成 立 』
. p p ､ 6 4 . 2 0 - 6 5 . 3 )
こ こ で ウ ユ ク パ は ， 否 定 が 他 者 排 除 の 対 象 で あ る と 明 言 し て い る ． こ れ を 字 句 通
り に 取 る な ら ば , 否 定 と 他 者 排 除 は 全 く 別 異 の 概 念 と し て 捉 え ら れ て い る こ と に な
る ． 但 し ， こ こ で 他 者 排 除 は ， 対 象 と し て の 他 者 排 除 で は な く ， 有 対 象 の 側 に 立 て
ら れ た 排 除 作 用 を 意 味 す る と 解 釈 す べ き で あ ろ う ． さ も な く ば 意 味 が 理 解 で き な い ．
そ し て ， 前 述 し た よ う に ， 排 除 作 用 の 対 象 は ， 他 者 排 除 に 他 な ら な い の で ， こ の 文
章 は ， む し ろ 逆 に ， 否 定 が 他 者 排 除 に 他 な ら な い こ と を 示 し て い る と 解 釈 さ れ る ．
2 3 7 s g r u b p a s s t o n g p a s n a d g a g p a y i n l a k h y a d p a r d u s g r u b p a g a n g y a n g m e d p a r b k a g p a s n a m e d
d g a g d a n g / s g r u b p a g z h a n y i n * p a ( r e a d : p a s ? ) n a m a y i n d g a g g o " * こ こ で は 原 文 通 り に 訳 出 し て
お く が ， 内 容 的 に は , s g r u b p a g z h a n ' p h e n p a y i n p a s n a ( 他 の 定 立 を 引 発 す る も の で あ る の で ）
と 読 む べ き か と 思 わ れ る ．
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サ パ ン は ， 他 者 排 除 と 否 定 を 全 く 別 概 念 と し て 捉 え て い た の で ， ウ ユ ク パ は ， こ の
点 で も サ パ ン と 立 場 を 異 に し て い る ． チ ャ パ ， ツ ァ ン ナ ク パ ， ツ ル ト ウ ン の 著 作 に
は , 他 者 排 除 と 否 定 を 同 義 と す る 解 釈 は 確 認 で き な い の で , こ の ウ ユ ク パ の 記 述 は ，
余 り 明 確 で は な い が ， 内 容 的 に 見 て ， 他 者 排 除 と 否 定 の 同 義 性 を 示 唆 し た 最 も 早 い
資 料 の 一 つ と 見 な し て よ か ろ う ．
ま た こ の 記 述 か ら ， 以 下 の 諸 概 念 の 同 義 性 が 回 収 さ れ る ．
・ 定 立 ＝ 事 物 ＝ 有 形 相 の 自 相 ［ ＝ 定 立 作 用 の 対 象 ］
・ 否 定 ＝ 非 事 物 ＝ 無 形 相 の 普 遍 相 ＝ 排 除 作 用 の 対 象 ［ ＝ 他 者 排
除 ］
こ の 同 義 性 が 妥 当 で あ れ ば ， ウ ユ ク パ は ， 他 者 排 除 と 否 定 を 同 義 と 見 倣 し て い た
の み な ら ず ， そ の 両 者 の 対 概 念 と し て の 二 つ の 定 立 ， 即 ち , ( 1 ) 定 立 と 否 定 の 二
つ に 分 け た 場 合 の 定 立 と ， （ 2 ） 定 立 と 他 者 排 除 の 二 つ に 分 け た 場 合 の 定 立 の 二 つ
を も 同 義 と 見 倣 し て い た こ と に な る ． こ れ は ， 後 に ド ウ タ 文 献 に 見 ら れ る 設 定 を 先
取 り し た も の で あ る と 言 え よ う ．
2 ． 実 体 と 反 体 に 関 す る ウ ユ ク パ の 見 解 ：
サ パ ン は ， 『 正 理 宝 蔵 』 に お い て ， 実 体 と 反 体 の 独 立 し た 設 定 を 特 に 設 け て い な
か っ た が ， ウ ユ ク パ は ， 「 実 体 と 反 体 の 区 別 を 確 立 す る こ と 」 ［ 4 2 - 4 6 ］ と い う 独
立 し た 一 章 に お い て 詳 し く 論 じ て い る ． こ こ で は そ の 全 体 を 紹 介 す る 紙 面 の 余 裕 が
無 い の で ， ポ イ ン ト と な る 点 だ け を 抜 粋 し て 紹 介 し て お こ う ．
ま ず ウ ユ ク パ は ， 最 初 に ， 実 体 と 反 体 の 定 義 を 論 じ て い る が ， そ こ で は ， ＜ 多 数
の 反 体 が 集 合 し た も の ( l d o g p a d u m a 1 d u s p a ) > を 実 体 の 定 義 , < 集 合 し た も の の
単 独 の 法 ( ' d u s p a 1 i c h o s k h a y a r b a ) > を 反 体 の 定 義 と す る 或 る 者 の 説 を 前 主 張 に 立
て て 批 判 し て い る ． こ れ は , 既 に 紹 介 し た ツ ァ ン ナ ク パ や ツ ル ト ウ ン の 定 義 で あ り ，
そ れ は サ パ ン も ま た 批 判 し た こ と は 既 に 紹 介 し た 通 り で あ る ． ウ ユ ク パ は ， こ の 説
に 対 し て , 三 つ の 科 段 を 立 て て 詳 し く 論 難 し て い る が 2 3 8 , そ の 内 容 紹 介 は 割 愛 し て ，
こ こ で は ウ ユ ク パ 自 身 の 定 義 の み を 紹 介 し て お く ．
・ 実 体 の 定 義 ： 目 的 達 成 可 能 な 事 物 ( d o n b y e d n u s p a ' i d n g o s p o )[ 4 5 . 7 ]
2 3 8 前 主 張 は 『 正 理 成 立 』 p . 4 2 . 9 - 1 1 , そ れ を 否 定 す る 三 つ の 論 証 は ， 同 書 p p . 4 2 . 1 2 - 4 4 . 2 参 照
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・ 反 体 の 定 義 ： 法 で あ り ， か つ ， 語 と 分 別 知 の 対 象 と な っ て い る も の ( c h o s g a n g
z h i g s g r a r t o g g i y u l d u g y u r p a )[ 4 5 . 1 1 ]
こ こ で 実 体 の 定 義 で あ る 目 的 達 成 可 能 な 事 物 と は ， 自 相 に 他 な ら な い ． ウ ユ ク パ
の 体 系 で は ， 実 体 は 自 相 と 同 一 視 さ れ る ． 他 方 ， そ れ に 対 す る 反 体 は 普 遍 相 に 相 当
す る こ と に な る ． ち な み に ， 自 相 と 普 遍 相 の 定 義 は 以 下 の 通 り で あ る ．
・ 自 相 の 定 義 ： 法 で あ り ， か つ ， 個 体 画 9 で あ り ， 目 的 達 成 可 能 な も の ( c h o s g a n g
z h i g g s a l l a d o n b y e d n u s p a )[ 1 8 . 8 ]
・ 普 遍 相 の 定 義 ： 非 個 体 2 4 0 で あ り ，目 的 達 成 可 能 を 欠 く も の ( m i g s a l l a d o n b y e d
n u s p a s s t o n g p a )[ 4 1 . 3 f ]
こ の よ う に ， 実 体 と 自 相 ， 反 体 と 普 遍 相 を 同 義 と 見 倣 す 見 解 は ， 前 述 し た 通 り ，
サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 に 確 認 さ れ る も の で あ り ， ウ ユ ク パ も そ れ を 踏 襲 し て い る ．
サ ン プ 系 の 諸 学 者 は ， 実 体 と は ， 所 作 や 無 常 等 の 諸 反 体 法 の 集 合 体 で あ り ， 反 体 と
は ， 実 体 に 存 す る 諸 属 性 を 意 味 す る と 解 釈 す る の が 一 般 的 で あ る が ， そ の 点 で ， サ
パ ン 師 弟 は 彼 ら か ら 快 を 分 か っ て い る こ と が 分 か る ．
さ ら に ウ ユ ク パ は ， 後 続 の 文 章 に お い て ． サ パ ン 同 様 に ， こ の 反 体 は 他 者 排 除 で
あ る と 明 言 し て い る ．
「 反 体 は , 他 者 排 除 で あ る の で ， そ の 法 も ま た ， 単 独 の 反 体 と 別 異 ［ の 反 体 ］
等 で あ る . 」 （ 『 正 理 成 立 』 p . 4 5 ､ 1 7 f 2 4 ' )
実 際 ， 他 者 排 除 の 設 定 の 科 段 で は ， 対 象 と し て 他 者 排 除 ， 有 対 象 と し て 語 と 分 別
知 が 立 て ら れ て い た が ， こ れ は ， 他 者 排 除 が 語 と 分 別 知 の 対 象 で あ る こ と を 示 し て
い る ． そ し て ， 反 体 は こ こ に 定 義 さ れ た よ う に ， 語 と 分 別 知 の 対 象 に 他 な ら な い の
で ， 他 者 排 除 と 反 体 は ， ウ ユ ク パ に よ れ ば 同 義 で あ る こ と に あ る ．
・ 実 体 ＝ 自 相 ［ ＝ 定 立 ］
・ 反 体 ＝ 普 遍 相 ＝ 他 者 排 除
2 3 9 こ の 「 個 体 ( g s a l b a , * v y a k d )」 と い う 語 は ， こ の 定 義 の 直 後 に ， こ う 規 定 さ れ て い る ． 『 正
理 成 立 』 p . 1 8 . 8 f : g s a l b a y a n g y u l d u s m a m p a m a ' d r e s p a y i n t e / d e n i m u n m o n g m a y i n p a ' i d n g o s
p o ' i r a n g b z h i n t e r a n g g i m t s h a n n y i d d o z h e s p a s s o 〃 「 個 体 も ま た ， 場 所 と 時 と 形 相 が 混 合 し て い
な い も の で あ る ． そ れ は ， 非 共 通 な 事 物 の 自 性 で あ る ． 「 自 相 で あ る 」 と 説 か れ て い る か ら で あ
る ． 」 こ の g s a l b a と い う 語 に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 5 3 f に お い て も ． チ ヤ パ の 論 理 学 書 の
文 脈 で 論 じ た の で ， 参 照 さ れ た い ．
2 “ 「 非 個 体 ( m i g s a l b a )」 は , < 場 所 と 時 ［ と 形 相 ］ が 混 合 し た も の と し て 顕 現 す る も の ( y u l
d u s [ m a m p a ? ]' d r e s p a r s n a n g b a ) > と 規 定 さ れ て い る ．『 正 理 成 立 』 p . 4 1 . 4 参 照
2 4 1 l d o g p a n i g z h a n s e l y i n p a s c h o s k y a n g l d o g p a g c i g r k y a n g d a n g t h a d a d l a s o g s p a y i n n o "
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こ の 実 体 と 反 体 の 二 つ は ， そ れ ぞ れ ， 同 一 と 別 異 の 点 か ら 二 つ に 分 け ら れ る が ，
そ の 定 義 は 以 下 の 通 り で あ る ．
・ 同 一 実 体 ( r d z a s g c i g ) の 定 義 ： 法 で あ り ， か つ ， 無 別 異 の 原 因 の 集 合 体 ( ' g y u
t s h o g s , * s a m a g r r ) か ら 生 じ た も の ( c h o s g a n g z h i g r g y u t s h o g s t h a m i d a d p a
l a s s k y e s p a )[ 4 5 . 8 f ]
・ 別 異 実 体 ( r d z a s t h a d a d ) の 定 義 ： 別 異 の 原 因 の 集 合 体 か ら 生 じ た も の ( r g y u
t s h o g s t h a d a d p a l a s s k y e s p a )[ 4 5 . 9 f ]
・ 同 一 反 体 ( l d o g p a g c i g ) の 定 義 ： 同 一 の 語 と 分 別 知 の 対 象 と な っ て い る も の
( s g r a r t o g g c i g g i y u l d u g y u r p a )[ 4 5 . 1 2 f ]
・ 別 異 反 体 ( l d o g p a t h a d a d ) の 定 義 ： 別 異 の 語 と 分 別 知 の 対 象 と な っ て い る も
の ( s g r a r t o g t h a d a d k y i y u l d u g y u r p a )[ 4 5 . 1 3 ]
以 上 ， ウ ユ ク パ の 実 体 と 反 体 の 設 定 を 紹 介 し た が ， 実 体 と 反 体 の 設 定 か ら 派 生 し
た も の と し て ， 実 体 法 ( ' d z a s c h o s ) と 反 体 法 ( l d o g c h o s ) の 設 定 が あ る ． こ れ は ，
前 述 し た よ う に ， そ の 内 容 は ， ツ ァ ン ナ ク パ に よ り 説 か れ ， ツ ル ト ウ ン に よ っ て 用
語 が 定 め ら れ た が ， ウ ユ ク パ は ， こ の サ ン プ 系 の 実 体 法 と 反 体 法 の 定 義 を 明 確 に 否
定 し て い る 2 4 2 ． そ こ で は ， 或 る 者 の 見 解 と し て ，＜ そ れ と そ れ で な い も の が 同 一 実
体 に お い て 集 ま ら な い も の ( d e d a n g d e m a y i n r d z a s g c i g l a m i' u b a ) > が 実 体 法
の 定 義 ， ＜ そ れ と そ れ で な い も の が 同 一 反 体 に お い て 集 ま ら な い も の ( d e d a n g d e
m a y i n l d o g p a g c i g l a m i' d u b a ) > が 反 体 法 の 定 義 と し て 提 示 さ れ て い る が ， そ れ
は ， 先 に 紹 介 し た 通 り ， ツ ァ ン ナ ク パ や ツ ル ト ウ ン の 論 理 学 書 に 確 認 さ れ る も の で
あ る 2 4 3 ． そ れ に 対 す る 批 判 は 既 に サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 に 見 ら れ た が 2 " ，ウ ユ ク パ
も ま た ， そ の 点 で は 師 と 同 様 に ， サ ン プ 系 学 者 達 と は 立 場 が 異 な る こ と が 分 か る ．
3 ． 普 遍 と 特 殊 に 関 す る ウ ユ ク パ の 見 解 ：
こ の よ う に ， ウ ユ ク パ は ， 反 体 を 語 と 分 別 知 の 対 象 と し て 規 定 し ， 他 者 排 除 と 同
一 視 し て い る こ と を 確 認 し た ． 語 と 分 別 知 の 対 象 ， 厳 密 に は ， 直 接 的 言 表 対 象 及 び
2 4 2 こ れ は ， 「 実 体 と 反 体 の 法 の 否 定 ( 1 d z a s l d o g g i c h o s d g a g p a )」 と い う 科 段 に お い て 論 じ ら
れ て い る ． 『 正 理 成 立 』 p p . 4 4 . 3 - 4 5 . 6 参 照 ．
2 4 3 『 善 説 集 成 』 1 5 a 7 f ; 『 智 慧 灯 明 』 p ､ 6 2 . 9 - 1 2 参 照
2 “ 『 正 理 宝 蔵 』 p p ､ 7 7 . 9 - 7 8 . 8( d e d a g l a b r t e n p a ' i c h o s d g a g p a と い う 科 段 ） 参 照
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顕 現 対 象 と し て は ， 普 遍 ( s p y i , * s a m g n y a ) が 設 定 さ れ る の で ， 次 に ， 普 遍 と 他 者
排 除 の 関 係 を 検 討 し よ う ． ウ ユ ク パ の 普 遍 と 特 殊 に 関 す る 纏 ま っ た 解 説 は ， 「 普 遍
と 特 殊 の 区 別 を 確 立 す る こ と 」 と い う 章 ［ 4 8 - 6 0 ］ に 見 出 さ れ る ．
ま ず 注 目 す べ き は ， ウ ユ ク パ は ， 冒 頭 部 分 で ， 普 遍 を ， 1 ． 対 象 に 存 在 す る 他 者
排 除 の 普 遍 ( d o n l a y o d p a ' i g z h a n s e l g y i s p y i ) と ,2 . 知 に 存 在 す る 普 遍 ( b l o l a y o d
p a i i s p y i ) の 二 つ に 分 け て ， そ れ ぞ れ 別 概 念 と し て 規 定 し て い る 点 で あ る ．こ れ は
サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 に 見 出 せ な い 独 自 の 設 定 で あ る ． 対 象 に 存 在 す る 普 遍 を ， 特
に 「 他 者 排 除 の 普 遍 」 と 明 記 し て い る の に 対 し て ， 知 に 存 在 す る 普 遍 に は 「 他 者 排
除 」 と い う 語 は 付 さ れ て い な い の で ， 他 者 排 除 は 対 象 に 存 在 す る 普 遍 と し て 位 置 づ
け ら れ て い る こ と が 示 唆 さ れ て い る ． こ れ は ， ウ ユ ク パ が 典 拠 に 引 い た 『 量 評 釈 』
の 以 下 の 偶 に 基 づ く も の で あ る ．
「 諸 対 象 の 普 遍 は , 他 者 か ら の 反 転 ( a n y a v y a v r t t i ) を 相 と す る も の で あ る ．」
( P V I n . 3 0 a b 2 4 5 )
ウ ユ ク パ は ， 普 遍 の 一 般 的 定 義 は 立 て て お ら ず ， 同 上 の 二 つ の 普 遍 の う ち ， 《 対
象 に 存 在 す る 他 者 排 除 の 普 遍 》 の 定 義 し か 立 て て い な い ． こ れ は ， こ の 二 種 の 普 遍
に 共 通 す る 定 義 は 存 在 し な い こ と を 示 唆 し て い る ． 《 対 象 に 存 在 す る 他 者 排 除 の 普
遍 》 の 定 義 は ， 以 下 の 通 り で あ る ．
・ 定 義 : 異 類 の 普 遍 か ら 反 転 し た も の ( r i g s m i m t h u n p a ' i s p y i l a s l o g p a ) [ 4 8 . 3 - 4 ]
普 遍 を 定 義 す る の に ， そ の 定 義 中 に 定 義 さ れ る べ き 「 普 遍 」 の 語 が 入 っ て い る な
ど 問 題 が 多 い 定 義 で あ る が ， そ の 点 は 今 は 措 い て お く ． 端 的 に は ， 異 類 か ら 反 転 し
た も の で あ り ， こ れ が さ ら に ， 全 て の 同 類 か ら も 反 転 し た も の が ， 「 特 殊 ( b y e b r a g ,
* v i S e S a ) 」 で あ る ． ウ ユ ク パ は , そ れ を ｢ 対 象 に 存 在 す る 他 者 排 除 の 特 殊 ( d o n l a y o d
p a ' i g z h a n s e l g y i b y e b r a g )」 と 特 に 命 名 し て ， 以 下 の 定 義 を 提 示 し て い る ．
・ 定 義 ： そ れ （ ＝ 異 類 か ら 反 転 し た も の ） が ［ さ ら に ］ 同 類 か ら も 反 転 し た も
の ( d e n y i d r i g s m t h u n n a n g l a s k y a n g l o g p a )[ 4 8 . 6 f ]
こ の 二 つ は ， 何 れ も 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の も の で は な く ， 対 象 の 側 に
事 物 の 実 相 と し て 存 在 す る も の で あ る ． 即 ち ，
「 そ の よ う に ， ［ 知 の 側 の み な ら ず , ］ 対 象 に も ( d o n l a ' a n g ) 普 遍 と 特 殊 が
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存 在 す る こ と に な る ． な ぜ な ら ば ， 一 切 の 事 物 は 同 類 と 異 類 の も の か ら 反 転
し た も の で あ る か ら で あ る . 」 （ 『 正 理 成 立 』 p ､ 4 8 . 7 - 1 2 )
以 上 の ウ ユ ク パ の 普 遍 と 特 殊 の 規 定 は , サ ン プ 系 学 者 に よ り 提 唱 さ れ た く 単 独 の
反 体 が 普 遍 ， 二 つ の 反 体 の 集 合 体 が 特 殊 ( l d o g p a c h i g r k y a n g s p y i / l d o g p a g n y i s
t s h o g s b y e b r a g ) > の 設 定 に 他 な ら な い ． そ れ は ， 前 述 し た よ う に ,P V I . 4 0 に 由
来 し ， サ パ ン に よ っ て も 自 説 と し て 受 容 さ れ た も の で あ る ． ウ ユ ク パ は ， 他 者 排 除
を ， 「 法 で あ り ， か つ ， 他 と 混 合 し な い も の 」 ［ 9 8 . 1 0 ］と 定 義 し た が ， そ れ は ，
こ こ で ， 対 象 の 側 に も 存 在 す る も の で あ り ， か つ ， （ 1 ） 異 類 か ら 反 転 し た も の で
あ る 普 遍 と ， （ 2 ） 同 類 ・ 異 類 か ら 反 転 し た も の で あ る 特 殊 の 二 つ に 大 別 さ れ る こ
と が 判 明 し た ．
他 者 排 除
1 ． 対 象 に 存 在 す る 他 者 排 除 の 普 遍 ＝ 異 類 か ら 反 転 し た も の ［ ＝ 普 遍 ］
2 ． 対 象 に 存 在 す る 他 者 排 除 の 特 殊 ＝ 同 類 ・ 異 類 か ら 反 転 し た も の ［ ＝
自 相 ］
と こ ろ で ウ ユ ク パ は ， こ の 「 対 象 ( d o n , * a r t h a )」 と い う 語 を 特 に 外 部 対 象 ( p h y i
d o n / p h y i r o l g y i d o n ) の 意 味 で 用 い て い る 点 に 留 意 す る 必 要 が あ る 2 4 6 . 直 前 に 紹 介
し た 実 体 と 反 体 の 設 定 で は ， ウ ユ ク パ は ， 他 者 排 除 を ， 語 と 分 別 知 の 対 象 に し て 目
的 達 成 不 可 能 の 非 事 物 で あ る 反 体 と 同 一 視 す る 解 釈 を 示 し た の で , そ の 点 で 解 釈 に
一 貫 性 が 欠 け て い る よ う に 見 え る ． 実 際 他 者 排 除 を ， 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た
だ け の も の と し て 知 の 側 に 立 て る の か ， あ る い は ， 事 物 の 実 相 と し て 対 象 の 側 に 立
て る の か と い う こ と は ， イ ン ド に お い て 既 に 議 論 と さ れ て き た 難 問 で あ り ， 論 者 に
よ っ て も 解 釈 が 異 な る も の で あ る ． 他 者 排 除 に 関 す る ウ ユ ク パ の 解 釈 の 揺 れ は ， そ
の よ う な 背 景 を 如 実 に 反 映 し て い る と 言 え る . サ パ ン は , 普 遍 と 普 遍 相 を 同 一 視 し ，
そ れ を 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の 非 実 在 と 見 倣 し , 対 象 の 側 に 他 者 排 除 を 認
め な い の で ， ウ ユ ク パ は ， 師 と は そ の 点 で 解 釈 を 異 に し て お り ， む し ろ サ ン プ 系 の
解 釈 に 随 順 し て い る よ う に 見 え る ．
以 上 は ， 対 象 の 側 に 立 て ら れ た 他 者 排 除 と し て の 普 遍 と 特 殊 の 定 義 で あ る が ， ウ
ユ ク パ は ， 知 の 側 に も ， 普 遍 と 特 殊 を 設 定 し て い る の で ， そ の 規 定 を 見 て お こ う ．
2 4 6 例 え ば ， ウ ユ ク パ は ， 外 界 実 在 説 を d o n y o d p a ' i l u g s と 表 現 し ， 唯 識 説 ( m a m r i g p a ' i l u g s )
と 対 比 的 に 使 用 し て い る ． 『 正 理 成 立 』 p . 2 1 . 6 " 参 照 ．
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「 《 知 に 存 在 す る 普 遍 ( b l o l a y o d p a ! i s p y i ) 》 は ， 多 数 の 壺 の 形 相 が 分 別 知 に
顕 現 し た も の に 対 し て ， 同 一 の も の と 判 断 さ れ た も の 2 4 7( b u m p a d u m a ' i
m a m p a r t o g p a l a s n a n g b a l a g c i g t u z h e n p a ) で あ り ，・ ･ ･ [ 以 下 ， 典 拠 と
し て P V I ､ 6 9 c d - 7 0 a b ; P V m . 3 1 a b 等 を 引 用 ］・ ・ ・ そ れ ( = 知 に 存 在 す る 普
遍 ） が 同 類 の も の か ら も 反 転 し た も の と し て 分 別 知 に 顕 現 し た も の ( d e n y i d
r i g s m t h u n n a n g l a s k y a n g l o g p a r r t o g p a l a s n a n g b a ) が ，《 [ 知 に 存 在 す る ］
特 殊 ( [ b l o l a y o d p a ' i ] b y e b r a g ) 》 で あ る ． 以 上 の よ う に ，『 量 評 釈 』 に は ，
［ 普 遍 と 特 殊 を ］ 知 と 対 象 の 二 つ に 分 け て 解 説 し て い る 」 （ 『 正 理 成 立 』 p p
4 8 . 1 3 - 4 9 . 1 ）
こ の 《 知 に 存 在 す る 普 遍 》 の 定 義 に 示 さ れ た の は , 端 的 に は , 対 象 普 遍 ( d o n s p y i )
に 相 当 す る も の で あ る ． 例 え ば ， 壷 を 把 握 す る 分 別 知 に お い て ， 壷 そ れ 自 身 で は な
い が ， 壷 と 類 似 し た 形 相 が 顕 現 す る が ， そ れ を 壷 の 対 象 普 遍 と い う 2 4 8 ．こ こ に は 明
記 さ れ て い な い が ， 《 知 に 存 在 す る 特 殊 》 の 定 義 か ら ， そ れ は ， ＜ 異 類 の も の か ら
反 転 し た も の と し て 分 別 知 に 顕 現 し た も の ( * r i g s m i m t h u n l a s l o g p a r r t o g p a l a
s n a n g b a ) > に 相 当 す る と 類 推 さ れ る ． 例 え ば ， 壷 を 把 握 す る 分 別 知 に ， 非 壺 か ら
反 転 し た も の と し て 顕 現 し た も の で あ る ． そ れ は 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の
も の で あ り ， 自 相 の よ う に 外 部 に 実 在 す る も の で は な い ． こ れ は ， 端 的 に は ， 《 知
の 他 者 排 除 ( b l o ' i g z h a n s e l ) 》 に 相 当 す る も の で あ る ． ウ ユ ク パ は ， こ の 両 者 に は ，
敢 え て 「 他 者 排 除 」 の 語 を 付 加 し て い な い の で ， 他 者 排 除 か ら 区 別 し て い る 可 能 性
も あ る が ， 先 に 指 摘 し た よ う に ， ウ ユ ク パ は ， 実 質 的 に ， 対 象 の 他 者 排 除 と 知 の 他
者 排 除 を 認 め て い る の で ， こ の 《 知 に 存 在 す る 普 遍 》 は ， 《 知 に 存 在 す る 他 者 排 除
の 普 遍 ( b l o l a y o d p a ' i g z h a n s e l g y i s p y i )> , 即 ち ， 知 の 他 者 排 除 と 見 倣 し え る か
も し れ な い ． 実 際 ， 最 後 の 一 文 に は ， 『 量 評 釈 』 に ， こ の 普 遍 と 特 殊 が 対 象 の レ ベ
ル と 知 の レ ベ ル の 二 つ の レ ベ ル で 説 か れ て い る こ と が 示 さ れ て い る が ， こ れ は ， 所
謂 ’ 対 象 の 他 者 排 除 と 知 の 他 者 排 除 に 相 当 す る も の と 解 釈 で き る ． も し こ の 解 釈 が
2 4 7 こ こ で ,z h e n p a を ，「 判 断 す る も の 」 で は な く ， 特 に ， 「 判 断 さ れ た も の 」 と 訳 し た が ， こ
れ は ， 知 に 存 在 す る 普 遍 は ， 同 一 の も の と し て 判 断 す る 知 で は な く ， そ の よ う な 知 に よ り 同 一
の も の と し て 判 断 さ れ た 対 象 を 意 味 す る こ と を 考 慮 し た も の で あ る ． 直 後 の 特 殊 の 定 義 中 で は ，
s n a n g b a と い う 語 が 見 ら れ る が ，こ れ は ， 知 に 顕 現 し た 対 象 を 意 味 す る の と 同 様 で あ る ・
2 4 8 例 え ば ， 『 ヨ ン ジ ン ド ウ タ 』 p . 5 7 . 8 - 1 0 : b u m p a ' i d o n s p y i ' i m t s h a n n y i d y o d d e / b u m ' d z i n r t o g p a
l a b u m p a m a y i n b z h i n d u b u m p a l t a b u r s n a n g b a ' i s g r o b t a g s k y i c h a d e d e y i n p a ' i p h y i r /
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妥 当 で あ れ ば ， ウ ユ ク パ は イ ン ド 原 典 に 説 か れ る 意 味 で の こ の 二 つ の 他 者 排 除 を 説
い た チ ベ ッ ト 人 学 者 の 最 も 早 い 一 例 と 見 倣 さ れ る . 実 際 , 前 述 し た 通 り ， サ パ ン は ，
他 者 排 除 を あ く ま で 知 の 作 用 と し て ， 対 象 の 他 者 排 除 は 承 認 し な い か ら で あ る ．
以 上 は ， 普 遍 と 特 殊 の 定 義 で あ る が ， 「 定 義 基 体 の 実 相 」 の 科 段 で は ， 具 体 例 に
結 び 付 け て よ り 明 確 に 解 説 し て い る の で ， 参 考 ま で に 挙 げ て お こ う ．
「 第 二 ． 自 説 . 別 異 自 性 の 個 々 の 樹 に 異 類 か ら 反 転 し た も の と し て 共 通 す る
も の が ， 《 対 象 に 存 在 す る 他 者 排 除 の 普 遍 》 の 定 義 基 体 で あ る が ， そ れ ら 類
似 し た も の に 対 し て ， 無 始 以 来 の 習 気 か ら 生 じ た 分 別 知 ， 即 ち ， 別 異 の も の
を 同 一 の も の と 混 同 す る 誤 知 に よ っ て 同 一 の も の と 増 益 さ れ た も の が 《 知 に
存 在 す る 普 遍 》 で あ る ． ・ ・ ・ ［ 以 下 , P v m ､ 2 8 を 引 用 ］ ・・ ・ 特 殊 の 定 義 基
体 は ［ 普 遍 の 定 義 か ら ］ 間 接 的 に 知 ら れ る べ き で あ る . 」 ［ 『 正 理 成 立 』 p
5 3 . 3 - 9 ］
普 遍 の 分 類 に つ い て は , サ パ ン は , 平 行 の 普 遍 ( t h a d k a ' i s p y i ) と 垂 直 の 普 遍 ( g o n g
m a ' i s p y i ) の 二 つ に 分 け 2 4 9 , 後 代 の ゲ ル ク 派 で は ， 一 般 に ， 類 の 普 遍 （ n g s s p y i ),
対 象 普 遍 ( d o n s p y i ), 集 合 体 の 普 遍 ( t s h o g s s p y i ) の 三 つ に 分 け ら れ る が 2 5 0 ,'
ユ ク パ は ， 特 に 普 遍 と 特 殊 の 分 類 は 独 立 し た 科 段 と し て 提 示 し て な い ． 類 の 普 遍 や
対 象 普 遍 の 概 念 は ， こ の 章 で は ， チ ベ ッ ト の 論 理 学 者 達 － 恐 ら く は サ ン プ 系 の 学
者 一 の 見 解 と し て 提 示 さ れ ， ヴ ァ イ シ ェ ー シ カ 派 や サ ー ン キ ャ 派 の 説 と 共 に 批 判
さ れ て い る の で あ る お ' ． そ れ 故 ， ウ ユ ク パ は ， そ れ ら を 普 遍 の 分 類 と し て 認 め て い
な い こ と が 分 か る ．
4 ． 言 表 者 と 言 表 対 象 に 関 す る ウ ユ ク パ の 見 解 ：
最 後 に ， 他 者 排 除 と 言 表 対 象 と の 関 係 に 関 す る ウ ユ ク パ の 解 釈 を 検 討 し て お く ．
『 正 理 成 立 』 で は ， 言 表 者 と 言 表 対 象 の 設 定 は ， 実 は ， 独 立 し た 一 章 で は な く ， 定
立 と 排 除 の 設 定 に 帰 属 す る 一 主 題 と し て 位 置 づ け ら れ て い る ． 即 ち ， 排 除 作 用 は ，
対 象 と し て の 他 者 排 除 と 有 対 象 と し て の 語 と 分 別 知 に 二 分 さ れ た が ， こ の う ち の 後
者 は ， さ ら に ， 知 の 他 者 排 除 と 語 の 他 者 排 除 の 二 つ に 二 分 さ れ ， こ の う ち の 後 者 の
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『 正 理 宝 蔵 』 p . 7 8 . 1 6 f f 参 照 ．
『 ヨ ン ジ ン ド ウ タ 』 p ､ 5 7 . 4 f 参 照
『 正 理 成 立 』 p . 4 9 . 1 0 丘 参 照 ．
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科 段 に ， 言 表 者 と 言 表 対 象 の 設 定 が 含 ま れ て い る お 2 ． そ れ 故 ， そ れ は 他 者 排 除 か ら
の 派 生 主 題 で あ る こ と は 一 つ 留 意 す る 点 で あ る ． こ れ は 種 々 の 主 題 を 含 む が ， こ こ
で は , 特 に 言 葉 の 対 象 に 相 当 す る 言 表 対 象 と 他 者 排 除 の 関 係 に 焦 点 を 当 て て 検 討 を
加 え て い く こ と に す る ．
言 表 対 象 が 一 体 何 で あ る の か と い う 主 題 は ， 「 言 表 対 象 の 自 性 ( b r j o d b y a i i r a n g
b z h i n )」 と い う 科 段 [ 1 0 5 - 1 0 7 ] に 詳 し く 論 じ ら れ て い る ． そ こ で は ， ま ず 最 初 に
「 他 説 の 否 定 」 の 科 段 に お い て ， ウ ユ ク パ は ， 以 下 の 三 つ の 説 を 他 説 と し て 立 て て
批 判 し て い る ．
（ 1 ） 自 相 の み が 言 表 対 象 で あ る と い う 説 ［ 1 0 5 . 3 - 1 0 6 . 1 0 ］
（ 2 ） 対 象 普 遍 の み が 言 表 対 象 で あ る と い う 説 ［ 1 0 6 ‘ 1 1 - 2 0 ］
（ 3 ） 直 接 的 言 表 対 象 は 対 象 普 遍 で あ る が ， 判 断 の 言 表 対 象 は 自 相 で あ る と い う
説 ［ 1 0 6 . 2 0 - 1 0 7 . 4 ］
以 下 ， 順 に そ の 内 容 を 検 討 し て い こ う ．
( 1 ) 自 相 の み が 言 表 対 象 で あ る と い う 説 に 対 す る 批 判 ：
ま ず こ の 説 は 以 下 の よ う に 立 て ら れ て い る ．
「 或 る 者 は ， 「 語 の 言 表 対 象 は ， ［ 例 え ば , ］ 自 相 と し て の 壷 ( b u m p a r a n g
m t s h a n ) の み で あ る ． な ぜ な ら ば ，「 壷 を 取 っ て 来 い 」 と 言 表 し た と き ， 水
を 保 持 す る 目 的 を 達 成 す る こ と が 可 能 な も の の み を 持 っ て 来 る か ら で あ る 」
と 云 う . 」 （ 『 正 理 成 立 』 p ､ 1 0 5 . 3 - 5 ）
こ れ は ， 『 正 理 宝 蔵 』 で は 文 法 学 派 ( b r D a s p r o d p a , * V a i y a k a r a n a ) 等 の 説 と し
て 前 主 張 に 立 て ら れ 批 判 さ れ た も の で あ る 2 5 3 ． こ の 説 に よ れ ば ，「 壷 を 取 っ て 来 い 」
と い っ て ， 言 表 対 象 を 言 表 し た 時 ， 実 際 に 何 を 持 っ て 来 る の か と い う な ら ば ， そ れ
は 水 を 保 持 す る 能 力 が あ る 自 相 と し て の 壷 を 持 っ て 来 る の で あ り ， 分 別 知 に よ っ て
仮 設 さ れ た も の を 持 っ て 来 る の で は な い ． そ れ 故 ， 語 の 言 表 対 象 は 普 遍 相 で は な く
自 相 で あ る と い う 説 で あ る ．
そ れ に 対 し て は ， 三 つ の 科 段 が 立 て ら れ 批 判 さ れ て い る ． 第 一 の 論 難 「 言 語 規 約
の 不 能 性 ( b r d a ' i m i n u s p a )｣ [ 1 0 5 . 6 - 1 1 ] は ， 壷 は 無 数 に 存 在 す る の で ， そ れ に
2 5 2 『 正 理 成 立 』 p p . 1 0 1 - 1 1 1 参 照
2 5 3 『 正 理 宝 蔵 』 p p .1 1 6 . 5 - 1 1 9 . 1 0 参 照 ．
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対 し て 命 名 す る こ と は 出 来 な い と い う 論 難 で あ る ． 場 所 ・ 時 ・ 自 性 が 異 な る 無 数 の
壷 に 対 し て 一 つ 一 つ 命 名 す る こ と は な い の で ， 自 相 と し て の 壷 と 「 壷 」 と い う 語 の
間 に は 言 語 規 約 ( b r d a , * s a m k e t a ) が な い ． そ れ 故 ， 語 が 自 相 を 言 表 す る こ と は な
い と 批 判 す る ．
こ れ に 対 し て ， 第 二 の 論 難 「 言 語 規 約 の 対 象 は ［ 語 の 適 用 時 に は ］ 存 在 し な い こ
と 」 ［ 1 0 5 . 1 2 - 1 4 ］ は ， 言 語 規 約 の 対 象 ， 即 ち ， 命 名 時 の 対 象 は ， 刹 那 減 で あ る の
で ， そ の 語 を 実 際 に 適 用 す る 際 に は 既 に 減 し て お り ， そ れ を 言 表 す る こ と は 出 来 な
い と い う 論 難 で あ る ． こ の 科 段 に は ， そ の 旨 を 示 す 『 量 評 釈 』 の 一 偶 ( P V I ､ 9 2 )
が 引 用 さ れ る だ け で ， ウ ユ ク パ 自 身 の 解 説 は 見 ら れ な い ． 即 ち ，
「 諸 語 は ， 言 語 規 約 さ れ た も の ( s a m k e t i t a ) を 言 表 す る ． そ れ ( = 言 語 規 約
さ れ た も の ） は ， 言 説 ( v y a v a h a r a ,日 常 活 動 ） の 為 に ， 想 起 さ れ る ． そ の
時 （ ＝ 言 語 規 約 が 想 起 さ れ た 時 ） に は ， ［ 刹 那 減 で あ る の で , ］ 自 相 は 存 在 し
な い ． そ れ 故 ， そ れ （ ＝ 自 相 ） に は ， 言 語 規 約 は 存 在 し な い ･ ｣ ( P V I . 9 2 2 5 4 )
最 後 の 論 難 「 過 大 適 用 に 陥 る こ と 」 ［ ' 0 5 . 1 5 - 1 0 6 . 1 0 ］ は ， 三 つ 程 の 論 難 を 含 む ．
論 難 の 典 拠 と し て ， 『 量 評 釈 』 や 『 量 決 択 』 を 引 用 し て い る が 2 5 5 ,こ こ で は そ の 内
容 の 紹 介 は 割 愛 す る ．
( 2 ) 対 象 普 遍 の み が 言 表 対 象 で あ る と い う 説 ：
他 方 , ウ ユ ク パ は , 対 象 普 遍 の み を 言 表 対 象 と す る 説 も ま た 批 判 し て い る . 即 ち ，
「 ま た 或 る 者 は ， 「 対 象 普 遍 の み が 言 表 対 象 で あ る ． な ぜ な ら ば ， 命 名 す る
( b r d a ' d o g s p a , 言 語 規 約 を 立 て る ） の は ， 分 別 知 の み で あ る が ， そ れ は 対
象 普 遍 の み に 対 し て 作 用 す る か ら で あ る 」 と 云 う ． ［ 論 主 : ］ そ う で あ れ ば ，
壷 と い う 語 に よ り ， 水 を 保 持 す る も の は 理 解 さ れ な い こ と に な る ． な ぜ な ら
ば ， そ れ に よ り ， ［ 壷 の ］ 対 象 普 遍 の み が 言 表 さ れ る か ら ． ［ 例 え ば , ］ 壷 と
い う 言 葉 に よ り 虚 空 が 理 解 さ れ な い の と 同 様 で あ る ． 即 ち ， 「 名 称 等 が ， ［ 話
者 ・ 聞 者 ・ 言 表 対 象 と ］ 結 び 付 い て い な く て も ， 対 象 に 対 し て 働 く こ と に な
2 5 4 S a b d " s a m k e t i t a m p r a h u r , v y a v a h a r a y a s a s m r t a i / t a d a s v a l a k S a n a m n a s t i , s a m k e t a s t e n a t a t r a
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る 」 ( P V m . 1 2 a b 2 5 6 )と 説 か れ て い る か ら . 」 （ 『 正 理 成 立 』 p l O 6 . 1 1 - 1 5 )
も し 語 が 対 象 普 遍 の み を 言 表 し ， 自 相 を 言 表 し な い の で あ れ ば ， 例 え ば ， 「 壷 」
と い う 語 に よ り 言 表 さ れ る の は , 水 を 保 持 す る 能 力 を 有 す る 壷 と い う 自 相 で は な く ，
単 に 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の 壷 の 普 遍 相 で あ る こ と に な る の で , 壺 が 水 を
保 持 す る と い う 目 的 達 成 可 能 な 事 物 で あ る こ と が 理 解 さ れ ず , ま た , そ れ 故 に こ そ ，
そ れ に 対 し て 行 動 を 惹 起 す る こ と ま た あ り 得 な い こ と に な る の で ， 日 常 的 な 言 語 活
動 が 成 立 し な く な る ， と い う 論 難 で あ る ． こ れ は ， 『 正 理 宝 蔵 』 で は ， ヴ ァ イ シ ェ
ー シ カ 派 等 の 普 遍 実 在 論 者 の 見 解 と し て 批 判 さ れ て い る 2 5 7 .『 タ ッ ト ヴ ァ サ ン グ ラ
ハ ・ パ ン ジ カ ー 』 「 語 の 対 象 の 考 察 」 の 章 で は ， 「 定 立 を 語 の 対 象 と 説 く 者
( v i d h i S a b d a r t h a v a d i n )」 と 云 わ れ る 者 の 見 解 に 相 当 す る お 8 . そ れ が こ こ で 批 判 さ
れ て い る の で あ る ．
（ 3 ） 直 接 的 言 表 対 象 は 対 象 普 遍 で あ る が ， 判 断 の 言 表 対 象 は 自 相 で あ る と い う 説
（ ＝ サ パ ン 説 ） ：
第 三 の 説 は , 言 表 対 象 を 直 接 的 言 表 対 象 と 判 断 の 言 表 対 象 の 二 つ に 分 け て , 順 に ，
対 象 普 遍 と 自 相 に 結 び 付 け る 解 釈 で あ り ， 最 も 妥 当 と 思 わ れ る 見 解 で あ る ． こ れ は ，
前 述 し た よ う に ， チ ャ パ に 由 来 し サ パ ン も 認 め る 説 に 他 な ら な い が ， そ れ が こ こ で
批 判 さ れ て い る の で あ る ． サ パ ン の 直 弟 子 の ウ ユ ク パ が ， 他 な ら ぬ 『 正 理 宝 蔵 』 に
対 す る 註 釈 に お い て 師 の 説 を 批 判 し て い る こ と は 注 目 す べ き 事 実 で あ る が ， こ の 解
釈 の 何 処 が 問 題 な の で あ ろ う か ． ま ず ウ ユ ク パ 自 身 の 論 難 を 見 て お こ う ．
「 ま た 或 る 者 は ， 「 直 接 的 言 表 対 象 は 対 象 普 遍 で あ る が ， 判 断 の 言 表 対 象 は
自 相 で あ る 」 と 云 う ． ［ 論 主 ： ］ こ れ も ま た 妥 当 で は な い ． な ぜ な ら ば ， 単
独 の 普 遍 （ ＝ 対 象 普 遍 ） と 自 相 を ［ そ れ ぞ れ ］ 言 表 対 象 と 認 め る こ と に 対 し
て 立 て ら れ た 二 つ の 過 失 が 起 る か ら で あ り ， そ し て ， 「 壷 を 持 っ て 来 い 」 と
言 表 す る の は ， そ れ （ ＝ 壷 ） の 普 遍 と 自 相 の 何 れ を 言 う の か と 疑 念 が 生 ず る
2 5 6 戸 崎 1 9 7 9 , p . 7 3 参 照
2 5 7 『 正 理 宝 蔵 』 p p . 1 1 9 . 1 3 - 1 2 0 . 5 参 照 ．『 正 理 宝 蔵 』 で は , 「 普 遍 を 言 表 対 象 と し て 認 め る こ と 」
と い う 科 段 は ， 「 対 象 普 遍 ( d o n s p y i ) を 言 表 対 象 と 認 め る こ と 」 と い う 科 段 と ，「 語 普 遍 ( s g r a
s p y i ) を 言 表 対 象 と 認 め る こ と 」と い う 科 段 の 二 つ に 大 別 さ れ る が , こ れ は そ の う ち の 前 者 に 相
当 す る ．
2 5 8 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 2 7 f 参 照 ．
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こ と に な る ． な ぜ な ら ば ， ［ 汝 に よ れ ば , ］ そ の 二 つ （ ＝ 普 遍 と 自 相 ） の 共 通
の 語 （ ＝ 普 遍 と 自 相 の 両 方 に 適 用 さ れ る 語 ） で あ る か ら で あ る ． ［ 例 え ば , ］
S e n d h a b a と い う 語 の 如 し あ 9 . ｣( 『 正 理 成 立 』 p p . 1 0 6 . 2 0 - 1 0 7 . 4 )
こ こ で ウ ユ ク パ は ， こ の 説 を 批 判 す る の に ， 二 つ の 論 拠 を 提 示 し て い る が ， そ の
論 難 の 有 効 性 は 些 か 疑 問 で あ る ． な ぜ な ら ば ， こ の 説 で は ， 直 接 的 に は 対 象 普 遍 が
言 表 対 象 と し て 立 て ら れ る が ， そ れ を 自 相 と 判 断 し て 言 語 活 動 を 行 う 点 か ら ， 自 相
を 判 断 の 言 表 対 象 と し て 立 て る 解 釈 で あ り ， 単 に 二 つ の 言 表 対 象 を 立 て て い る の で
は な い か ら で あ る ． た だ こ こ で は ， ウ ユ ク パ が サ パ ン の 説 を 批 判 し て い る こ と を 確
認 し た こ と で よ し と し て お く ．
以 上 ， 言 表 対 象 に 関 し て 三 つ の 説 を 批 判 し た 後 で ， 自 説 を こ う 提 示 し て い る ．
｢ 第 二 （ ＝ 自 説 ） に は 三 つ あ る う ち ， 第 一 ．
些 三 _ と と は , 所 知 に は 自 相 と 普 遍 相 の 二 つ し か な い が ， そ の 両 者 は 言 表 対 象
で は な い の で ， 正 し く は ( y a n g d a g p a r n a , i . e . 勝 義 と し て は ) ,「 虚 空 の 華 」
と い う ［ 語 の ］ 如 < に ， 一 切 の 語 句 は 対 象 を 欠 い た も の ( d o n g y i s s t o n g p a )
で あ る ． 即 ち ， 「 こ れ ら は 全 て 名 前 の み で あ る ． 名 称 ( ' d u s h e s , * s a m j i i 5 ) の
み に 存 し て い る ． 言 表 者 よ り 他 に 言 表 対 象 は 存 在 し な い 」 （ 『 遷 有 経 』 2 6 0 ） と
説 か れ て い る 通 り で あ る ．
第 二 . 言 説 と し て 言 表 対 象 は 存 在 す る と 示 す こ と
と は ， 対 象 普 遍 の み が 言
表 対 象 で あ る ． な ぜ な ら ば ， 分 別 知 に よ り 同 一 ・ 別 異 と し て 把 握 さ れ た も の
は ， 語 に よ っ て も そ の 通 り に 言 表 さ れ る か ら で あ る ． そ れ 故 ， 語 と 分 別 知 は
対 象 が 同 一 の も の で あ る ． な ぜ な ら ば ， 「 言 表 対 象 で あ る の で ， そ れ （ ＝ 普
遍 ） は 非 事 物 で あ る 」 ( P V m . 1 1 a 2 6 1 ) と 説 か れ て お り ，「 こ れ ら の 諸 語 に よ
2 s ， こ の S e n d h a b a と い う 語 は 梵 語 の 音 写 語 で あ る が ， 原 語 未 詳 で あ る ． 同 様 の 語 は 『 正 理 成 立 』
p ､ 8 3 . 1 7 に も 見 ら れ る が ， そ こ で は ,r t a s g a ( 馬 の 鞍 ） の 意 味 と さ れ る ． た だ 文 脈 か ら 判 断 し て ，
こ の 語 は ， 両 義 的 な 語 で あ り ， 二 つ の 言 表 対 象 を 表 示 す る 語 で あ る こ と は 疑 い な か ろ う ．
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梵 語 原 文 は ， 津 田 2 0 1 4 , p .1 1 1 よ り 転 写 . V i n r t a T s e n g 校 訂 本 に よ る ．ウ ユ ク パ が 引 用 し た も
の は ， 第 三 脚 が , b I j o d p a r b y e d l a s m a r t o g s ( r e a d : g t o g s ) p a ' i 〃 と な っ て い る ．
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っ て 言 表 さ れ た も の （ ＝ 普 遍 ） に は ， 如 何 な る 自 体 も 存 在 し な い 」 ( p v m .
3 0 c d 2 6 2 )と 説 か れ て い る か ら ． 」 （ 『 正 理 成 立 』 p . 1 0 7 . 5 - 1 4 )
こ こ で 注 目 す べ き は ， ウ ユ ク パ は ， 言 表 対 象 を 設 定 す る に 際 し て ， 二 諦 説 を 導 入
し て い る こ と で あ る ． 即 ち ， 彼 に よ れ ば ， 勝 義 と し て は ， 一 切 の 言 表 対 象 は 存 在 し
な い ． 所 知 は 自 相 と 普 遍 相 に 二 分 さ れ る が ， そ の 何 れ も 言 表 対 象 で は な い と 明 言 し
て い る ． 他 方 ， 言 説 と し て は ， 『 量 評 釈 』 を 典 拠 と し て ， 対 象 普 遍 の み を 言 表 対 象
と し て 認 め る が ， 如 何 な る 形 で も 自 相 が 言 表 対 象 と な る こ と を 否 定 し て い る ． こ れ
は 先 の 第 二 説 に 相 当 す る よ う に 見 え る が ， 恐 ら く は ， 第 二 説 は ， 普 遍 を 実 在 と し て
立 て る ヴ ァ イ シ ェ ー シ カ 等 の 外 教 徒 の 説 と 考 え ら れ て い る の で あ ろ う ． そ の よ う な
普 遍 は ウ ユ ク パ は 認 め な い . 対 象 普 遍 と は 分 別 知 に よ っ て 仮 設 さ れ た だ け の も の で
あ り ， 勝 義 と し て は 存 在 し な い が ， 言 説 の 立 場 で 言 表 対 象 と し て 立 て る の が ウ ユ ク
パ の 解 釈 で あ る ． ウ ユ ク パ 自 身 は , 以 下 の 言 表 対 象 の 定 義 を 自 説 と し て 立 て て い る ．
・ 定 義 ： 言 語 規 約 が な さ れ た 語 に 依 拠 し て ， 分 別 知 に よ り 理 解 さ れ る こ と が 可
能 で あ る も の ( b r d a s b y a r b a ' i s g r a l a b r t e n n a s r t o g p a s g o b a r b y a r r u n g b a )
[ 1 0 7 . 1 5 f ]
以 上 の よ う な ウ ユ ク パ の 解 釈 に 対 し て は ， 当 然 の こ と な が ら ， 先 き に 第 二 説 を 批
判 す る の に 自 ら が 提 示 し た 論 難 ， 即 ち ， 目 的 達 成 可 能 な 事 物 が 理 解 さ れ な い こ と に
な る ， と い う 論 難 が 向 け ら れ よ う ． こ れ に 対 し て ， 彼 は こ う 回 答 し て い る ．
「 [ 問 い ： ］ ［ 語 は , ］ 対 象 普 遍 を 言 表 す る の で ， 自 相 は 理 解 さ れ な い こ と に
な る ， と 云 う な ら ば ， ［ 回 答 ： ］ （ 1 ） 対 象 普 遍 と し て 確 定 さ れ た も の を 言 表
す る こ と ［ を 「 自 相 が 理 解 さ れ な い こ と 」 を 論 証 す る 証 因 と し て 立 て る な ら
ば ， そ れ ］ は ， 不 成 立 で あ る が ， （ 2 ） 対 象 普 遍 に 対 し て 自 相 と 把 握 さ れ た も
の を 言 表 す る か ら と い う な ら ば ， ［ そ の 証 因 は ］ 対 立 し て 遍 充 は 成 立 し な い
（ ＝ 対 立 遍 充 と な る ) ． な ぜ な ら ば ， 対 象 普 遍 に 対 し て 自 相 と 迷 乱 す る こ と
即 ち ， 「 対 象
と 説 か れ て い
の 自 性 に 対 し て 増 益 さ れ た も の が 理 解 さ れ る 」 ( P v m .1 6 9 a ) と 説 か れ て い
る よ う な も の で あ る . 」 （ 『 正 理 成 立 』 p . 1 0 7 . 1 6 - 2 0 )
前 述 し た よ う に ， 対 象 普 遍 に 対 し て 自 相 と 迷 乱 す る こ と ， 即 ち ， 判 断 す る こ と を
2 6 2 y a n n i S I h a s t a i m e S a b d a , n a m p a m t a s y a k i f i c a n a " ; T i b . s g r a ' d i d a g g i s g a n g b I j o d p a " d e l a n g o
b o c u n g z a d m e d "
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通 じ て 言 語 活 動 が 外 部 の 事 物 に 対 し て 可 能 と な る こ と は ， サ パ ン 自 身 が 認 め る と こ
ろ で あ り ， そ の 点 で は 解 釈 を 共 有 し て い る ． サ パ ン と の 解 釈 の 相 異 は ， サ パ ン が 自
相 を 判 断 の 言 表 対 象 と し て 認 め る の に 対 し て ， ウ ユ ク パ は そ れ を 認 め ず ， 言 表 対 象
と し て は 対 象 普 遍 の み を 立 て る 点 に あ る ． 実 は ， ウ ユ ク パ が 自 説 の 典 拠 と し て 引 い
た P V m ．1 6 9 に お い て ， ダ ル マ キ ー ル テ イ は ， 知 の 形 相 と し て 分 別 知 に よ り 仮 設
さ れ た 普 遍 と ， 対 象 の 形 相 と し て 対 象 の 側 に 成 立 し て い る 他 者 排 除 （ ＝ 特 殊 ） を 同
一 視 す る こ と を 通 じ て ， 言 語 活 動 が 実 在 す る 対 象 に 関 与 す る の で ， そ の 他 者 排 除 こ
そ が 語 の 対 象 で あ る こ と を 主 張 し て い る の で あ る ． 即 ち ，
「 そ れ ( ＝ 対 象 ) の 形 相 ( m p a , i ､ e ・ a r t h a m § ﾖ p o h a ) を [ 知 の 形 相 ( b u d d h y a k a r a )
に 対 し て ］ 増 益 す る こ と を 理 解 す る こ と に よ り ， ［ そ の 対 象 の 形 相 と 知 の 形
相 を 同 一 の も の と 判 断 す る こ と に よ っ て ］ 他 者 か ら 反 転 し た ［ 対 象 ］ を 理 解
す る の で ， そ の 対 象 （ ＝ 他 者 排 除 ） こ そ が 語 の 対 象 で あ る 2 6 3 と 云 っ て も ， 矛
盾 で は な い ． 」 ( p v m ・1 6 9 2 6 4 )
し か し ， こ こ で ダ ル マ キ ー ル テ イ は ， ウ ユ ク パ の 解 釈 と は 裏 腹 に ， 分 別 知 に よ っ
て 仮 設 さ れ た だ け の も の と し て 知 の 側 に 成 立 し て い る 普 遍 そ れ 自 体 で は な く ， 対 象
の 側 に 成 立 し て い る 他 者 排 除 ， 即 ち ， 対 象 の 他 者 排 除 の 方 を 語 の 対 象 と し て 認 め て
い る よ う に 見 え る 2 6 5 . 知 の 形 相 と し て の 知 の 他 者 排 除 と 対 象 の 形 相 と し て の 対 象 の
他 者 排 除 の 何 れ が 語 の 対 象 で あ る の か と い う こ と は 微 妙 な 問 題 で あ る の で ， ダ ル マ
キ ー ル テ ィ の 原 典 を 資 料 と し て 検 討 す る の は ， 稿 を 改 め て の こ と に し た い ． た だ こ
こ で は ウ ユ ク パ の 見 解 は ， 自 相 で は な く 対 象 普 遍 （ ＝ 普 遍 相 ） を 語 の 対 象 と し て 立
て る も の で あ る こ と が 確 認 で き た こ と で 良 し と し て お く ．
二 諦 説 に 基 づ く ウ ユ ク パ の 解 釈 は , サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 や ， さ ら に は , チ ヤ パ ，
ツ ァ ン ナ ク パ ， ツ ル ト ウ ン 等 の サ ン プ 系 学 者 の 何 れ の 論 書 に も 見 出 さ れ な い 特 異 な
2 6 3 P V V p . 1 5 1 . 2 0 - 2 2 : b u d d h y a k a r e t a d r n p a s y a r t h a m S a p o h a s y a r o p a g a t y ヨ e k a t v a d h y a v a s a y e n a n y a -
v y a v r t t a s y a r t h a s y a d h i g a t e p § a b d a r t h a m S a p o h a h S a b d a r t h a u c y a t e , n a t u s a m a n y a c c h a b d a d a r t h a -
p r a t i t e i /
2 6 4 t a d r n p a r o p a g a t y a a n y a v y a v r t t a d h i g a t e l l p u n a l l / S a b d a r t h o a r t h a i s a e v a i t i v a c a n e n a r v i r u d h y a t e / ;
T i b . d e d n g o s s g r o b t a g s r t o g s p a y i s " g z h a n l a s b z l o g p a r t o g s p h y i r y a n g " s g r a d o n g a n g y i n d e n y i d
c e s " b l j o d p a l a n i ' g a l b a m e d "
＊ 宮 坂 本 で は v a c a n e n a で あ る が ， 戸 崎 本 の v a c a n e n a の 読 み に 従 う ． 戸 崎 1 9 7 2 p 2 6 9 n .
1 5 9 参 照
2 “ ダ ル マ キ ー ル テ イ は ， 直 前 の P v m .1 6 7 - 1 6 8 に お い て 分 別 知 の 形 相 ， 即 ち ， 対 象 普 遍 が 語 の
対 象 で あ る 解 釈 を 否 定 し て い る ． 戸 崎 1 9 7 9 , p ､ 2 6 7 f 参 照 ．
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解 釈 で あ る ． 典 拠 と し て 引 か れ た 『 遷 有 経 』 は ， ナ ー ガ ー ル ジ ュ ナ が 重 視 し た 経 典
の 一 つ で あ り ， そ の 経 典 に 基 づ き ， 同 名 の 論 書 ( B 伽 v a s α " z k 頑 " " ） を 著 作 し た こ と
が 知 ら れ て い る ． 所 引 の 一 偶 は 同 書 に も 収 録 さ れ て い る 2 6 6 ． そ の 意 味 で ，ウ ユ ク パ
の 設 定 は 中 観 派 の 言 語 観 を 反 映 し て い る よ う に 見 え る ． 但 し ， 『 タ ッ ト ヴ ァ サ ン グ
ラ ハ ・ パ ン ジ カ ー 』 「 語 の 対 象 の 考 察 」 の 章 の 冒 頭 部 に は ， 「 他 者 排 除 論 者
( a p o h a v a d i n ) 達 に と っ て は ， 勝 義 と し て ( p a r a m a r t h a t a h ), 事 物 を 自 体 と す る ，
語 の 言 表 対 象 ( v a c y a ) は 何 も 存 在 し な い 」( T S P p . 2 7 4 . 2 2 f ) と い う 一 文 が 見 ら れ
る こ と は 注 目 に 値 す る 2 6 7 ． ウ ユ ク パ が こ の 文 章 を 知 っ て い た か は 定 か で は な い が ，
カ マ ラ シ ー ラ は 同 書 に お い て ， 無 相 唯 識 説 に 立 脚 し て い る の で ， 必 ず し も ， こ れ を
中 観 派 の 立 場 に 結 び 付 け る 必 要 は な い 2 6 8 ． た だ 何 故 に ，ウ ユ ク パ は ， 『 遷 有 経 』 の
一 文 を 引 用 し て ， 二 諦 説 に 基 づ き ， こ れ ま で チ ャ パ や サ パ ン 等 の 誰 に も 示 さ れ た こ
と の な い 解 釈 を 提 示 し た の か は 定 か で は な い ． 実 際 ， こ の 言 表 対 象 の 議 論 は ， 日 常
の 言 語 活 動 に 基 づ く も の で あ る の で ， 敢 え て ， 二 諦 説 を 導 入 す る 必 要 性 が あ る と は
思 え な い か ら で あ る ．
二 諦 説 が 導 入 さ れ た の は ， こ の 箇 所 だ け で な く ， 例 え ば ， 定 立 作 用 の 対 象 の 実 相
の 箇 所 に も 見 出 さ れ た が ， そ こ で は 勝 義 の 立 場 と し て 唯 識 説 が 示 さ れ て い た ． 前 述
し た よ う に ， ウ ユ ク パ は ， 自 相 の 設 定 の 議 論 に お い て ， ダ ル マ キ ー ル テ イ の 思 想 的
立 場 を ， 世 俗 と し て は 経 量 部 説 ， 勝 義 と し て は 唯 識 説 に 立 脚 す る も の と 規 定 し て い
る ． も し こ れ が ウ ユ ク パ 自 身 の 思 想 的 立 場 を も 示 す も の で あ る な ら ば ， ウ ユ ク パ が
こ こ で 『 遷 有 経 』 に 基 づ き 勝 義 と し て 言 表 対 象 を 否 定 し た の も ま た ， 中 観 説 で は な
く ， 唯 識 説 に 立 脚 し た も の で あ る こ と に な る ． た だ ウ ユ ク パ の 思 想 的 立 場 に つ い て
は ， よ り 多 く の 資 料 を 集 め て 包 括 的 に 検 討 す る 必 要 が あ る の で ， そ の 思 想 的 背 景 の
2 “ テ ン ギ ュ ル に は B h a v a s α " 1 A 面 " 〃 の 三 本 の 蔵 訳 ( P 5 2 4 0 , 5 4 7 2 , 5 6 6 2 ; D 3 8 4 0 , 4 5 5 8 , 4 1 6 2 ) が 収
録 さ れ て お り ， 異 読 が 見 ら れ る が ， 梵 語 原 文 と 最 も 一 致 す る 読 み を 示 す の は , P 5 4 7 2 / D 4 5 5 8 で
あ る . そ の 蔵 訳 か ら 判 断 し て , 経 典 の 偶 と 同 一 偶 で あ る こ と は 疑 い な い . 参 考 ま で に 挙 げ て お く ．
' d i d a g t h a m s c a d m i n g t s a m s t e " ' d u s h e s t s a m l a r a b t u g n a s "
I j o d p a r b y e d l a s t h a d a d p a ' i " b I j o d p a r b y a b a y o d m a y i n "
津 田 2 0 1 4 に は ， 三 本 の 蔵 訳 の 校 訂 テ キ ス ト 及 び 和 訳 が 掲 載 さ れ て お り ，こ こ に 挙 げ た テ キ ス
ト は そ れ に 基 づ く （ 同 論 文 p . 1 2 2 )． ま た 同 論 文 p .1 1 1 に は ， 同 偶 と 内 容 的 に 通 底 す る も の と し
て ， こ の B " v a m m k ﾉ 面 " 〃 の 他 に ， 同 じ く ナ ー ガ ー ル ジ ュ ナ の 『 不 可 思 議 讃 』( A c j W O ' " " v q ) 第
3 5 偶 と 『 梼 伽 経 』 m . 7 8 を 挙 げ て い る ．
2 6 7 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 2 8 に ，こ の 文 章 を 含 む 同 章 冒 頭 部 の 全 体 を 訳 出 し て あ る ．
2 “ 『 タ ッ ト ヴ ァ サ ン グ ラ ハ 』 に お け る シ ャ ー ン タ ラ ク シ タ 及 び カ マ ラ シ ー ラ の 思 想 的 立 場 は ，
中 観 説 で は な く ， 無 相 唯 識 説 で あ る ． そ れ に つ い て は ， 渡 辺 1 9 6 7 , p . 7 4 参 照
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解 明 は 今 後 の 検 討 課 題 と し て 残 し て お き た い ．
V H . 小 結 ：
以 上 ， ウ ユ ク パ の 他 者 排 除 論 を 彼 の 『 正 理 宝 蔵 」 の 註 釈 を 資 料 と し て 検 討 し た ．
そ の 特 徴 は 以 下 の 通 り で あ る ．
1 ． 現 在 利 用 可 能 な 資 料 に よ る か ぎ り ， チ ベ ッ ト に お い て 他 者 排 除 を 明 確 に 対
象 の 側 に 設 定 し た の は ， ウ ユ ク パ が 最 初 で あ る ． そ の 点 で ， そ れ を 知 の 側
に 設 定 し た サ ン プ 系 学 者 や サ パ ン と は 一 線 を 画 し て い る ．
2 ． ウ ユ ク パ は ， 定 立 作 用 と 排 除 作 用 を 定 立 と 排 除 か ら 別 立 し て 設 定 し た ． そ
れ は 後 の ド ウ タ 文 献 に 見 ら れ る 設 定 の 雛 形 と な っ た ．
3 ． ウ ユ ク パ は ， 実 質 的 に ， 他 者 排 除 に ， 対 象 の 他 者 排 除 と 知 の 他 者 排 除 の 二
つ の 区 別 を 認 め た 最 も 初 期 の チ ベ ッ ト 人 学 者 の 一 人 で あ る ． こ の 点 で ， 対
象 の 他 者 排 除 を 否 定 し た サ パ ン と は 解 釈 を 異 に し て い る ．
4 ． ウ ユ ク パ は ， 他 者 排 除 や 言 表 対 象 の 設 定 に お い て 二 諦 説 を 導 入 し た が ， こ
れ は サ パ ン や サ ン プ 系 学 者 達 に も 見 出 さ れ な か っ た ． ウ ユ ク パ は ダ ル マ キ
ー ル テ ィ の 思 想 的 立 場 を 世 俗 と し て は 経 量 部 説 ， 勝 義 と し て は 唯 識 説 と 解
釈 し た が ， そ れ は 自 身 の 思 想 的 立 場 を も 表 し て い る と 推 定 さ れ る ．
第 三 章 ． 他 者 排 除 論 に 関 連 す る 諸 問 題
第 一 節 ． 《 排 除 ( s e l b a ) と 定 立 ( s g r u b p a ) 》 と 《 否 定 ( d g a g p a ) と 定 立 ( s g r U b
p a ) 》 を 巡 る 用 語 法 上 の 諸 問 題 ：
以 上 ， サ ン プ 系 学 者 か ら は ， ツ ァ ン ナ ク パ と ツ ル ト ウ ン の 二 者 を ， サ キ ャ 系 学 者
か ら は ， サ パ ン と ウ ユ ク パ の 二 者 を 取 り 上 げ ， 彼 ら の 他 者 排 除 論 を そ れ に 関 連 す る
一 連 の 主 題 と と も に 考 察 し た ． そ の 結 果 ， 種 々 の 問 題 が 浮 き 彫 り に さ れ て 来 た こ と
が 分 か る ． そ の う ち の 一 つ と し て ， こ こ で は 特 に ， 《 排 除 ( s e l b a )と 定 立 ( s g m b
p a )》 と 《 否 定 ( d g a g p a )と 定 立 ( s g m b p a )》 を 巡 る 用 語 法 上 の 諸 問 題 に つ い て
簡 単 に 触 れ て お き た い な ぜ な ら ば ， こ れ ら は ， 他 者 排 除 論 の 中 核 的 概 念 で あ る に
も 関 わ ら ず ， 諸 論 師 に 応 じ て そ の 使 用 法 に か な り の ズ レ が あ り ， さ ら に 場 合 に よ っ
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て は 両 義 的 に 用 い ら れ て い る の で , そ の 用 法 を 正 確 に 把 握 し て お く 必 要 が あ る か ら
で あ る ．
ま ず ， サ ン プ 系 学 者 は ， 排 除 と 定 立 の 二 つ を 知 の 側 に 結 び 付 け る 一 方 ， 否 定 と 定
立 の 二 つ は , 共 に 対 象 の 側 に 結 び 付 け ら れ た ． そ れ 故 , 彼 ら の 著 作 に お い て は ， 「 定
立 」 と い う 語 は ， そ れ が 排 除 の 対 概 念 で あ れ ば ， 顕 現 と い う 知 の 一 作 用 を 意 味 し ，
否 定 の 対 概 念 で あ れ ば ， 壷 等 の 肯 定 的 存 在 を 意 味 す る 点 で 両 義 的 で あ る ． 定 立 と 排
除 の 他 に ， 定 立 作 用 ( s g r u b p a s i u g p a ) と 排 除 作 用 ( s e l b a s l u g p a ) と い う 表 現 も
見 ら れ る が ， 両 者 は 順 に 定 立 と 排 除 と ほ ぼ 同 様 の 意 味 で 用 い ら れ て い る ．
こ れ に 対 し て ， サ パ ン は ， 排 除 を 知 の 側 に 結 び 付 け る 点 で は サ ン プ 系 学 者 と 一 致
す る が ， 定 立 と 否 定 を そ の 下 位 区 分 と 見 倣 し ， 共 に 知 の 側 に 結 び 付 け る 点 で は ， 解
釈 を 異 に し て い る ． 定 立 を 排 除 の 対 概 念 と す る 解 釈 は ， サ パ ン に 全 く 見 ら れ な い 訳
で は な い が ， そ れ は 仮 の 用 法 で あ り ， 排 除 の 対 概 念 と し て は ， む し ろ 顕 現 と い う 語
を 使 用 し て い る ． 混 乱 を 招 く の は ， サ パ ン が 否 定 と い う 語 を も 両 義 的 に 用 い て い る
こ と で あ り ， そ れ は ， 一 方 に お い て は 知 の 側 に 結 び 付 け ら れ る が ， 無 否 定 と 非 否 定
の 上 位 概 念 と し て は 対 象 の 側 に 結 び 付 け ら れ て い る ．
ウ ユ ク パ は ， サ パ ン の 弟 子 で あ る が ， 師 と は か な り 異 な っ た 解 釈 で あ る ． ま ず ，
彼 は ， 定 立 と 排 除 を 共 に 知 で は な く 対 象 の 側 に 結 び 付 け た 点 で ， サ ン プ 系 学 者 と も
サ パ ン と も 一 線 を 画 し て い る ． さ ら に ， 定 立 と 否 定 の 両 者 も ま た 対 象 の 側 に 結 び 付
け た 点 で ， サ ン プ 系 学 者 と は 軌 を 一 に す る が ， サ パ ン と は 立 場 を 異 に し て い る ． 排
除 と 定 立 と は 別 に ， そ れ に 対 し て 作 用 す る 知 と し て ， 排 除 作 用 ( s e l b a l a i u g p a )
と 定 立 作 用 ( s g m b p a l a i u g p a ) を 設 定 し た が ， そ れ は ， 後 代 の ド ウ タ 文 献 に 見 ら
れ る 設 定 の 雛 形 と な っ て い る ． 排 除 と 定 立 及 び 否 定 と 定 立 の 関 係 に つ い て は ， ウ ユ
ク パ は 明 瞭 な 解 説 を し て い な い が ， 彼 の 記 述 を 分 析 し た 結 果 ， 恐 ら く は ， 排 除 と 否
定 , そ の 両 者 の 対 概 念 と し て の 二 つ の 定 立 を そ れ ぞ れ 同 義 と 見 倣 し て い た も の 推 定
さ れ る ． こ れ も ま た ド ウ タ 文 献 に 見 ら れ る 設 定 を 先 取 り し た も の で あ る と 言 え よ う ．
ゲ ル ク 派 の ド ウ タ 文 献 で は ， 前 述 し た 通 り ， 排 除 は 否 定 と 同 一 視 さ れ ， 共 に 対 象
の 側 に 結 び 付 け ら れ る 点 で サ ン プ 系 学 者 と も サ パ ン と も 異 な っ て い る 2 6 9 ．ド ウ タ 文
献 で は ， 知 の 作 用 と し て の 排 除 や 定 立 は ， 排 除 作 用 と 定 立 作 用 と 表 現 さ れ ， 対 象 の
2 6 9 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 3 2 参 照
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側 に 結 び 付 け ら れ る 排 除 （ ＝ 否 定 ） と 定 立 か ら 峻 別 さ れ て い る が ， そ の よ う な 設 定
は ， ウ ユ ク パ の 著 作 に 見 出 さ れ る の が 最 初 で あ り ， サ ン プ 系 学 者 や サ パ ン の 著 作 に
は 全 く 確 認 さ れ な い
こ の よ う に ， 全 く 同 じ 用 語 が ， サ ン プ 系 ， サ キ ヤ 系 ， ゲ ル ク 系 の 三 つ の 学 統 に お
い て ， さ ら に は ， そ の 内 部 に お い て も 別 様 に 用 い ら れ て い る の で ， 非 常 に 紛 ら わ し
く ， こ の 点 に 十 分 な 注 意 を 払 う 必 要 が あ る ． こ の よ う な 用 語 上 の 差 異 は こ れ だ け に
限 ら ず ， 非 常 に 広 範 囲 に 見 ら れ る ． 本 稿 で は ， 他 に も ， 実 体 と 反 体 ， 普 遍 と 特 殊 ，
言 表 者 と 言 表 対 象 な ど の 一 連 の 関 連 主 題 も 併 せ て 考 察 し た が ， こ れ ら の 諸 概 念 に つ
い て も ， 論 師 に 応 じ て か な り 大 き な 解 釈 の 相 異 が 確 認 さ れ た ． こ の 点 を 等 閑 視 し て
は ， 彼 ら の 論 理 学 書 を 正 確 に 読 み 解 く こ と は 不 可 能 で あ る ．
以 下 , こ れ ら 一 連 の 用 語 に 関 し て , 諸 論 師 の 用 語 法 の 違 い を 一 覧 に 纏 め て お こ う ．
注 ： 図 中 の 「 ‘ → 」 の 記 号 は ， 対 立 概 念 で あ る こ と を 示 す . 1 . , 2 .と い う 番 号 を 付 け て 列 挙 し た も
の は ， 直 上 に 示 し た 概 念 の 分 類 を 示 す ． 「 否 定 」 の 下 に 円 括 弧 で 「 （ ＝ 排 除 ） 」 と 記 し た の は ，
否 定 と 排 除 が 同 義 で あ る こ と を 示 す ．
第 二 節 ． 「 定 立 ( s g m b p a )」 の 梵 語 原 語 に つ い て － 排 除 の 対 概 念 と し て の 「 定
立 」 と 否 定 の 対 概 念 と し て の 「 定 立 」 － ：
こ こ で 「 排 除 ( s e l b a )」 の 原 語 と し て は , a p o h a ,「 否 定 ( d g a g p a )」 の 原 語 と
し て は , p r a t i g e d h a が 想 定 さ れ る が ，「 定 立 ( s g u b p a )」 の 原 語 に つ い て は 些 か 議
論 が あ る ． 特 に そ れ が 排 除 の 対 立 概 念 で 用 い ら れ て い る 場 合 と 否 定 の 対 立 概 念 と し
て 用 い ら れ て い る 場 合 と で は ， 同 じ 原 語 を 想 定 し て よ い の か ， あ る い は ， 別 の 原 語
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サ ン プ 系 論 理 学 書
『 正 理 宝 蔵 』
『 正 理 成 立 』 ド ゥ タ 文 献
? ? ?
排 除 ← 。 定 立
( 排 除 作 用 ← ･ 定 立 作 用 ）
排 除 ← ・ 顕 現 （ ＝ 定 立 ）
l . 定 立
2 ． 否 定
排 除 作 用 ← ・ 定 立 作 用
排 除 作 用 ← ・ 定 立 作 用
? ? ? ?
否 定 ← 。 定 立
1 ． 無 否 定 （ ＝ 否 定 ）
2 ． 非 否 定 （ ＝ 否 定 と 定
立 の 集 合 体 ）
否 定 ← ・ ［ 定 立 ？ ］
1 ． 無 否 定 （ ＝ 否 定 ）
2 ． 非 否 定 （ ＝ 否 定 と 定
立 の 集 合 体 ）
否 定 ← 。 定 立
( ＝ 排 除 ）
1 ． 無 否 定 （ ＝ 否 定 ）
2 ． 非 否 定 （ ＝ 否 定 ）
否 定 ← 。 定 立
( ＝ 排 除 ）
1 ． 無 否 定 （ ＝ 否 定 ）
2 ． 非 否 定 （ ＝ 否 定 ）
を 想 定 す べ き な の か と い う 問 題 で あ る ． ま ず 排 除 の 対 立 概 念 と し て の 「 定 立 」 の 原
語 は ， 先 に 引 い た 『 タ ッ ト ヴ ァ サ ン グ ラ ハ ・ パ ン ジ カ ー 』 の 文 章 か ら , v i d h i で あ
る こ と は 疑 い な い 2 7 0 ． 特 に そ こ で カ マ ラ シ ー ラ は ， 定 立 を 語 の 対 象 と す る 論 者 を ，
「 定 立 を 語 の 対 象 と 説 く 者 ( v i d h i - S a b d a r t h a v a d i n , b s g m b p a s g r a i i d o n d u s m r a b a ) 」
と 称 し て ， 排 除 を 語 の 対 象 と す る 「 排 除 論 者 ( a p o h a v a d i n , s e l b a s m r a b a )」 と 対
比 的 に 使 用 し て い る こ と か ら 明 ら か で あ る ．
問 題 は ， 否 定 の 対 立 概 念 と し て の 「 定 立 」 の 原 語 で あ る ． チ ョ ム デ ン ・ リ ク ペ ー
レ ル テ イ ( b C o m l d a n r i g p a ' i r a l g i , 1 2 2 7 - 1 3 0 5 ) は ， 彼 の 論 理 学 綱 要 害 『 荘 厳 華 」
に お い て ， 否 定 と 定 立 の 定 義 を 立 て る 際 に ， 『 量 評 釈 』 と 『 量 決 択 』 の 以 下 の 文 章
を 典 拠 と し て 引 い て い る 2 7 1 ．
P V I V 2 2 1 c d : p r a t i g e d h a - n i 5 e d h a S c a v i d h 麺 迦 k r d r S o ' p a r a h " ; T i b . b k a g p a ' " g
p a r b y e d p a n i " s g m b p a l a s g z h a n c i ' d r a z h i g 〃 「 否 定 を 否 定 し た も の は ，
定 立 以 外 の 何 で あ ろ う か . 」
P V i n m . p . 7 6 . 8 : … v i d h i n i v r t t i m p a t v a t p r a t i g e d h a s y a / ;' I Y b ・ D 2 1 1 b l : d g a g p a
n i s g m b p a l o g p a ' i r a n g b z h i n y i n p a ' i p h y i r r o 〃 「 否 定 と は ， 定 立 か ら 反 転
し た 形 を 取 る も の で あ る か ら . 」
チ ュ ミ ク パ は ， こ の 『 量 決 択 』 の 一 文 と 共 に ， 以 下 の 文 章 も 引 い て い る 2 7 2 ．
P V i n m . p .1 2 1 4 : p r a t i g e d h a - n i g e d h a s y a V i d h i m p a t v a t " ; T Y b . D 2 2 5 a 2 - 3 : d e
d g a g p a b k a g p a ' i n g o b o n i S g r u b p a ' i r a n g b z h i n y i n p a ' i p h y i r r o 〃 「 否 定 の
否 定 は ， 定 立 の 形 を 取 る も の で あ る か ら . 」
他 に も ， 定 立 と 否 定 に 関 し て は 以 下 の 偶 が 注 目 に 値 す る ．
P V I V 2 2 8 :t a s m a d a S r i t y a S a b d a I h a m b h a v a b h a v a s a m a S r a y a m / a b a h y a S r a y a m
a t r e 9 t a m s r v a r n X i d l l i - n i 5 e d h a n a m l / ; T Y b . d e p h y i r d n " s d n " s m e d r t e n
c a n " p h y i r o l l t e n m i n s g r a d o n l a " b r t e n n a s ' d i r n i S g r u b p a d a n g " d g a g p a
t h a m s c a d ' d o d p a y i n 〃 「 そ れ 故 ， 事 物 と 非 事 物 に 依 拠 し ， 外 的 対 象 に 依 拠
し な い ， 語 の 対 象 に 依 拠 し て ， こ こ で ， 全 て は ， 定 立 と 否 定 で あ る と 認
め ら れ る . 」
2 7 0 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 2 8 参 照 ．
2 7 ！ 『 荘 厳 華 』 p p ､ 7 8 . 2 4 - 7 9 . 2 参 照 他 に も ,P V i n m . 2 0 7 b 2 も 引 い て い る が ， そ こ に は s g r u b p a
の 語 は 見 出 せ な い の で ， こ こ で 挙 げ な い で お く ．
2 7 2 『 チ ュ ミ ク 要 綱 』 2 8 a l f 参 照 ．
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後 続 の P V I V . 2 3 0 や 2 3 1 で は , こ の v i d h i と m s e d h a と い う ペ ア の 語 が ,v i d h a n a
と p r a t i g e d h a と い う 語 に 換 言 さ れ て お り ,v i d h i と v i d h a n a ,n i S e d h a と p r a t i g e d h a
と い う 語 の 同 義 性 が 確 認 さ れ る ． 但 し , n i s e d h a は ,T S 1 0 " に 見 ら れ る よ う に ，
無 否 定 ( p r a s a j y a p r a t i g e d h a ) の 意 味 で 用 い ら れ る こ と も あ る の で ， そ の 点 が 微 妙 で
あ る . n i s e d h a が p r a t i S e d h a と 同 義 で あ り ， か つ ,p r a s a i y a p r a t i g e d h a と 換 言 可 能 で
あ る と い う こ と は 2 7 3 , 本 来 的 な 意 味 で の 否 定 ( p r a t i S e d h a / n i . e d h a ) は ， 二 種 の 否 定
の う ち の p r a s a j y a p r a t i g e d h a に 他 な ら ず ,p a r y u d a s a は ，「 否 定 」 と い う 語 は 適 用 さ
れ て も ， 本 来 的 な 意 味 で の 否 定 で は な い 可 能 性 を 示 唆 し て い る よ う に 見 え る ． こ の
点 は 用 例 を 集 め て 慎 重 に 検 討 す べ き 課 題 で あ る ．
以 上 の 一 連 の 典 拠 か ら ， 否 定 の 対 立 項 と し て の 定 立 の 原 語 は , v i d h i な い し
v i d h Z n a で あ る こ と が 確 認 さ れ た ．こ れ ら は 共 に f ~ V i d h 5 ( 規 定 ／ 定 立 す る ） と い う
動 詞 か ら 派 生 し た 名 詞 で あ る ． 排 除 の 対 立 項 と し て の 定 立 の 原 語 は ， 同 じ く , v i d h i
で あ っ た の で ， 否 定 ( p r a t i S e d h a / n i g e d h a )と 排 除 ( a p o h a ) の 対 立 項 は 共 に 同 じ 原
語 で あ る こ と が 確 認 さ れ た こ と に な る ． こ の 事 実 は ， 否 定 と 排 除 の 同 義 性 を 考 え る
場 合 に ， 極 め て 示 唆 的 で あ る と 言 え よ う ． つ ま り ， シ ヤ ー ン タ ラ ク シ タ に 先 立 ち ，
既 に ダ ル マ キ ー ル テ イ が 実 質 上 そ の 両 概 念 を 同 義 と 見 倣 し て い た 可 能 性 で あ る ． そ
の 件 に つ い て は ， 本 稿 の 主 題 を 越 え る の で ， 稿 を 改 め て 検 討 す る こ と に し た い ．
ち な み に , s g m b p a に は ， 他 に も ,s u n ' b y i n p a と 対 比 的 に 用 い ら れ る 場 合 も あ
る が ， そ れ ら の 原 語 は , s a d h a n a ( 論 証 ）と d n s a n a ( 論 駁 ） で あ り ， 否 定 な い し 排
除 の 対 立 項 と し て の s g m b p a と は 原 語 自 体 が 異 な っ て い る ．こ の よ う に 同 じ チ ベ
ッ ト 語 が 異 な る 原 語 を 有 し て お り ， 異 な る 意 味 で 用 い ら れ て い る こ と ， さ ら に は ，
同 じ 原 語 ， 同 じ 訳 語 で あ っ て も ， こ の s g u b p a / v i d h i と い う 語 の 場 合 の よ う に ， 文
脈 に 応 じ て 意 味 に 微 妙 な 差 異 が あ る こ と は , チ ベ ッ ト 仏 教 論 理 学 文 献 を 読 解 す る 際
に は 常 に 留 意 す べ き 事 項 で あ る ．
第 三 節 ． 他 者 排 除 を 知 の 作 用 に 結 び 付 け る サ ン プ 系 の 解 釈 の 起 源 に つ い て ：
以 上 ， サ ン プ 系 と サ キ ャ 系 の 二 つ の 他 者 排 除 論 を 検 討 し た が ， 最 後 に 他 者 排 除 を
知 の 作 用 に 結 び 付 け る サ ン プ 系 の 解 釈 の 起 源 に つ い て 簡 単 に 考 察 を 加 え て お こ う ．
2 7 3 p V I V ､ 2 6 2 に お い て も ,n i 9 e d h a が p a r y u d a s a の 対 概 念 と し て 登 場 し ,p r a s a j y a p r a t i S e d h a の 意
味 で 使 用 さ れ て い る ． こ の 偶 は 本 稿 で も 先 に 訳 出 し て 紹 介 し た ．
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問 題 は ， こ れ が チ ャ パ の 独 創 で あ る の か ， あ る い は ， 何 ら か の 原 典 に 基 づ く 解 釈 で
あ る の か と い う 点 で あ る ． チ ャ パ は 特 に こ の 点 に 関 し て 原 典 か ら 何 も 引 用 し て い な
い の で あ る が ， 実 は ， こ の 解 釈 は シ ャ ン カ ラ ナ ン ダ ナ ( S a n k a r a n a n d a n a ) の 解 釈 で
あ る 可 能 性 が あ る . 例 え ば , ウ ユ ク パ は , 定 立 作 用 と 排 除 作 用 を 設 定 す る に 際 し て ，
シ ャ ン カ ラ ナ ン ダ ナ の 『 ア ポ ー ハ ・ シ ッ デ イ 』 か ら 冒 頭 の 偶 を 引 用 し て い る ．
「 対 象 に 対 す る 知 の 作 用 は ， 二 種 類 で あ る ． そ の う ち ， 定 立 が 存 在 し な い も
の か ら 生 じ ， 他 者 を 断 除 す る も の ( g z h a n g c o d , * a n y a v y a v a c c h e d a ) が ，「 排
除 ( s e l b a , * a p o h a ) 」 で あ る と 云 わ れ る . ｣( A S 2 8 1 a 7 2 7 4 )
原 典 に 見 ら れ る 偶 形 と 比 較 的 大 き い 異 読 が 見 ら れ る が , 今 は ウ ユ ク パ が 引 い た 偶
文 か ら 訳 出 し て お い た ． 『 ア ポ ー ハ ・ シ ッ デ イ 』 で は ， こ の 偶 の 直 後 に ， こ の 二 種
類 の 知 の 作 用 と は ， 定 立 ( s g r u b p a , * v i d h i / v i d h a n a ) と 断 除 ( m a m p a r g c o d p a ,
* v y a v a c c h e d a ) の 二 つ で あ る こ と が 明 記 さ れ て お り ．さ ら に ， 断 除 を 「 他 者 排 除
( g z h a n s e l b a , * a n y a p o h a )」 と 換 言 し て い る の で 2 7 5 1 知 の 作 用 と し て ， 定 立 と 他 者
排 除 の 二 つ を 設 定 し て い る こ と が 分 か る ． シ ャ ン カ ラ ナ ン ダ ナ の 他 者 排 除 論 の 詳 細
は ， 今 後 の 検 討 課 題 と し て 残 し て お く が ， こ こ で は ， 定 立 と 他 者 排 除 を 知 の 作 用 に
結 び 付 け る チ ヤ パ 等 の 解 釈 は ， シ ヤ ン カ ラ ナ ン ダ ナ の 『 ア ポ ー ハ ・ シ ッ デ イ 』 に 依
拠 し て い る 可 能 性 を 示 唆 し て お く 2 7 6 .
2 7 4 『 正 理 成 立 』 に 引 か れ た 偶 形 は 以 下 の 通 り ．
d o n l a s h e s p a ' i b y e d p a n i " m a m p a g n y i s t e d e d a g l a "
s g r u b p a m e d p a l a s b y u n g z h i n g " g z h a n g c o d s e l b a y i n p a r b l j o d "
デ ル ゲ 版 テ ン ギ ュ ル 所 収 の 原 文 は 以 下 の 通 り ．
s e l b a g z h a n g c o d d o n l a n i " s g r u b p a m e d p a l a s b y u n g b a ' i "
s h e s p a ' i b y a b a d e m a m g n y i s " d e d a g l a n i b l j o d p a y i n "
2 7 5 A S 2 8 1 b l - 2 :
g i d o n l a s h e s p a b y a b a g n y i s d a n g l d a n p a y i n
E r u b p a d a n m a m p a r R c 。 ， p a d a f
p a ' i p h y i r s g m b p a ' i b d a g n y i d k y i b y e d p a m e d n a z l a b a g n y i s l a s o g s p a ' i s h e s p a b z h i n d u d o n l a
m a m p a r r t o g p a m a m 3 b r a s b u m e d p a n y i d n i m a y i n t e / m a m p a r g c o d p a s y u g p a ' i p h y i r r o " 皿 且 皿
］ a r o d a ni d n 】 R z h a n s e l b ai n n o
2 7 6 知 の 作 用 を 定 立 と 排 除 の 二 つ に 限 定 す る 解 釈 は ， そ の 二 つ を 順 に ， 断 定 ( p a r i c c h e d a ) と 断 除
( v y a v a c c h e d a )と 同 一 視 す る こ と を 通 じ て 起 っ た も の で あ る ． 他 方 ， 知 を 断 定 の 断 除 の 二 つ に
限 定 す る 解 釈 は ， 別 段 ， シ ャ ン カ ラ ナ ン ダ ナ の 独 創 で は な く ， 既 に ダ ル マ キ ー ル テ イ が 明 言 し
て い る と こ ろ で あ る ． 例 え ば , H B p p . 8 0 . 2 9 - 8 2 . 1 / 2 5 0 b 5 - 6 :t s h a d m a ' i b y e d p a n i' g a ' z h i g l a t s h a d
m a i u g p a d e n i / y o n g s s u g c o d c i n g d e l a s g z h a n p a n i < n a > r n a m p a r g c o d l a " m a m p a g s u m p a
g z h a n n i m e d p a r s g r u b p a r b y e d p a z h e s b y a b a ' d i y i n n o 〃 「 認 織 手 段 の 作 用 と は ， 或 る も の に 認 識
手 段 が 働 く と き ， そ れ を 断 定 し ， そ れ よ り 他 の も の を 断 除 す る が ， ［ 断 除 と 断 定 よ り ］ 他 の 第 三
の 在 り 方 は な い と 論 証 す る と 云 わ れ る も の で あ る ． 」
問 題 は 定 立 と 排 除 を 断 定 と 断 除 に 同 一 視 す る 解 釈 が 誰 に 依 っ て 提 示 さ れ た の か と い う こ と で
あ る ． シ ャ ン カ ラ ナ ン ダ ナ に そ れ が 見 ら れ る こ と は こ こ に 紹 介 し た 通 り で あ る が ， マ ノ ー ラ タ
ナ ン デ ィ ン や カ ル ナ カ ゴ ー ミ ン 等 の 『 量 評 釈 ／ 自 註 』 の 註 釈 に は , a n y a p o h a と い う 語 が a n y a -
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も し こ の 想 定 が 妥 当 で あ る と す る と ， 次 の 問 題 は ， 如 何 に し て チ ヤ パ が シ ヤ ン カ
ラ ナ ン ダ ナ の 解 釈 を 知 っ た の か と い う こ と で あ る ． こ の 著 作 は ， 前 述 し た 通 り ， ま
さ に ゴ ク 翻 訳 師 に よ り 翻 訳 さ れ ， し か も ， 註 釈 ま で も 記 さ れ た も の で あ る の で 2 7 7 ,
ゴ ク 翻 訳 師 経 由 で こ の 解 釈 を チ ャ パ が 知 っ た こ と は 疑 い な い . そ こ で 問 わ れ る べ き
は ， ゴ ク 翻 訳 師 の 他 者 排 除 論 に 対 す る 立 場 で あ る ． 前 述 し た よ う に ， 『 量 決 択 難 語
釈 』 を 資 料 と し て 考 察 し た と こ ろ ， ゴ ク 翻 訳 師 の 他 者 排 除 論 に 対 す る 関 心 と 理 解 は
か な り 低 い も の で あ っ た と 推 定 し た ． し か し ， ゴ ク 翻 訳 師 は ， 『 量 評 釈 』 の 改 訳 者
で あ り ， さ ら に は ， シ ャ ン カ ラ ナ ン ダ ナ や ダ ル モ ー ッ タ ラ の 他 者 排 除 論 の 著 作 の 翻
訳 者 で も あ る の で ， 当 然 の こ と な が ら ， チ ヤ パ 以 上 に 彼 ら の 他 者 排 除 論 に 知 悉 し て
い た は ず で あ る ． そ れ 故 ， 前 稿 （ 西 沢 2 0 1 4 ） で は ， ゴ ク 翻 訳 師 の 『 量 決 択 難 語 釈 』
を 資 料 と し て 上 述 の 評 価 を 下 し た が ， 今 後 ， 新 出 資 料 の 発 見 と 共 に ， こ の 評 価 は 見
直 さ れ る 可 能 性 も 十 分 あ り え る こ と を 付 言 し て お く ．
総 括 ：
以 上 ， 本 稿 に お い て は ， サ ン プ 系 の 論 理 学 者 と し て は ， チ ヤ パ の 弟 子 筋 に 当 た る
ツ ァ ン ナ ク パ ・ ツ ウ ン ド ウ セ ン ゲ と ツ ル ト ウ ン ・ シ ョ ン ヌ セ ン ゲ の 二 人 ， サ キ ャ 系
の 論 理 学 者 と し て は ， サ キ ヤ 系 論 理 学 の 創 始 者 で あ る サ キ ヤ パ ン デ イ タ ・ ク ン ガ ギ
ェ ル ツ ェ ン と そ の 直 弟 子 で あ る ウ ユ ク パ ・ リ ク ペ ー セ ン ゲ の 二 人 の 論 理 学 書 を 取 り
上 げ , 他 者 排 除 論 , 及 び , そ れ に 密 接 に 関 連 す る 諸 設 定 を 主 題 と し て 分 析 を 加 え た ．
そ の 際 に 特 に 留 意 し た 点 は ， サ ン プ 系 の 伝 統 的 解 釈 に 対 し て ， サ パ ン や ウ ユ ク パ 等
の サ キ ャ 系 学 者 が 如 何 に そ れ を 受 け 止 め , そ れ を 踏 ま え た 上 で 自 ら の 解 釈 を 打 ち 立
て て い っ た の か と い う こ と ， 端 的 に は ， サ キ ヤ 系 論 理 学 の 形 成 過 程 を 明 ら か に す る
こ と で あ る ． 上 記 一 連 の 学 者 達 の 解 釈 は そ れ ぞ れ 「 小 結 」 の 形 で 纏 め て あ る の で ，
こ こ で は そ れ を 逐 一 再 説 せ ず に ， サ ン プ 系 と サ キ ャ 系 と い う チ ベ ッ ト 仏 教 論 理 学 の
二 大 相 承 の 相 克 の 歴 史 を ， 他 者 排 除 論 を 主 題 と し て 概 観 し ， 併 せ て ， 今 後 の 検 討 課
v y a v a c c h e d a と い う 語 に 換 言 さ れ て い る 用 例 が 見 ら れ る .P V V p ､ 2 7 4 . 7 a d I . 4 7 ; P V S V T p .1 2 7 . 1 0
a d l . 4 7 等 参 照 他 に も ， ジ ネ ー ン ド ラ ブ ッ デ イ が 反 体 と 他 者 排 除 と 断 除 を 同 義 語 と 見 倣 し た こ
と ( P S T 2 5 3 b 6 ) は 既 に 紹 介 し た 通 り で あ る ．さ ら に は ダ ル マ キ ー ル テ イ 自 身 , a n y a v y a v a c c h e d a
と い う 語 を 使 用 し て い る （ 例 え ば , P V S V p . 3 3 ． 9 a d I . 6 1 ) の で ， ダ ル マ キ ー ル テ イ 自 身 に ま で 遡
る 可 能 性 が あ る ． そ の 詳 細 に つ い て は 稿 を 改 め て 検 討 し た い ．
2 7 7 西 沢 2 0 1 4 , p . 2 4 5 f 参 照 ．
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題 を も 予 示 し て お く こ と に す る ．
筆 者 は ， 前 稿 （ 西 沢 2 0 1 4 ） の 序 論 に お い て ，『 タ ッ ト ヴ ァ サ ン グ ラ ハ 』 及 び 『 パ
ン ジ カ ー 』 を 資 料 と し て ， イ ン ド に お い て は 後 代 に 至 る ま で 他 者 排 除 は 《 語 の 対 象 》
に 結 び 付 け ら れ て い た こ と を 示 し ， 併 せ て ， 後 代 の ド ウ タ 文 献 を 手 掛 か り と し て ，
チ ベ ッ ト の 他 者 排 除 論 の 歴 史 的 展 開 に お い て , T S 1 0 0 4 が 非 常 に 大 き な 意 味 を 担 っ
た こ と を 示 唆 し た ． 即 ち ， そ こ で は ， 他 者 排 除 が 否 定 と 同 一 視 さ れ て お り ， さ ら に
は ， 二 種 の 否 定 に 結 び 付 け ら れ ， 無 否 定 の 他 者 排 除 と 非 否 定 の 他 者 排 除 の 二 つ に 大
別 さ れ ， 後 者 は さ ら に ， 対 象 の 他 者 排 除 と 知 の 他 者 排 除 の 二 つ に 細 分 さ れ た ． そ の
設 定 は ， ほ ぼ 忠 実 な 形 で 後 代 の ド ウ タ 文 献 に 受 け 継 が れ て い る の で あ る ． 但 し ， そ
の よ う な 後 代 の ゲ ル ク 派 の 解 釈 が , チ ベ ッ ト 仏 教 論 理 学 史 の 伝 統 の 中 で 如 何 に 形 成
さ れ て い っ た の か と い う こ と は ， こ れ ま で 殆 ど 研 究 が な く ， 解 明 す べ き 重 要 課 題 の
一 つ で あ っ た が ， 前 稿 及 び 本 稿 は ， そ の た め の 予 備 的 研 究 を も 兼 ね て い る ．
前 稿 に お い て は ， サ ン プ 教 学 の 創 始 者 に し て ， チ ベ ッ ト 仏 教 論 理 学 の 祖 と 目 さ れ
る ゴ ク 翻 訳 師 ロ デ ン シ ェ ー ラ プ と ， そ の 孫 弟 子 に 当 た り ， サ ン プ 教 学 の 大 成 者 と さ
れ る チ ヤ パ ･ チ ュ ー キ セ ン ゲ の 他 者 排 除 論 を 考 察 し た . そ こ で 明 ら か と な っ た の は ，
ゴ ク 翻 訳 師 の 他 者 排 除 論 に 関 す る 関 心 と 理 解 は 予 想 以 上 に 低 か っ た こ と と ， サ ン プ
系 論 理 学 の 学 統 で 初 め て 他 者 排 除 論 を 明 瞭 な 形 で 説 い た の は , チ ヤ パ で あ る こ と で
あ る ． し か し ， そ の チ ヤ パ に せ よ ， 他 者 排 除 を 《 語 の 対 象 》 に 結 び 付 け る イ ン ド の
伝 統 的 な 解 釈 は 伝 承 さ れ て い な か っ た 模 様 で あ り ， チ ヤ パ は ， 他 者 排 除 を ， 語 の 対
象 と し て 対 象 の 側 に 結 び 付 け る の で は な く ， 分 別 知 の 作 用 の 一 つ と し て 知 の 側 に 結
び 付 け て 捉 え て い た こ と が 判 明 し た ．
本 稿 に お い て は , そ の チ ャ パ の 弟 子 筋 に 当 た る ツ ァ ン ナ ク パ と ツ ル ト ウ ン の 論 理
学 書 を 資 料 と し て 取 り 上 げ ， サ ン プ 系 論 理 学 の 学 統 に お い て ， 他 者 排 除 論 が 如 何 に
確 立 し 展 開 し て い っ た の か と い う こ と を 分 析 し た ． そ こ で 明 ら か と な っ た の は ， ま
ず 第 一 に ， チ ヤ パ の 論 理 学 書 に お い て は ， 他 者 排 除 は ， 分 別 知 の 三 つ の 作 用 の う ち
の 一 つ と 規 定 さ れ ， あ く ま で 分 別 知 の 付 属 議 論 の 域 を 出 る こ と は な か っ た が ， ツ ァ
ン ナ ク パ は ， チ ャ パ の 記 述 を 踏 ま え つ つ も ， そ れ を 初 め て 独 立 し た 主 題 と し て 科 段
設 定 し 包 括 的 に 論 じ た こ と で あ る ． ツ ァ ン ナ ク パ は ， 他 者 排 除 を 定 立 の 対 立 概 念 と
し て 設 定 し ， 後 代 ， ド ウ タ 文 献 に お い て 確 立 さ れ る こ と に な る 定 立 作 用 と 排 除 作 用
の 設 定 を 初 め て 立 て た ． さ ら に は ， 定 立 と 他 者 排 除 の 定 義 や 定 義 基 体 等 を 明 瞭 な 形
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で 提 示 し た ． こ れ は チ ャ パ に は 見 ら れ な か っ た 新 し い 展 開 で あ る ． 同 様 の こ と は ，
実 体 と 反 体 の 設 定 や ， 普 遍 と 特 殊 の 設 定 に つ い て も 見 ら れ る ． 概 し て ， ツ ァ ン ナ ク
パ は ， 師 た る チ ャ パ の 見 解 を 踏 襲 し つ つ も ， チ ャ パ が 断 片 的 に 解 説 し た 記 述 を ， 独
立 し た 科 段 設 定 を し た 上 で ， 定 義 や 定 義 対 象 を 明 示 し ， よ り 秩 序 立 て た 形 で 解 説 し
た 点 に 特 徴 が あ る 2 7 8 ． 他 方 ， 他 者 排 除 の 理 解 に 関 し て は ， 『 量 決 択 』 に お け る 他 者
排 除 論 の 所 依 典 籍 と な っ て い る P V i n n . 2 9 - 3 1 に 対 す る 一 連 の 註 釈 書 を 見 る 限 り ，
ゴ ク 翻 訳 師 や チ ヤ パ に 比 べ ， ツ ァ ン ナ ク パ の 他 者 排 除 理 解 は 格 段 に 進 ん だ も の で あ
る こ と が 明 ら か に な っ た ．
続 く ツ ル ト ウ ン は ， そ の 科 段 構 成 や 解 釈 の 多 く を ツ ァ ン ナ ク パ の 『 善 説 集 成 』 に
負 う て い る が ， 一 部 独 自 の 解 釈 を 提 示 し て い る 箇 所 も 見 ら れ る こ と が 判 明 し た ． 例
え ば ， ツ ル ト ウ ン は ， 定 立 と 排 除 を ， チ ヤ パ や ツ ァ ン ナ ク パ 同 様 に 知 の 一 作 用 と 見
倣 す 点 で は 立 場 を 等 し く す る が , 師 達 が 定 立 と 排 除 を 順 に 無 分 別 知 と 分 別 知 に 結 び
付 け た の に 対 し て ， 彼 は ， 顕 現 対 象 に 対 す る 知 の 作 用 と し て 定 立 を ， 判 断 対 象 と 行
動 対 象 に 対 す る 知 の 作 用 と し て 排 除 を 設 定 し た ． こ れ は ， 対 象 の 側 か ら 両 者 を 区 別
し た も の で あ り ， こ の 点 で 全 く 解 釈 を 異 に し て い る こ と が 明 ら か と な っ た ． た だ こ
れ は 例 外 的 で あ り ， 基 本 的 に は ツ ル ト ウ ン は ツ ァ ン ナ ク パ の 解 釈 に 随 順 し て い る こ
と も ま た 再 確 認 さ れ た ．
以 上 が ， サ ン プ 系 学 者 に 伝 承 さ れ た 他 者 排 除 論 の 概 要 で あ る ． そ れ は 端 的 に は ，
ゴ ク 翻 訳 師 で は な く ， チ ヤ パ に 由 来 し ， そ の 弟 子 で あ る ツ ァ ン ナ ク パ に よ り 確 立 さ
れ ， 孫 弟 子 で あ る ツ ル ト ウ ン 等 を 介 し て ， さ ら に は サ パ ン ヘ と 伝 承 さ れ た も の で あ
る ． 彼 ら の 解 釈 は ， 他 者 排 除 を 語 の 対 象 で は な く ， 知 の 作 用 に 結 び 付 け る も の で あ
る が ， こ れ は ， シ ヤ ン カ ラ ナ ン ダ ナ の 『 ア ポ ー ハ ・ シ ッ デ イ 』 に 見 ら れ る 解 釈 を 反
映 し た も の で あ る 可 能 性 を 示 唆 し た ． も し こ の 想 定 が 妥 当 で あ れ ば ， チ ベ ッ ト に お
い て は ， 他 者 排 除 を 語 の 対 象 に 結 び 付 け る 他 者 排 除 本 来 の 解 釈 は ， 少 な く て も そ の
初 期 の 段 階 で は 伝 わ ら ず , ま た 仮 に 伝 わ っ て い た と し て も , 影 響 力 を 持 た な か っ た ．
そ の 代 わ り に , 他 者 排 除 を 知 の 側 に 結 び 付 け る シ ヤ ン カ ラ ナ ン ダ ナ の 解 釈 が 強 い 影
響 力 を 及 ぼ し , そ の 影 響 下 に お い て チ ャ パ 等 の サ ン プ 系 学 者 達 に よ り 他 者 排 除 論 が
形 成 さ れ た こ と に な る ． そ の 点 の 検 証 作 業 は 今 後 の 検 討 課 題 で あ る ．
2 7 8 そ の 一 例 と し て ， 《 理 解 ( r t o g s p a ) 》 の 設 定 が あ る が ， そ れ に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 2 , p p . 9 7 - 9 9
参 照
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こ の よ う に ， チ ャ パ に 由 来 す る 学 統 が サ ン プ 系 論 理 学 の 伝 承 に お け る 他 者 排 除 論
の 主 流 で あ っ た が ， そ れ と は 別 に ， ダ ル モ ー ッ タ ラ や シ ヤ ン カ ラ ナ ン ダ ナ の 他 者 排
除 論 の 著 作 を 翻 訳 し ， さ ら に は そ れ に 対 し て 註 釈 を も 著 し た ゴ ク 翻 訳 師 の 学 統 も 存
在 し て い た こ と も 否 定 で き な い . 現 在 利 用 可 能 な 資 料 に 依 る 限 り 他 者 排 除 論 に 対 す
る ゴ ク 翻 訳 師 の 貢 献 と そ の 影 響 は か な り 低 い も の と 言 わ ざ る を 得 な い が ， 今 後 ， そ
の 方 面 の 資 料 が 発 掘 さ れ る こ と を 通 じ て , 解 釈 の 見 直 し が 必 要 と な る か も し れ な い ．
こ の よ う な サ ン プ 系 の 他 者 排 除 論 に 対 し て ， そ れ を 批 判 的 に 検 証 し て 新 し い 解 釈
の 流 れ を 打 ち 立 て た の が , サ パ ン を 初 め と す る サ キ ヤ 派 の 論 理 学 者 達 で あ る . 特 に ，
他 者 排 除 を チ ヤ パ 等 の よ う に 知 の 側 に 結 び 付 け る の で は な く ， 語 や 分 別 知 の 対 象 の
側 に 結 び 付 け る 解 釈 は , ウ ユ ク パ に よ り 初 め て 明 確 な 形 で 提 示 さ れ た . そ の 解 釈 は ，
サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 に も 全 く 見 ら れ な い 訳 で は な い が ， 実 は サ パ ン の 基 本 的 な 解
釈 は , 他 者 排 除 を 知 の 側 に 結 び 付 け る サ ン プ 系 の 伝 統 的 解 釈 で あ る こ と が 今 回 初 め
て 明 ら か に な っ た ．
従 来 学 界 で は , サ パ ン は カ シ ュ ミ ー ル パ ン デ イ タ 達 か ら 梵 語 原 典 を 通 じ て イ ン ド
直 伝 の 相 承 を 受 け 継 ぎ ， そ れ 故 ， サ パ ン の 『 正 理 宝 蔵 』 は ， イ ン ド 原 典 に 比 較 的 忠
実 な 解 釈 を 取 っ て い る と 解 釈 さ れ て き た ． 実 際 ， 『 正 理 宝 蔵 』 の 諸 註 釈 者 は 『 正 理
宝 蔵 』 に 見 ら れ る 前 主 張 者 の 多 く を ゴ ク 翻 訳 師 や チ ャ パ ， ツ ァ ン ナ ク パ 等 の サ ン プ
系 論 理 学 者 に 帰 し て い る こ と か ら ， サ パ ン は サ ン プ 系 の 解 釈 を 原 典 か ら 乖 離 し た 誤
っ た 見 解 と 見 倣 し , 原 典 に 沿 っ た 立 場 か ら そ れ を 批 判 し た と 解 釈 さ れ て き た の で あ
る ． し か し ， 『 正 理 宝 蔵 』 の 記 述 を 近 年 利 用 可 能 と な っ た チ ヤ パ の 『 意 闇 払 拭 』 や
ツ ル ト ウ ン の 『 智 慧 灯 明 』 等 の 論 理 学 書 に 照 ら し 合 わ せ て み る と ， 予 想 以 上 に 多 く
の 部 分 を サ パ ン は サ ン プ 系 論 理 学 か ら 受 け 継 い で い る こ と が 明 ら か に な っ て 来 た ．
そ の 学 的 背 景 と し て ， サ パ ン は ， 単 に カ シ ュ ミ ー ル パ ン デ イ タ を 通 じ て イ ン ド 直
伝 の 相 承 を 受 け 継 い だ の み な ら ず ， そ れ 以 前 に ， ツ ル ト ウ ン に 師 事 す る こ と を 通 じ
て ， サ ン プ 系 論 理 学 の 相 承 を 受 け 継 い で い た こ と を 指 摘 し た ． 『 正 理 宝 蔵 』 は 彼 が
受 け 継 い だ こ の 二 大 相 承 に 対 す る サ パ ン の 思 想 的 格 闘 の 産 物 に 他 な ら な い ． そ こ で
サ パ ン は ， 多 く の サ ン プ 系 の 解 釈 を 批 判 し た が ， 同 時 に ， 自 説 と し て 採 用 し た サ ン
プ 系 の 解 釈 も 少 な か ら ず あ り ， そ の 意 味 で ， 彼 の 『 正 理 宝 蔵 』 は ， イ ン ド 直 伝 の 解
釈 と サ ン プ 系 の 解 釈 の 混 合 物 の 様 相 を 呈 し て い る と 言 っ て も 過 言 で は な い . そ の こ
と は ， 本 稿 に お い て 扱 っ た 他 者 排 除 論 に お い て も 改 め て 確 認 さ れ た と こ ろ で あ る ．
1 5 8
そ の 点 で 興 味 深 い の は ， ウ ユ ク パ の 思 想 的 立 場 で あ る ． ウ ユ ク パ は ， 実 は サ ン プ
教 学 の 外 部 伝 播 に 主 導 的 な 役 割 を 果 た し た ニ ェ ル シ ク ・ ジ ヤ ン ペ ル ド ル ジ ェ ( g N y a l
z h i g i a m d p a l r d o l j e ) の ｢ 九 子 」 と 称 さ れ る 九 人 の 筆 頭 弟 子 2 7 9 の 一 人 で あ り ， 元 来 ，
サ ン プ 寺 の 学 僧 と し て サ ン プ 教 学 の 伝 統 を 受 け 継 ぐ 者 で あ っ た ． 後 に サ パ ン に 師 事
す る こ と を 通 じ て ， 『 量 評 釈 』 や 『 正 理 宝 蔵 』 の 相 承 を 受 け 継 ぎ ， サ ン プ 教 学 か ら
距 離 を 置 く こ と に な る が ， サ パ ン 以 上 に サ ン プ 教 学 と の 関 係 が 強 い 人 物 で あ っ た は
ず で あ る ． し か し ， 彼 の 『 正 理 宝 蔵 』 に 対 す る 註 釈 『 正 理 成 立 』 を 見 る 限 り ， ウ ユ
ク パ の 思 想 的 立 は ， 師 で あ る サ パ ン 以 上 に ， サ ン プ 教 学 に 対 し て 批 判 的 で あ り ， そ
れ か ら 独 立 し た も の で あ る こ と が 明 ら か に な っ た . 実 際 , こ の 他 者 排 除 論 に お い て ，
他 者 排 除 を そ の 本 来 的 な 意 味 で あ る 語 の 対 象 に 結 び 付 け る 解 釈 を , 最 初 に 明 示 し た
の は ， サ パ ン で は な く ， こ の ウ ユ ク パ に 他 な ら な い ．
そ の 背 景 と し て ， ウ ユ ク パ が チ ベ ッ ト に お い て 初 め て 『 量 評 釈 』 全 章 に 対 す る 註
釈 を 著 し た こ と が 挙 げ ら れ よ う ． そ れ ま で サ ン プ 寺 で 学 ば れ て き た 主 要 な 論 理 学 書
は ， 『 量 決 択 』 で あ っ た が ， こ の 『 量 決 択 』 に お い て は ， 他 者 排 除 論 は 主 要 な 論 題
で は な く ， 殆 ど 論 じ ら れ て い な か っ た ． し か し ， 『 量 評 釈 』 で は ， 特 に 第 一 章 に お
い て 他 者 排 除 論 に 関 す る 膨 大 な 記 述 が あ り ， ウ ユ ク パ は そ れ を 註 釈 す る こ と を 通 じ
て ， 他 者 排 除 の 本 来 的 な 意 味 を 理 解 す る こ と が 出 来 た も の と 推 察 さ れ る ． チ ベ ッ ト
に お け る 『 量 評 釈 』 の 学 統 は ， 確 か に サ パ ン に 起 源 す る が ， 実 際 に そ れ を 確 立 し た
の は ， サ パ ン で は な く ， ウ ユ ク パ で あ る と 評 価 す べ き か と 思 わ れ る ． 今 回 は ， そ の
点 を 他 者 排 除 論 を 資 料 と し て 明 ら か に し た が , そ の 検 証 作 業 は 今 後 よ り 多 く の 主 題
に お い て 引 き 続 き 行 う 必 要 が あ る ．
最 後 に 一 つ 付 言 す る な ら ば ， サ パ ン や ウ ユ ク パ 等 の サ キ ヤ 派 の 学 者 達 は ， イ ン ド
直 伝 の 論 理 学 の 学 統 に 基 づ き ， 旧 来 の サ ン プ 系 論 理 学 を 批 判 す る こ と を 通 じ て ， 自
ら の 学 説 を 打 ち 立 て た が ， そ れ は ， 単 に ， サ ン プ 系 論 理 学 を 自 身 よ り 《 外 》 の も の
と し て 否 定 し た の で は な く ， 彼 ら 自 身 , サ ン プ 系 論 理 学 の 継 承 者 と し て , 自 ら の 《 内 》
に サ ン プ 教 学 の 伝 統 を 背 負 い つ つ ， 新 た に 授 か っ た イ ン ド 直 伝 の 教 学 と 相 対 時 し ，
そ れ に 真 っ 正 面 か ら 取 り 組 み 格 闘 し た こ と で あ る ． そ の 内 的 な 相 克 の 結 果 と し て 生
み 出 さ れ た サ キ ャ 系 論 理 学 は ， カ シ ュ ミ ー ル パ ン デ ィ タ か ら 受 け 継 い だ 学 統 の 単 な
2 7 ， こ の ニ エ ル シ ク の 九 子 の 事 績 に つ い て は ， 西 沢 2 0 1 1 b , V o l . 1 , p p . 2 3 9 - 2 9 1 に お い て 詳 し く 検
討 し た の で ， 参 照 さ れ た い ．
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る コ ピ ー で は な く ， 独 立 し た 新 し い 学 統 と し て 捉 え る べ き で あ る ． そ の 相 克 の 歴 史
は ， 後 代 ， サ ン プ 系 学 者 と し て は ， 例 え ば ， ナ ル タ ン 寺 の チ ョ ム デ ン ・ リ ク ペ ー レ
ル テ イ ( b C o m l d a n r i g s / r i g p a ' i r a l g i , 1 2 2 7 - 1 3 0 5 ) や チ ュ ミ ク パ ・ セ ン ゲ ペ ル ( C h u
m i g p a s e n g g e d p a l , c a ､ 1 2 0 0 - 1 2 8 0 )サ キ ヤ 系 学 者 と し て は ， ラ マ タ ン パ ・ ソ ナ ム
ギ エ ル ツ エ ン ( B l a m a d 2 u n p a b s o d n a m s r g y a l m t s h a n , 1 3 1 2 - 1 3 7 5 ) や ， ニ ヤ ウ ン ・
ク ン ガ ペ ル ( N y a d b o n k u n d g a 1 d p a l , 1 3 4 5 - 1 4 3 9 ) と レ ン ダ ワ ・ シ ョ ン ヌ ロ ト ウ ( R e d
m d a ! b a g z h o n n u b l o g r o s , 1 3 4 9 - 1 4 1 2 ) 師 弟 に も 受 け 継 が れ て い く こ と に な る ． そ し
て ， こ の 論 理 学 の 二 大 学 統 は ， 相 互 に 複 雑 に 絡 ま り 合 い な が ら ， 後 代 の ゲ ル ク 派 へ
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I N
g o g
l o
g S a n g p h u
o m ．
P h
y a p a g S a n g p h u
o m ．
g T b a n g n a g p a
g S a n g p h ur a n g g i m t s h a n n y i d s n a n g p a ' i s g o n a s ' d z i n p a [ 1 1 7 a l ]
m T b h u r s t o n
g S a n g p h ud o n g y i r a n g g i n g o b o s n a n g p a ' i s g o n a s y u l d u b y e d p a [ 1 1 . 1 7 ]
S a
p a 9
S a s b a
o m ．
＃
U
y u g p a
S a s k
y a D e f o f s g r u b p a : o m .
D e f o f s g r u b p a l a i u g p a : b l o g a n g z h i g y u l d e ' i m a m p a s n a n g n a s
' d z i n p a [ 8 4 . 1 4 ]
注 意 ： ウ ユ ク パ は ， 定 立 と 定 立 作 用 ， 他 者 排 除 と 排 除 作 用 を 順 に ， 対 象 と 有 対 象 に 結 び 付 け て 別
立 し た の で ， 項 目 は そ れ に 合 わ せ て 二 分 し て お く ．
他 者 排 除 ／ 排 除 ( g z h a n s e l / s e l b a , * a n y a p o h a / a p o h a )
実 体 ( I d z a s , * d r a v y a )と 反 体 ( l d o g p a , * v y a v r t t i )
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定 義 ( D e f )
I N
g o g
l o
g S a n g p h u
O I n ．
P h
y a p a
g S a n g p h u
o m ．
g T b a n g n a g p a
g S a n g p h u
d e r z h e n p a ' i s t o b s b i s g z h a n d u ' d z i n p a s e l p a [ 1 1 8 1 W ]
m T h h u r s t o n
g S a n g p h u
D e f d o n g y i b z l o g p h y o g s b s a l b a ' i s g o n a s y u l d u b y e d p a [ 1 9 . 9 ]
S a
p m
S a s k
y a
D e f o f g z h a n s e l : d n g o s ' g a l b c a d n a s l j u g p a [ 9 3 . 9 ]
1
U
y u g p a
S a s k
y a
D e f o f g z h a n s e l : c h o s g a n g g z h i g g z h a n d a n g m a ' d I ℃ s p a [ 9 7 . 1 5 】
D e f o f s e l b a l a j u g p a : r a n g g i y u l g y i b z l o g p h y o g s b s a l n a s i u g p a
[ 9 8 . 1 0 ]
論 師 名 系 統
定 義 ( D e f )
I N
卸 9
l o
g S a n g p h u
o m ．
P h
y a p a
g S a n g p h u
o m ．
g T b a n g n a g p ag S a n g p h u
D e f o f r d z a s :l d o g p a ' i c h o s m a m s' b r a l m i h e s p a r' d u ' i d o n
[ 1 5 a 7 ]
D e f o f l d o g p a :' d u s p a c a n g y i c h o s m a m s [ 1 5 a 7 ]
m T S h u r s m n
g S a n g p h u
D e f o f r d z a s : g z h i ' c i g g i s t e n g d u c h o s d u m a ' b r a l m s h e s p a r ' d u s
p a ' a m t s h o g s p a [ 6 2 . 5 ]
D e f o f l d o g p a :' d u s p a c a n g y i c h o s k h a y a r b a [ 6 2 . 6 ]
S a
p a p
S a s k
y a
D e f o f r d z a s / l d o g p a : o m .
S y n . o f r d z a s : d n g o s p o , d o n r a n g m t s h a n [ 2 9 5 ]
S y n . o f l d o g p a : g z h a n s e l , d n " s m e d , r t o g p a s s g r o b t a g s p a , * s p y i
m t s h a n [ 2 9 5 ]
U
y u g p a
S a s k
y a
D e f o f r d z a s : d o n b y e d n u s p a ' i d n g o s p o [ 4 5 . 7 ]
否 定 ( d g a g p a , * p r a t i g e d h a )と 定 立 ( s g r b u p a , * v i d h i / V i d h a n a )
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D e f o f l d o g p a : c h o s g a n g z h i g s g m r t o g g i y u l d u W u r p a [ 4 5 . 1 1 ]
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I N
g o g
l o
g S a n g p h u
o m ．
P h
y a p a g S a n g p h u
D e f o f b s
g m b p a
' i c h o s :
9
g a l z l a b l o s y u l d u b y a s p a l a m a l t o s p a r
l d o g p a d e n y i d k y i d o n s p y i r a n g d b a n g d u s h a r n a s z h e n p a r b y a b a
[ Y M 6 1 b 9 ; B T , p . 8 7 . 2 ]
D e f o f d g a g p a ' i c h o s : d g a g b y a ' i d o n s p y i s h a r b a l a l t o s n a s d e l a s
b z l o g p a r z h e n p a r b y a b a [ Y M 6 1 b 9 ; B T , p . 8 7 . 4 ]
D e f o f m a y i n d g a g : l d o g p a d e k h a y a r b a l a z h e n p a n a b s g r u b p a ' i
c h a m a d o r b a r z h e n p a r b y a b a [ Y M 6 2 a l ; B T , p . 8 7 . 1 1 ]
D e f o f m e d d g a g :l o g p a d e k h a y a r b a l a z h e n p a n a d g a g p a ' b a '
z h i g p a r z h e n p a r b y a b a [ Y M 6 2 a 2 ; B T , p . 8 7 . 9 ]
g T b a n g n a g p ag S a n g p h uD e f o f s g m b p a : c h o s g a n g z h i g d g a g b y a ' i s p y i' c a r b a l m a l t o s
p a r r a n g d b a n g d u n g e s s u r u n g p a [ 1 8 b 2 ] ; s g r u b c h o s m a d o r b a
[ 1 8 b 3 ]
D e f o f d g a g p a ( i . e . m e d d g a g ) : s g m b p a b k a g l d o g t s a m d u g n a s p a
[ 1 8 b 2 ] ; s g r u b c h o s d o r b a [ 1 8 b 3 ]
D e f o f b k a g p a ' i s g r u b p a ( i . e . m a y i n d g a g ) : d e d a g ( = d g a g s g r u b
g n y i s ) t s h o g s p a ' i l d o g p a [ 1 8 b 3 ] ; s g r u b c h o s m a d o r b a [ 1 8 b 3 ]
m ' 1 b h u r s t o n
g S a n g p h uD e f o f b s g r u b c h o s / b s g r u b p a : r a n g g i m a m p a r a n g d b a n g d u s h a r
b a s n g e s s u r u n g b a [ 7 8 . 9 ]
D e f o f d g a g c h o s / d g a g p a : d g a g b y a ' i m a m p a s h a r b a l a l t o s n a s
n g e s d g o s p a [ 7 8 . 1 0 ]
D e f o f m e d d g a g : s g r u b c h o s d o r b a [ 7 8 . 8 ]
D e f o f m a y i n d g a g : s g r u b c h o s m a d o r b a [ 7 8 . 8 ]
S a
p a U
S a s k y a D e f o f d g a g p a : o m . ; D e f o f s g I u b p a : o m .
D e f o f m e d d g a g : d g a g b y a b c a d n a s c h o s g z h a n m i ' p h e n p a [ 2 3 0 . 2 2 ]
普 遍 ( s p y i , * s a m a n y a )と 特 殊 ( b y e b r a g , * v i S e g a )
1 6 3
D e f o f m a y i n d g a g : d g a g b y a b c a d n a s c h o s g z h a n ' p h e n p a [ 2 3 0 . 2 2 ]
9
U
y u g p a
S a s k y a
D e f o f b s g r u b p a : b l o l a r a n g g i r n a m p a s n a n g d u r u n g b a [ 6 1 . l l ]
D e f o f d g a g p a : r t o g p a l a d g a g g z h i ' a m d g a g b y a ' i m a m p a s h a r b a l a
b l t e n n a s n g e s p a r b y a r r u n g b a [ 6 2 . 1 2 ]
D e f o f m a y i n d g a g : d g a g b y a b k a g p a ' i s h u l d u s g m b p a b l o
『
p h e n p a [ 6 3 . 2 ]
D e f o f m e d d
9
n g o r
g a g : g a g b y a b k a g p a ' i s h u l d u s g m b p a b l o n g o r m
p h e n p a [ 6 3 . 3 ]
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r N
即 9
l o
g S a n g p h u
o m ．
P h
y a p a
g S a n g p h u
o m ．
g T b a n g n a g p ag S a n g p h u
D e f o f s p y i : r i g s m i m t h u n l a s l o g p a ' i c h o s r k y a n g p a [ 2 0 b l ]
D e f o f b y e b r a g : d e n y i d r i g s m t h u n n a n g l a s l o g p a ' i c h o s g n y i s p a s
z i n p a [ 2 0 b 2 ]
D e f o f t s h o g s s p y i : c h o s g n y i s p h r a d t s a m [ 2 0 b 3 ]
m ' I b h u r s t o n
g S a n g p h u
D e f o f s p y i : r i g s m i m m u n l a s l o g p a ' i l d o g p a c h i g r k y a n g [ 8 7 . 2 0 ]
D e f o f b y e b r a g : d e n y i d r i g s m t h u n n a n g l a s k y a n g l o g p a ' i l d o g p a
g n y i s p a s z i n p a [ 8 7 . 2 1 ]
S a
p a Q
S a s k
y a
D e f o f s p y i : r i g s m i m t h u n l a s l d o g p a [ 7 8 . l l ]
D e f o f b y e b r a g : d e n y i d I i g s m t h u n n a n g l a s k y a n g l o g p a ' i l d o g p a
g n y i s t s h o g s [ 7 8 . 1 1 ]
9
U
y u g p a
S a s k
y a
D e f o f d o n l a y o d p a ' i g z h a n s e l g y i s p y i : r i g s m i m t h u n p a ' i s p y i l a s
l o g p a [ 4 8 . 3 ]
D e f o f d o n l a y o d p a ' i g z h a n s e l g y i b y e b r a g : d e n y i d r i g s m t h u n
n a n g l a s k y a n g l o g p a [ 4 8 . 6 ]
D e f o f b l o l a y o d p a ' i s p y i : * g s a l b a d u m a ' i m a m p a r t o g p a l a s n a n
b a l a g c i g t u z h e n p a [ 4 8 . 1 3 ]
9
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